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https://youtu.be/
ezFrPSS73MA
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（準備中）

貸出中の収蔵品

貸出予定の収蔵品
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アーチストで探す

スタイルで探す

テーマで探す

モチーフで探す

収蔵品ランキング

ARTIST

クロード・モネ
Claude Monet(1840-1926)

フランスの画家。印象派の代表的画家。1872年に制作した《印象̶日の出》は、第1回印象派展
（1874年）に出品され、このグループの名称の由来となった。1883年、ジヴェルニーに移住。《積
み藁》《ルーアン大聖堂》などのシリーズによって、自然の対象が時間や季節の推移につれて変化す
る一瞬の様子を捉えた作品を次々と発表。特に晩年、自邸の睡蓮の池を描き続け、対象の形態を超え
て光の変幻の色彩化を試みた連作は、つとに有名である。

出品歴

２０２２年３月１９日 （土）～５月８日 （日）
ヨーロッパ絵画　美の400年―珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン―　佐賀県立美術館（佐賀、佐賀市）

２０２１年１０月２３日 （土）～１２月２６日 （日）
名画でたどる西洋絵画400年－珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン　栃木県立美術館（栃木、宇都宮市）

２０２１年１０月１５日 （金）～２０２２年１月１６日 （日）
特別展示「睡蓮：水の風景連作」　三菱一号館美術館（東京、千
代田区）

２０２１年７月９日 （金）～８月２９日 （日）
ヨーロッパ絵画400年の旅　珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン　岡山県立美術館（岡山、岡山市）

２０２０年１２月１５日 （火）～２０２１年１月３１日 （日）
名画を読み解く ̶珠玉の東京富士美術館コレクション̶　沖縄
県立博物館・美術館（沖縄、那覇市）

２０２０年９月１２日 （土）～１１月３日 （火）
美の旅 西洋絵画400年 ̶珠玉の東京富士美術館コレクション展
̶　宮崎県立美術館（宮崎、宮崎市）

２０２０年７月２２日 （水）～９月６日 （日）
西洋絵画400年の旅 ̶珠玉の東京富士美術館コレクション　大
分県立美術館（大分、大分市）

２０２０年２月２０日 （木）～４月１２日 （日）
名画を読み解く ̶珠玉の東京富士美術館コレクション　茨城県
近代美術館（茨城、水戸市）

２０１９年１１月２日 （土）～１２月２２日 （日）
絵画でランデヴー-東西美術の出逢い-　和泉市久保惣記念美術
館（大阪、和泉市）

２０１９年９月３日 （火）～１０月２２日 （火）
ヨーロッパ絵画 美の400年 ̶珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン̶　山口県立美術館（山口、山口市）

２０１９年１月１２日 （土）～５月４日 （土）
西方絵画500年　上海宝龍美術館（中国、上海）

２０１８年１０月２３日 （火）～１２月２３日 （日）
西方絵画500年　清華大学芸術博物館（中国、北京）

２０１６年７月９日 （土）～８月２８日 （日）
巨匠たちの競演　西洋絵画の300年～ヴァン・ダイク、ドラクロ
ワ、モネ、シャガール　長野県信濃美術館（長野、長野市）

２０１５年１０月８日 （木）～２０１６年２月２１日 （日）
日本が愛した印象派─モネからルノワールへ　ドイツ連邦共和国
美術展示館（ドイツ、ボン）

２０１４年７月１８日 （金）～８月３１日 （日）
西洋近代絵画と松方コレクション　鹿児島市立美術館（鹿児島、
鹿児島市）

２０１４年３月１１日 （火）～５月１１日 （日）
光の賛歌　印象派展　─パリ、セーヌ、ノルマンディの水辺をた
どる旅　京都文化博物館（京都、京都市）

２０１４年１月１５日 （水）～３月２日 （日）
光の賛歌　印象派展　─パリ、セーヌ、ノルマンディの水辺をた
どる旅　福岡市博物館（福岡、福岡市）

２０１３年５月１０日 （金）～９月８日 （日）
モネの庭園　ヴィクトリア国立美術館（オーストラリア、メルボ
ルン）

２０１１年７月９日 （土）～１０月１０日 （月）
光を描く　印象派展─美術館が解いた謎─　青森県立美術館（青
森、青森市）

２０１０年１２月７日 （火）～２０１１年２月１７日 （木）
モネとジヴェルニーの画家たち　Bunkamura ザ・ミュージアム
（東京、渋谷区）

２０１０年１０月９日 （土）～１１月２８日 （日）
モネとジヴェルニーの画家たち　北九州市立美術館（福岡、北九
州市）

２０１０年２月２３日 （火）～５月３０日 （日）
モネと抽象表現主義展　ティッセンボルネミッサ美術館（スペイ
ン、マドリード）

２００９年４月４日 （土）～５月２４日 （日）
絵画と写真の交差　印象派誕生の軌跡　札幌芸術の森美術館（北
海道、札幌市）

２００９年１月３０日 （金）～３月２５日 （水）
絵画と写真の交差　印象派誕生の軌跡　北海道立帯広美術館（北
海道、帯広市）

２００７年７月１４日 （土）～１１月２５日 （日）
印象派とその源流展　モネ、ルノワールとバルビゾン派の巨匠た
ち──東京富士美術館コレクション　メルシャン軽井沢美術館
（長野、北佐久郡御代田町）

２００７年４月７日 （土）～７月２日 （月）
大回顧展モネ　印象派の巨匠、その遺産　国立新美術館（東京、
港区）

２００３年４月１８日 （金）～５月２５日 （日）
美の巨匠たち　西洋絵画～400年～　福岡市美術館（福岡、福岡
市）

２００２年１０月５日 （土）～１１月４日 （月）
西洋の美・日本の美展　モネ、ルノワール、セザンヌ...　池大
雅、谷文晁ほか　島根県立美術館（島根、松江市）

２００２年９月７日 （土）～９月２９日 （日）
東京富士美術館の名品　西洋絵画の400年　そごう美術館［横浜
駅東口/そごう横浜店6階］（神奈川、横浜市）

２００２年７月２０日 （土）～９月１日 （日）
近代ヨーロッパ美の巨匠たち̶ドラクロワからピカソまで̶展　
印象派への招待　飛騨高山美術館［企画展示室］（岐阜、高山
市）

２００１年６月２９日 （金）～９月１６日 （日）
モネと日本　西オーストラリア州立美術館（オーストラリア、パ
ース）

２００１年３月９日 （金）～６月１１日 （月）
モネと日本　オーストラリア国立美術館（オーストラリア、キャ
ンベラ）

２０００年１０月１日 （日）～１２月３日 （日）
西洋名画展̶ルネサンスから20世紀　国父記念館（台湾、台
北）

１９９９年１月１８日 （月）～４月１１日 （日）
20世紀のモネ展　ロイヤル・アカデミー・オブ・アーツ（イギ
リス、ロンドン）

１９９８年９月２３日 （水）～１９９９年１月３日 （日）
20世紀のモネ展　ボストン美術館（アメリカ、ボストン）

１９９７年１０月１４日 （火）～１１月３０日 （日）
西洋絵画名作展　香港芸術館（中国、香港）

１９９７年７月３１日 （木）～８月１２日 （火）
モネと水辺展　大丸ミュージアム・東京（東京、千代田区）

１９９５年７月２２日 （土）～１１月２６日 （日）
クロード・モネ：1840-1926　シカゴ美術館（アメリカ、シ
カゴ）

１９９４年４月１６日 （土）～６月１２日 （日）
モネ展　名古屋市美術館（愛知、名古屋市）

１９９４年２月１１日 （金）～４月７日 （木）
モネ展　ブリヂストン美術館（東京、中央区）

１９９２年１０月１６日 （金）～１１月５日 （木）
西洋絵画名作展̶ルネサンスから印象派、20世紀の絵画　中国
美術館（中国、北京）

１９９０年１１月３日 （土）～１２月２日 （日）
西洋絵画名品展　湖巖美術館（韓国、京畿道龍仁郡）

１９９０年９月２２日 （土）～１０月２１日 （日）
西洋絵画名品展　中央日報・湖巖ギャラリー（韓国、ソウル）

来歴

Provenance:
acheté à Monet par Durand-Ruel et Bernheim-Jeune en
mars 1913 et vendu à Bernheim ‒Jene en 1920
Mrs.Potter Palme , Chicago
Honoré Palmer, Chicago
Légué á l’Art Institute de Chicago en 1949
Mr and Mrs Edmund W. Mudge Jr. Dallas, c.1949
vente Edmund W. Mudge, New York, Parke Bernet,28
octobre 1970, n゜.23 (Forbes)
vente, Londres , Christie, 2 juillet 1974 ,n゜65 (Yamamoto)
P.A, Japon, 1981

Exhibited :
Paris, Durand-Ruel, Monet, Nymphéas, 1909, no.41
Paris, Bernheim-Jeune, Paysages impressionistes, 1920,
no.21 ou 22
Tokyo, Galerie des Arts, Monet, Renoir, Bonnard, 1979,
no.16
Tokyo, Seibu Museum of Art, Monet, 1981, n.20
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D. Wildenstein, Claude Monet: Biographie et catalogue raisoné, Lausanne-Paris, 1979, vol.IV, p.230, n.1731 (illustrated)

東京富士美術館
住所：〒192-0016
　　　東京都八王子市谷野町492-1
TEL：042-691-4511
開館時間：10:00～17:00
　　　　　（16:30受付終了）
休館日：毎週月曜日（祝日の場合は
　　　　開館。翌火曜日は振替休館）

JR八王子駅　北口
始発から12:29発までは西東京バス14
番のりばより
・創価大正門東京富士美術館行き

・創価大学循環

「創価大正門東京富士美術館」で下車

12:31発以降は、（ひよどり山トンネ
ル経由）西東京バス12番のりばより
・創価大正門東京富士美術館行き

・創価大学循環

（八日町経由）西東京バス11番のりば
より）
・創価大学循環

いずれも「創価大正門東京富士美術
館」で下車

京王八王子駅
西東京バス4番のりばより
　・創価大正門東京富士美術館行き
　・創価大学循環

「創価大正門東京富士美術館」で下車
　
JR拝島駅　※1時間1本程度運行
＊詳細についてはアクセスをご覧ください。

JR秋川駅　※1時間1本程度運行
＊詳細についてはアクセスをご覧ください。

ご利用案内

基本情報・開館カレンダー
アクセス
館内マップ
ムービー＆フロアツアー
入場料金
お得で便利なサービス
アートパスポート
割引情報
LINE公式アカウント
携帯サイト
バリアフリー
ぐるっとパス
レストラン＆カフェ
ミュージアムショップ

展覧会

展覧会スケジュール
開催中の展覧会
開催予定の展覧会（準備中）
終了した展覧会
海外文化交流特別展
特別展
館蔵品展
その他の展覧会
海外での展覧会
企画協力展
ポスターギャラリー
マスコミ関係者の方へ
ご来館の皆様へ

イベント

開催予定のイベント
終了したイベント
コンサート
講演会
教育プログラム
ワークショップ
ギャラリートーク
オンラインイベント
展覧会別
その他のイベント

収蔵品

コレクションツアー
展示中の収蔵品
展示予定の収蔵品（準備中）
貸出中の収蔵品
貸出予定の収蔵品
貸出終了した収蔵品
収蔵品検索
収蔵品ランキング

教育プログラム

乳幼児をお連れの方へ
小中高校生向けのプログラム
カレッジプログラム
教育関連サービス
教育関連PDFダウンロード

美術館について

創立者と美術館
世界を語る美術館
沿革
アーカイブズ
収蔵品画像貸出サービス
特別観覧について

このサイトについて お問い合わせ サイトマップ
TOKYO FUJI ART MUSEUM (c) All Rights Reserved. TOKYO FUJI ART MUSEUM

作品詳細

東京富士美術館
入場料金 アクセス Language 日本語

ご利用案内 展覧会 イベント 収蔵品 教育プログラム美術館について

超高画質画像

収蔵品画像ダウンロード

当館HPに掲載の収蔵品画像はご自由にご利用いただけます。
高画質画像については収蔵品画像貸出サービスをご利用ください。

睡蓮
Water Lilies

1908年
油彩、カンヴァス
101.0×90.0cm

いいね！  ランキングページへ

1890年代のモネは、〈積み藁〉、〈ポプラ並木〉、ルーアンの
〈大聖堂〉、そして〈セーヌ河の朝〉といった連作に意欲的に取
り組む。そして晩年のモネがジヴェルニーの自宅の日本庭園の池
を舞台に、睡蓮そのものを描くようになったのは1897年のこと
である。この最初の睡蓮の連作は8点描かれ、1902年には〈睡
蓮〉連作に本格的に取りかかるようになった。以後、花の庭園を
見下ろす寝室で肺硬化症で亡くなる1926年までの間に、彼はジ
ヴェルニーの庭と池を描いた作品を300点以上も残す。しかもそ
のほとんどが、モネが70歳を過ぎてから86歳にかけて制作され
ている。
本作はモネが68歳の1908年に描かれた15点の連作の1点で、他
の連作47点とともに翌年5月、パリのデュラン＝リュエル画廊に
おける「睡蓮ー水の風景連作」と題する個展に出品された。
1906年頃から時折試みていたことであるが、ここでモネは明暗
の差を極力抑え、ロココ的ともいえる繊細で優美な色彩と装飾性
を見せている。膨大な睡蓮の作品全体の中で、最も軽快な作風で
ある。
モネは、睡蓮に魅せられた理由のひとつをこう説明している。
「そのイメージは無限の感覚を呼び覚ます。宇宙を構成する諸要
素と、われわれの眼前で刻一刻と変わってゆく宇宙の不安定さと
が、まるで小宇宙のようにそこに存在している」よく指摘される
ように、水面の一部を切り取り、クローズアップして描く方法
は、「一部を描いて全体を表わす」という日本の浮世絵版画に見
られるような暗示的な手法といえる。モネが、浮世絵版画から
「視点」と「表現」を学んだことは間違いなく、それは今日モネ
美術館となっている彼の住居の壁に掛かる200余点に及ぶモネ蒐
集の浮世絵版画からも想像できよう。
このようなモネの東洋的な感覚を取り入れた画風の新展開に対
し、さまざまな批評が行われたが、モネは一言このように反論し
たのであった。「誰もが私の芸術を論じ、あたかも理解しなけれ
ばならないかのように、理解した風を装っているが、本当は、た
だ愛しさえすればよいのだ」なお本作とほとんど同じ構図、同じ
色調による同年の作品が、ウェールズ国立美術館にある。
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フランスの画家。印象派の代表的画家。1872年に制作した《印象̶日の出》は、第1回印象派展
（1874年）に出品され、このグループの名称の由来となった。1883年、ジヴェルニーに移住。《積
み藁》《ルーアン大聖堂》などのシリーズによって、自然の対象が時間や季節の推移につれて変化す
る一瞬の様子を捉えた作品を次々と発表。特に晩年、自邸の睡蓮の池を描き続け、対象の形態を超え
て光の変幻の色彩化を試みた連作は、つとに有名である。

出品歴

２０２２年３月１９日 （土）～５月８日 （日）
ヨーロッパ絵画　美の400年―珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン―　佐賀県立美術館（佐賀、佐賀市）

２０２１年１０月２３日 （土）～１２月２６日 （日）
名画でたどる西洋絵画400年－珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン　栃木県立美術館（栃木、宇都宮市）

２０２１年１０月１５日 （金）～２０２２年１月１６日 （日）
特別展示「睡蓮：水の風景連作」　三菱一号館美術館（東京、千
代田区）

２０２１年７月９日 （金）～８月２９日 （日）
ヨーロッパ絵画400年の旅　珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン　岡山県立美術館（岡山、岡山市）

２０２０年１２月１５日 （火）～２０２１年１月３１日 （日）
名画を読み解く ̶珠玉の東京富士美術館コレクション̶　沖縄
県立博物館・美術館（沖縄、那覇市）

２０２０年９月１２日 （土）～１１月３日 （火）
美の旅 西洋絵画400年 ̶珠玉の東京富士美術館コレクション展
̶　宮崎県立美術館（宮崎、宮崎市）

２０２０年７月２２日 （水）～９月６日 （日）
西洋絵画400年の旅 ̶珠玉の東京富士美術館コレクション　大
分県立美術館（大分、大分市）

２０２０年２月２０日 （木）～４月１２日 （日）
名画を読み解く ̶珠玉の東京富士美術館コレクション　茨城県
近代美術館（茨城、水戸市）

２０１９年１１月２日 （土）～１２月２２日 （日）
絵画でランデヴー-東西美術の出逢い-　和泉市久保惣記念美術
館（大阪、和泉市）

２０１９年９月３日 （火）～１０月２２日 （火）
ヨーロッパ絵画 美の400年 ̶珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン̶　山口県立美術館（山口、山口市）

２０１９年１月１２日 （土）～５月４日 （土）
西方絵画500年　上海宝龍美術館（中国、上海）

２０１８年１０月２３日 （火）～１２月２３日 （日）
西方絵画500年　清華大学芸術博物館（中国、北京）

２０１６年７月９日 （土）～８月２８日 （日）
巨匠たちの競演　西洋絵画の300年～ヴァン・ダイク、ドラクロ
ワ、モネ、シャガール　長野県信濃美術館（長野、長野市）

２０１５年１０月８日 （木）～２０１６年２月２１日 （日）
日本が愛した印象派─モネからルノワールへ　ドイツ連邦共和国
美術展示館（ドイツ、ボン）

２０１４年７月１８日 （金）～８月３１日 （日）
西洋近代絵画と松方コレクション　鹿児島市立美術館（鹿児島、
鹿児島市）

２０１４年３月１１日 （火）～５月１１日 （日）
光の賛歌　印象派展　─パリ、セーヌ、ノルマンディの水辺をた
どる旅　京都文化博物館（京都、京都市）

２０１４年１月１５日 （水）～３月２日 （日）
光の賛歌　印象派展　─パリ、セーヌ、ノルマンディの水辺をた
どる旅　福岡市博物館（福岡、福岡市）

２０１３年５月１０日 （金）～９月８日 （日）
モネの庭園　ヴィクトリア国立美術館（オーストラリア、メルボ
ルン）

２０１１年７月９日 （土）～１０月１０日 （月）
光を描く　印象派展─美術館が解いた謎─　青森県立美術館（青
森、青森市）

２０１０年１２月７日 （火）～２０１１年２月１７日 （木）
モネとジヴェルニーの画家たち　Bunkamura ザ・ミュージアム
（東京、渋谷区）

２０１０年１０月９日 （土）～１１月２８日 （日）
モネとジヴェルニーの画家たち　北九州市立美術館（福岡、北九
州市）

２０１０年２月２３日 （火）～５月３０日 （日）
モネと抽象表現主義展　ティッセンボルネミッサ美術館（スペイ
ン、マドリード）

２００９年４月４日 （土）～５月２４日 （日）
絵画と写真の交差　印象派誕生の軌跡　札幌芸術の森美術館（北
海道、札幌市）

２００９年１月３０日 （金）～３月２５日 （水）
絵画と写真の交差　印象派誕生の軌跡　北海道立帯広美術館（北
海道、帯広市）

２００７年７月１４日 （土）～１１月２５日 （日）
印象派とその源流展　モネ、ルノワールとバルビゾン派の巨匠た
ち──東京富士美術館コレクション　メルシャン軽井沢美術館
（長野、北佐久郡御代田町）

２００７年４月７日 （土）～７月２日 （月）
大回顧展モネ　印象派の巨匠、その遺産　国立新美術館（東京、
港区）

２００３年４月１８日 （金）～５月２５日 （日）
美の巨匠たち　西洋絵画～400年～　福岡市美術館（福岡、福岡
市）

２００２年１０月５日 （土）～１１月４日 （月）
西洋の美・日本の美展　モネ、ルノワール、セザンヌ...　池大
雅、谷文晁ほか　島根県立美術館（島根、松江市）

２００２年９月７日 （土）～９月２９日 （日）
東京富士美術館の名品　西洋絵画の400年　そごう美術館［横浜
駅東口/そごう横浜店6階］（神奈川、横浜市）

２００２年７月２０日 （土）～９月１日 （日）
近代ヨーロッパ美の巨匠たち̶ドラクロワからピカソまで̶展　
印象派への招待　飛騨高山美術館［企画展示室］（岐阜、高山
市）

２００１年６月２９日 （金）～９月１６日 （日）
モネと日本　西オーストラリア州立美術館（オーストラリア、パ
ース）

２００１年３月９日 （金）～６月１１日 （月）
モネと日本　オーストラリア国立美術館（オーストラリア、キャ
ンベラ）

２０００年１０月１日 （日）～１２月３日 （日）
西洋名画展̶ルネサンスから20世紀　国父記念館（台湾、台
北）

１９９９年１月１８日 （月）～４月１１日 （日）
20世紀のモネ展　ロイヤル・アカデミー・オブ・アーツ（イギ
リス、ロンドン）

１９９８年９月２３日 （水）～１９９９年１月３日 （日）
20世紀のモネ展　ボストン美術館（アメリカ、ボストン）

１９９７年１０月１４日 （火）～１１月３０日 （日）
西洋絵画名作展　香港芸術館（中国、香港）

１９９７年７月３１日 （木）～８月１２日 （火）
モネと水辺展　大丸ミュージアム・東京（東京、千代田区）

１９９５年７月２２日 （土）～１１月２６日 （日）
クロード・モネ：1840-1926　シカゴ美術館（アメリカ、シ
カゴ）

１９９４年４月１６日 （土）～６月１２日 （日）
モネ展　名古屋市美術館（愛知、名古屋市）

１９９４年２月１１日 （金）～４月７日 （木）
モネ展　ブリヂストン美術館（東京、中央区）

１９９２年１０月１６日 （金）～１１月５日 （木）
西洋絵画名作展̶ルネサンスから印象派、20世紀の絵画　中国
美術館（中国、北京）

１９９０年１１月３日 （土）～１２月２日 （日）
西洋絵画名品展　湖巖美術館（韓国、京畿道龍仁郡）

１９９０年９月２２日 （土）～１０月２１日 （日）
西洋絵画名品展　中央日報・湖巖ギャラリー（韓国、ソウル）
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東京富士美術館
住所：〒192-0016
　　　東京都八王子市谷野町492-1
TEL：042-691-4511
開館時間：10:00～17:00
　　　　　（16:30受付終了）
休館日：毎週月曜日（祝日の場合は
　　　　開館。翌火曜日は振替休館）

JR八王子駅　北口
始発から12:29発までは西東京バス14
番のりばより
・創価大正門東京富士美術館行き

・創価大学循環

「創価大正門東京富士美術館」で下車

12:31発以降は、（ひよどり山トンネ
ル経由）西東京バス12番のりばより
・創価大正門東京富士美術館行き

・創価大学循環

（八日町経由）西東京バス11番のりば
より）
・創価大学循環

いずれも「創価大正門東京富士美術
館」で下車

京王八王子駅
西東京バス4番のりばより
　・創価大正門東京富士美術館行き
　・創価大学循環

「創価大正門東京富士美術館」で下車
　
JR拝島駅　※1時間1本程度運行
＊詳細についてはアクセスをご覧ください。

JR秋川駅　※1時間1本程度運行
＊詳細についてはアクセスをご覧ください。

ご利用案内

基本情報・開館カレンダー
アクセス
館内マップ
ムービー＆フロアツアー
入場料金
お得で便利なサービス
アートパスポート
割引情報
LINE公式アカウント
携帯サイト
バリアフリー
ぐるっとパス
レストラン＆カフェ
ミュージアムショップ

展覧会

展覧会スケジュール
開催中の展覧会
開催予定の展覧会（準備中）
終了した展覧会
海外文化交流特別展
特別展
館蔵品展
その他の展覧会
海外での展覧会
企画協力展
ポスターギャラリー
マスコミ関係者の方へ
ご来館の皆様へ

イベント

開催予定のイベント
終了したイベント
コンサート
講演会
教育プログラム
ワークショップ
ギャラリートーク
オンラインイベント
展覧会別
その他のイベント

収蔵品

コレクションツアー
展示中の収蔵品
展示予定の収蔵品（準備中）
貸出中の収蔵品
貸出予定の収蔵品
貸出終了した収蔵品
収蔵品検索
収蔵品ランキング

教育プログラム

乳幼児をお連れの方へ
小中高校生向けのプログラム
カレッジプログラム
教育関連サービス
教育関連PDFダウンロード

美術館について

創立者と美術館
世界を語る美術館
沿革
アーカイブズ
収蔵品画像貸出サービス
特別観覧について

このサイトについて お問い合わせ サイトマップ
TOKYO FUJI ART MUSEUM (c) All Rights Reserved. TOKYO FUJI ART MUSEUM

作品詳細

東京富士美術館
入場料金 アクセス Language 日本語

ご利用案内 展覧会 イベント 収蔵品 教育プログラム美術館について

超高画質画像

収蔵品画像ダウンロード

当館HPに掲載の収蔵品画像はご自由にご利用いただけます。
高画質画像については収蔵品画像貸出サービスをご利用ください。

睡蓮
Water Lilies

1908年
油彩、カンヴァス
101.0×90.0cm

いいね！  ランキングページへ

1890年代のモネは、〈積み藁〉、〈ポプラ並木〉、ルーアンの
〈大聖堂〉、そして〈セーヌ河の朝〉といった連作に意欲的に取
り組む。そして晩年のモネがジヴェルニーの自宅の日本庭園の池
を舞台に、睡蓮そのものを描くようになったのは1897年のこと
である。この最初の睡蓮の連作は8点描かれ、1902年には〈睡
蓮〉連作に本格的に取りかかるようになった。以後、花の庭園を
見下ろす寝室で肺硬化症で亡くなる1926年までの間に、彼はジ
ヴェルニーの庭と池を描いた作品を300点以上も残す。しかもそ
のほとんどが、モネが70歳を過ぎてから86歳にかけて制作され
ている。
本作はモネが68歳の1908年に描かれた15点の連作の1点で、他
の連作47点とともに翌年5月、パリのデュラン＝リュエル画廊に
おける「睡蓮ー水の風景連作」と題する個展に出品された。
1906年頃から時折試みていたことであるが、ここでモネは明暗
の差を極力抑え、ロココ的ともいえる繊細で優美な色彩と装飾性
を見せている。膨大な睡蓮の作品全体の中で、最も軽快な作風で
ある。
モネは、睡蓮に魅せられた理由のひとつをこう説明している。
「そのイメージは無限の感覚を呼び覚ます。宇宙を構成する諸要
素と、われわれの眼前で刻一刻と変わってゆく宇宙の不安定さと
が、まるで小宇宙のようにそこに存在している」よく指摘される
ように、水面の一部を切り取り、クローズアップして描く方法
は、「一部を描いて全体を表わす」という日本の浮世絵版画に見
られるような暗示的な手法といえる。モネが、浮世絵版画から
「視点」と「表現」を学んだことは間違いなく、それは今日モネ
美術館となっている彼の住居の壁に掛かる200余点に及ぶモネ蒐
集の浮世絵版画からも想像できよう。
このようなモネの東洋的な感覚を取り入れた画風の新展開に対
し、さまざまな批評が行われたが、モネは一言このように反論し
たのであった。「誰もが私の芸術を論じ、あたかも理解しなけれ
ばならないかのように、理解した風を装っているが、本当は、た
だ愛しさえすればよいのだ」なお本作とほとんど同じ構図、同じ
色調による同年の作品が、ウェールズ国立美術館にある。
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ホーム 収蔵品

コレクションツアー

展示中の収蔵品

（準備中）

貸出中の収蔵品

貸出予定の収蔵品

貸出終了した収蔵品

収蔵品検索

アーチストで探す

スタイルで探す

テーマで探す

モチーフで探す

収蔵品ランキング

ARTIST

クロード・モネ
Claude Monet(1840-1926)

フランスの画家。印象派の代表的画家。1872年に制作した《印象̶日の出》は、第1回印象派展
（1874年）に出品され、このグループの名称の由来となった。1883年、ジヴェルニーに移住。《積
み藁》《ルーアン大聖堂》などのシリーズによって、自然の対象が時間や季節の推移につれて変化す
る一瞬の様子を捉えた作品を次々と発表。特に晩年、自邸の睡蓮の池を描き続け、対象の形態を超え
て光の変幻の色彩化を試みた連作は、つとに有名である。

出品歴

２０２２年３月１９日 （土）～５月８日 （日）
ヨーロッパ絵画　美の400年―珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン―　佐賀県立美術館（佐賀、佐賀市）

２０２１年１０月２３日 （土）～１２月２６日 （日）
名画でたどる西洋絵画400年－珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン　栃木県立美術館（栃木、宇都宮市）

２０２１年１０月１５日 （金）～２０２２年１月１６日 （日）
特別展示「睡蓮：水の風景連作」　三菱一号館美術館（東京、千
代田区）

２０２１年７月９日 （金）～８月２９日 （日）
ヨーロッパ絵画400年の旅　珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン　岡山県立美術館（岡山、岡山市）

２０２０年１２月１５日 （火）～２０２１年１月３１日 （日）
名画を読み解く ̶珠玉の東京富士美術館コレクション̶　沖縄
県立博物館・美術館（沖縄、那覇市）

２０２０年９月１２日 （土）～１１月３日 （火）
美の旅 西洋絵画400年 ̶珠玉の東京富士美術館コレクション展
̶　宮崎県立美術館（宮崎、宮崎市）

２０２０年７月２２日 （水）～９月６日 （日）
西洋絵画400年の旅 ̶珠玉の東京富士美術館コレクション　大
分県立美術館（大分、大分市）

２０２０年２月２０日 （木）～４月１２日 （日）
名画を読み解く ̶珠玉の東京富士美術館コレクション　茨城県
近代美術館（茨城、水戸市）

２０１９年１１月２日 （土）～１２月２２日 （日）
絵画でランデヴー-東西美術の出逢い-　和泉市久保惣記念美術
館（大阪、和泉市）

２０１９年９月３日 （火）～１０月２２日 （火）
ヨーロッパ絵画 美の400年 ̶珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン̶　山口県立美術館（山口、山口市）

２０１９年１月１２日 （土）～５月４日 （土）
西方絵画500年　上海宝龍美術館（中国、上海）

２０１８年１０月２３日 （火）～１２月２３日 （日）
西方絵画500年　清華大学芸術博物館（中国、北京）

２０１６年７月９日 （土）～８月２８日 （日）
巨匠たちの競演　西洋絵画の300年～ヴァン・ダイク、ドラクロ
ワ、モネ、シャガール　長野県信濃美術館（長野、長野市）

２０１５年１０月８日 （木）～２０１６年２月２１日 （日）
日本が愛した印象派─モネからルノワールへ　ドイツ連邦共和国
美術展示館（ドイツ、ボン）

２０１４年７月１８日 （金）～８月３１日 （日）
西洋近代絵画と松方コレクション　鹿児島市立美術館（鹿児島、
鹿児島市）

２０１４年３月１１日 （火）～５月１１日 （日）
光の賛歌　印象派展　─パリ、セーヌ、ノルマンディの水辺をた
どる旅　京都文化博物館（京都、京都市）

２０１４年１月１５日 （水）～３月２日 （日）
光の賛歌　印象派展　─パリ、セーヌ、ノルマンディの水辺をた
どる旅　福岡市博物館（福岡、福岡市）

２０１３年５月１０日 （金）～９月８日 （日）
モネの庭園　ヴィクトリア国立美術館（オーストラリア、メルボ
ルン）

２０１１年７月９日 （土）～１０月１０日 （月）
光を描く　印象派展─美術館が解いた謎─　青森県立美術館（青
森、青森市）

２０１０年１２月７日 （火）～２０１１年２月１７日 （木）
モネとジヴェルニーの画家たち　Bunkamura ザ・ミュージアム
（東京、渋谷区）

２０１０年１０月９日 （土）～１１月２８日 （日）
モネとジヴェルニーの画家たち　北九州市立美術館（福岡、北九
州市）

２０１０年２月２３日 （火）～５月３０日 （日）
モネと抽象表現主義展　ティッセンボルネミッサ美術館（スペイ
ン、マドリード）

２００９年４月４日 （土）～５月２４日 （日）
絵画と写真の交差　印象派誕生の軌跡　札幌芸術の森美術館（北
海道、札幌市）

２００９年１月３０日 （金）～３月２５日 （水）
絵画と写真の交差　印象派誕生の軌跡　北海道立帯広美術館（北
海道、帯広市）

２００７年７月１４日 （土）～１１月２５日 （日）
印象派とその源流展　モネ、ルノワールとバルビゾン派の巨匠た
ち──東京富士美術館コレクション　メルシャン軽井沢美術館
（長野、北佐久郡御代田町）

２００７年４月７日 （土）～７月２日 （月）
大回顧展モネ　印象派の巨匠、その遺産　国立新美術館（東京、
港区）

２００３年４月１８日 （金）～５月２５日 （日）
美の巨匠たち　西洋絵画～400年～　福岡市美術館（福岡、福岡
市）

２００２年１０月５日 （土）～１１月４日 （月）
西洋の美・日本の美展　モネ、ルノワール、セザンヌ...　池大
雅、谷文晁ほか　島根県立美術館（島根、松江市）

２００２年９月７日 （土）～９月２９日 （日）
東京富士美術館の名品　西洋絵画の400年　そごう美術館［横浜
駅東口/そごう横浜店6階］（神奈川、横浜市）

２００２年７月２０日 （土）～９月１日 （日）
近代ヨーロッパ美の巨匠たち̶ドラクロワからピカソまで̶展　
印象派への招待　飛騨高山美術館［企画展示室］（岐阜、高山
市）

２００１年６月２９日 （金）～９月１６日 （日）
モネと日本　西オーストラリア州立美術館（オーストラリア、パ
ース）

２００１年３月９日 （金）～６月１１日 （月）
モネと日本　オーストラリア国立美術館（オーストラリア、キャ
ンベラ）

２０００年１０月１日 （日）～１２月３日 （日）
西洋名画展̶ルネサンスから20世紀　国父記念館（台湾、台
北）

１９９９年１月１８日 （月）～４月１１日 （日）
20世紀のモネ展　ロイヤル・アカデミー・オブ・アーツ（イギ
リス、ロンドン）

１９９８年９月２３日 （水）～１９９９年１月３日 （日）
20世紀のモネ展　ボストン美術館（アメリカ、ボストン）

１９９７年１０月１４日 （火）～１１月３０日 （日）
西洋絵画名作展　香港芸術館（中国、香港）

１９９７年７月３１日 （木）～８月１２日 （火）
モネと水辺展　大丸ミュージアム・東京（東京、千代田区）

１９９５年７月２２日 （土）～１１月２６日 （日）
クロード・モネ：1840-1926　シカゴ美術館（アメリカ、シ
カゴ）

１９９４年４月１６日 （土）～６月１２日 （日）
モネ展　名古屋市美術館（愛知、名古屋市）

１９９４年２月１１日 （金）～４月７日 （木）
モネ展　ブリヂストン美術館（東京、中央区）

１９９２年１０月１６日 （金）～１１月５日 （木）
西洋絵画名作展̶ルネサンスから印象派、20世紀の絵画　中国
美術館（中国、北京）

１９９０年１１月３日 （土）～１２月２日 （日）
西洋絵画名品展　湖巖美術館（韓国、京畿道龍仁郡）

１９９０年９月２２日 （土）～１０月２１日 （日）
西洋絵画名品展　中央日報・湖巖ギャラリー（韓国、ソウル）
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東京富士美術館
住所：〒192-0016
　　　東京都八王子市谷野町492-1
TEL：042-691-4511
開館時間：10:00～17:00
　　　　　（16:30受付終了）
休館日：毎週月曜日（祝日の場合は
　　　　開館。翌火曜日は振替休館）

JR八王子駅　北口
始発から12:29発までは西東京バス14
番のりばより
・創価大正門東京富士美術館行き

・創価大学循環

「創価大正門東京富士美術館」で下車

12:31発以降は、（ひよどり山トンネ
ル経由）西東京バス12番のりばより
・創価大正門東京富士美術館行き

・創価大学循環

（八日町経由）西東京バス11番のりば
より）
・創価大学循環

いずれも「創価大正門東京富士美術
館」で下車

京王八王子駅
西東京バス4番のりばより
　・創価大正門東京富士美術館行き
　・創価大学循環

「創価大正門東京富士美術館」で下車
　
JR拝島駅　※1時間1本程度運行
＊詳細についてはアクセスをご覧ください。

JR秋川駅　※1時間1本程度運行
＊詳細についてはアクセスをご覧ください。

ご利用案内

基本情報・開館カレンダー
アクセス
館内マップ
ムービー＆フロアツアー
入場料金
お得で便利なサービス
アートパスポート
割引情報
LINE公式アカウント
携帯サイト
バリアフリー
ぐるっとパス
レストラン＆カフェ
ミュージアムショップ

展覧会

展覧会スケジュール
開催中の展覧会
開催予定の展覧会（準備中）
終了した展覧会
海外文化交流特別展
特別展
館蔵品展
その他の展覧会
海外での展覧会
企画協力展
ポスターギャラリー
マスコミ関係者の方へ
ご来館の皆様へ

イベント

開催予定のイベント
終了したイベント
コンサート
講演会
教育プログラム
ワークショップ
ギャラリートーク
オンラインイベント
展覧会別
その他のイベント

収蔵品

コレクションツアー
展示中の収蔵品
展示予定の収蔵品（準備中）
貸出中の収蔵品
貸出予定の収蔵品
貸出終了した収蔵品
収蔵品検索
収蔵品ランキング

教育プログラム

乳幼児をお連れの方へ
小中高校生向けのプログラム
カレッジプログラム
教育関連サービス
教育関連PDFダウンロード

美術館について

創立者と美術館
世界を語る美術館
沿革
アーカイブズ
収蔵品画像貸出サービス
特別観覧について

このサイトについて お問い合わせ サイトマップ
TOKYO FUJI ART MUSEUM (c) All Rights Reserved. TOKYO FUJI ART MUSEUM

作品詳細

東京富士美術館
入場料金 アクセス Language 日本語

ご利用案内 展覧会 イベント 収蔵品 教育プログラム美術館について

超高画質画像

収蔵品画像ダウンロード

当館HPに掲載の収蔵品画像はご自由にご利用いただけます。
高画質画像については収蔵品画像貸出サービスをご利用ください。

睡蓮
Water Lilies

1908年
油彩、カンヴァス
101.0×90.0cm

いいね！  ランキングページへ

1890年代のモネは、〈積み藁〉、〈ポプラ並木〉、ルーアンの
〈大聖堂〉、そして〈セーヌ河の朝〉といった連作に意欲的に取
り組む。そして晩年のモネがジヴェルニーの自宅の日本庭園の池
を舞台に、睡蓮そのものを描くようになったのは1897年のこと
である。この最初の睡蓮の連作は8点描かれ、1902年には〈睡
蓮〉連作に本格的に取りかかるようになった。以後、花の庭園を
見下ろす寝室で肺硬化症で亡くなる1926年までの間に、彼はジ
ヴェルニーの庭と池を描いた作品を300点以上も残す。しかもそ
のほとんどが、モネが70歳を過ぎてから86歳にかけて制作され
ている。
本作はモネが68歳の1908年に描かれた15点の連作の1点で、他
の連作47点とともに翌年5月、パリのデュラン＝リュエル画廊に
おける「睡蓮ー水の風景連作」と題する個展に出品された。
1906年頃から時折試みていたことであるが、ここでモネは明暗
の差を極力抑え、ロココ的ともいえる繊細で優美な色彩と装飾性
を見せている。膨大な睡蓮の作品全体の中で、最も軽快な作風で
ある。
モネは、睡蓮に魅せられた理由のひとつをこう説明している。
「そのイメージは無限の感覚を呼び覚ます。宇宙を構成する諸要
素と、われわれの眼前で刻一刻と変わってゆく宇宙の不安定さと
が、まるで小宇宙のようにそこに存在している」よく指摘される
ように、水面の一部を切り取り、クローズアップして描く方法
は、「一部を描いて全体を表わす」という日本の浮世絵版画に見
られるような暗示的な手法といえる。モネが、浮世絵版画から
「視点」と「表現」を学んだことは間違いなく、それは今日モネ
美術館となっている彼の住居の壁に掛かる200余点に及ぶモネ蒐
集の浮世絵版画からも想像できよう。
このようなモネの東洋的な感覚を取り入れた画風の新展開に対
し、さまざまな批評が行われたが、モネは一言このように反論し
たのであった。「誰もが私の芸術を論じ、あたかも理解しなけれ
ばならないかのように、理解した風を装っているが、本当は、た
だ愛しさえすればよいのだ」なお本作とほとんど同じ構図、同じ
色調による同年の作品が、ウェールズ国立美術館にある。
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ホーム 収蔵品

コレクションツアー

展示中の収蔵品

（準備中）

貸出中の収蔵品

貸出予定の収蔵品

貸出終了した収蔵品

収蔵品検索

アーチストで探す

スタイルで探す

テーマで探す

モチーフで探す

収蔵品ランキング

ARTIST

クロード・モネ
Claude Monet(1840-1926)

フランスの画家。印象派の代表的画家。1872年に制作した《印象̶日の出》は、第1回印象派展
（1874年）に出品され、このグループの名称の由来となった。1883年、ジヴェルニーに移住。《積
み藁》《ルーアン大聖堂》などのシリーズによって、自然の対象が時間や季節の推移につれて変化す
る一瞬の様子を捉えた作品を次々と発表。特に晩年、自邸の睡蓮の池を描き続け、対象の形態を超え
て光の変幻の色彩化を試みた連作は、つとに有名である。

出品歴

２０２２年３月１９日 （土）～５月８日 （日）
ヨーロッパ絵画　美の400年―珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン―　佐賀県立美術館（佐賀、佐賀市）

２０２１年１０月２３日 （土）～１２月２６日 （日）
名画でたどる西洋絵画400年－珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン　栃木県立美術館（栃木、宇都宮市）

２０２１年１０月１５日 （金）～２０２２年１月１６日 （日）
特別展示「睡蓮：水の風景連作」　三菱一号館美術館（東京、千
代田区）

２０２１年７月９日 （金）～８月２９日 （日）
ヨーロッパ絵画400年の旅　珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン　岡山県立美術館（岡山、岡山市）

２０２０年１２月１５日 （火）～２０２１年１月３１日 （日）
名画を読み解く ̶珠玉の東京富士美術館コレクション̶　沖縄
県立博物館・美術館（沖縄、那覇市）

２０２０年９月１２日 （土）～１１月３日 （火）
美の旅 西洋絵画400年 ̶珠玉の東京富士美術館コレクション展
̶　宮崎県立美術館（宮崎、宮崎市）

２０２０年７月２２日 （水）～９月６日 （日）
西洋絵画400年の旅 ̶珠玉の東京富士美術館コレクション　大
分県立美術館（大分、大分市）

２０２０年２月２０日 （木）～４月１２日 （日）
名画を読み解く ̶珠玉の東京富士美術館コレクション　茨城県
近代美術館（茨城、水戸市）

２０１９年１１月２日 （土）～１２月２２日 （日）
絵画でランデヴー-東西美術の出逢い-　和泉市久保惣記念美術
館（大阪、和泉市）

２０１９年９月３日 （火）～１０月２２日 （火）
ヨーロッパ絵画 美の400年 ̶珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン̶　山口県立美術館（山口、山口市）

２０１９年１月１２日 （土）～５月４日 （土）
西方絵画500年　上海宝龍美術館（中国、上海）

２０１８年１０月２３日 （火）～１２月２３日 （日）
西方絵画500年　清華大学芸術博物館（中国、北京）

２０１６年７月９日 （土）～８月２８日 （日）
巨匠たちの競演　西洋絵画の300年～ヴァン・ダイク、ドラクロ
ワ、モネ、シャガール　長野県信濃美術館（長野、長野市）

２０１５年１０月８日 （木）～２０１６年２月２１日 （日）
日本が愛した印象派─モネからルノワールへ　ドイツ連邦共和国
美術展示館（ドイツ、ボン）

２０１４年７月１８日 （金）～８月３１日 （日）
西洋近代絵画と松方コレクション　鹿児島市立美術館（鹿児島、
鹿児島市）

２０１４年３月１１日 （火）～５月１１日 （日）
光の賛歌　印象派展　─パリ、セーヌ、ノルマンディの水辺をた
どる旅　京都文化博物館（京都、京都市）

２０１４年１月１５日 （水）～３月２日 （日）
光の賛歌　印象派展　─パリ、セーヌ、ノルマンディの水辺をた
どる旅　福岡市博物館（福岡、福岡市）

２０１３年５月１０日 （金）～９月８日 （日）
モネの庭園　ヴィクトリア国立美術館（オーストラリア、メルボ
ルン）

２０１１年７月９日 （土）～１０月１０日 （月）
光を描く　印象派展─美術館が解いた謎─　青森県立美術館（青
森、青森市）

２０１０年１２月７日 （火）～２０１１年２月１７日 （木）
モネとジヴェルニーの画家たち　Bunkamura ザ・ミュージアム
（東京、渋谷区）

２０１０年１０月９日 （土）～１１月２８日 （日）
モネとジヴェルニーの画家たち　北九州市立美術館（福岡、北九
州市）

２０１０年２月２３日 （火）～５月３０日 （日）
モネと抽象表現主義展　ティッセンボルネミッサ美術館（スペイ
ン、マドリード）

２００９年４月４日 （土）～５月２４日 （日）
絵画と写真の交差　印象派誕生の軌跡　札幌芸術の森美術館（北
海道、札幌市）

２００９年１月３０日 （金）～３月２５日 （水）
絵画と写真の交差　印象派誕生の軌跡　北海道立帯広美術館（北
海道、帯広市）

２００７年７月１４日 （土）～１１月２５日 （日）
印象派とその源流展　モネ、ルノワールとバルビゾン派の巨匠た
ち──東京富士美術館コレクション　メルシャン軽井沢美術館
（長野、北佐久郡御代田町）

２００７年４月７日 （土）～７月２日 （月）
大回顧展モネ　印象派の巨匠、その遺産　国立新美術館（東京、
港区）

２００３年４月１８日 （金）～５月２５日 （日）
美の巨匠たち　西洋絵画～400年～　福岡市美術館（福岡、福岡
市）

２００２年１０月５日 （土）～１１月４日 （月）
西洋の美・日本の美展　モネ、ルノワール、セザンヌ...　池大
雅、谷文晁ほか　島根県立美術館（島根、松江市）

２００２年９月７日 （土）～９月２９日 （日）
東京富士美術館の名品　西洋絵画の400年　そごう美術館［横浜
駅東口/そごう横浜店6階］（神奈川、横浜市）

２００２年７月２０日 （土）～９月１日 （日）
近代ヨーロッパ美の巨匠たち̶ドラクロワからピカソまで̶展　
印象派への招待　飛騨高山美術館［企画展示室］（岐阜、高山
市）

２００１年６月２９日 （金）～９月１６日 （日）
モネと日本　西オーストラリア州立美術館（オーストラリア、パ
ース）

２００１年３月９日 （金）～６月１１日 （月）
モネと日本　オーストラリア国立美術館（オーストラリア、キャ
ンベラ）

２０００年１０月１日 （日）～１２月３日 （日）
西洋名画展̶ルネサンスから20世紀　国父記念館（台湾、台
北）

１９９９年１月１８日 （月）～４月１１日 （日）
20世紀のモネ展　ロイヤル・アカデミー・オブ・アーツ（イギ
リス、ロンドン）

１９９８年９月２３日 （水）～１９９９年１月３日 （日）
20世紀のモネ展　ボストン美術館（アメリカ、ボストン）

１９９７年１０月１４日 （火）～１１月３０日 （日）
西洋絵画名作展　香港芸術館（中国、香港）

１９９７年７月３１日 （木）～８月１２日 （火）
モネと水辺展　大丸ミュージアム・東京（東京、千代田区）

１９９５年７月２２日 （土）～１１月２６日 （日）
クロード・モネ：1840-1926　シカゴ美術館（アメリカ、シ
カゴ）

１９９４年４月１６日 （土）～６月１２日 （日）
モネ展　名古屋市美術館（愛知、名古屋市）

１９９４年２月１１日 （金）～４月７日 （木）
モネ展　ブリヂストン美術館（東京、中央区）

１９９２年１０月１６日 （金）～１１月５日 （木）
西洋絵画名作展̶ルネサンスから印象派、20世紀の絵画　中国
美術館（中国、北京）

１９９０年１１月３日 （土）～１２月２日 （日）
西洋絵画名品展　湖巖美術館（韓国、京畿道龍仁郡）

１９９０年９月２２日 （土）～１０月２１日 （日）
西洋絵画名品展　中央日報・湖巖ギャラリー（韓国、ソウル）
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東京富士美術館
住所：〒192-0016
　　　東京都八王子市谷野町492-1
TEL：042-691-4511
開館時間：10:00～17:00
　　　　　（16:30受付終了）
休館日：毎週月曜日（祝日の場合は
　　　　開館。翌火曜日は振替休館）

JR八王子駅　北口
始発から12:29発までは西東京バス14
番のりばより
・創価大正門東京富士美術館行き

・創価大学循環

「創価大正門東京富士美術館」で下車

12:31発以降は、（ひよどり山トンネ
ル経由）西東京バス12番のりばより
・創価大正門東京富士美術館行き

・創価大学循環

（八日町経由）西東京バス11番のりば
より）
・創価大学循環

いずれも「創価大正門東京富士美術
館」で下車

京王八王子駅
西東京バス4番のりばより
　・創価大正門東京富士美術館行き
　・創価大学循環

「創価大正門東京富士美術館」で下車
　
JR拝島駅　※1時間1本程度運行
＊詳細についてはアクセスをご覧ください。

JR秋川駅　※1時間1本程度運行
＊詳細についてはアクセスをご覧ください。

ご利用案内

基本情報・開館カレンダー
アクセス
館内マップ
ムービー＆フロアツアー
入場料金
お得で便利なサービス
アートパスポート
割引情報
LINE公式アカウント
携帯サイト
バリアフリー
ぐるっとパス
レストラン＆カフェ
ミュージアムショップ

展覧会

展覧会スケジュール
開催中の展覧会
開催予定の展覧会（準備中）
終了した展覧会
海外文化交流特別展
特別展
館蔵品展
その他の展覧会
海外での展覧会
企画協力展
ポスターギャラリー
マスコミ関係者の方へ
ご来館の皆様へ

イベント

開催予定のイベント
終了したイベント
コンサート
講演会
教育プログラム
ワークショップ
ギャラリートーク
オンラインイベント
展覧会別
その他のイベント

収蔵品

コレクションツアー
展示中の収蔵品
展示予定の収蔵品（準備中）
貸出中の収蔵品
貸出予定の収蔵品
貸出終了した収蔵品
収蔵品検索
収蔵品ランキング

教育プログラム

乳幼児をお連れの方へ
小中高校生向けのプログラム
カレッジプログラム
教育関連サービス
教育関連PDFダウンロード

美術館について

創立者と美術館
世界を語る美術館
沿革
アーカイブズ
収蔵品画像貸出サービス
特別観覧について

このサイトについて お問い合わせ サイトマップ
TOKYO FUJI ART MUSEUM (c) All Rights Reserved. TOKYO FUJI ART MUSEUM

作品詳細

東京富士美術館
入場料金 アクセス Language 日本語

ご利用案内 展覧会 イベント 収蔵品 教育プログラム美術館について

超高画質画像

収蔵品画像ダウンロード

当館HPに掲載の収蔵品画像はご自由にご利用いただけます。
高画質画像については収蔵品画像貸出サービスをご利用ください。

睡蓮
Water Lilies

1908年
油彩、カンヴァス
101.0×90.0cm

いいね！  ランキングページへ

1890年代のモネは、〈積み藁〉、〈ポプラ並木〉、ルーアンの
〈大聖堂〉、そして〈セーヌ河の朝〉といった連作に意欲的に取
り組む。そして晩年のモネがジヴェルニーの自宅の日本庭園の池
を舞台に、睡蓮そのものを描くようになったのは1897年のこと
である。この最初の睡蓮の連作は8点描かれ、1902年には〈睡
蓮〉連作に本格的に取りかかるようになった。以後、花の庭園を
見下ろす寝室で肺硬化症で亡くなる1926年までの間に、彼はジ
ヴェルニーの庭と池を描いた作品を300点以上も残す。しかもそ
のほとんどが、モネが70歳を過ぎてから86歳にかけて制作され
ている。
本作はモネが68歳の1908年に描かれた15点の連作の1点で、他
の連作47点とともに翌年5月、パリのデュラン＝リュエル画廊に
おける「睡蓮ー水の風景連作」と題する個展に出品された。
1906年頃から時折試みていたことであるが、ここでモネは明暗
の差を極力抑え、ロココ的ともいえる繊細で優美な色彩と装飾性
を見せている。膨大な睡蓮の作品全体の中で、最も軽快な作風で
ある。
モネは、睡蓮に魅せられた理由のひとつをこう説明している。
「そのイメージは無限の感覚を呼び覚ます。宇宙を構成する諸要
素と、われわれの眼前で刻一刻と変わってゆく宇宙の不安定さと
が、まるで小宇宙のようにそこに存在している」よく指摘される
ように、水面の一部を切り取り、クローズアップして描く方法
は、「一部を描いて全体を表わす」という日本の浮世絵版画に見
られるような暗示的な手法といえる。モネが、浮世絵版画から
「視点」と「表現」を学んだことは間違いなく、それは今日モネ
美術館となっている彼の住居の壁に掛かる200余点に及ぶモネ蒐
集の浮世絵版画からも想像できよう。
このようなモネの東洋的な感覚を取り入れた画風の新展開に対
し、さまざまな批評が行われたが、モネは一言このように反論し
たのであった。「誰もが私の芸術を論じ、あたかも理解しなけれ
ばならないかのように、理解した風を装っているが、本当は、た
だ愛しさえすればよいのだ」なお本作とほとんど同じ構図、同じ
色調による同年の作品が、ウェールズ国立美術館にある。
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ホーム 収蔵品

コレクションツアー

展示中の収蔵品

（準備中）

貸出中の収蔵品

貸出予定の収蔵品

貸出終了した収蔵品

収蔵品検索

アーチストで探す

スタイルで探す

テーマで探す

モチーフで探す

収蔵品ランキング

ARTIST

クロード・モネ
Claude Monet(1840-1926)

フランスの画家。印象派の代表的画家。1872年に制作した《印象̶日の出》は、第1回印象派展
（1874年）に出品され、このグループの名称の由来となった。1883年、ジヴェルニーに移住。《積
み藁》《ルーアン大聖堂》などのシリーズによって、自然の対象が時間や季節の推移につれて変化す
る一瞬の様子を捉えた作品を次々と発表。特に晩年、自邸の睡蓮の池を描き続け、対象の形態を超え
て光の変幻の色彩化を試みた連作は、つとに有名である。

出品歴

２０２２年３月１９日 （土）～５月８日 （日）
ヨーロッパ絵画　美の400年―珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン―　佐賀県立美術館（佐賀、佐賀市）

２０２１年１０月２３日 （土）～１２月２６日 （日）
名画でたどる西洋絵画400年－珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン　栃木県立美術館（栃木、宇都宮市）

２０２１年１０月１５日 （金）～２０２２年１月１６日 （日）
特別展示「睡蓮：水の風景連作」　三菱一号館美術館（東京、千
代田区）

２０２１年７月９日 （金）～８月２９日 （日）
ヨーロッパ絵画400年の旅　珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン　岡山県立美術館（岡山、岡山市）

２０２０年１２月１５日 （火）～２０２１年１月３１日 （日）
名画を読み解く ̶珠玉の東京富士美術館コレクション̶　沖縄
県立博物館・美術館（沖縄、那覇市）

２０２０年９月１２日 （土）～１１月３日 （火）
美の旅 西洋絵画400年 ̶珠玉の東京富士美術館コレクション展
̶　宮崎県立美術館（宮崎、宮崎市）

２０２０年７月２２日 （水）～９月６日 （日）
西洋絵画400年の旅 ̶珠玉の東京富士美術館コレクション　大
分県立美術館（大分、大分市）

２０２０年２月２０日 （木）～４月１２日 （日）
名画を読み解く ̶珠玉の東京富士美術館コレクション　茨城県
近代美術館（茨城、水戸市）

２０１９年１１月２日 （土）～１２月２２日 （日）
絵画でランデヴー-東西美術の出逢い-　和泉市久保惣記念美術
館（大阪、和泉市）

２０１９年９月３日 （火）～１０月２２日 （火）
ヨーロッパ絵画 美の400年 ̶珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン̶　山口県立美術館（山口、山口市）

２０１９年１月１２日 （土）～５月４日 （土）
西方絵画500年　上海宝龍美術館（中国、上海）

２０１８年１０月２３日 （火）～１２月２３日 （日）
西方絵画500年　清華大学芸術博物館（中国、北京）

２０１６年７月９日 （土）～８月２８日 （日）
巨匠たちの競演　西洋絵画の300年～ヴァン・ダイク、ドラクロ
ワ、モネ、シャガール　長野県信濃美術館（長野、長野市）

２０１５年１０月８日 （木）～２０１６年２月２１日 （日）
日本が愛した印象派─モネからルノワールへ　ドイツ連邦共和国
美術展示館（ドイツ、ボン）

２０１４年７月１８日 （金）～８月３１日 （日）
西洋近代絵画と松方コレクション　鹿児島市立美術館（鹿児島、
鹿児島市）

２０１４年３月１１日 （火）～５月１１日 （日）
光の賛歌　印象派展　─パリ、セーヌ、ノルマンディの水辺をた
どる旅　京都文化博物館（京都、京都市）

２０１４年１月１５日 （水）～３月２日 （日）
光の賛歌　印象派展　─パリ、セーヌ、ノルマンディの水辺をた
どる旅　福岡市博物館（福岡、福岡市）

２０１３年５月１０日 （金）～９月８日 （日）
モネの庭園　ヴィクトリア国立美術館（オーストラリア、メルボ
ルン）

２０１１年７月９日 （土）～１０月１０日 （月）
光を描く　印象派展─美術館が解いた謎─　青森県立美術館（青
森、青森市）

２０１０年１２月７日 （火）～２０１１年２月１７日 （木）
モネとジヴェルニーの画家たち　Bunkamura ザ・ミュージアム
（東京、渋谷区）

２０１０年１０月９日 （土）～１１月２８日 （日）
モネとジヴェルニーの画家たち　北九州市立美術館（福岡、北九
州市）

２０１０年２月２３日 （火）～５月３０日 （日）
モネと抽象表現主義展　ティッセンボルネミッサ美術館（スペイ
ン、マドリード）

２００９年４月４日 （土）～５月２４日 （日）
絵画と写真の交差　印象派誕生の軌跡　札幌芸術の森美術館（北
海道、札幌市）

２００９年１月３０日 （金）～３月２５日 （水）
絵画と写真の交差　印象派誕生の軌跡　北海道立帯広美術館（北
海道、帯広市）

２００７年７月１４日 （土）～１１月２５日 （日）
印象派とその源流展　モネ、ルノワールとバルビゾン派の巨匠た
ち──東京富士美術館コレクション　メルシャン軽井沢美術館
（長野、北佐久郡御代田町）

２００７年４月７日 （土）～７月２日 （月）
大回顧展モネ　印象派の巨匠、その遺産　国立新美術館（東京、
港区）

２００３年４月１８日 （金）～５月２５日 （日）
美の巨匠たち　西洋絵画～400年～　福岡市美術館（福岡、福岡
市）

２００２年１０月５日 （土）～１１月４日 （月）
西洋の美・日本の美展　モネ、ルノワール、セザンヌ...　池大
雅、谷文晁ほか　島根県立美術館（島根、松江市）

２００２年９月７日 （土）～９月２９日 （日）
東京富士美術館の名品　西洋絵画の400年　そごう美術館［横浜
駅東口/そごう横浜店6階］（神奈川、横浜市）

２００２年７月２０日 （土）～９月１日 （日）
近代ヨーロッパ美の巨匠たち̶ドラクロワからピカソまで̶展　
印象派への招待　飛騨高山美術館［企画展示室］（岐阜、高山
市）

２００１年６月２９日 （金）～９月１６日 （日）
モネと日本　西オーストラリア州立美術館（オーストラリア、パ
ース）

２００１年３月９日 （金）～６月１１日 （月）
モネと日本　オーストラリア国立美術館（オーストラリア、キャ
ンベラ）

２０００年１０月１日 （日）～１２月３日 （日）
西洋名画展̶ルネサンスから20世紀　国父記念館（台湾、台
北）

１９９９年１月１８日 （月）～４月１１日 （日）
20世紀のモネ展　ロイヤル・アカデミー・オブ・アーツ（イギ
リス、ロンドン）

１９９８年９月２３日 （水）～１９９９年１月３日 （日）
20世紀のモネ展　ボストン美術館（アメリカ、ボストン）

１９９７年１０月１４日 （火）～１１月３０日 （日）
西洋絵画名作展　香港芸術館（中国、香港）

１９９７年７月３１日 （木）～８月１２日 （火）
モネと水辺展　大丸ミュージアム・東京（東京、千代田区）

１９９５年７月２２日 （土）～１１月２６日 （日）
クロード・モネ：1840-1926　シカゴ美術館（アメリカ、シ
カゴ）

１９９４年４月１６日 （土）～６月１２日 （日）
モネ展　名古屋市美術館（愛知、名古屋市）

１９９４年２月１１日 （金）～４月７日 （木）
モネ展　ブリヂストン美術館（東京、中央区）

１９９２年１０月１６日 （金）～１１月５日 （木）
西洋絵画名作展̶ルネサンスから印象派、20世紀の絵画　中国
美術館（中国、北京）

１９９０年１１月３日 （土）～１２月２日 （日）
西洋絵画名品展　湖巖美術館（韓国、京畿道龍仁郡）

１９９０年９月２２日 （土）～１０月２１日 （日）
西洋絵画名品展　中央日報・湖巖ギャラリー（韓国、ソウル）
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東京富士美術館
住所：〒192-0016
　　　東京都八王子市谷野町492-1
TEL：042-691-4511
開館時間：10:00～17:00
　　　　　（16:30受付終了）
休館日：毎週月曜日（祝日の場合は
　　　　開館。翌火曜日は振替休館）

JR八王子駅　北口
始発から12:29発までは西東京バス14
番のりばより
・創価大正門東京富士美術館行き

・創価大学循環

「創価大正門東京富士美術館」で下車

12:31発以降は、（ひよどり山トンネ
ル経由）西東京バス12番のりばより
・創価大正門東京富士美術館行き

・創価大学循環

（八日町経由）西東京バス11番のりば
より）
・創価大学循環

いずれも「創価大正門東京富士美術
館」で下車

京王八王子駅
西東京バス4番のりばより
　・創価大正門東京富士美術館行き
　・創価大学循環

「創価大正門東京富士美術館」で下車
　
JR拝島駅　※1時間1本程度運行
＊詳細についてはアクセスをご覧ください。

JR秋川駅　※1時間1本程度運行
＊詳細についてはアクセスをご覧ください。

ご利用案内

基本情報・開館カレンダー
アクセス
館内マップ
ムービー＆フロアツアー
入場料金
お得で便利なサービス
アートパスポート
割引情報
LINE公式アカウント
携帯サイト
バリアフリー
ぐるっとパス
レストラン＆カフェ
ミュージアムショップ

展覧会

展覧会スケジュール
開催中の展覧会
開催予定の展覧会（準備中）
終了した展覧会
海外文化交流特別展
特別展
館蔵品展
その他の展覧会
海外での展覧会
企画協力展
ポスターギャラリー
マスコミ関係者の方へ
ご来館の皆様へ

イベント

開催予定のイベント
終了したイベント
コンサート
講演会
教育プログラム
ワークショップ
ギャラリートーク
オンラインイベント
展覧会別
その他のイベント

収蔵品

コレクションツアー
展示中の収蔵品
展示予定の収蔵品（準備中）
貸出中の収蔵品
貸出予定の収蔵品
貸出終了した収蔵品
収蔵品検索
収蔵品ランキング

教育プログラム

乳幼児をお連れの方へ
小中高校生向けのプログラム
カレッジプログラム
教育関連サービス
教育関連PDFダウンロード

美術館について

創立者と美術館
世界を語る美術館
沿革
アーカイブズ
収蔵品画像貸出サービス
特別観覧について

このサイトについて お問い合わせ サイトマップ
TOKYO FUJI ART MUSEUM (c) All Rights Reserved. TOKYO FUJI ART MUSEUM

作品詳細

東京富士美術館
入場料金 アクセス Language 日本語

ご利用案内 展覧会 イベント 収蔵品 教育プログラム美術館について

超高画質画像

収蔵品画像ダウンロード

当館HPに掲載の収蔵品画像はご自由にご利用いただけます。
高画質画像については収蔵品画像貸出サービスをご利用ください。

睡蓮
Water Lilies

1908年
油彩、カンヴァス
101.0×90.0cm

いいね！  ランキングページへ

1890年代のモネは、〈積み藁〉、〈ポプラ並木〉、ルーアンの
〈大聖堂〉、そして〈セーヌ河の朝〉といった連作に意欲的に取
り組む。そして晩年のモネがジヴェルニーの自宅の日本庭園の池
を舞台に、睡蓮そのものを描くようになったのは1897年のこと
である。この最初の睡蓮の連作は8点描かれ、1902年には〈睡
蓮〉連作に本格的に取りかかるようになった。以後、花の庭園を
見下ろす寝室で肺硬化症で亡くなる1926年までの間に、彼はジ
ヴェルニーの庭と池を描いた作品を300点以上も残す。しかもそ
のほとんどが、モネが70歳を過ぎてから86歳にかけて制作され
ている。
本作はモネが68歳の1908年に描かれた15点の連作の1点で、他
の連作47点とともに翌年5月、パリのデュラン＝リュエル画廊に
おける「睡蓮ー水の風景連作」と題する個展に出品された。
1906年頃から時折試みていたことであるが、ここでモネは明暗
の差を極力抑え、ロココ的ともいえる繊細で優美な色彩と装飾性
を見せている。膨大な睡蓮の作品全体の中で、最も軽快な作風で
ある。
モネは、睡蓮に魅せられた理由のひとつをこう説明している。
「そのイメージは無限の感覚を呼び覚ます。宇宙を構成する諸要
素と、われわれの眼前で刻一刻と変わってゆく宇宙の不安定さと
が、まるで小宇宙のようにそこに存在している」よく指摘される
ように、水面の一部を切り取り、クローズアップして描く方法
は、「一部を描いて全体を表わす」という日本の浮世絵版画に見
られるような暗示的な手法といえる。モネが、浮世絵版画から
「視点」と「表現」を学んだことは間違いなく、それは今日モネ
美術館となっている彼の住居の壁に掛かる200余点に及ぶモネ蒐
集の浮世絵版画からも想像できよう。
このようなモネの東洋的な感覚を取り入れた画風の新展開に対
し、さまざまな批評が行われたが、モネは一言このように反論し
たのであった。「誰もが私の芸術を論じ、あたかも理解しなけれ
ばならないかのように、理解した風を装っているが、本当は、た
だ愛しさえすればよいのだ」なお本作とほとんど同じ構図、同じ
色調による同年の作品が、ウェールズ国立美術館にある。
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ホーム 収蔵品

コレクションツアー

展示中の収蔵品

（準備中）

貸出中の収蔵品

貸出予定の収蔵品

貸出終了した収蔵品

収蔵品検索

アーチストで探す

スタイルで探す

テーマで探す

モチーフで探す

収蔵品ランキング

ARTIST

クロード・モネ
Claude Monet(1840-1926)

フランスの画家。印象派の代表的画家。1872年に制作した《印象̶日の出》は、第1回印象派展
（1874年）に出品され、このグループの名称の由来となった。1883年、ジヴェルニーに移住。《積
み藁》《ルーアン大聖堂》などのシリーズによって、自然の対象が時間や季節の推移につれて変化す
る一瞬の様子を捉えた作品を次々と発表。特に晩年、自邸の睡蓮の池を描き続け、対象の形態を超え
て光の変幻の色彩化を試みた連作は、つとに有名である。

出品歴

２０２２年３月１９日 （土）～５月８日 （日）
ヨーロッパ絵画　美の400年―珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン―　佐賀県立美術館（佐賀、佐賀市）

２０２１年１０月２３日 （土）～１２月２６日 （日）
名画でたどる西洋絵画400年－珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン　栃木県立美術館（栃木、宇都宮市）

２０２１年１０月１５日 （金）～２０２２年１月１６日 （日）
特別展示「睡蓮：水の風景連作」　三菱一号館美術館（東京、千
代田区）

２０２１年７月９日 （金）～８月２９日 （日）
ヨーロッパ絵画400年の旅　珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン　岡山県立美術館（岡山、岡山市）

２０２０年１２月１５日 （火）～２０２１年１月３１日 （日）
名画を読み解く ̶珠玉の東京富士美術館コレクション̶　沖縄
県立博物館・美術館（沖縄、那覇市）

２０２０年９月１２日 （土）～１１月３日 （火）
美の旅 西洋絵画400年 ̶珠玉の東京富士美術館コレクション展
̶　宮崎県立美術館（宮崎、宮崎市）

２０２０年７月２２日 （水）～９月６日 （日）
西洋絵画400年の旅 ̶珠玉の東京富士美術館コレクション　大
分県立美術館（大分、大分市）

２０２０年２月２０日 （木）～４月１２日 （日）
名画を読み解く ̶珠玉の東京富士美術館コレクション　茨城県
近代美術館（茨城、水戸市）

２０１９年１１月２日 （土）～１２月２２日 （日）
絵画でランデヴー-東西美術の出逢い-　和泉市久保惣記念美術
館（大阪、和泉市）

２０１９年９月３日 （火）～１０月２２日 （火）
ヨーロッパ絵画 美の400年 ̶珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン̶　山口県立美術館（山口、山口市）

２０１９年１月１２日 （土）～５月４日 （土）
西方絵画500年　上海宝龍美術館（中国、上海）

２０１８年１０月２３日 （火）～１２月２３日 （日）
西方絵画500年　清華大学芸術博物館（中国、北京）

２０１６年７月９日 （土）～８月２８日 （日）
巨匠たちの競演　西洋絵画の300年～ヴァン・ダイク、ドラクロ
ワ、モネ、シャガール　長野県信濃美術館（長野、長野市）

２０１５年１０月８日 （木）～２０１６年２月２１日 （日）
日本が愛した印象派─モネからルノワールへ　ドイツ連邦共和国
美術展示館（ドイツ、ボン）

２０１４年７月１８日 （金）～８月３１日 （日）
西洋近代絵画と松方コレクション　鹿児島市立美術館（鹿児島、
鹿児島市）

２０１４年３月１１日 （火）～５月１１日 （日）
光の賛歌　印象派展　─パリ、セーヌ、ノルマンディの水辺をた
どる旅　京都文化博物館（京都、京都市）

２０１４年１月１５日 （水）～３月２日 （日）
光の賛歌　印象派展　─パリ、セーヌ、ノルマンディの水辺をた
どる旅　福岡市博物館（福岡、福岡市）

２０１３年５月１０日 （金）～９月８日 （日）
モネの庭園　ヴィクトリア国立美術館（オーストラリア、メルボ
ルン）

２０１１年７月９日 （土）～１０月１０日 （月）
光を描く　印象派展─美術館が解いた謎─　青森県立美術館（青
森、青森市）

２０１０年１２月７日 （火）～２０１１年２月１７日 （木）
モネとジヴェルニーの画家たち　Bunkamura ザ・ミュージアム
（東京、渋谷区）

２０１０年１０月９日 （土）～１１月２８日 （日）
モネとジヴェルニーの画家たち　北九州市立美術館（福岡、北九
州市）

２０１０年２月２３日 （火）～５月３０日 （日）
モネと抽象表現主義展　ティッセンボルネミッサ美術館（スペイ
ン、マドリード）

２００９年４月４日 （土）～５月２４日 （日）
絵画と写真の交差　印象派誕生の軌跡　札幌芸術の森美術館（北
海道、札幌市）

２００９年１月３０日 （金）～３月２５日 （水）
絵画と写真の交差　印象派誕生の軌跡　北海道立帯広美術館（北
海道、帯広市）

２００７年７月１４日 （土）～１１月２５日 （日）
印象派とその源流展　モネ、ルノワールとバルビゾン派の巨匠た
ち──東京富士美術館コレクション　メルシャン軽井沢美術館
（長野、北佐久郡御代田町）

２００７年４月７日 （土）～７月２日 （月）
大回顧展モネ　印象派の巨匠、その遺産　国立新美術館（東京、
港区）

２００３年４月１８日 （金）～５月２５日 （日）
美の巨匠たち　西洋絵画～400年～　福岡市美術館（福岡、福岡
市）

２００２年１０月５日 （土）～１１月４日 （月）
西洋の美・日本の美展　モネ、ルノワール、セザンヌ...　池大
雅、谷文晁ほか　島根県立美術館（島根、松江市）

２００２年９月７日 （土）～９月２９日 （日）
東京富士美術館の名品　西洋絵画の400年　そごう美術館［横浜
駅東口/そごう横浜店6階］（神奈川、横浜市）

２００２年７月２０日 （土）～９月１日 （日）
近代ヨーロッパ美の巨匠たち̶ドラクロワからピカソまで̶展　
印象派への招待　飛騨高山美術館［企画展示室］（岐阜、高山
市）

２００１年６月２９日 （金）～９月１６日 （日）
モネと日本　西オーストラリア州立美術館（オーストラリア、パ
ース）

２００１年３月９日 （金）～６月１１日 （月）
モネと日本　オーストラリア国立美術館（オーストラリア、キャ
ンベラ）

２０００年１０月１日 （日）～１２月３日 （日）
西洋名画展̶ルネサンスから20世紀　国父記念館（台湾、台
北）

１９９９年１月１８日 （月）～４月１１日 （日）
20世紀のモネ展　ロイヤル・アカデミー・オブ・アーツ（イギ
リス、ロンドン）

１９９８年９月２３日 （水）～１９９９年１月３日 （日）
20世紀のモネ展　ボストン美術館（アメリカ、ボストン）

１９９７年１０月１４日 （火）～１１月３０日 （日）
西洋絵画名作展　香港芸術館（中国、香港）

１９９７年７月３１日 （木）～８月１２日 （火）
モネと水辺展　大丸ミュージアム・東京（東京、千代田区）

１９９５年７月２２日 （土）～１１月２６日 （日）
クロード・モネ：1840-1926　シカゴ美術館（アメリカ、シ
カゴ）

１９９４年４月１６日 （土）～６月１２日 （日）
モネ展　名古屋市美術館（愛知、名古屋市）

１９９４年２月１１日 （金）～４月７日 （木）
モネ展　ブリヂストン美術館（東京、中央区）

１９９２年１０月１６日 （金）～１１月５日 （木）
西洋絵画名作展̶ルネサンスから印象派、20世紀の絵画　中国
美術館（中国、北京）

１９９０年１１月３日 （土）～１２月２日 （日）
西洋絵画名品展　湖巖美術館（韓国、京畿道龍仁郡）

１９９０年９月２２日 （土）～１０月２１日 （日）
西洋絵画名品展　中央日報・湖巖ギャラリー（韓国、ソウル）
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東京富士美術館
住所：〒192-0016
　　　東京都八王子市谷野町492-1
TEL：042-691-4511
開館時間：10:00～17:00
　　　　　（16:30受付終了）
休館日：毎週月曜日（祝日の場合は
　　　　開館。翌火曜日は振替休館）

JR八王子駅　北口
始発から12:29発までは西東京バス14
番のりばより
・創価大正門東京富士美術館行き

・創価大学循環

「創価大正門東京富士美術館」で下車

12:31発以降は、（ひよどり山トンネ
ル経由）西東京バス12番のりばより
・創価大正門東京富士美術館行き

・創価大学循環

（八日町経由）西東京バス11番のりば
より）
・創価大学循環

いずれも「創価大正門東京富士美術
館」で下車

京王八王子駅
西東京バス4番のりばより
　・創価大正門東京富士美術館行き
　・創価大学循環

「創価大正門東京富士美術館」で下車
　
JR拝島駅　※1時間1本程度運行
＊詳細についてはアクセスをご覧ください。

JR秋川駅　※1時間1本程度運行
＊詳細についてはアクセスをご覧ください。

ご利用案内

基本情報・開館カレンダー
アクセス
館内マップ
ムービー＆フロアツアー
入場料金
お得で便利なサービス
アートパスポート
割引情報
LINE公式アカウント
携帯サイト
バリアフリー
ぐるっとパス
レストラン＆カフェ
ミュージアムショップ

展覧会

展覧会スケジュール
開催中の展覧会
開催予定の展覧会（準備中）
終了した展覧会
海外文化交流特別展
特別展
館蔵品展
その他の展覧会
海外での展覧会
企画協力展
ポスターギャラリー
マスコミ関係者の方へ
ご来館の皆様へ

イベント

開催予定のイベント
終了したイベント
コンサート
講演会
教育プログラム
ワークショップ
ギャラリートーク
オンラインイベント
展覧会別
その他のイベント

収蔵品

コレクションツアー
展示中の収蔵品
展示予定の収蔵品（準備中）
貸出中の収蔵品
貸出予定の収蔵品
貸出終了した収蔵品
収蔵品検索
収蔵品ランキング

教育プログラム

乳幼児をお連れの方へ
小中高校生向けのプログラム
カレッジプログラム
教育関連サービス
教育関連PDFダウンロード

美術館について

創立者と美術館
世界を語る美術館
沿革
アーカイブズ
収蔵品画像貸出サービス
特別観覧について

このサイトについて お問い合わせ サイトマップ
TOKYO FUJI ART MUSEUM (c) All Rights Reserved. TOKYO FUJI ART MUSEUM

作品詳細

東京富士美術館
入場料金 アクセス Language 日本語

ご利用案内 展覧会 イベント 収蔵品 教育プログラム美術館について

超高画質画像

収蔵品画像ダウンロード

当館HPに掲載の収蔵品画像はご自由にご利用いただけます。
高画質画像については収蔵品画像貸出サービスをご利用ください。

睡蓮
Water Lilies

1908年
油彩、カンヴァス
101.0×90.0cm

いいね！  ランキングページへ

1890年代のモネは、〈積み藁〉、〈ポプラ並木〉、ルーアンの
〈大聖堂〉、そして〈セーヌ河の朝〉といった連作に意欲的に取
り組む。そして晩年のモネがジヴェルニーの自宅の日本庭園の池
を舞台に、睡蓮そのものを描くようになったのは1897年のこと
である。この最初の睡蓮の連作は8点描かれ、1902年には〈睡
蓮〉連作に本格的に取りかかるようになった。以後、花の庭園を
見下ろす寝室で肺硬化症で亡くなる1926年までの間に、彼はジ
ヴェルニーの庭と池を描いた作品を300点以上も残す。しかもそ
のほとんどが、モネが70歳を過ぎてから86歳にかけて制作され
ている。
本作はモネが68歳の1908年に描かれた15点の連作の1点で、他
の連作47点とともに翌年5月、パリのデュラン＝リュエル画廊に
おける「睡蓮ー水の風景連作」と題する個展に出品された。
1906年頃から時折試みていたことであるが、ここでモネは明暗
の差を極力抑え、ロココ的ともいえる繊細で優美な色彩と装飾性
を見せている。膨大な睡蓮の作品全体の中で、最も軽快な作風で
ある。
モネは、睡蓮に魅せられた理由のひとつをこう説明している。
「そのイメージは無限の感覚を呼び覚ます。宇宙を構成する諸要
素と、われわれの眼前で刻一刻と変わってゆく宇宙の不安定さと
が、まるで小宇宙のようにそこに存在している」よく指摘される
ように、水面の一部を切り取り、クローズアップして描く方法
は、「一部を描いて全体を表わす」という日本の浮世絵版画に見
られるような暗示的な手法といえる。モネが、浮世絵版画から
「視点」と「表現」を学んだことは間違いなく、それは今日モネ
美術館となっている彼の住居の壁に掛かる200余点に及ぶモネ蒐
集の浮世絵版画からも想像できよう。
このようなモネの東洋的な感覚を取り入れた画風の新展開に対
し、さまざまな批評が行われたが、モネは一言このように反論し
たのであった。「誰もが私の芸術を論じ、あたかも理解しなけれ
ばならないかのように、理解した風を装っているが、本当は、た
だ愛しさえすればよいのだ」なお本作とほとんど同じ構図、同じ
色調による同年の作品が、ウェールズ国立美術館にある。
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ホーム 収蔵品

コレクションツアー

展示中の収蔵品

（準備中）

貸出中の収蔵品

貸出予定の収蔵品

貸出終了した収蔵品

収蔵品検索

アーチストで探す

スタイルで探す

テーマで探す

モチーフで探す

収蔵品ランキング

ARTIST

クロード・モネ
Claude Monet(1840-1926)

フランスの画家。印象派の代表的画家。1872年に制作した《印象̶日の出》は、第1回印象派展
（1874年）に出品され、このグループの名称の由来となった。1883年、ジヴェルニーに移住。《積
み藁》《ルーアン大聖堂》などのシリーズによって、自然の対象が時間や季節の推移につれて変化す
る一瞬の様子を捉えた作品を次々と発表。特に晩年、自邸の睡蓮の池を描き続け、対象の形態を超え
て光の変幻の色彩化を試みた連作は、つとに有名である。

出品歴

２０２２年３月１９日 （土）～５月８日 （日）
ヨーロッパ絵画　美の400年―珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン―　佐賀県立美術館（佐賀、佐賀市）

２０２１年１０月２３日 （土）～１２月２６日 （日）
名画でたどる西洋絵画400年－珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン　栃木県立美術館（栃木、宇都宮市）

２０２１年１０月１５日 （金）～２０２２年１月１６日 （日）
特別展示「睡蓮：水の風景連作」　三菱一号館美術館（東京、千
代田区）

２０２１年７月９日 （金）～８月２９日 （日）
ヨーロッパ絵画400年の旅　珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン　岡山県立美術館（岡山、岡山市）

２０２０年１２月１５日 （火）～２０２１年１月３１日 （日）
名画を読み解く ̶珠玉の東京富士美術館コレクション̶　沖縄
県立博物館・美術館（沖縄、那覇市）

２０２０年９月１２日 （土）～１１月３日 （火）
美の旅 西洋絵画400年 ̶珠玉の東京富士美術館コレクション展
̶　宮崎県立美術館（宮崎、宮崎市）

２０２０年７月２２日 （水）～９月６日 （日）
西洋絵画400年の旅 ̶珠玉の東京富士美術館コレクション　大
分県立美術館（大分、大分市）

２０２０年２月２０日 （木）～４月１２日 （日）
名画を読み解く ̶珠玉の東京富士美術館コレクション　茨城県
近代美術館（茨城、水戸市）

２０１９年１１月２日 （土）～１２月２２日 （日）
絵画でランデヴー-東西美術の出逢い-　和泉市久保惣記念美術
館（大阪、和泉市）

２０１９年９月３日 （火）～１０月２２日 （火）
ヨーロッパ絵画 美の400年 ̶珠玉の東京富士美術館コレクショ
ン̶　山口県立美術館（山口、山口市）

２０１９年１月１２日 （土）～５月４日 （土）
西方絵画500年　上海宝龍美術館（中国、上海）

２０１８年１０月２３日 （火）～１２月２３日 （日）
西方絵画500年　清華大学芸術博物館（中国、北京）

２０１６年７月９日 （土）～８月２８日 （日）
巨匠たちの競演　西洋絵画の300年～ヴァン・ダイク、ドラクロ
ワ、モネ、シャガール　長野県信濃美術館（長野、長野市）

２０１５年１０月８日 （木）～２０１６年２月２１日 （日）
日本が愛した印象派─モネからルノワールへ　ドイツ連邦共和国
美術展示館（ドイツ、ボン）

２０１４年７月１８日 （金）～８月３１日 （日）
西洋近代絵画と松方コレクション　鹿児島市立美術館（鹿児島、
鹿児島市）

２０１４年３月１１日 （火）～５月１１日 （日）
光の賛歌　印象派展　─パリ、セーヌ、ノルマンディの水辺をた
どる旅　京都文化博物館（京都、京都市）

２０１４年１月１５日 （水）～３月２日 （日）
光の賛歌　印象派展　─パリ、セーヌ、ノルマンディの水辺をた
どる旅　福岡市博物館（福岡、福岡市）

２０１３年５月１０日 （金）～９月８日 （日）
モネの庭園　ヴィクトリア国立美術館（オーストラリア、メルボ
ルン）

２０１１年７月９日 （土）～１０月１０日 （月）
光を描く　印象派展─美術館が解いた謎─　青森県立美術館（青
森、青森市）

２０１０年１２月７日 （火）～２０１１年２月１７日 （木）
モネとジヴェルニーの画家たち　Bunkamura ザ・ミュージアム
（東京、渋谷区）

２０１０年１０月９日 （土）～１１月２８日 （日）
モネとジヴェルニーの画家たち　北九州市立美術館（福岡、北九
州市）

２０１０年２月２３日 （火）～５月３０日 （日）
モネと抽象表現主義展　ティッセンボルネミッサ美術館（スペイ
ン、マドリード）

２００９年４月４日 （土）～５月２４日 （日）
絵画と写真の交差　印象派誕生の軌跡　札幌芸術の森美術館（北
海道、札幌市）

２００９年１月３０日 （金）～３月２５日 （水）
絵画と写真の交差　印象派誕生の軌跡　北海道立帯広美術館（北
海道、帯広市）

２００７年７月１４日 （土）～１１月２５日 （日）
印象派とその源流展　モネ、ルノワールとバルビゾン派の巨匠た
ち──東京富士美術館コレクション　メルシャン軽井沢美術館
（長野、北佐久郡御代田町）

２００７年４月７日 （土）～７月２日 （月）
大回顧展モネ　印象派の巨匠、その遺産　国立新美術館（東京、
港区）

２００３年４月１８日 （金）～５月２５日 （日）
美の巨匠たち　西洋絵画～400年～　福岡市美術館（福岡、福岡
市）

２００２年１０月５日 （土）～１１月４日 （月）
西洋の美・日本の美展　モネ、ルノワール、セザンヌ...　池大
雅、谷文晁ほか　島根県立美術館（島根、松江市）

２００２年９月７日 （土）～９月２９日 （日）
東京富士美術館の名品　西洋絵画の400年　そごう美術館［横浜
駅東口/そごう横浜店6階］（神奈川、横浜市）

２００２年７月２０日 （土）～９月１日 （日）
近代ヨーロッパ美の巨匠たち̶ドラクロワからピカソまで̶展　
印象派への招待　飛騨高山美術館［企画展示室］（岐阜、高山
市）

２００１年６月２９日 （金）～９月１６日 （日）
モネと日本　西オーストラリア州立美術館（オーストラリア、パ
ース）

２００１年３月９日 （金）～６月１１日 （月）
モネと日本　オーストラリア国立美術館（オーストラリア、キャ
ンベラ）

２０００年１０月１日 （日）～１２月３日 （日）
西洋名画展̶ルネサンスから20世紀　国父記念館（台湾、台
北）

１９９９年１月１８日 （月）～４月１１日 （日）
20世紀のモネ展　ロイヤル・アカデミー・オブ・アーツ（イギ
リス、ロンドン）

１９９８年９月２３日 （水）～１９９９年１月３日 （日）
20世紀のモネ展　ボストン美術館（アメリカ、ボストン）

１９９７年１０月１４日 （火）～１１月３０日 （日）
西洋絵画名作展　香港芸術館（中国、香港）

１９９７年７月３１日 （木）～８月１２日 （火）
モネと水辺展　大丸ミュージアム・東京（東京、千代田区）

１９９５年７月２２日 （土）～１１月２６日 （日）
クロード・モネ：1840-1926　シカゴ美術館（アメリカ、シ
カゴ）

１９９４年４月１６日 （土）～６月１２日 （日）
モネ展　名古屋市美術館（愛知、名古屋市）

１９９４年２月１１日 （金）～４月７日 （木）
モネ展　ブリヂストン美術館（東京、中央区）

１９９２年１０月１６日 （金）～１１月５日 （木）
西洋絵画名作展̶ルネサンスから印象派、20世紀の絵画　中国
美術館（中国、北京）

１９９０年１１月３日 （土）～１２月２日 （日）
西洋絵画名品展　湖巖美術館（韓国、京畿道龍仁郡）

１９９０年９月２２日 （土）～１０月２１日 （日）
西洋絵画名品展　中央日報・湖巖ギャラリー（韓国、ソウル）
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東京富士美術館
住所：〒192-0016
　　　東京都八王子市谷野町492-1
TEL：042-691-4511
開館時間：10:00～17:00
　　　　　（16:30受付終了）
休館日：毎週月曜日（祝日の場合は
　　　　開館。翌火曜日は振替休館）

JR八王子駅　北口
始発から12:29発までは西東京バス14
番のりばより
・創価大正門東京富士美術館行き

・創価大学循環

「創価大正門東京富士美術館」で下車

12:31発以降は、（ひよどり山トンネ
ル経由）西東京バス12番のりばより
・創価大正門東京富士美術館行き

・創価大学循環

（八日町経由）西東京バス11番のりば
より）
・創価大学循環

いずれも「創価大正門東京富士美術
館」で下車

京王八王子駅
西東京バス4番のりばより
　・創価大正門東京富士美術館行き
　・創価大学循環

「創価大正門東京富士美術館」で下車
　
JR拝島駅　※1時間1本程度運行
＊詳細についてはアクセスをご覧ください。

JR秋川駅　※1時間1本程度運行
＊詳細についてはアクセスをご覧ください。

ご利用案内

基本情報・開館カレンダー
アクセス
館内マップ
ムービー＆フロアツアー
入場料金
お得で便利なサービス
アートパスポート
割引情報
LINE公式アカウント
携帯サイト
バリアフリー
ぐるっとパス
レストラン＆カフェ
ミュージアムショップ

展覧会

展覧会スケジュール
開催中の展覧会
開催予定の展覧会（準備中）
終了した展覧会
海外文化交流特別展
特別展
館蔵品展
その他の展覧会
海外での展覧会
企画協力展
ポスターギャラリー
マスコミ関係者の方へ
ご来館の皆様へ

イベント

開催予定のイベント
終了したイベント
コンサート
講演会
教育プログラム
ワークショップ
ギャラリートーク
オンラインイベント
展覧会別
その他のイベント

収蔵品

コレクションツアー
展示中の収蔵品
展示予定の収蔵品（準備中）
貸出中の収蔵品
貸出予定の収蔵品
貸出終了した収蔵品
収蔵品検索
収蔵品ランキング

教育プログラム

乳幼児をお連れの方へ
小中高校生向けのプログラム
カレッジプログラム
教育関連サービス
教育関連PDFダウンロード

美術館について

創立者と美術館
世界を語る美術館
沿革
アーカイブズ
収蔵品画像貸出サービス
特別観覧について

このサイトについて お問い合わせ サイトマップ
TOKYO FUJI ART MUSEUM (c) All Rights Reserved. TOKYO FUJI ART MUSEUM

作品詳細

東京富士美術館
入場料金 アクセス Language 日本語

ご利用案内 展覧会 イベント 収蔵品 教育プログラム美術館について

超高画質画像

収蔵品画像ダウンロード

当館HPに掲載の収蔵品画像はご自由にご利用いただけます。
高画質画像については収蔵品画像貸出サービスをご利用ください。

睡蓮
Water Lilies

1908年
油彩、カンヴァス
101.0×90.0cm

いいね！  ランキングページへ

1890年代のモネは、〈積み藁〉、〈ポプラ並木〉、ルーアンの
〈大聖堂〉、そして〈セーヌ河の朝〉といった連作に意欲的に取
り組む。そして晩年のモネがジヴェルニーの自宅の日本庭園の池
を舞台に、睡蓮そのものを描くようになったのは1897年のこと
である。この最初の睡蓮の連作は8点描かれ、1902年には〈睡
蓮〉連作に本格的に取りかかるようになった。以後、花の庭園を
見下ろす寝室で肺硬化症で亡くなる1926年までの間に、彼はジ
ヴェルニーの庭と池を描いた作品を300点以上も残す。しかもそ
のほとんどが、モネが70歳を過ぎてから86歳にかけて制作され
ている。
本作はモネが68歳の1908年に描かれた15点の連作の1点で、他
の連作47点とともに翌年5月、パリのデュラン＝リュエル画廊に
おける「睡蓮ー水の風景連作」と題する個展に出品された。
1906年頃から時折試みていたことであるが、ここでモネは明暗
の差を極力抑え、ロココ的ともいえる繊細で優美な色彩と装飾性
を見せている。膨大な睡蓮の作品全体の中で、最も軽快な作風で
ある。
モネは、睡蓮に魅せられた理由のひとつをこう説明している。
「そのイメージは無限の感覚を呼び覚ます。宇宙を構成する諸要
素と、われわれの眼前で刻一刻と変わってゆく宇宙の不安定さと
が、まるで小宇宙のようにそこに存在している」よく指摘される
ように、水面の一部を切り取り、クローズアップして描く方法
は、「一部を描いて全体を表わす」という日本の浮世絵版画に見
られるような暗示的な手法といえる。モネが、浮世絵版画から
「視点」と「表現」を学んだことは間違いなく、それは今日モネ
美術館となっている彼の住居の壁に掛かる200余点に及ぶモネ蒐
集の浮世絵版画からも想像できよう。
このようなモネの東洋的な感覚を取り入れた画風の新展開に対
し、さまざまな批評が行われたが、モネは一言このように反論し
たのであった。「誰もが私の芸術を論じ、あたかも理解しなけれ
ばならないかのように、理解した風を装っているが、本当は、た
だ愛しさえすればよいのだ」なお本作とほとんど同じ構図、同じ
色調による同年の作品が、ウェールズ国立美術館にある。
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トップ !連携機関!東京富士美術館

東京富士美術館
東京都八王子市谷野町492-1

Webサイトを開く"

東京富士美術館は、1983年11月3日に東京西郊の学園都市・八王子にオープンしました。「世界を語る美術館」をモットー
に、世界31カ国・1地域の美術館や文化機関との友好関係を築きながら、各国の優れた芸術を紹介する海外文化交流特別展
を企画・開催しています。収蔵品は日本・東洋・西洋の各国、各時代の絵画・版画・写真・彫刻・陶磁・漆工・武具・刀剣・メダルな
ど約3万点に及び、とりわけルネサンス、バロック、ロココ、ロマン主義、印象派、現代にいたる西洋絵画500年の流れを一望
できる油彩画コレクションと、写真の誕生から現代までの写真史を概観できる写真コレクションは国内有数のコレクショ
ンとして知られています。

目次

オンライン展覧会

収蔵品紹介

収蔵品の展示予定（東京富士美術館公式HPリンク）

東京富士美術館収蔵品検索

データベース

関連リンク

オンライン展覧会

東京富士美術館の収蔵品によるオンライン展覧会（デジタル展覧会）をお楽しみください。

収蔵品紹介

東京富士美術館の代表的な収蔵品を紹介します。

1515～1717世紀コレクション

1818世紀コレクション

1919世紀コレクション

バルビゾン派＆印象派

2020世紀コレクション

日本美術─江戸時代までの絵画

浮世絵コレクション

漆工コレクション

武具・刀剣コレクション

中国陶磁器コレクション

書跡コレクション

ジュエリーコレクション

収蔵品の展示予定（東京富士美術館公式HPHPリンク）

東京富士美術館収蔵品検索

東京富士美術館の収蔵品を検索します。

対象データベース : 東京富士美術館収蔵品データベース

データベース

関連リンク

最終更新日

2022/08/17

ギャラリー
テーマや人物の資料を楽しむ

データベースを見つける
連携しているデータベースを探す

テーマ別検索機能を使う
目的・分野毎に最適化された検索

施設・機関を見つける
ジャパンサーチと連携している組織

ジャパンサーチの概要 ヘルプ お知らせ サイトポリシー お問合せ # YouTube $ Facebook % Twitter English

連携をご希望の機関の方へ 開発者の方へ

デジタルアーカイブジャパン推進委員会・実務者検討委員会

魅せられチャイナ！？　中国陶磁名品展　オンライン展覧
会
東京富士美術館で2014年1月12日から3月30日まで開催さ
れた企画展「中国陶磁名品展」のオンライン展覧会です。

ザ★刀剣  ─  千年の匠の技と美　オンライン展覧会
東京富士美術館で2016年3月29日から7月3日まで開催さ
れた企画展「ザ★刀剣 ─ 千年の匠の技と美」展のオンライ
ン展覧会です。

マネの銅版画コレクション　オンライン展覧会
東京富士美術館で2019年10月5日から2020年1月19日まで
開催された企画展「マネの銅版画コレクション」展のオン
ライン展覧会です。

THIS IS JAPAN IN TOKYOTHIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術の名
宝～　オンライン展覧会
東京富士美術館で2020年9月1日から11月29日まで開催さ
れた企画展「THIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術
の名宝～」展のオンライン展覧会です。

西洋版画の魅力　オンライン展覧会
東京富士美術館で2021年12月10日から2022年1月30日ま
で開催された企画展「西洋版画の魅力」展のオンライン展
覧会です。

旅路の風景─北斎、広重、吉田博、川瀬巴水─　オンライン
展覧会
東京富士美術館で2022年4月2日から6月5日まで開催され
た企画展「旅路の風景」展のオンライン展覧会です。

ジョヴァンニ・ベッリーニ,Giovanni

Bellini

東京富士美術館
「聖母の画家」と呼ばれたヴェネツィ
ア派の巨匠ジョヴァンニ・ベッリーニ
は、「聖母子」を主題として、大画面の
祭壇画から家庭における礼拝用の小
品にいたるまで宗教画を数多く描い
た。その一方で本作のような肖像画
も少なからず描いている。これらの
肖像画は、特定のモデルがいる人物画
でありながら、同時にヴェネツィアの
当時の雰囲気を反映し、彼が所属する
社会や時代背景をもよく伝えてい
る。その点で肖像画のもつ本質的な
意義と特質を備えているといえよ
う。本作は、黒い帽子と濃紺のダマス
ク織りの上衣を身につけ、官職にある
ことを示す赤い綬を佩びて正装する
行政長官の肖像画で、斜め右側から捉
えた「四分の三正面」の胸像として描
かれている。ベッリーニは、おそらく
1480年代にはハンス・メムリンクな
どの作品を知り、空あるいは無地を背
景に胸の高さで切り取った胸像形式
を自らのものとし、古典的な静謐さを
もつ美しい小品を生み出した。1501
年頃に描かれた《統領レオナルド・ロ
レダーノ》（ロンドン、ナショナルギ
ャラリー）をはじめとする男性の肖像
画などはその典型である。この絵は
それからなお数年を経た時期の作品
で、ベッリーニの祭壇画芸術の到達点
ともいうべき《サン・ザッカリーア祭
壇画》を完成させた直後にあたる。こ
の頃デューラーがある手紙の中で「き
わめて高齢だが、・・・ヴェネツィアで
唯一最高の画家はベッリーニだ」と綴
っているように、75歳を超えてなお
若々しい巨匠の健筆ぶりを伝える佳
品といえよう。

行政長官の肖像
ティントレット（ヤコポ・ロブステ
ィ）,Tintoretto (Jacopo Robusti)

東京富士美術館
繊細な光を反射する緞帳を背景に、椅
子に座った男性が、威厳と気品に満ち
た眼差しでこちらを見つめている。
この男性の洗練された趣味を示すよ
うに、窓際に金の機械時計、男性の隣
にゴリアテの首に片足をかけるダヴ
ィデの彫刻が置かれている。開け放
たれた窓の向こうには、古代ローマ帝
国時代に皇帝の霊廟として建設され、
当時は教皇のための要塞として使用
されていたサン・タンジェロ城が描か
れている。このことは、この人物とヴ
ァチカンとのつながりを象徴してお
り、おそらく同地に滞在していたヴェ
ネツィアの外交官だと推測される。

蒐集家の肖像
ピーテル・ブリューゲル（子）,Pieter

Brueghel the Younger

東京富士美術館
本作はいうまでもなく、作者の父親に
よる同題の有名な作品（ウィーン美術
史美術館蔵）の模作である。ピーテル
（子）が描いたこの作品の模写は5点存
在するという。そのうち3点は原作に
忠実な室内の情景で、本図を含む2点
が戸外の情景に変更されている。画
面の面積も半分以下に縮小されてい
る。彼が複数の模作を自由に描くこ
とができたのは、父の作品の数が少な
い上に、後世になっても人気の高かっ
た父の作品の需要に応える意味もあ
ったと考えられている。さて本図で
は、原作と同じように、画面右手の前
景に、戸板で作ったと思われる配膳盤
に、オランダ語でヴライと呼ばれるフ
ランドル地方特有のプディングの皿
を載せて運ぶ二人の男が描かれてい
る。緑色の幕の下で、髪を長くのば
し、冠を被り、黒の礼服に身を包んで
坐る若い女性が花嫁である。その他
の女性たちは白い頭巾のようなもの
で髪を覆い隠している。花嫁の両側
の婦人は母親と姑で、花嫁の左隣りに
坐る3人の男は、花嫁側から順番に、
父親かあるいは公証人、フランシスコ
派の修道士、村の領主か村長または判
事、と推定される。反対側には二人の
バグパイプ奏者が立っていて、赤い服
の男のほうはご馳走に見とれて吹く
ことを忘れている。さて、花婿はどこ
にいるのだろうか。当時の慣習では、
花婿は客人をもてなす役割があった
といわれ、そうだとすると、画面右手
でヴライを手に取りテーブルに配っ
ている茶色の服の男性か、画面左手隅
でジョッキにビールを注いでいる黒
い服の男性ということになる。更に
ここには描かれてはおらず、もうすぐ
姿を現すところだという説もある。
ジョッキにビールを注ぐ若者の姿は、
キリスト教美術の主題である「カナの
婚宴」を想起させる。婚宴の途中の酒
注ぎという要素からはたしかに「カナ
の婚宴」の葡萄酒の寓意が隠されてい
るが、この絵の中に描かれる飲み物は
やはりビールなのであろう。また一
説では、ビールを注ぐ男とその傍らで
ヴライの皿を舐める子どもは親子で、
「この親にしてこの子あり」またはオ
ランダの諺「瓶は最初に入れた物のに
おいがつく」（子どものとき身につい
たものは変わらない）という意味の寓
意との解釈もある。背景の色づいた
木の葉は季節が秋になったことを示
している。フランドルの農民にとっ
て、収穫の後の季節は婚礼の季節であ
った。

農民の結婚式

アントニー・ヴァン・ダイク,Anthony

van Dyck

東京富士美術館
フランドルの出身で、イギリス国王チ
ャールズ1世の首席宮廷画家として知
られるヴァン・ダイクは、ルーベンス
の工房で修業を積み、10代後半の若
さで工房の筆頭助手を務めたといわ
れる。20歳になってまもない1620年
に初めてイギリスに渡り、その後6年
間イタリアに滞在したのち、1627年
にアントウェルペンに帰ってくるが、
1632年に再びイギリスを訪れると、
そこで約10年間制作を続け、そのま
ま故郷に戻ることなく42歳で早世し
た。肖像画家としてのヴァン・ダイク
の才能は初期のアントウェルペン時
代から開花していたが、晩年のイギリ
ス時代になると、その様式はいっそう
洗練の度を加え、多彩な人物の容貌と
個性が、高雅で繊細な美しさをたたえ
た流麗な筆で見事に描きわけられて
いる。彼の高度に完成された王侯貴
族の肖像は、以後のヨーロッパ絵画に
おける肖像画様式の手本の役割をも
果たしたのである。モデルのアン・カ
ー（1615ー1684）は、サマセット伯ロ
バート・カーとその妻フランセスの娘
として生まれ、1637年にベッドフォ
ード伯と結婚、7人の息子と3人の娘
を産んだ。母のフランセスは殺人罪
で死刑を宣告されていたが、後に恩赦
の身となった人物で、アンはその服役
中にロンドン塔で生まれたのであっ
た。アンが自分の母親に関するスキ
ャンダルを知ったのは結婚のあとで、
真実を聞かされたとき、ひどく動揺し
気を失って卒倒したと伝えられてい
る。しかしながら二人の結婚生活は
順調で、夫の父の死後、彼の遺志を継
ぎ夫妻で沼沢地の干拓事業に情熱を
傾けた。さて本作と同じモデルの肖
像画が他に3点知られている。1点は
ベッドフォード伯の邸宅であったウ
ォーバーン・アビー公爵家に今も伝わ
る全身像、あとの2点は本作とよく似
た構図の七分身像（ペットワース・ハ
ウス蔵およびアメリカ個人蔵）で、後
者はいずれも本作に基づく第2バージ
ョンと見なされているものである。
20代なかば、結婚して2～3年経った
頃であろうか、上品にカールした金髪
のヘアスタイルに張りのある白い肌
が印象的な、若々しい美貌の英国貴婦
人が黒褐色の背景から浮かび上が
る。着衣と宝飾品、肌や髪など質感の
表現には熟練の技術があり、目もとや
口もと、組んだ手の指先ひとつにもヴ
ァン・ダイク調の高貴な表情が宿って
いる。肖像画の世界に他の追随を許
さぬ表現を確立したヴァン・ダイク様
式の一つの典型をここに見ることが
できる。

ベッドフォード伯爵夫人　ア
ン・カーの肖像 ホーファールト・フリンク,Govaert

Flinck

東京富士美術館
金と宝石で装飾された豪華な白いド
レスと淡い緑色のケープに身を包み、
白い羽飾りと宝石のついた縁なし帽
にベールをつけた少女が、腕に眠る小
犬を抱いてこちらを向いている。左
上方から当てられた光によってモデ
ルの顔が効果的に肉付けされており、
さらに仄暗い空間のなかに繊細な衣
装や宝石の材質感をも浮かび上がら
せている。背景の左側には柱とアー
チの一部が見え、室内の広がりを示唆
している。この愛らしい少女の半身
像は当時人気を博したようで、本作の
他に数点のヴァージョンが知られて
いる（モルトケのカタログには5点の
同構図の作品がフリンクあるいはそ
の工房の作として掲載されている）。
これら複数の作品のうちで最初に制
作されたと考えられているハンブル
ク美術館の所蔵作品と比較すると、全
体的に本作の方が質が高いと思われ
る。それは頭部の羽飾り、頭髪、布、宝
石などの細部の質感表現が勝ってい
るうえ、背後の空間の広がりにもより
説得力があるからである。したがっ
て本作は、1630年代の後半に描かれ
たとされるハンブルク美術館の作品
より少し以前に、フリンク自身の筆に
より制作されたものと考えられ、本作
を含めて6点現存する同構図の作品群
の中では、原作に相当する作品といえ
よう。フリンクは1633年、18歳の頃
にレンブラントの工房に入り、弟子と
してではなく助手として約1年働い
た。署名や年記のある最初期の作品
は1636年からのものが知られてい
る。その絵画は本作に見るようにレ
ンブラントの強い影響を示すが、次第
に色彩は明るさを増し、描写も大まか
で形式的な性格のものに変わってい
く。この作品を見るかぎり、構図の取
り方や褐色の色調、明暗の調子づけな
どレンブラントの影響が著しいが、少
女の顔の描き方や表情にはレンブラ
ントにはない対象の美化と穏やかさ
が感じられ、色彩もより柔らかく優美
な印象を与えるものとなっている。

犬を抱く少女

ジャン＝アントワーヌ・ヴァト
ー,Jean-Antoine Watteau

東京富士美術館
アントワーヌ・ド・ラ・ロックは、ヴァ
トーの友人で、戦争で片足を失ったの
を機に、その文才を生かして雑誌『メ
ルキュール・ド・フランス』誌の編集
長やオペラの台本作家として活躍し
た人物。彼の傍らにある楽器や書物
は、彼のこの第二の人生を連想させ
る。また、画面右側に描かれたミュー
ズやファウヌスによって、寓意的・神
話的な雰囲気が生まれている。友人
の肖像であると同時に神話画的な雰
囲気も併せ持つユニークな作品。田
園牧歌趣味をロココ的に発展させ、雅
宴画のジャンルを開いたヴァトーの
確かな腕が光る名作。

アントワーヌ・ド・ラ・ロックの
肖像 ジャン＝マルク・ナティエ,Jean-Marc

Nattier

東京富士美術館
モデルのジョフラン夫人が39歳の時
に描かれた肖像画。ジョフラン夫人
は、18世紀パリ社交界の著名な人物
で、文学や芸術に造詣が深く、彼女が
主宰するサロンには常に著名な哲学
者や文学者、画家、彫刻家らが招かれ
ていた。マックス・フォン・ベーンの
『ロココ』にある記述によれば、バイ
エルン王太子妃の侍従の娘として生
まれた彼女はジョフランに嫁ぎ、15
万リーヴルの年収を惜しみなくサロ
ンにつぎ込み、週2回客を集めた。水
曜日には、モンテスキュー、マリヴォ
ー、マルモンテル、ダランベール、ヴ
ォルテール等が、月曜日には、ブーシ
ェ、ラ・トゥール、ヴェルネ、ドルー
エ、ブーシャルドン等が集った。若き
モーツァルト少年もここで演奏をし
たという。彼女のサロンは、実に30年
近くもの間、文学、芸術の世界をリー
ドする存在であった。この肖像画で、
ナティエはジョフラン夫人を非常に
繊細なタッチで描いている。彼女の
理知的な顔立ち、白絹のローブとバラ
色の外套、左手下の書物などにより、
画面全体に際だった気品と知性が漂
っている。

ジョフラン夫人
フランソワ・ブーシェ,François

Boucher

東京富士美術館
このロココらしさにあふれた華麗な
大作は、ブーシェの重要な作品のひと
つに数えられる。本作において彼は、
神話画に属する主題のなかで自らの
最も得意とするヴィーナスの図像を
扱い、美の女神が水中で誕生して陸に
到着する姿を伸びやかに、屈託なく描
いている。ほぼ2メートル四方の大画
面なので、元来しかるべき重要な注文
に由来する作品であることは間違い
なく、これと対をなす図柄の作品も存
在したかもしれないが、注文主や対作
品については詳らかではない。この
作品は、もと英国の大収集家であるリ
チャード・ウォーレス卿の所有で、パ
リ郊外ブーローニュに彼が持ってい
たバガテル宮を飾っていたことがあ
った。のち今世紀初頭には、その洗練
された高雅な趣味で知られるウィー
ンの収集家ロスチャイルド男爵のも
とにあり、さらにニューヨークのメト
ロポリタン美術館の収蔵となったが、
その後、同美術館が本作を手離すこと
となり、現在東京富士美術館の作品と
なっている。さてこの絵の画面中央
では、水から上がったヴィーナスが青
や黄の布を敷いた岩の上に腰をおろ
し、その周りをキューピッドたちが飛
び交い、三美神が傍らに侍する。上空
から風の神ゼフュロスが女神の頭上
に勝利の冠を乗せようとしている。
その横で降下しつつあるキューピッ
ドの一人が手にしているのは、永遠の
美を象徴するリンゴである。左方で
は、海神ネプチューンの息子であるト
リトンやニンフが水中で歓び戯れて
いる。女神のすぐ前で横たわりなが
らこちらを向いているニンフは、美し
く官能的な裸身によって、いかにもブ
ーシェらしい特徴を示し、この画面の
中で最も強く鑑賞者の眼をひく部分
となっている。主題の上では、1740年
のサロンに出品した《ヴィーナスの
誕生》（ストックホルム国立美術館
蔵）に近く、構図の上では、最晩年の4
点のシリーズ（アメリカ、キンベル美
術館蔵）に類似している。数多いサロ
ン出品作ほどの完成度がここに見ら
れないのは、おそらく大きな室内の壁
の上方や天井など、ある程度の距離を
おいて見られる場所に置かれるべき
ものであったのかも知れない。遠い
眼で見た時にほど良い印象にするた
めに、画家が巧みに仕上げを計算した
のであろう。いずれにせよ本作に見
るような裸婦群像は、この画家の最も
得意とするテーマで、ロココ趣味あふ
れるブーシェ様式の典型を示すもの
で、彼の天賦の装飾的手腕を証明する
神話画の佳作であることは間違いな
い。

ヴィーナスの勝利
ジャン＝シメオン・シャルダン,Jean-

Siméon Chardin

東京富士美術館
1753年のサロン出品作。緻密なマテ
ィエール、絵具の光沢、落ち着いた中
間色の色調、影の部分にも感じられる
ような繊細な光の表現、思索的で重厚
な人物のたたずまい、室内の静謐で瞑
想的な空気など、シャルダンらしい魅
力にあふれる小品。彼の約40年間に
わたる作画活動は3つの時代に区分さ
れるが、その中間期にあたる時代が
「風俗画の時代」（1730年代から1750
年代初め）である。シャルダンの「静
物画」は、華麗で女性的な優美さを好
んだ宮廷では人気がなく、一部の目利
きや画家、収集家に支持されるのみで
あったが、この「風俗画」の顧客層に
は外国の有力な諸侯も名を連ねるよ
うになった。この時期の最も代表的
な作品としては、《独楽を回す少年》
《食前の祈り》（ともにルーヴル美術
館蔵）などがある。シャルダンは、ス
ウェーデンのルイーズ・ウルリック王
妃のために1749年、《デッサンの勉
強》と《良き教育》の2点を贈った。こ
のうち先に完成したのは《デッサン
の勉強》の方で、1748年のサロンに出
品された。その数年後、彼は再びこの
1対の絵と同じ構図をもつ2対目のヴ
ァリエーションを描いている。こち
らの2点は、著名な収集家アンジュ＝
ローラン・ラ・リヴ・ド・ジュリのため
に制作され、1753年のサロンに出品
されたが、このうちの1枚が本作であ
る。本作は、1770年の競売でリヴ・ド・
ジュリの許を離れ、あるスウェーデン
人の手に渡った。以来その末裔によ
って長らく秘蔵されていたが、1979
年の大規模な〈シャルダン展〉に出品
され、人々の前に再び姿を現わしたの
である。このとき、対をなす《デッサ
ンの勉強》と《良き教育》の額縁には
非常に珍しい特徴があった。作者の
名前である〈シャルダン〉の文字が、
明らかに18世紀のものと分かる黒く
美しい書体で記されていたのであ
る。今日、世界の美術館で行われてい
るような「額縁に作者名のプレートを
付ける」というような習慣は当時なか
ったので、最初の所有者であったリ
ヴ・ド・ジュリが施したこのような処
置は、博物館学的にみても先駆的な作
業であったと評価される。なお、この
秘蔵コレクションの中に含まれてい
た本作と対をなす《良き教育》の方
は、現在テキサスのヒューストン美術
館に収蔵されている。

デッサンの勉強
ジャン＝オノレ・フラゴナール,Jean-

Honoré Fragonard

東京富士美術館
一般的に「幸せな大家族」「子だくさ
んの幸せ」というタイトルで知られて
いるこの楕円形の絵は、同じ絵柄のヴ
ァージョンが本作の他に4点（ワシン
トン・ナショナルギャラリー所蔵ほ
か）知られており、当時人気を集めた
主題である。画面の中央に白いブラ
ウス、赤いスカートの若い母親が幼子
を抱いて坐り、その周りで年長の子ど
もたちが遊ぶ。左手の窓の外では父
親がロバと一緒に家の中をのぞいて
いる。母親の背後には、召使いの女と
その子であろうか、シルエットのよう
に寄り添って描かれている。家畜の
犬とロバもまるで家族のようで、人物
は自由なポーズと視線をとりながら、
親しげな感じで互いに深く結びつい
ている様子が見て取れる。しかし、部
屋の上方をみると、古代イタリアの廃
墟のようであり、この家族の団欒とは
およそ不釣り合いな、古くて大きな石
造りの空間である。右手の台（羊の頭
と花絆を象った飾りが施されている
ので古い祭壇であろうか。とすれば、
この建物は神殿である）の上には玉葱
と肉の塊が置かれ、金属製の深鍋のよ
うな容器も見える。質素な生活だが
子宝に恵まれて幸せな家族───。
幻想的な建築物を背景に描かれた若
い両親と子どもたち───。この絵
には、さらに目には見えないいくつか
の事実が隠されている。ひとつは、こ
の家族像は18世紀フランスで活躍し
た思想家ルソーの「家庭は社会の基本
であり、家族愛は道徳の根本」という
思想を絵に描いた「理想の家族像」で
あるということ。もうひとつは、フラ
ゴナール自身が幸福な家庭生活に恵
まれ、当時流行した官能的なロココ風
の絵のみならず、こうした素朴な絵に
も才能を発揮することができたこ
と。そして更にもうひとつ、この絵
は、「聖母子像」「聖家族」「羊飼いの礼
拝」といった伝統的なキリスト教絵画
のテーマを、当時の人物、当世風の主
題にリメイクした作品である、という
ことである。これはフラゴナールが
単に風俗画家なのではなく、宗教画家
としても優れた知識と技術を持って
いたことの証明でもある。赤と青の
着衣に身を包み、幼子を抱く若い女性
像は、伝統的に聖母マリアと幼児キリ
ストを表わすもので、「絵画の伝統を
継承しつつ、自由で新しい18世紀の
精神をも体現する」フラゴナールらし
い作品といえよう。

豊穣な恵み

ウジェーヌ・ドラクロワ,Eugène

Delacroix

東京富士美術館
ロマン主義の巨匠ドラクロワは、バイ
ロンやユゴーなど同時代の文学や、ダ
ンテ、シェークスピアなどのヨーロッ
パ各国の国民文学をとりわけ好んで
いた。彼の溢れるような情熱は、それ
らに表現された激しい感情や理性、狂
気が交錯する世界に感応したのであ
る。本作の主題は、17世紀スペインの
作家セルバンテスが書いた小説「ド
ン・キホーテ」の一場面。物語の主人
公はラ・マンチャ県のある村の郷士。
騎士物語を読み耽るあまり、ついには
正気をなくして、自らをドン・キホー
テ・デ・ラ・マンチャと名乗り、隣村の
百姓娘を姫君と思い込み、武勲を立て
るために遍歴の騎士となって冒険に
出るという物語である。ここでは、本
を広げた机の前で、椅子に座って夢想
にふける人物がドン・キホーテであ
る。その後ろには、彼の身を案じて書
物を焼いてしまう村の司祭や床屋の
ニコラス親方、家政婦たちが困惑した
姿で描かれている。実際の「ドン・キ
ホーテ」にはこのような場面は出てこ
ないが、騎士物語に影響されたドン・
キホーテが旅に出てやがて自宅に担
ぎ込まれるという、第1章から6章ま
での物語の冒頭部分を要約した形で
描いたものである。床に散乱した書
物や騎士の武具らしき道具。後ろの
人物たちに背を向けた彼の視線は宙
をさまよい、彼らを気にする様子もな
い。そして彼の不自然な左手の動き
は、まるで彼の理性を彼から切り離そ
うとしているようである。ほぼ正方
形の小さな画面に、正気を失ったド
ン・キホーテの内面が見事に描き込ま
れている。

書斎のドン・キホーテ

ジョセフ・マラード・ウィリアム・ター
ナー,Joseph Mallord William Turner

東京富士美術館
19世紀前半のイギリスで色彩感豊か
に水と空気を描き、後のフランス印象
主義の先駆的な役割を果たしたター
ナーは、生涯、海を友とし海景を描き
続けた。本作に描かれた「ユトレヒト
シティ64号」は、1688年のイギリス名
誉革命の際、イギリス議会に招請され
たオランダ提督オレンジ公ウィリア
ムがイギリスへ向けて出航した艦隊
の先導艦。つまり本作でターナーは、
150年前の祖国イギリスを救った歴
史的な出来事───オレンジ公ウィ
リアムが妻メアリ2世とともに共同統
治者として王に即位（ウィリアム3世）
し、権利章典が定められ近代議会政治
の基礎が確立した───をテーマに、
いわば「歴史画」の主題を制作のきっ
かけにして、歴史画の枠組みを超えた
「船と海のジオラマ」を描いている。
ただし、ターナーは想像だけで描いて
いるわけではなく、船の構造にも詳し
く、この絵でもかなり正確に17世紀
の船を再現していると思われる。曇
り空で風が強く、天候が定まらないの
であろう、近景では黒い波が大きくう
ねり、その向こうでは白い波頭が小刻
みに動いている。全体的にグレーと
ブルーの寒色系の色調に重く沈んで
いる海。そこに左上方から海上に向
かって斜めにうす日が差し込んでい
て、風を受けた帆船を淡いオレンジ色
に染めている。左から右へ、上から下
へ、重苦しい海に動きが加わり、寒色
の中にわずかな暖色を見いだすこと
ができる。ここには、海、空、雲、光、
風、大気、帆船といったターナーの絵
画の主要なモチーフを見ることがで
きる。この作品は1832年のロイヤル・
アカデミーの展覧会に出品されたが、
そこでちょっと面白い「事件」が起き
ている。展覧会の直前の最後の手直
しが許される日に、隣に展示された好
敵手コンスタブルの絵に刺激を受け、
よりいっそう効果を上げるため、中央
よりやや右の海上に、最後に赤いブイ
を描き入れたというのである。

ヘレヴーツリュイスから出航す
るユトレヒトシティ6464号 ウィリアム・アドルフ・ブーグロ

ー,William Adolphe Bouguereau

東京富士美術館
19世紀後半のフランスは、美術の世
界でも官展に対抗して印象派が第1回
展を開く（1874年）など、新しい時代
への転換に向かって、地殻変動が起き
た時代であった。しかし正統派を自
認するアカデミズムの勢力は健在で
あった。アレクサンドル・カバネルと
ともに、この時代のアカデミズム絵画
を代表する画家であるウィリアム・ブ
ーグローは、マネや印象派の画家たち
の絵画を拒否した保守派の人物とし
ても有名で、“ブーグロー風”という言
葉が印象主義の反意語として用いら
れもした。彼は新古典主義の画家ピ
コの弟子で、1850年にローマ賞を受
賞、歴史画や神話画の大作をサロンに
出品している。微妙な明暗まで再現
する精緻な描写と磨きあげられたマ
ティエールが際立つその様式は、アカ
デミックな写実技法の極致といえ
る。一方、ブーグローは風俗画も数多
く制作した。1870年代以降は、愛情あ
ふれる母子、牧歌的な風景に愛らしい
少女といった定型化した作品を数多
く制作するようになった。本作はこ
のような時期に描かれた牧歌的少女
像のひとつである。網を左肩に担ぎ、
籠を右手に抱えてポーズする漁村の
若い娘。海辺の場所や着衣などは地
味で、頭に被ったスカーフの色と模様
がこの絵で唯一の華やかな部分であ
る。それゆえに顔や首すじ、腕や手と
いった露出した肌の部分の生々しさ、
また磁器のように滑らかでみずみず
しい描写に、自然と見る者の目は導か
れる。ある意味で写真的ともいえる
人体の描写は、ブーグロー特有の表現
法でもある。

漁師の娘
ジュール・ジェーム・ルージュロ
ン,Jules James Rougeron

東京富士美術館
明るいピンク色のドレスに身を包ん
だ若い貴婦人が、化粧室の鏡の前でポ
ーズをとっている。このドレスは、
1870年代から80年代にかけて流行
し、腰の後ろに膨らみを作るための腰
枠の名前に因み、「バスル・スタイル」
と呼ばれる。女性はこれから始まる
夜会の身支度しているのであろう。
モデルが顎の下に手をやり、今まさに
結ぼうとしているような髪飾りは、既
婚女性が正装用としてよく用いたも
のである。またチェストの上には手
袋や香水瓶が置かれ、女性の幾分高揚
した雰囲気を演出している。「化粧を
する女」という主題は、フォンテーヌ
ブロー派の時代から愛好されてきた
が、本作も甘美な親密さがあふれる愛
らしい作品である。

鏡の前の装い
ミケーレ・ゴルディジャーニ,Michele

Gordigiani

東京富士美術館
ミケーレ・ゴルディジャーニは、裕福
な家に育ったが、小遣いを稼ぐために
タバコ屋の看板描きや、市場での女中
や主婦相手の似顔絵描きをはじめ、後
の肖像画家としての訓練をしていっ
た。1856年には、上流階級の注文を受
けるようになる。さらに1861年、フィ
レンツェで開催されたイタリア博覧
会では、イタリア王ヴィットリア・エ
マヌエルの肖像が好評を得て、肖像画
家として最高の名誉と栄光と富を獲
得した。本作は、ミケーレの名声が頂
点を迎えた時期に描かれたもの。貴
族、政治家、音楽家、俳優など、多くの
国の上流階級の人々から注文が相継
いだ。素早く仕事を片づけるために
写真を用いていたが、実物をそのまま
に写し出す写真とは違い、彼は実物の
欠点を弱め、より気品高く描くことに
努めた。その作品からは、一瞬の心の
動きを捉え、そこに一筋の表情の美し
さを見い出し、表現することができた
彼の才能をうかがい知ることができ
る。

シルクのソファー

ジャン＝フランソワ・ミレー,Jean-

François Millet

東京富士美術館
1849年春にパリからバルビゾン村に
移り住んだミレーは、1867年のサロ
ンに本作と同じ題名の《鵞鳥番の少
女》という作品を出品した。同年に友
人のサンスィエに宛てた手紙で彼は、
この出品作について「私は鵞鳥の鳴声
が画面一杯に響き渡るように描きた
い。ああ、生命よ！みんな一緒の生命
よ！」と記している。本作は友人サン
スィエの旧蔵品で、前出のサロン出品
作と同時期に同じ場所で描かれたも
のらしく、「鵞鳥の番をする少女」を
テーマにしたシリーズの中核をなす
作品。下描きの線が透けるほど油絵
具を薄く塗り、まるで水彩画のような
効果で夏の日ざしに照らされた水辺
の雰囲気をよく表している。この鵞
鳥番の少女というテーマは、大人の労
働を描いたミレーの宗教的ともいえ
る作品群とは趣きを異にし、純粋に牧
歌的な世界を表している。農民生活
と自然環境の調和を見事に描いた本
作は、円熟したミレー晩年の傑作であ
る。

鵞鳥番の少女
ベルト・モリゾ,Berthe Morisot

東京富士美術館
本作が描かれたのは、記念すべき第1
回印象派展が開かれた1874年の夏。
場所はノルマンディ海岸沿いのフェ
カンで、父方の親戚であり、モデルも
務めたリュシアン・ブルジエ夫人の別
荘である。モデルは男性服を彷彿と
させる「テーラード・カラー」（背広型
の襟）があしらわれた外出用と思われ
るツーピース状のドレスに麦わら帽
子という比較的くつろいだ服装をし
ている。テラスから遠景を見下ろす
構図は斬新で、遠景の海にはヨット遊
びに興じる人々の姿も確認できる。
本作は1877年の第3回印象派展にモ
リゾが出品した12点のうちの一つで
もある。本作は印象派を擁護する批
評家の目を奪い、賞賛を受けた。

テラスにて
エドゥアール・マネ,Édouard Manet

東京富士美術館
1880年に健康を崩したマネは療養の
ためパリ郊外のベルヴュに家を借り
る。そうしたマネのもとに友人たち
が見舞いに訪れる中、彼は油絵に取り
組み、人物、風景、静物などを約30点
ほど描いている。本作はこうした夏
のベルヴュ滞在のあいだに制作され
た作品のひとつ。この絵はマネ没後
の翌年に行われた競売で、マネ作品の
収集家であったオペラ座のバリトン
歌手ジャン＝バティスト・フォールが
購入し、以後、欧米の著名な収集家の
手を経て、現在東京富士美術館の所蔵
となっている。この作品のモデルは
見舞客の一人、ガンビー夫人といわれ
ている。アドルフ・タバランの『マネ
とその作品』によれば、ガンビー夫人
は、マネ家と親しい付き合いのあった
ルバン夫人の友人であるらしい。ま
たマネの義妹にあたる画家ベルト・モ
リゾの親戚筋の女性ともいわれる。
紫色の花があしらわれた黒い帽子を
被り、髪は前髪を垂らした流行のスタ
イル。背景の緑の庭は、印象派に近い
筆触を生かした描き方であるが、モデ
ルの女性の服は、他の印象派の画家の
絵には見られない「黒」で大胆に描か
れている。しかもすけて見えるよう
な薄い着色で、筆跡を残しながら巧み
に女性の体を描き出しているあたり
は、マネの並はずれた造形センスとと
もに近代的で都会的な感性を感じさ
せる。緑と黒の対比で構成された画
中で、女性の顔の白と手袋の黄色が目
に鮮やかに映る。そして女性の唇の
赤と、絶妙のバランスで描きこまれた
小さな赤い花の色がマネの天才的な
色彩センスを存分に感じさせるスパ
イスとなっている。この作品でマネ
が描き留めたものは、もはや特定の女
性の肖像というよりは、パリを象徴す
る「女性美」そのものといえるだろ
う。

散歩（ガンビー夫人）
フィンセント・ファン・ゴッ
ホ,Vincent van Gogh

東京富士美術館
オランダに生まれたゴッホは、ブリュ
ッセルで素描の基礎を学び、1881年、
28歳の時、牧師であった父の任地で
あったオランダ南部のエッテンヘ赴
く。この年の終わり、ゴッホは画家に
なることに反対だった父との衝突か
らハーグへ移り、ハーグ派の画家たち
と出会っている。オランダ時代のゴ
ッホの作品は、ハーグ派の画家たちや
17世紀のオランダの巨匠たちの作品
の影響を受け、全体的に落ち着いた暗
い色調で描かれている。1883年、30
歳の時、ハーグを起ったゴッホはやは
り父が赴任していたオランダ南部の
ニューネンへ移る。この頃より、ゴッ
ホは油彩画に本格的に取り組み、農民
や職人、ニューネン近郊の風景を精力
的に描いている。ニューネン時代は、
農民画家としてのゴッホが形成され
ていった重要な時期で、オランダ時代
のゴッホの集大成ともいうべき《馬
鈴薯を食べる人たち》（1885年）が描
かれている。本作は、《馬鈴薯を食べ
る人たち》が描かれた翌月の、1885年
の6月に描かれた作品。ゴッホは弟テ
オへ宛てた手紙の中で、「今は、ここ
（ニューネン）から2時間のところで仕
事をしているので、全ての時間を有す
る。私が求めているのは、あといくつ
かのきれいな荒野の農家。既に4つ、
前回送った大きさが2点と、小さいの
がいくつかある。」と述べており、こ
の作品は、この手紙の中で「いくつ
か」と言及されている作品。農民が暮
らす場所を描くことは、ミレーを崇拝
するゴッホにとって、農民の生活の厳
しさや、自然との深い結びつきを表現
する重要なモチーフであった。ゴッ
ホは愛情を込め、農民の家を、雀より
小さな野鳥のミソサザイの巣に喩え
「農民の巣」と呼んでいる。その力強
いタッチと落ち着いた色調は、大地に
根ざして生きる農民のたくましさと、
自然の持つ包容力を描きだしてい
る。同じ時期に描かれた、同じモチー
フの作品が、いくつも残っており、こ
のモチーフがゴッホにとって、重要な
ものであったことが伺える。

鋤仕事をする農婦のいる家
ピエール＝オーギュスト・ルノワー
ル,Pierre-Auguste Renoir

東京富士美術館
本作には、ルノワールが好んだ〈赤い
色〉〈美しい服〉〈若い女性の肌〉〈穏や
かさ〉といった要素を見つけること
ができる。また黄色い帽子も大切な
脇役で、ルノワールの絵画にしばしば
登場するポイントのひとつとなって
いる。この絵が描かれたと思われる
1890年代前半は、ルノワールがいわ
ゆるアングル風の「古典の時代」から
「真珠色の時代」と呼ばれる新しい画
風を確立しつつあった時期にあた
る。彼はいよいよ晩年の様式の完成
に向かって、新たな一歩を踏み出して
いく。1880年代の「古典の時代」での
厳格な線による写実主義はすでに影
をひそめ、本作にも見る事ができるよ
うに、輪郭線は流れ去り、衣服は震え
るような色調を帯び、人物は背景とと
もに光の中に溶け込むかのようであ
る。そこには、柔らかで、穏やかな眼
差しの、まるで果実のような典型的な
〈ルノワールの女〉がある。人物と背
景は、互いに影響しあい、光の中で融
合するかのようで、遠近法は失われ、
空間は平面に近づいている。色彩は
モノの固有色にしばられずに、色その
ものの美しさが画家のテーマとなっ
ている。モノの形によってではなく、
色彩の輝きによって見る者に働きか
ける。ルノワールの作品に見られる
これらの特徴は、ジャン・クレイが
『印象派』の中で分析したように、印
象派の画家が伝統的な絵画法を解体
して獲得した全く新しい視覚の喜び、
ともいうべきものである。なおこの
作品は、ベルネーム＝ジュンヌ画廊、
デュラン＝リュエル画廊というルノ
ワール作品を取り扱った最大手の画
商から世に出た経歴が残っている。

赤い服の女

エドゥアール・ヴュイヤール,Édouard

Vuillard

東京富士美術館
婦人はヴュイヤールの姉マリーで、2
人の子どもはその娘と息子である。
マリーはヴュイヤールの生涯の親友
であり画家のケル＝グザヴィエ・ルー
セルの妻であったが、ヴュイヤールは
ルーセルの田舎の邸宅をしばしば訪
れ、彼ら家族の絵を描いた。本作でマ
リーは茶色を主とした簡素なシルエ
ットのドレスに身を包み、姪のアネッ
トは白い帽子、赤いストライプの服を
身につけている。ヴュイヤールにと
ってアネットはとりわけお気に入り
のモデルで、他の作品にも同様の出で
立ちで描かれている。家族のスナッ
プ写真のアルバムをめくるような、日
常生活の親密で温和なモチーフを描
いたヴュイヤールらしいショットで
ある。

婦人と子供
ピエール・ボナール,Pierre Bonnard

東京富士美術館

若い女
アメデオ・モディリアーニ,Amedeo

Modigliani

東京富士美術館
イタリアのリヴォルノに生まれたモ
ディリアーニは、1906年1月、絵を描
くためにパリに出た。その翌年の11
月、本作のモデルとなっている人物
───医師で美術愛好家のポール・ア
レクサンドル博士と知り合う。モデ
ィリアーニの作品に関心をもった最
初の人である。彼は1914年に第一次
世界大戦に出征を余儀なくされるま
で、モディリアーニのパトロンであ
り、この若い画家を激励し、その作品
を買い続けた。フランス人で知識豊
かな美術愛好家であったポール・アレ
クサンドルは、無名の芸術家を公衆、
画商、収集家に紹介するチャンスのあ
る公的機関にもよく通じており、さま
ざまな面でモディリアーニを支援し、
その芸術活動を支えた。1908年にな
ると、モディリアーニはポール博士と
その弟ジャンが創設した芸術家コロ
ニーにしばしば通うようになる。
1909年には同博士の3点の肖像画が
描かれたが、その中では本作が最も完
成度が高く、素晴らしい出来映えを示
している。同年に描かれた《乗馬服の
女》（ニューヨーク、個人蔵）と同じよ
うに、左手を腰にあてたポーズの4分
の3分身像となっている。この博士の
肖像画シリーズは、ある意味では「芸
術のパトロンが画家へ出資すること
によって彼の肖像画が描かれる」とい
うルネサンス以来のイタリア絵画の
伝統を思い起こさせる。ちょうどこ
の絵が描かれた頃、モディリアーニは
彫刻家コンスタンティン・ブランクー
シと友情を結び、以後の数年間は彫刻
に没頭することになる。しかし絵画
を放棄したわけではなく、1914年以
降の細長く平面的にデフォルメされ
たいわゆるモディリアーニ様式に繋
がってゆく。本作は若いモディリア
ーニの瑞々しい感覚が漂う初期の秀
作といえよう。

ポール・アレクサンドル博士
モーリス・ユトリロ,Maurice Utrillo

東京富士美術館
ユトリロはエコール・ド・パリの画家
たちの中にあって、マリー・ローラン
サンとともに、ほとんど唯一の純粋な
フランス人であった。他のエコール・
ド・パリの画家はモンパルナスのカフ
ェを中心に活動したが、ユトリロの活
動拠点はモンマルトルの丘であっ
た。彼は精神病院を転々とする重症
のアルコール中毒患者で、1917年に
母の画家シュザンヌ・ヴァラドンに
「あなたの席はルーヴルにあります
が、僕の席は病院にあります。僕は16
歳のとき人生を投げ出したので、今と
なっては社会に馴染むには遅すぎま
す」と苦しい胸のうちを告白してい
る。もっとも入院先の病院の医師の
勧めで絵筆をとったのが、画家ユトリ
ロの誕生であった。彼の作風は一般
的に以下の4つの時期に分類されてい
る。1903—06年の初期の時代、1906—
07年の印象派時代、1907—13年の「白
の時代」、1913年以降の「色彩の時代」
がそれである。特に本作が描かれた
1910年代後半は、それまでの白を中
心としたパレットがさまざまな色彩
の広がりを見せていくが、白はまだ主
要な色として用いられている。ノル
ヴァン通りは、モンマルトルの丘の上
に立つサクレ＝クール寺院へと続く
小路で、ユトリロはしばしばこの付近
を描いた。人影もまばらな狭い道の
両側には白い壁が続き、その先にはサ
クレ＝クール寺院の白亜の円蓋がそ
びえている。哀愁を帯びた裏通りの
淡い詩情をたたえた空間が印象的な
本作は、ユトリロが傑作を最も多く生
み出した1910年代の典型的な佳品の
ひとつといえるであろう。

モンマルトル、ノルヴァン通り
アルベール・マルケ,Albert Marquet

東京富士美術館
マルケは、マティスなどとともにフォ
ーヴィスムの代表的画家の一人に数
えられているが、本質的には色彩の強
烈さよりは、微妙なニュアンスの諧調
にいっそう鋭敏であった。後期にな
ると、その色彩は更に柔らかさを増し
ていった。マティスの親友であった
関係から、フォーヴの運動に参加はし
たが、グループからは距離を保ってい
た彼は、その気質からして、コローや
クールベの伝統に連なる写実主義者
であった。マルケの才能は、情景を澄
明な明晰さをもって表わすことにあ
った。港の風景は、彼が好んで描いた
テーマの一つである。本作において
マルケは、穏やかな色調を用いて、温
暖で陽光あふれる南仏の入り江を描
き出している。トゥーロンは、フラン
ス南部の地中海に臨む軍港都市で、マ
ルセイユの東方約50kmほどのところ
に位置し、西から東に突き出す岬によ
って守られた湾に面している。セザ
ンヌが制作をしたエクス・アン・プロ
ヴァンスにもほど近い。16世紀にア
ンリ4世が港と城を整備し、海軍工廠
を設置してより、軍港・造船工業都市
として発達し、フランス革命では王党
反革命派の拠点であった。マルケは
友人のマンガン、カモワン、マティ
ス、シニャックらとともに、1905年、
南フランスを旅行したことがあり、本
作はその時の取材によるものではな
いかと推測される。パリのポンピド
ゥー・センター（国立近代美術館）に
1905年頃に描かれた《南仏の風景、ア
ゲーの眺望》という作品があるが、木
の間越しに海と半島を描いた視点や
筆のタッチは本作と似ている。初期
の画風の典型を示す作品のひとつで
ある。

トゥーロン湾の眺め

海北友雪,Kaiho Yusetsu

東京富士美術館
源平合戦の中でも有名な一の谷合戦
を右隻に、左隻に屋島合戦を描く。右
隻には平家の陣屋の後方から攻め入
ろうとする、源義経によるいわゆる
「鵯越の逆落とし」の場面や、熊谷直
実と平敦盛による「敦盛最期」のシー
ンが描かれる。左隻には陣屋に攻め
入る義経軍と海上に逃れる平家の軍
勢とが、陸上と海上に対峙する屋島合
戦の模様を描く。所狭しと金雲をあ
しらい、極彩色と繊細なタッチで兵士
一人一人の表情まで丹念に描き、見る
者を魅了する。

源平合戦図屏風
狩野派,Kano School

東京富士美術館
洛中洛外図は桃山時代後期に成立し、
江戸時代まで続いて制作された風俗
画の一種である。京都の市街（洛中）
と郊外（洛外）の名所や旧跡、四季折々
の行事などを一望のもとに描く。通
常、六曲一双の画面に描かれる。左隻
の中央に大きく二条城が描かれ、右隻
には豊臣の余光を反映して方広寺の
大仏殿が配されている。金雲たなび
く眼下に祇園祭などの祭礼・行事や市
井の人々の営みが活写され、当時の賑
わいが伝わってくるような瑞々しい
作品である。

洛中洛外図屏風
狩野尚信,Kano Naonobu

東京富士美術館
右奥から流れ出る水流の縁に手をか
けて佇む虎。その口元を見ると薄く
彩色があり、口を開けているのか、舌
を出しているのかは判別できないが、
水をありつこうとする瞬間を捉えて
いると分かる。周囲を窺うような視
線を送る表情は、まるで猫のようで愛
くるしい。大胆な余白の活用が尚信
画の特長ともいえるが、ここでも横長
の大きな画面に余計なものは描かず、
主題に視線を向かせるようなすっき
りとした画面構成が見られる。

［重要美術品］猛虎図
琳派,Rinpa School

東京富士美術館
比較的小さな寸法に仕立てられた八
曲一隻の屏風。画面右下に「対青印」
らしき朱文円印があるが、にわかには
判読しがたい。本作では俵屋宗達・尾
形光琳の双方が描いた《松島図》にも
見られる波頭の図案が簡潔にリズム
よく描かれ、波の躍動感を伝えてい
る。波形の描写は波の外側にだけ濃
い群青色を引き輪郭を際立たせ、波頭
部に胡粉で白を着彩し、飛沫や波のう
ねりの部分に金泥の線で調子をつけ
て仕上げている。

波濤図屏風
曾我蕭白,Soga Shohaku

東京富士美術館
六曲一隻屏風に墨画淡彩で二羽の鶴
を描く。鶴の周囲を外隈が施され、そ
の白い身体が強調され、さらに頭部に
用いられた朱がアクセントとなり効
果的である。鶴の表現や、速筆で描か
れた画面を突き抜ける大きな松、没骨
で描かれた下草類などに蕭白の水墨
技術が看取される。画面左に後補が
あり、引手跡も確認できることから、
襖が屏風形式に改装されたことがわ
かる。作風、落款、印章などから20代
末から30代前半頃の制作と考えられ
る。

鶴図屏風

東洲斎写楽,Toshusai Sharaku

東京富士美術館
寛政6年（1794）の5月に河原崎座で上
演された「恋女房染分手綱」の一場面
で、前半の山場・道成寺の主役である
能師役の竹村定之進を描いたもの。
演ずる市川鰕蔵は5世市川団十郎のこ
とで、当代随一の名優と謳われた。大
ぶりの体格、彫りの深い顔と顔全体を
使った豊かな表情が、この役者がもつ
堂々たる風格を伝えてくれる。また
定之進の顔、襟や裃の描線、組まれた
両手とがリズミカルかつ安定した構
図を巧みに演出している。

市川鰕蔵の竹村定之進
葛飾北斎,Katsushika Hokusai

東京富士美術館
冨嶽三十六景シリーズを代表する作
品。画題にある「凱風」とは南風のこ
と。「赤富士」とも称されるこの情景
は、夏から秋にかけての早朝にかぎり
見られるという。諸説はあるが、右側
に寄せられた構図は左側(東)からの
光を意識しているとも感じられ、河口
湖付近から富士の北側を捉えたと思
われる。秋を予感させる鰯雲の中に
悠然とそびえるその偉容は、富士を形
象化した作品の中でも唯一無二の逸
品といえよう。

冨嶽三十六景　凱風快晴
葛飾北斎,Katsushika Hokusai

東京富士美術館
眼前で激しく逆巻く大波と波間の遥
か遠くに鎮座する富士山。動と静、遠
と近を対比させる絶妙な構図は、海外
でも「グレート・ウェーヴ」と称され、
画家ゴッホや作曲家ドビュッシーを
はじめ世界的に賞讃を受けた。波に
翻弄される3艘の船は「押送り舟」と
呼ばれる舟で、伊豆や安房の方から江
戸湾に入り、日本橋などの市場に鮮魚
や野菜を運搬していた。千葉県木更
津方面から江戸湾を臨んで描いたと
の説もある。

冨嶽三十六景　神奈川沖浪裏
葛飾北斎,Katsushika Hokusai

東京富士美術館
冨嶽三十六景シリーズの三役にも挙
げられる作品。《凱風快晴》と双璧を
なすように、富士の堂々たる姿を表し
た本図は、《凱風快晴》が「赤富士」と
称されたのに対し「黒富士」と呼ばれ
た。漆黒に包まれた裾野から山頂へ
のシャープなグラディエーションと
頂の尖った形容が、富士の峻厳さとそ
の周辺に立ちこめる静寂な雰囲気を
伝えている。画題の「白雨」は夕立を
意味する。裾野に描かれた稲光りが
画面全体にいっそう鋭さを与えると
ともに奥より迫る黒く染まった雨雲
が、これから来るであろう俄雨を予兆
する。

冨嶽三十六景　山下白雨

歌川広重,Utagawa Hiroshige

東京富士美術館
現在の神奈川県足柄下郡箱根町にあ
たる。主役の富士を凌駕するように
極端に競り立った山が画面中央に描
かれ、対照的に白く雪化粧した富士が
遠景にひっそり佇んでいる。山間を
抜ける細く急勾配な坂道を下る大名
行列の姿は「天下の嶮、千尋の谷」と
謳われた箱根の峠越えの厳しさを物
語っているかのよう。モザイク画を
思わせる多彩な山の岩肌の表現と連
なる大名行列の動きが画面にリズム
をもたらし、観る者の好奇心を満たし
てくれる。

東海道五拾三次之内　箱根  湖水
図

東京富士美術館
長方形、角丸、被蓋造（かぶせふたづく
り）の硯箱で、内外共に総体金梨子地
（きんなしじ）に平蒔絵と高蒔絵で表
す。蓋甲には桐鳳凰、見返しは松瀧山
水、見込みは竹としている。蓋甲は、
水辺の桐に雌雄の鳳凰で、小笹や沢瀉
も描かれる。桐花に金金貝（かなが
い）、凰の尾羽と岩には銀金貝があし
らわれ、桐の幹や凰の体、岩や雲に
金・銀の切金（きりかね）が置かれる。
見返しでは州浜に銀金貝、岩や雲に
金・銀の切金が置かれ、瀧は銀蒔絵と
している。見込みには硯石と金銅製
七々子地に蛇目九曜紋（じゃのめくよ
うもん）を高彫（たかぼり）した水滴が
据えられている。鳳凰は、鳳が雄で凰
が雌の中国で創造された霊鳥。『詩
経』では、鳳凰が鳴き、高岡で睥睨（へ
いげい）すると、梧桐が生えてくると
あり、また梧桐でなければ棲まず、竹
の実でなければ食べないとする。日
本では、『餝抄』の天養21年（1144）の
条に、天皇が「黄櫨染　文竹桐鳳凰」
の御袍を常に着たことが記され、鳳凰
は天子を表すものと考えられてい
る。この硯箱でも蓋表に桐鳳凰、見込
みに竹が描かれているのはこうした
背景がある。

桐鳳凰蒔絵硯箱
五十嵐派,Igarashi School

東京富士美術館
本作の全面には蒔絵をはじめ、金属の
小片を貼り付ける切金や金属を文様
の形に切り抜いて貼り付けた平文な
どの手法が用いられる。蓋表には四
頭の鹿と菊、萩などの秋の草花が配さ
れ、その図様は蓋裏から蓋表、身の方
へと連続している。本作の意匠は『古
今和歌集』に収められた壬生忠岑の
和歌「山里は秋こそことにわびしけ
れ　鹿の鳴く音に目をさましつつ」の
歌意を表現したもの。文学的な詩情
性と蒔絵による装飾性が融合した典
雅な作品といえる。

［重要美術品］鹿秋草蒔絵硯箱

順姫所用,Used by Mune Hime

(Princess Mune)

東京富士美術館
宇和島伊達家の家紋である「竹に雀
紋」と「竪三引両紋」が描かれた乗物。
駕籠の中でも引き戸が付いている高
級なものを乗物と呼ぶ。内装部分に
は、金地に風景と草花が極彩色で丁寧
に描かれている。本作は仙台藩第7代
藩主伊達重村の娘順姫が伊予宇和島
藩第6代藩主伊達村壽に嫁いだ際に用
いられた品と考えられている。大名
家にふさわしい豪華な蒔絵、華やかな
花鳥画が特徴的である。同種の乗物
はわずかしか現存しておらず、文化的
にも高い価値がある。

竹雀紋竪三引両紋牡丹唐草蒔絵
女乗物

天璋院篤姫の婚礼調度,Marriage

Furniture for Tenshoin Atsuhime

東京富士美術館
天璋院篤姫の婚礼調度の一部で、陶磁
器製の茶碗をのせる台、および蓋であ
る。篤姫の婚礼調度品はこれまで国
内外で4件しか確認されていない希少
なもので、東京富士美術館のほかアメ
リカのスミソニアン協会、徳川記念財
団、大阪青山大学短期大学が所蔵す
る。薩摩に生まれた篤姫は、安政3年
（1856）に右大臣近衛忠煕の養女とな
り、その年の11月に第13代将軍徳川
家定の正室となった。近衛家の抱き
牡丹紋、徳川家の三葉葵紋を配し、二
葉葵唐草の意匠が施されている。

葵紋牡丹紋二葉葵唐草蒔絵茶碗
台　同蓋 東京富士美術館

提重は重箱の一種で、花見遊山など屋
外での酒宴等に便利なように、携帯用
重箱として工夫されたもの。提鐶（さ
げわ）のついた全体に竹が貼られた枠
型の中に重箱、竹製の酒瓶、杯、銘々
皿などを一具として組み入れてい
る。竹の生地に、源氏物語の車争いの
場面が蒔絵の高度な技術を施して描
かれている。手提げ部分に用いられ
た七宝金具なども質の高い優品。幕
末から明治期の富裕層の注文によっ
て作られたものと考えられる。

竹貼源氏蒔絵提重

有綱（古伯耆）,Aritsuna (Ko-Hoki)

東京富士美術館
本作は、中鋒がつまり、腰反りがつく
優雅な太刀姿で、鍛えは板目に杢目肌
が交じり地沸つき地景がよく入る。
刃文は小乱れに小互の目風の刃が交
じり足入り、刃縁には荒めの沸、金
筋・沸筋・砂流し、処々二重刃風に湯走
りや飛焼きを交えるなど変化に富
む。茎は生ぶ在銘である。現存する有
綱在銘の最上作の太刀として昭和28
年、国の重要文化財に指定されてい
る。

［重要文化財］太刀　銘　有綱
福岡一文字,Fukuoka-Ichimonji

東京富士美術館
本作は、身幅広く腰反り高く、中鋒詰
まって猪首になるなど鎌倉時代中期
の力強い太刀姿を呈し、平肉も良く付
き、往時の姿を留め、よく練れた地鉄
には乱れ映りが立ち、足・葉が豊富に
入り、華やかな重花丁子に蛙子丁字を
交えた大模様の刃文は力強さと迫力
に満ちており、福岡一文字派の真価が
十二分に発揮された屈指の一口とい
える。細川護貞氏旧蔵。昭和25年、国
の重要文化財に指定されている。

［重要文化財］太刀　銘　一

近景,Chikakage

東京富士美術館
本作は、よく詰んだ板目肌に杢目が交
じり美しく、直刃調の小丁字に直足が
入った刃文が焼かれ、やや磨上げられ
てはいるが、身幅の広い堂々たる太刀
姿を今に伝えている。細川護貞氏旧
蔵。昭和25年、国の重要文化財に指定
されている。

［重要文化財］太刀　銘　備前國
長船住近景／建武二年五月日

銘　常州住早乙女家成,Signed

Joushu-ju Saotome Ienari

東京富士美術館
筋兜は南北朝から室町時代に用いら
れた兜の一形式。縦に細長い薄い鉄
板を順々に重ね並べ、それを小さい鋲
で留め、鋲頭を平らに叩きつぶして鉄
板の重ね目（筋）だけを見せた兜であ
る。鉄板の数により何間の兜と呼び、
本作は六十二の鉄板数から六十二間
となる。吹返には牧野家伝来を示す
三ツ柏紋が施され、前立は煉革に金箔
を押した大三日月が置かれている。

鉄錆地六十二間筋兜　三日月前
立 東京富士美術館

兜鉢は薄鉄の五枚張りで、その上に鯱
の形を和紙で厚く張り抜いてある。
全体を厚く漆で塗り固め、口と鼻孔は
朱漆塗り。目は金胴の薄板を貼り付
け、錏（しころ）は鉄板付盛上札を朱漆
塗りとし、その上から黒漆を塗ってい
る。日根野形五段を紫絲威とし、吹返
しは一段丸形で、黒漆塗りとして銀の
覆輪をめぐらせる。作域は、張り抜き
技術、漆仕事にすぐれ、まとまりのよ
い張懸兜である。

鯱形兜

東京富士美術館
類例の少ない作品である。本体を象
の形に作り、背に6本の筒型のロウソ
ク立てを備えている。台座は長方形
で、台座の周りには蓮弁を巡らせてい
る。象の体には様々な飾りが取り付
けられ、背には丸いカーペットの敷物
が敷かれている。白磁は6世紀後半、
河南省鞏義窯や、河北省邢窯で本格的
に生産が始まったが、その完成は8世
紀後半である。この作品の年代は蓮
弁の様式や造形、白磁の釉溜まりなど
からみて、唐時代前期、7世紀後半の
作と考えられる。象の姿、台座、ロウ
ソク立てに巡らされた蓮弁など、仏教
的要素が強く感じられる作品であ
る。

白磁象形燭台
東京富士美術館
大きな宝相華文の貼花が器に飾られ
た水注。地には藍釉が全体に掛かり、
宝相華文とともに、豪奢な雰囲気を漂
わせている。藍釉はコバルトであり、
緑釉や褐釉に比べ、希少であり、それ
がふんだんに使われていることがこ
の三彩をより豪奢にみせている。水
注の姿はササン朝風であり、藍釉が加
わり、よりエキゾチックな雰囲気を強
めている。

三彩貼花宝相華文水注

磁州窯,Ci-zhou Ware

東京富士美術館
磁州窯における典型的な白地鉄釉の
梅瓶である。口がすぼまり緩やかな
曲線で形作られた梅瓶に、白化粧を施
し、軽快かつ伸びやかな筆致で、牡丹
折枝文を描く。類品は、いくつか知ら
れるが、なかでもこの作品は、より、
牡丹文が端正で、バランスよく配して
いる。白絵鉄絵の技法は、白い器面に
筆で文様を描くために、いきいきとし
た筆使いが大きな見所となってい
る。口は後補。底裏に窯印のような線
刻がある。

［重要美術品］白地鉄絵牡丹文梅
瓶 景徳鎮窯,Jing-de-zhen Ware

東京富士美術館
胴部が大きく張り、頸部が短く直立す
る酒会壺。口縁には銅の覆輪がかけ
られている。本来は蓋を伴う。白磁に
コバルトを呈色剤とする顔料で文様
を施文する青花は、元時代後期の景徳
鎮窯で始まる。本作品はこのタイプ
の壺の典型的な文様配置で、口頸部に
波濤文、肩部に牡丹唐草文、胴部に魚
藻文、四方襷文を挟んで裾部にラマ式
蓮弁文が描かれている。イギリスの
陶磁研究者、ハリー・ガーナー卿の旧
蔵品。

青花魚藻文酒会壺
景徳鎮窯,Jing-de-zhen Ware

東京富士美術館
鍔状の口縁部を持つ五花形の面盆で、
明時代の万暦期に好まれた形。万暦
年間は、明時代の景徳鎮窯における五
彩磁器の全盛期。赤色ばかりでなく、
緑・黄・青・黒など、繁褥（はんじょく）
ななかにも洗練された色使いが特
色。この作品は赤を主調とし、内面は
魚藻文が濃密に描かれ、外面に花卉唐
草文、八宝文が配されている。底裏に
は、二重圏線内に3字2行の青花銘。

［重要美術品］五彩魚藻文面盆

藤原定家 奥書,Postscript by Fujiwara

no Sadaie

東京富士美術館

［重要文化財］相模集
後柏原天皇,Emperor Go-kashiwabara

東京富士美術館
　後柏原天皇の筆による『和漢朗詠
集』の書写。後柏原天皇は後土御門天
皇を父とし、その死去を受けて即位し
た。在位は1500年～1526年。土御門
天皇と同様、応仁の戦乱で衰退した朝
儀（ちょうぎ）の再興に尽力する一方、
詩歌や管弦などにも長け、歌集『柏玉
集（はくぎょくしゅう）』をまとめて
いる。　写されているのは『和漢朗詠
集』巻下、慶賀に収められている橘正
通（たちばなのまさみち）の漢詩と、作
者未詳の和歌である。まず漢詩は「君
と私は、花月などを愛でながら交流を
深めてきた。しかし、今君は高貴な身
分の人となり、微官に留まっている私
とは天地ほども離れてしまい、目に届
かなくなってしまった」と訳せ、旧友
への今昔の感を読み取ることができ
る。　続く和歌は、「昔は嬉しさを袖
に包んだというが、今宵の私の嬉しさ
は袖に包むどころか、身にも余ってし
まうほどである」と訳せる。『和漢朗
詠集』では、この歌に作者名は付され
ていないが、『撰集抄（せんじゅうし
ょう）』では、藤原斉信（ただのぶ）よ
り先に昇進した藤原公任（きんとう）
の喜びを表した歌として出ている。
しかし『公任集』（自撰和歌集）では見
ることができない。［解読文］「花月一
窓　交昔眤　雲泥万里　眼今窮」「う
れしさをむかし　は袖につゝみけ
り　こよひは身にも　余りぬるかな」
［書き下し文・現代表記］「花月一窓（か
げついっそう）交（まじわ）り昔眤（む
つま）じかりき　雲泥万里（うんでい
ばんり）眼（まなこ）今窮（きわ）まり
ぬ」「うれしさを　むかしは袖に　つ
つみけり　こよいは身にも　余りぬ
るかな」

［重要美術品］宸翰  朗詠断簡
毛利輝元,Mori Terumoto

東京富士美術館

書状
千利休,Sen no Rikyu

東京富士美術館

消息
小堀遠州,Kobori Enshu

東京富士美術館
小堀遠州は桃山時代から江戸時代前
期にかけての茶人。遠州流の祖。早く
から古田織部（1543-1615） に茶の湯
を学んだ。徳川三代将軍家光（1604-
51） に献茶し、これが将軍家茶道師範
の称のおこりとなった。「きれいさ
び」の茶を主張し、また、建築、造園を
も手がけた。本作は中央に大きく「風
清」の二字を横書きに大書した作品。
個性的な書風であり、茶人遠州の面目
躍如たるものがある。左隅に「宗甫」
（朱文瓢箪印）の印を押す。

「風清」二字

ロシア,Russia

東京富士美術館
ピンのヘッド部分は、隙間なくセット
されたダイヤモンドのリボンがトッ
プに向かって螺旋状に上り詰めてい
る。銀とダイヤモンドの白色光の中
にトップにセットされたサファイア
のブルーが美しく映える。ロシア帝
国の宝物庫から売却された一対のう
ちのひとつ。

ロシア皇室のハット・ピン
東京富士美術館
V字型を成す基底部の上に、古代ギリ
シャの植物文様（アンテミオン）やア
カンサスの花を思わせる文様が、ダイ
ヤモンドを用いて表現され、最上部の
中央に11個、左右それぞれ2ヶ所に9
個のダイヤモンドを固めて形成した
クラスターがシンメトリーに配置さ
れている。本作に使用されているダ
イヤモンドは全部で1040個、260カラ
ットに及ぶ。本作は過去に皇帝ナポ
レオン1世の皇后ジョゼフィーヌが所
有していたとされている。

皇后ジョゼフィーヌのティアラ

グラフィス＆ウェイゴール,Grajths

and Weigall

東京富士美術館
栄光や勝利を意味する月桂冠を頭上
に戴いたナポレオンの横顔が、カーネ
リアン（紅玉髄）にインタリオで象ら
れている。金で葉模様がデザインさ
れたベースには、ルビー、エメラル
ド、サファイアなど数種類の異なる宝
石がはめ込まれている。皇帝の没後
に、イギリス人のナポレオン崇拝者の
一人が依頼して作らせたものと思わ
れる。

ナポレオンのインタリオ･ブロー
チ

イギリス,United Kingdom

東京富士美術館

ジョージ44世のインタリオ・ペン
ダント

イギリス,United Kingdom

東京富士美術館

ウェリントン公爵のインタリオ･
ペンダント

展示中の収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「展示中の収蔵品」ページを表示します。現在当館展示室で見ることができる収蔵品を表示し
ます。

展示予定の収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「展示予定の収蔵品」ページを表示します。今後当館展示室で展示予定のある収蔵品を表示し
ます。

貸出中の収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「貸出中の収蔵品」ページを表示します。現在他館で開催されている展覧会等に貸出されてい
る収蔵品を表示します。（実際の展示予定は各館にご確認ください）

貸出予定の収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「貸出予定の収蔵品」ページを表示します。今後他館で開催される展覧会に貸出が予定されて
いる収蔵品を表示します。

貸出終了した収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「貸出終了した収蔵品」ページを表示します。他館で開催された展覧会に貸出された収蔵品の
記録を見ることができます。

検索キーワードを入力

東京富士美術館収蔵品データベース
日本・東洋・西洋の各国、各時代の絵画・版画・写真・彫刻・陶
磁・漆工・武具・刀剣・メダルなど様々なジャンルの作品約
30,000点の内、約1,800点を掲載。

YouTube YouTube 富士美チャンネル  "
YouTubeの東京富士美術館ムービーチャンネルを開きます。

東京富士美術館ホームページ  "
東京富士美術館のホームページを開きます。
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(最初のノート)検索キーワードを入力 *



 

 

トップ !連携機関!東京富士美術館

東京富士美術館
東京都八王子市谷野町492-1

Webサイトを開く"

東京富士美術館は、1983年11月3日に東京西郊の学園都市・八王子にオープンしました。「世界を語る美術館」をモットー
に、世界31カ国・1地域の美術館や文化機関との友好関係を築きながら、各国の優れた芸術を紹介する海外文化交流特別展
を企画・開催しています。収蔵品は日本・東洋・西洋の各国、各時代の絵画・版画・写真・彫刻・陶磁・漆工・武具・刀剣・メダルな
ど約3万点に及び、とりわけルネサンス、バロック、ロココ、ロマン主義、印象派、現代にいたる西洋絵画500年の流れを一望
できる油彩画コレクションと、写真の誕生から現代までの写真史を概観できる写真コレクションは国内有数のコレクショ
ンとして知られています。

目次

オンライン展覧会

収蔵品紹介

収蔵品の展示予定（東京富士美術館公式HPリンク）

東京富士美術館収蔵品検索

データベース

関連リンク

オンライン展覧会

東京富士美術館の収蔵品によるオンライン展覧会（デジタル展覧会）をお楽しみください。

収蔵品紹介

東京富士美術館の代表的な収蔵品を紹介します。

1515～1717世紀コレクション

1818世紀コレクション

1919世紀コレクション

バルビゾン派＆印象派

2020世紀コレクション

日本美術─江戸時代までの絵画

浮世絵コレクション

漆工コレクション

武具・刀剣コレクション

中国陶磁器コレクション

書跡コレクション

ジュエリーコレクション

収蔵品の展示予定（東京富士美術館公式HPHPリンク）

東京富士美術館収蔵品検索

東京富士美術館の収蔵品を検索します。

対象データベース : 東京富士美術館収蔵品データベース

データベース

関連リンク

最終更新日

2022/08/17

ギャラリー
テーマや人物の資料を楽しむ

データベースを見つける
連携しているデータベースを探す

テーマ別検索機能を使う
目的・分野毎に最適化された検索

施設・機関を見つける
ジャパンサーチと連携している組織

ジャパンサーチの概要 ヘルプ お知らせ サイトポリシー お問合せ # YouTube $ Facebook % Twitter English

連携をご希望の機関の方へ 開発者の方へ

デジタルアーカイブジャパン推進委員会・実務者検討委員会

魅せられチャイナ！？　中国陶磁名品展　オンライン展覧
会
東京富士美術館で2014年1月12日から3月30日まで開催さ
れた企画展「中国陶磁名品展」のオンライン展覧会です。

ザ★刀剣  ─  千年の匠の技と美　オンライン展覧会
東京富士美術館で2016年3月29日から7月3日まで開催さ
れた企画展「ザ★刀剣 ─ 千年の匠の技と美」展のオンライ
ン展覧会です。

マネの銅版画コレクション　オンライン展覧会
東京富士美術館で2019年10月5日から2020年1月19日まで
開催された企画展「マネの銅版画コレクション」展のオン
ライン展覧会です。

THIS IS JAPAN IN TOKYOTHIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術の名
宝～　オンライン展覧会
東京富士美術館で2020年9月1日から11月29日まで開催さ
れた企画展「THIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術
の名宝～」展のオンライン展覧会です。

西洋版画の魅力　オンライン展覧会
東京富士美術館で2021年12月10日から2022年1月30日ま
で開催された企画展「西洋版画の魅力」展のオンライン展
覧会です。

旅路の風景─北斎、広重、吉田博、川瀬巴水─　オンライン
展覧会
東京富士美術館で2022年4月2日から6月5日まで開催され
た企画展「旅路の風景」展のオンライン展覧会です。

ジョヴァンニ・ベッリーニ,Giovanni

Bellini

東京富士美術館
「聖母の画家」と呼ばれたヴェネツィ
ア派の巨匠ジョヴァンニ・ベッリーニ
は、「聖母子」を主題として、大画面の
祭壇画から家庭における礼拝用の小
品にいたるまで宗教画を数多く描い
た。その一方で本作のような肖像画
も少なからず描いている。これらの
肖像画は、特定のモデルがいる人物画
でありながら、同時にヴェネツィアの
当時の雰囲気を反映し、彼が所属する
社会や時代背景をもよく伝えてい
る。その点で肖像画のもつ本質的な
意義と特質を備えているといえよ
う。本作は、黒い帽子と濃紺のダマス
ク織りの上衣を身につけ、官職にある
ことを示す赤い綬を佩びて正装する
行政長官の肖像画で、斜め右側から捉
えた「四分の三正面」の胸像として描
かれている。ベッリーニは、おそらく
1480年代にはハンス・メムリンクな
どの作品を知り、空あるいは無地を背
景に胸の高さで切り取った胸像形式
を自らのものとし、古典的な静謐さを
もつ美しい小品を生み出した。1501
年頃に描かれた《統領レオナルド・ロ
レダーノ》（ロンドン、ナショナルギ
ャラリー）をはじめとする男性の肖像
画などはその典型である。この絵は
それからなお数年を経た時期の作品
で、ベッリーニの祭壇画芸術の到達点
ともいうべき《サン・ザッカリーア祭
壇画》を完成させた直後にあたる。こ
の頃デューラーがある手紙の中で「き
わめて高齢だが、・・・ヴェネツィアで
唯一最高の画家はベッリーニだ」と綴
っているように、75歳を超えてなお
若々しい巨匠の健筆ぶりを伝える佳
品といえよう。

行政長官の肖像
ティントレット（ヤコポ・ロブステ
ィ）,Tintoretto (Jacopo Robusti)

東京富士美術館
繊細な光を反射する緞帳を背景に、椅
子に座った男性が、威厳と気品に満ち
た眼差しでこちらを見つめている。
この男性の洗練された趣味を示すよ
うに、窓際に金の機械時計、男性の隣
にゴリアテの首に片足をかけるダヴ
ィデの彫刻が置かれている。開け放
たれた窓の向こうには、古代ローマ帝
国時代に皇帝の霊廟として建設され、
当時は教皇のための要塞として使用
されていたサン・タンジェロ城が描か
れている。このことは、この人物とヴ
ァチカンとのつながりを象徴してお
り、おそらく同地に滞在していたヴェ
ネツィアの外交官だと推測される。

蒐集家の肖像
ピーテル・ブリューゲル（子）,Pieter

Brueghel the Younger

東京富士美術館
本作はいうまでもなく、作者の父親に
よる同題の有名な作品（ウィーン美術
史美術館蔵）の模作である。ピーテル
（子）が描いたこの作品の模写は5点存
在するという。そのうち3点は原作に
忠実な室内の情景で、本図を含む2点
が戸外の情景に変更されている。画
面の面積も半分以下に縮小されてい
る。彼が複数の模作を自由に描くこ
とができたのは、父の作品の数が少な
い上に、後世になっても人気の高かっ
た父の作品の需要に応える意味もあ
ったと考えられている。さて本図で
は、原作と同じように、画面右手の前
景に、戸板で作ったと思われる配膳盤
に、オランダ語でヴライと呼ばれるフ
ランドル地方特有のプディングの皿
を載せて運ぶ二人の男が描かれてい
る。緑色の幕の下で、髪を長くのば
し、冠を被り、黒の礼服に身を包んで
坐る若い女性が花嫁である。その他
の女性たちは白い頭巾のようなもの
で髪を覆い隠している。花嫁の両側
の婦人は母親と姑で、花嫁の左隣りに
坐る3人の男は、花嫁側から順番に、
父親かあるいは公証人、フランシスコ
派の修道士、村の領主か村長または判
事、と推定される。反対側には二人の
バグパイプ奏者が立っていて、赤い服
の男のほうはご馳走に見とれて吹く
ことを忘れている。さて、花婿はどこ
にいるのだろうか。当時の慣習では、
花婿は客人をもてなす役割があった
といわれ、そうだとすると、画面右手
でヴライを手に取りテーブルに配っ
ている茶色の服の男性か、画面左手隅
でジョッキにビールを注いでいる黒
い服の男性ということになる。更に
ここには描かれてはおらず、もうすぐ
姿を現すところだという説もある。
ジョッキにビールを注ぐ若者の姿は、
キリスト教美術の主題である「カナの
婚宴」を想起させる。婚宴の途中の酒
注ぎという要素からはたしかに「カナ
の婚宴」の葡萄酒の寓意が隠されてい
るが、この絵の中に描かれる飲み物は
やはりビールなのであろう。また一
説では、ビールを注ぐ男とその傍らで
ヴライの皿を舐める子どもは親子で、
「この親にしてこの子あり」またはオ
ランダの諺「瓶は最初に入れた物のに
おいがつく」（子どものとき身につい
たものは変わらない）という意味の寓
意との解釈もある。背景の色づいた
木の葉は季節が秋になったことを示
している。フランドルの農民にとっ
て、収穫の後の季節は婚礼の季節であ
った。

農民の結婚式

アントニー・ヴァン・ダイク,Anthony

van Dyck

東京富士美術館
フランドルの出身で、イギリス国王チ
ャールズ1世の首席宮廷画家として知
られるヴァン・ダイクは、ルーベンス
の工房で修業を積み、10代後半の若
さで工房の筆頭助手を務めたといわ
れる。20歳になってまもない1620年
に初めてイギリスに渡り、その後6年
間イタリアに滞在したのち、1627年
にアントウェルペンに帰ってくるが、
1632年に再びイギリスを訪れると、
そこで約10年間制作を続け、そのま
ま故郷に戻ることなく42歳で早世し
た。肖像画家としてのヴァン・ダイク
の才能は初期のアントウェルペン時
代から開花していたが、晩年のイギリ
ス時代になると、その様式はいっそう
洗練の度を加え、多彩な人物の容貌と
個性が、高雅で繊細な美しさをたたえ
た流麗な筆で見事に描きわけられて
いる。彼の高度に完成された王侯貴
族の肖像は、以後のヨーロッパ絵画に
おける肖像画様式の手本の役割をも
果たしたのである。モデルのアン・カ
ー（1615ー1684）は、サマセット伯ロ
バート・カーとその妻フランセスの娘
として生まれ、1637年にベッドフォ
ード伯と結婚、7人の息子と3人の娘
を産んだ。母のフランセスは殺人罪
で死刑を宣告されていたが、後に恩赦
の身となった人物で、アンはその服役
中にロンドン塔で生まれたのであっ
た。アンが自分の母親に関するスキ
ャンダルを知ったのは結婚のあとで、
真実を聞かされたとき、ひどく動揺し
気を失って卒倒したと伝えられてい
る。しかしながら二人の結婚生活は
順調で、夫の父の死後、彼の遺志を継
ぎ夫妻で沼沢地の干拓事業に情熱を
傾けた。さて本作と同じモデルの肖
像画が他に3点知られている。1点は
ベッドフォード伯の邸宅であったウ
ォーバーン・アビー公爵家に今も伝わ
る全身像、あとの2点は本作とよく似
た構図の七分身像（ペットワース・ハ
ウス蔵およびアメリカ個人蔵）で、後
者はいずれも本作に基づく第2バージ
ョンと見なされているものである。
20代なかば、結婚して2～3年経った
頃であろうか、上品にカールした金髪
のヘアスタイルに張りのある白い肌
が印象的な、若々しい美貌の英国貴婦
人が黒褐色の背景から浮かび上が
る。着衣と宝飾品、肌や髪など質感の
表現には熟練の技術があり、目もとや
口もと、組んだ手の指先ひとつにもヴ
ァン・ダイク調の高貴な表情が宿って
いる。肖像画の世界に他の追随を許
さぬ表現を確立したヴァン・ダイク様
式の一つの典型をここに見ることが
できる。

ベッドフォード伯爵夫人　ア
ン・カーの肖像 ホーファールト・フリンク,Govaert

Flinck

東京富士美術館
金と宝石で装飾された豪華な白いド
レスと淡い緑色のケープに身を包み、
白い羽飾りと宝石のついた縁なし帽
にベールをつけた少女が、腕に眠る小
犬を抱いてこちらを向いている。左
上方から当てられた光によってモデ
ルの顔が効果的に肉付けされており、
さらに仄暗い空間のなかに繊細な衣
装や宝石の材質感をも浮かび上がら
せている。背景の左側には柱とアー
チの一部が見え、室内の広がりを示唆
している。この愛らしい少女の半身
像は当時人気を博したようで、本作の
他に数点のヴァージョンが知られて
いる（モルトケのカタログには5点の
同構図の作品がフリンクあるいはそ
の工房の作として掲載されている）。
これら複数の作品のうちで最初に制
作されたと考えられているハンブル
ク美術館の所蔵作品と比較すると、全
体的に本作の方が質が高いと思われ
る。それは頭部の羽飾り、頭髪、布、宝
石などの細部の質感表現が勝ってい
るうえ、背後の空間の広がりにもより
説得力があるからである。したがっ
て本作は、1630年代の後半に描かれ
たとされるハンブルク美術館の作品
より少し以前に、フリンク自身の筆に
より制作されたものと考えられ、本作
を含めて6点現存する同構図の作品群
の中では、原作に相当する作品といえ
よう。フリンクは1633年、18歳の頃
にレンブラントの工房に入り、弟子と
してではなく助手として約1年働い
た。署名や年記のある最初期の作品
は1636年からのものが知られてい
る。その絵画は本作に見るようにレ
ンブラントの強い影響を示すが、次第
に色彩は明るさを増し、描写も大まか
で形式的な性格のものに変わってい
く。この作品を見るかぎり、構図の取
り方や褐色の色調、明暗の調子づけな
どレンブラントの影響が著しいが、少
女の顔の描き方や表情にはレンブラ
ントにはない対象の美化と穏やかさ
が感じられ、色彩もより柔らかく優美
な印象を与えるものとなっている。

犬を抱く少女

ジャン＝アントワーヌ・ヴァト
ー,Jean-Antoine Watteau

東京富士美術館
アントワーヌ・ド・ラ・ロックは、ヴァ
トーの友人で、戦争で片足を失ったの
を機に、その文才を生かして雑誌『メ
ルキュール・ド・フランス』誌の編集
長やオペラの台本作家として活躍し
た人物。彼の傍らにある楽器や書物
は、彼のこの第二の人生を連想させ
る。また、画面右側に描かれたミュー
ズやファウヌスによって、寓意的・神
話的な雰囲気が生まれている。友人
の肖像であると同時に神話画的な雰
囲気も併せ持つユニークな作品。田
園牧歌趣味をロココ的に発展させ、雅
宴画のジャンルを開いたヴァトーの
確かな腕が光る名作。

アントワーヌ・ド・ラ・ロックの
肖像 ジャン＝マルク・ナティエ,Jean-Marc

Nattier

東京富士美術館
モデルのジョフラン夫人が39歳の時
に描かれた肖像画。ジョフラン夫人
は、18世紀パリ社交界の著名な人物
で、文学や芸術に造詣が深く、彼女が
主宰するサロンには常に著名な哲学
者や文学者、画家、彫刻家らが招かれ
ていた。マックス・フォン・ベーンの
『ロココ』にある記述によれば、バイ
エルン王太子妃の侍従の娘として生
まれた彼女はジョフランに嫁ぎ、15
万リーヴルの年収を惜しみなくサロ
ンにつぎ込み、週2回客を集めた。水
曜日には、モンテスキュー、マリヴォ
ー、マルモンテル、ダランベール、ヴ
ォルテール等が、月曜日には、ブーシ
ェ、ラ・トゥール、ヴェルネ、ドルー
エ、ブーシャルドン等が集った。若き
モーツァルト少年もここで演奏をし
たという。彼女のサロンは、実に30年
近くもの間、文学、芸術の世界をリー
ドする存在であった。この肖像画で、
ナティエはジョフラン夫人を非常に
繊細なタッチで描いている。彼女の
理知的な顔立ち、白絹のローブとバラ
色の外套、左手下の書物などにより、
画面全体に際だった気品と知性が漂
っている。

ジョフラン夫人
フランソワ・ブーシェ,François

Boucher

東京富士美術館
このロココらしさにあふれた華麗な
大作は、ブーシェの重要な作品のひと
つに数えられる。本作において彼は、
神話画に属する主題のなかで自らの
最も得意とするヴィーナスの図像を
扱い、美の女神が水中で誕生して陸に
到着する姿を伸びやかに、屈託なく描
いている。ほぼ2メートル四方の大画
面なので、元来しかるべき重要な注文
に由来する作品であることは間違い
なく、これと対をなす図柄の作品も存
在したかもしれないが、注文主や対作
品については詳らかではない。この
作品は、もと英国の大収集家であるリ
チャード・ウォーレス卿の所有で、パ
リ郊外ブーローニュに彼が持ってい
たバガテル宮を飾っていたことがあ
った。のち今世紀初頭には、その洗練
された高雅な趣味で知られるウィー
ンの収集家ロスチャイルド男爵のも
とにあり、さらにニューヨークのメト
ロポリタン美術館の収蔵となったが、
その後、同美術館が本作を手離すこと
となり、現在東京富士美術館の作品と
なっている。さてこの絵の画面中央
では、水から上がったヴィーナスが青
や黄の布を敷いた岩の上に腰をおろ
し、その周りをキューピッドたちが飛
び交い、三美神が傍らに侍する。上空
から風の神ゼフュロスが女神の頭上
に勝利の冠を乗せようとしている。
その横で降下しつつあるキューピッ
ドの一人が手にしているのは、永遠の
美を象徴するリンゴである。左方で
は、海神ネプチューンの息子であるト
リトンやニンフが水中で歓び戯れて
いる。女神のすぐ前で横たわりなが
らこちらを向いているニンフは、美し
く官能的な裸身によって、いかにもブ
ーシェらしい特徴を示し、この画面の
中で最も強く鑑賞者の眼をひく部分
となっている。主題の上では、1740年
のサロンに出品した《ヴィーナスの
誕生》（ストックホルム国立美術館
蔵）に近く、構図の上では、最晩年の4
点のシリーズ（アメリカ、キンベル美
術館蔵）に類似している。数多いサロ
ン出品作ほどの完成度がここに見ら
れないのは、おそらく大きな室内の壁
の上方や天井など、ある程度の距離を
おいて見られる場所に置かれるべき
ものであったのかも知れない。遠い
眼で見た時にほど良い印象にするた
めに、画家が巧みに仕上げを計算した
のであろう。いずれにせよ本作に見
るような裸婦群像は、この画家の最も
得意とするテーマで、ロココ趣味あふ
れるブーシェ様式の典型を示すもの
で、彼の天賦の装飾的手腕を証明する
神話画の佳作であることは間違いな
い。

ヴィーナスの勝利
ジャン＝シメオン・シャルダン,Jean-

Siméon Chardin

東京富士美術館
1753年のサロン出品作。緻密なマテ
ィエール、絵具の光沢、落ち着いた中
間色の色調、影の部分にも感じられる
ような繊細な光の表現、思索的で重厚
な人物のたたずまい、室内の静謐で瞑
想的な空気など、シャルダンらしい魅
力にあふれる小品。彼の約40年間に
わたる作画活動は3つの時代に区分さ
れるが、その中間期にあたる時代が
「風俗画の時代」（1730年代から1750
年代初め）である。シャルダンの「静
物画」は、華麗で女性的な優美さを好
んだ宮廷では人気がなく、一部の目利
きや画家、収集家に支持されるのみで
あったが、この「風俗画」の顧客層に
は外国の有力な諸侯も名を連ねるよ
うになった。この時期の最も代表的
な作品としては、《独楽を回す少年》
《食前の祈り》（ともにルーヴル美術
館蔵）などがある。シャルダンは、ス
ウェーデンのルイーズ・ウルリック王
妃のために1749年、《デッサンの勉
強》と《良き教育》の2点を贈った。こ
のうち先に完成したのは《デッサン
の勉強》の方で、1748年のサロンに出
品された。その数年後、彼は再びこの
1対の絵と同じ構図をもつ2対目のヴ
ァリエーションを描いている。こち
らの2点は、著名な収集家アンジュ＝
ローラン・ラ・リヴ・ド・ジュリのため
に制作され、1753年のサロンに出品
されたが、このうちの1枚が本作であ
る。本作は、1770年の競売でリヴ・ド・
ジュリの許を離れ、あるスウェーデン
人の手に渡った。以来その末裔によ
って長らく秘蔵されていたが、1979
年の大規模な〈シャルダン展〉に出品
され、人々の前に再び姿を現わしたの
である。このとき、対をなす《デッサ
ンの勉強》と《良き教育》の額縁には
非常に珍しい特徴があった。作者の
名前である〈シャルダン〉の文字が、
明らかに18世紀のものと分かる黒く
美しい書体で記されていたのであ
る。今日、世界の美術館で行われてい
るような「額縁に作者名のプレートを
付ける」というような習慣は当時なか
ったので、最初の所有者であったリ
ヴ・ド・ジュリが施したこのような処
置は、博物館学的にみても先駆的な作
業であったと評価される。なお、この
秘蔵コレクションの中に含まれてい
た本作と対をなす《良き教育》の方
は、現在テキサスのヒューストン美術
館に収蔵されている。

デッサンの勉強
ジャン＝オノレ・フラゴナール,Jean-

Honoré Fragonard

東京富士美術館
一般的に「幸せな大家族」「子だくさ
んの幸せ」というタイトルで知られて
いるこの楕円形の絵は、同じ絵柄のヴ
ァージョンが本作の他に4点（ワシン
トン・ナショナルギャラリー所蔵ほ
か）知られており、当時人気を集めた
主題である。画面の中央に白いブラ
ウス、赤いスカートの若い母親が幼子
を抱いて坐り、その周りで年長の子ど
もたちが遊ぶ。左手の窓の外では父
親がロバと一緒に家の中をのぞいて
いる。母親の背後には、召使いの女と
その子であろうか、シルエットのよう
に寄り添って描かれている。家畜の
犬とロバもまるで家族のようで、人物
は自由なポーズと視線をとりながら、
親しげな感じで互いに深く結びつい
ている様子が見て取れる。しかし、部
屋の上方をみると、古代イタリアの廃
墟のようであり、この家族の団欒とは
およそ不釣り合いな、古くて大きな石
造りの空間である。右手の台（羊の頭
と花絆を象った飾りが施されている
ので古い祭壇であろうか。とすれば、
この建物は神殿である）の上には玉葱
と肉の塊が置かれ、金属製の深鍋のよ
うな容器も見える。質素な生活だが
子宝に恵まれて幸せな家族───。
幻想的な建築物を背景に描かれた若
い両親と子どもたち───。この絵
には、さらに目には見えないいくつか
の事実が隠されている。ひとつは、こ
の家族像は18世紀フランスで活躍し
た思想家ルソーの「家庭は社会の基本
であり、家族愛は道徳の根本」という
思想を絵に描いた「理想の家族像」で
あるということ。もうひとつは、フラ
ゴナール自身が幸福な家庭生活に恵
まれ、当時流行した官能的なロココ風
の絵のみならず、こうした素朴な絵に
も才能を発揮することができたこ
と。そして更にもうひとつ、この絵
は、「聖母子像」「聖家族」「羊飼いの礼
拝」といった伝統的なキリスト教絵画
のテーマを、当時の人物、当世風の主
題にリメイクした作品である、という
ことである。これはフラゴナールが
単に風俗画家なのではなく、宗教画家
としても優れた知識と技術を持って
いたことの証明でもある。赤と青の
着衣に身を包み、幼子を抱く若い女性
像は、伝統的に聖母マリアと幼児キリ
ストを表わすもので、「絵画の伝統を
継承しつつ、自由で新しい18世紀の
精神をも体現する」フラゴナールらし
い作品といえよう。

豊穣な恵み

ウジェーヌ・ドラクロワ,Eugène

Delacroix

東京富士美術館
ロマン主義の巨匠ドラクロワは、バイ
ロンやユゴーなど同時代の文学や、ダ
ンテ、シェークスピアなどのヨーロッ
パ各国の国民文学をとりわけ好んで
いた。彼の溢れるような情熱は、それ
らに表現された激しい感情や理性、狂
気が交錯する世界に感応したのであ
る。本作の主題は、17世紀スペインの
作家セルバンテスが書いた小説「ド
ン・キホーテ」の一場面。物語の主人
公はラ・マンチャ県のある村の郷士。
騎士物語を読み耽るあまり、ついには
正気をなくして、自らをドン・キホー
テ・デ・ラ・マンチャと名乗り、隣村の
百姓娘を姫君と思い込み、武勲を立て
るために遍歴の騎士となって冒険に
出るという物語である。ここでは、本
を広げた机の前で、椅子に座って夢想
にふける人物がドン・キホーテであ
る。その後ろには、彼の身を案じて書
物を焼いてしまう村の司祭や床屋の
ニコラス親方、家政婦たちが困惑した
姿で描かれている。実際の「ドン・キ
ホーテ」にはこのような場面は出てこ
ないが、騎士物語に影響されたドン・
キホーテが旅に出てやがて自宅に担
ぎ込まれるという、第1章から6章ま
での物語の冒頭部分を要約した形で
描いたものである。床に散乱した書
物や騎士の武具らしき道具。後ろの
人物たちに背を向けた彼の視線は宙
をさまよい、彼らを気にする様子もな
い。そして彼の不自然な左手の動き
は、まるで彼の理性を彼から切り離そ
うとしているようである。ほぼ正方
形の小さな画面に、正気を失ったド
ン・キホーテの内面が見事に描き込ま
れている。

書斎のドン・キホーテ

ジョセフ・マラード・ウィリアム・ター
ナー,Joseph Mallord William Turner

東京富士美術館
19世紀前半のイギリスで色彩感豊か
に水と空気を描き、後のフランス印象
主義の先駆的な役割を果たしたター
ナーは、生涯、海を友とし海景を描き
続けた。本作に描かれた「ユトレヒト
シティ64号」は、1688年のイギリス名
誉革命の際、イギリス議会に招請され
たオランダ提督オレンジ公ウィリア
ムがイギリスへ向けて出航した艦隊
の先導艦。つまり本作でターナーは、
150年前の祖国イギリスを救った歴
史的な出来事───オレンジ公ウィ
リアムが妻メアリ2世とともに共同統
治者として王に即位（ウィリアム3世）
し、権利章典が定められ近代議会政治
の基礎が確立した───をテーマに、
いわば「歴史画」の主題を制作のきっ
かけにして、歴史画の枠組みを超えた
「船と海のジオラマ」を描いている。
ただし、ターナーは想像だけで描いて
いるわけではなく、船の構造にも詳し
く、この絵でもかなり正確に17世紀
の船を再現していると思われる。曇
り空で風が強く、天候が定まらないの
であろう、近景では黒い波が大きくう
ねり、その向こうでは白い波頭が小刻
みに動いている。全体的にグレーと
ブルーの寒色系の色調に重く沈んで
いる海。そこに左上方から海上に向
かって斜めにうす日が差し込んでい
て、風を受けた帆船を淡いオレンジ色
に染めている。左から右へ、上から下
へ、重苦しい海に動きが加わり、寒色
の中にわずかな暖色を見いだすこと
ができる。ここには、海、空、雲、光、
風、大気、帆船といったターナーの絵
画の主要なモチーフを見ることがで
きる。この作品は1832年のロイヤル・
アカデミーの展覧会に出品されたが、
そこでちょっと面白い「事件」が起き
ている。展覧会の直前の最後の手直
しが許される日に、隣に展示された好
敵手コンスタブルの絵に刺激を受け、
よりいっそう効果を上げるため、中央
よりやや右の海上に、最後に赤いブイ
を描き入れたというのである。

ヘレヴーツリュイスから出航す
るユトレヒトシティ6464号 ウィリアム・アドルフ・ブーグロ

ー,William Adolphe Bouguereau

東京富士美術館
19世紀後半のフランスは、美術の世
界でも官展に対抗して印象派が第1回
展を開く（1874年）など、新しい時代
への転換に向かって、地殻変動が起き
た時代であった。しかし正統派を自
認するアカデミズムの勢力は健在で
あった。アレクサンドル・カバネルと
ともに、この時代のアカデミズム絵画
を代表する画家であるウィリアム・ブ
ーグローは、マネや印象派の画家たち
の絵画を拒否した保守派の人物とし
ても有名で、“ブーグロー風”という言
葉が印象主義の反意語として用いら
れもした。彼は新古典主義の画家ピ
コの弟子で、1850年にローマ賞を受
賞、歴史画や神話画の大作をサロンに
出品している。微妙な明暗まで再現
する精緻な描写と磨きあげられたマ
ティエールが際立つその様式は、アカ
デミックな写実技法の極致といえ
る。一方、ブーグローは風俗画も数多
く制作した。1870年代以降は、愛情あ
ふれる母子、牧歌的な風景に愛らしい
少女といった定型化した作品を数多
く制作するようになった。本作はこ
のような時期に描かれた牧歌的少女
像のひとつである。網を左肩に担ぎ、
籠を右手に抱えてポーズする漁村の
若い娘。海辺の場所や着衣などは地
味で、頭に被ったスカーフの色と模様
がこの絵で唯一の華やかな部分であ
る。それゆえに顔や首すじ、腕や手と
いった露出した肌の部分の生々しさ、
また磁器のように滑らかでみずみず
しい描写に、自然と見る者の目は導か
れる。ある意味で写真的ともいえる
人体の描写は、ブーグロー特有の表現
法でもある。

漁師の娘
ジュール・ジェーム・ルージュロ
ン,Jules James Rougeron

東京富士美術館
明るいピンク色のドレスに身を包ん
だ若い貴婦人が、化粧室の鏡の前でポ
ーズをとっている。このドレスは、
1870年代から80年代にかけて流行
し、腰の後ろに膨らみを作るための腰
枠の名前に因み、「バスル・スタイル」
と呼ばれる。女性はこれから始まる
夜会の身支度しているのであろう。
モデルが顎の下に手をやり、今まさに
結ぼうとしているような髪飾りは、既
婚女性が正装用としてよく用いたも
のである。またチェストの上には手
袋や香水瓶が置かれ、女性の幾分高揚
した雰囲気を演出している。「化粧を
する女」という主題は、フォンテーヌ
ブロー派の時代から愛好されてきた
が、本作も甘美な親密さがあふれる愛
らしい作品である。

鏡の前の装い
ミケーレ・ゴルディジャーニ,Michele

Gordigiani

東京富士美術館
ミケーレ・ゴルディジャーニは、裕福
な家に育ったが、小遣いを稼ぐために
タバコ屋の看板描きや、市場での女中
や主婦相手の似顔絵描きをはじめ、後
の肖像画家としての訓練をしていっ
た。1856年には、上流階級の注文を受
けるようになる。さらに1861年、フィ
レンツェで開催されたイタリア博覧
会では、イタリア王ヴィットリア・エ
マヌエルの肖像が好評を得て、肖像画
家として最高の名誉と栄光と富を獲
得した。本作は、ミケーレの名声が頂
点を迎えた時期に描かれたもの。貴
族、政治家、音楽家、俳優など、多くの
国の上流階級の人々から注文が相継
いだ。素早く仕事を片づけるために
写真を用いていたが、実物をそのまま
に写し出す写真とは違い、彼は実物の
欠点を弱め、より気品高く描くことに
努めた。その作品からは、一瞬の心の
動きを捉え、そこに一筋の表情の美し
さを見い出し、表現することができた
彼の才能をうかがい知ることができ
る。

シルクのソファー

ジャン＝フランソワ・ミレー,Jean-

François Millet

東京富士美術館
1849年春にパリからバルビゾン村に
移り住んだミレーは、1867年のサロ
ンに本作と同じ題名の《鵞鳥番の少
女》という作品を出品した。同年に友
人のサンスィエに宛てた手紙で彼は、
この出品作について「私は鵞鳥の鳴声
が画面一杯に響き渡るように描きた
い。ああ、生命よ！みんな一緒の生命
よ！」と記している。本作は友人サン
スィエの旧蔵品で、前出のサロン出品
作と同時期に同じ場所で描かれたも
のらしく、「鵞鳥の番をする少女」を
テーマにしたシリーズの中核をなす
作品。下描きの線が透けるほど油絵
具を薄く塗り、まるで水彩画のような
効果で夏の日ざしに照らされた水辺
の雰囲気をよく表している。この鵞
鳥番の少女というテーマは、大人の労
働を描いたミレーの宗教的ともいえ
る作品群とは趣きを異にし、純粋に牧
歌的な世界を表している。農民生活
と自然環境の調和を見事に描いた本
作は、円熟したミレー晩年の傑作であ
る。

鵞鳥番の少女
ベルト・モリゾ,Berthe Morisot

東京富士美術館
本作が描かれたのは、記念すべき第1
回印象派展が開かれた1874年の夏。
場所はノルマンディ海岸沿いのフェ
カンで、父方の親戚であり、モデルも
務めたリュシアン・ブルジエ夫人の別
荘である。モデルは男性服を彷彿と
させる「テーラード・カラー」（背広型
の襟）があしらわれた外出用と思われ
るツーピース状のドレスに麦わら帽
子という比較的くつろいだ服装をし
ている。テラスから遠景を見下ろす
構図は斬新で、遠景の海にはヨット遊
びに興じる人々の姿も確認できる。
本作は1877年の第3回印象派展にモ
リゾが出品した12点のうちの一つで
もある。本作は印象派を擁護する批
評家の目を奪い、賞賛を受けた。

テラスにて
エドゥアール・マネ,Édouard Manet

東京富士美術館
1880年に健康を崩したマネは療養の
ためパリ郊外のベルヴュに家を借り
る。そうしたマネのもとに友人たち
が見舞いに訪れる中、彼は油絵に取り
組み、人物、風景、静物などを約30点
ほど描いている。本作はこうした夏
のベルヴュ滞在のあいだに制作され
た作品のひとつ。この絵はマネ没後
の翌年に行われた競売で、マネ作品の
収集家であったオペラ座のバリトン
歌手ジャン＝バティスト・フォールが
購入し、以後、欧米の著名な収集家の
手を経て、現在東京富士美術館の所蔵
となっている。この作品のモデルは
見舞客の一人、ガンビー夫人といわれ
ている。アドルフ・タバランの『マネ
とその作品』によれば、ガンビー夫人
は、マネ家と親しい付き合いのあった
ルバン夫人の友人であるらしい。ま
たマネの義妹にあたる画家ベルト・モ
リゾの親戚筋の女性ともいわれる。
紫色の花があしらわれた黒い帽子を
被り、髪は前髪を垂らした流行のスタ
イル。背景の緑の庭は、印象派に近い
筆触を生かした描き方であるが、モデ
ルの女性の服は、他の印象派の画家の
絵には見られない「黒」で大胆に描か
れている。しかもすけて見えるよう
な薄い着色で、筆跡を残しながら巧み
に女性の体を描き出しているあたり
は、マネの並はずれた造形センスとと
もに近代的で都会的な感性を感じさ
せる。緑と黒の対比で構成された画
中で、女性の顔の白と手袋の黄色が目
に鮮やかに映る。そして女性の唇の
赤と、絶妙のバランスで描きこまれた
小さな赤い花の色がマネの天才的な
色彩センスを存分に感じさせるスパ
イスとなっている。この作品でマネ
が描き留めたものは、もはや特定の女
性の肖像というよりは、パリを象徴す
る「女性美」そのものといえるだろ
う。

散歩（ガンビー夫人）
フィンセント・ファン・ゴッ
ホ,Vincent van Gogh

東京富士美術館
オランダに生まれたゴッホは、ブリュ
ッセルで素描の基礎を学び、1881年、
28歳の時、牧師であった父の任地で
あったオランダ南部のエッテンヘ赴
く。この年の終わり、ゴッホは画家に
なることに反対だった父との衝突か
らハーグへ移り、ハーグ派の画家たち
と出会っている。オランダ時代のゴ
ッホの作品は、ハーグ派の画家たちや
17世紀のオランダの巨匠たちの作品
の影響を受け、全体的に落ち着いた暗
い色調で描かれている。1883年、30
歳の時、ハーグを起ったゴッホはやは
り父が赴任していたオランダ南部の
ニューネンへ移る。この頃より、ゴッ
ホは油彩画に本格的に取り組み、農民
や職人、ニューネン近郊の風景を精力
的に描いている。ニューネン時代は、
農民画家としてのゴッホが形成され
ていった重要な時期で、オランダ時代
のゴッホの集大成ともいうべき《馬
鈴薯を食べる人たち》（1885年）が描
かれている。本作は、《馬鈴薯を食べ
る人たち》が描かれた翌月の、1885年
の6月に描かれた作品。ゴッホは弟テ
オへ宛てた手紙の中で、「今は、ここ
（ニューネン）から2時間のところで仕
事をしているので、全ての時間を有す
る。私が求めているのは、あといくつ
かのきれいな荒野の農家。既に4つ、
前回送った大きさが2点と、小さいの
がいくつかある。」と述べており、こ
の作品は、この手紙の中で「いくつ
か」と言及されている作品。農民が暮
らす場所を描くことは、ミレーを崇拝
するゴッホにとって、農民の生活の厳
しさや、自然との深い結びつきを表現
する重要なモチーフであった。ゴッ
ホは愛情を込め、農民の家を、雀より
小さな野鳥のミソサザイの巣に喩え
「農民の巣」と呼んでいる。その力強
いタッチと落ち着いた色調は、大地に
根ざして生きる農民のたくましさと、
自然の持つ包容力を描きだしてい
る。同じ時期に描かれた、同じモチー
フの作品が、いくつも残っており、こ
のモチーフがゴッホにとって、重要な
ものであったことが伺える。

鋤仕事をする農婦のいる家
ピエール＝オーギュスト・ルノワー
ル,Pierre-Auguste Renoir

東京富士美術館
本作には、ルノワールが好んだ〈赤い
色〉〈美しい服〉〈若い女性の肌〉〈穏や
かさ〉といった要素を見つけること
ができる。また黄色い帽子も大切な
脇役で、ルノワールの絵画にしばしば
登場するポイントのひとつとなって
いる。この絵が描かれたと思われる
1890年代前半は、ルノワールがいわ
ゆるアングル風の「古典の時代」から
「真珠色の時代」と呼ばれる新しい画
風を確立しつつあった時期にあた
る。彼はいよいよ晩年の様式の完成
に向かって、新たな一歩を踏み出して
いく。1880年代の「古典の時代」での
厳格な線による写実主義はすでに影
をひそめ、本作にも見る事ができるよ
うに、輪郭線は流れ去り、衣服は震え
るような色調を帯び、人物は背景とと
もに光の中に溶け込むかのようであ
る。そこには、柔らかで、穏やかな眼
差しの、まるで果実のような典型的な
〈ルノワールの女〉がある。人物と背
景は、互いに影響しあい、光の中で融
合するかのようで、遠近法は失われ、
空間は平面に近づいている。色彩は
モノの固有色にしばられずに、色その
ものの美しさが画家のテーマとなっ
ている。モノの形によってではなく、
色彩の輝きによって見る者に働きか
ける。ルノワールの作品に見られる
これらの特徴は、ジャン・クレイが
『印象派』の中で分析したように、印
象派の画家が伝統的な絵画法を解体
して獲得した全く新しい視覚の喜び、
ともいうべきものである。なおこの
作品は、ベルネーム＝ジュンヌ画廊、
デュラン＝リュエル画廊というルノ
ワール作品を取り扱った最大手の画
商から世に出た経歴が残っている。

赤い服の女

エドゥアール・ヴュイヤール,Édouard

Vuillard

東京富士美術館
婦人はヴュイヤールの姉マリーで、2
人の子どもはその娘と息子である。
マリーはヴュイヤールの生涯の親友
であり画家のケル＝グザヴィエ・ルー
セルの妻であったが、ヴュイヤールは
ルーセルの田舎の邸宅をしばしば訪
れ、彼ら家族の絵を描いた。本作でマ
リーは茶色を主とした簡素なシルエ
ットのドレスに身を包み、姪のアネッ
トは白い帽子、赤いストライプの服を
身につけている。ヴュイヤールにと
ってアネットはとりわけお気に入り
のモデルで、他の作品にも同様の出で
立ちで描かれている。家族のスナッ
プ写真のアルバムをめくるような、日
常生活の親密で温和なモチーフを描
いたヴュイヤールらしいショットで
ある。

婦人と子供
ピエール・ボナール,Pierre Bonnard

東京富士美術館

若い女
アメデオ・モディリアーニ,Amedeo

Modigliani

東京富士美術館
イタリアのリヴォルノに生まれたモ
ディリアーニは、1906年1月、絵を描
くためにパリに出た。その翌年の11
月、本作のモデルとなっている人物
───医師で美術愛好家のポール・ア
レクサンドル博士と知り合う。モデ
ィリアーニの作品に関心をもった最
初の人である。彼は1914年に第一次
世界大戦に出征を余儀なくされるま
で、モディリアーニのパトロンであ
り、この若い画家を激励し、その作品
を買い続けた。フランス人で知識豊
かな美術愛好家であったポール・アレ
クサンドルは、無名の芸術家を公衆、
画商、収集家に紹介するチャンスのあ
る公的機関にもよく通じており、さま
ざまな面でモディリアーニを支援し、
その芸術活動を支えた。1908年にな
ると、モディリアーニはポール博士と
その弟ジャンが創設した芸術家コロ
ニーにしばしば通うようになる。
1909年には同博士の3点の肖像画が
描かれたが、その中では本作が最も完
成度が高く、素晴らしい出来映えを示
している。同年に描かれた《乗馬服の
女》（ニューヨーク、個人蔵）と同じよ
うに、左手を腰にあてたポーズの4分
の3分身像となっている。この博士の
肖像画シリーズは、ある意味では「芸
術のパトロンが画家へ出資すること
によって彼の肖像画が描かれる」とい
うルネサンス以来のイタリア絵画の
伝統を思い起こさせる。ちょうどこ
の絵が描かれた頃、モディリアーニは
彫刻家コンスタンティン・ブランクー
シと友情を結び、以後の数年間は彫刻
に没頭することになる。しかし絵画
を放棄したわけではなく、1914年以
降の細長く平面的にデフォルメされ
たいわゆるモディリアーニ様式に繋
がってゆく。本作は若いモディリア
ーニの瑞々しい感覚が漂う初期の秀
作といえよう。

ポール・アレクサンドル博士
モーリス・ユトリロ,Maurice Utrillo

東京富士美術館
ユトリロはエコール・ド・パリの画家
たちの中にあって、マリー・ローラン
サンとともに、ほとんど唯一の純粋な
フランス人であった。他のエコール・
ド・パリの画家はモンパルナスのカフ
ェを中心に活動したが、ユトリロの活
動拠点はモンマルトルの丘であっ
た。彼は精神病院を転々とする重症
のアルコール中毒患者で、1917年に
母の画家シュザンヌ・ヴァラドンに
「あなたの席はルーヴルにあります
が、僕の席は病院にあります。僕は16
歳のとき人生を投げ出したので、今と
なっては社会に馴染むには遅すぎま
す」と苦しい胸のうちを告白してい
る。もっとも入院先の病院の医師の
勧めで絵筆をとったのが、画家ユトリ
ロの誕生であった。彼の作風は一般
的に以下の4つの時期に分類されてい
る。1903—06年の初期の時代、1906—
07年の印象派時代、1907—13年の「白
の時代」、1913年以降の「色彩の時代」
がそれである。特に本作が描かれた
1910年代後半は、それまでの白を中
心としたパレットがさまざまな色彩
の広がりを見せていくが、白はまだ主
要な色として用いられている。ノル
ヴァン通りは、モンマルトルの丘の上
に立つサクレ＝クール寺院へと続く
小路で、ユトリロはしばしばこの付近
を描いた。人影もまばらな狭い道の
両側には白い壁が続き、その先にはサ
クレ＝クール寺院の白亜の円蓋がそ
びえている。哀愁を帯びた裏通りの
淡い詩情をたたえた空間が印象的な
本作は、ユトリロが傑作を最も多く生
み出した1910年代の典型的な佳品の
ひとつといえるであろう。

モンマルトル、ノルヴァン通り
アルベール・マルケ,Albert Marquet

東京富士美術館
マルケは、マティスなどとともにフォ
ーヴィスムの代表的画家の一人に数
えられているが、本質的には色彩の強
烈さよりは、微妙なニュアンスの諧調
にいっそう鋭敏であった。後期にな
ると、その色彩は更に柔らかさを増し
ていった。マティスの親友であった
関係から、フォーヴの運動に参加はし
たが、グループからは距離を保ってい
た彼は、その気質からして、コローや
クールベの伝統に連なる写実主義者
であった。マルケの才能は、情景を澄
明な明晰さをもって表わすことにあ
った。港の風景は、彼が好んで描いた
テーマの一つである。本作において
マルケは、穏やかな色調を用いて、温
暖で陽光あふれる南仏の入り江を描
き出している。トゥーロンは、フラン
ス南部の地中海に臨む軍港都市で、マ
ルセイユの東方約50kmほどのところ
に位置し、西から東に突き出す岬によ
って守られた湾に面している。セザ
ンヌが制作をしたエクス・アン・プロ
ヴァンスにもほど近い。16世紀にア
ンリ4世が港と城を整備し、海軍工廠
を設置してより、軍港・造船工業都市
として発達し、フランス革命では王党
反革命派の拠点であった。マルケは
友人のマンガン、カモワン、マティ
ス、シニャックらとともに、1905年、
南フランスを旅行したことがあり、本
作はその時の取材によるものではな
いかと推測される。パリのポンピド
ゥー・センター（国立近代美術館）に
1905年頃に描かれた《南仏の風景、ア
ゲーの眺望》という作品があるが、木
の間越しに海と半島を描いた視点や
筆のタッチは本作と似ている。初期
の画風の典型を示す作品のひとつで
ある。

トゥーロン湾の眺め

海北友雪,Kaiho Yusetsu

東京富士美術館
源平合戦の中でも有名な一の谷合戦
を右隻に、左隻に屋島合戦を描く。右
隻には平家の陣屋の後方から攻め入
ろうとする、源義経によるいわゆる
「鵯越の逆落とし」の場面や、熊谷直
実と平敦盛による「敦盛最期」のシー
ンが描かれる。左隻には陣屋に攻め
入る義経軍と海上に逃れる平家の軍
勢とが、陸上と海上に対峙する屋島合
戦の模様を描く。所狭しと金雲をあ
しらい、極彩色と繊細なタッチで兵士
一人一人の表情まで丹念に描き、見る
者を魅了する。

源平合戦図屏風
狩野派,Kano School

東京富士美術館
洛中洛外図は桃山時代後期に成立し、
江戸時代まで続いて制作された風俗
画の一種である。京都の市街（洛中）
と郊外（洛外）の名所や旧跡、四季折々
の行事などを一望のもとに描く。通
常、六曲一双の画面に描かれる。左隻
の中央に大きく二条城が描かれ、右隻
には豊臣の余光を反映して方広寺の
大仏殿が配されている。金雲たなび
く眼下に祇園祭などの祭礼・行事や市
井の人々の営みが活写され、当時の賑
わいが伝わってくるような瑞々しい
作品である。

洛中洛外図屏風
狩野尚信,Kano Naonobu

東京富士美術館
右奥から流れ出る水流の縁に手をか
けて佇む虎。その口元を見ると薄く
彩色があり、口を開けているのか、舌
を出しているのかは判別できないが、
水をありつこうとする瞬間を捉えて
いると分かる。周囲を窺うような視
線を送る表情は、まるで猫のようで愛
くるしい。大胆な余白の活用が尚信
画の特長ともいえるが、ここでも横長
の大きな画面に余計なものは描かず、
主題に視線を向かせるようなすっき
りとした画面構成が見られる。

［重要美術品］猛虎図
琳派,Rinpa School

東京富士美術館
比較的小さな寸法に仕立てられた八
曲一隻の屏風。画面右下に「対青印」
らしき朱文円印があるが、にわかには
判読しがたい。本作では俵屋宗達・尾
形光琳の双方が描いた《松島図》にも
見られる波頭の図案が簡潔にリズム
よく描かれ、波の躍動感を伝えてい
る。波形の描写は波の外側にだけ濃
い群青色を引き輪郭を際立たせ、波頭
部に胡粉で白を着彩し、飛沫や波のう
ねりの部分に金泥の線で調子をつけ
て仕上げている。

波濤図屏風
曾我蕭白,Soga Shohaku

東京富士美術館
六曲一隻屏風に墨画淡彩で二羽の鶴
を描く。鶴の周囲を外隈が施され、そ
の白い身体が強調され、さらに頭部に
用いられた朱がアクセントとなり効
果的である。鶴の表現や、速筆で描か
れた画面を突き抜ける大きな松、没骨
で描かれた下草類などに蕭白の水墨
技術が看取される。画面左に後補が
あり、引手跡も確認できることから、
襖が屏風形式に改装されたことがわ
かる。作風、落款、印章などから20代
末から30代前半頃の制作と考えられ
る。

鶴図屏風

東洲斎写楽,Toshusai Sharaku

東京富士美術館
寛政6年（1794）の5月に河原崎座で上
演された「恋女房染分手綱」の一場面
で、前半の山場・道成寺の主役である
能師役の竹村定之進を描いたもの。
演ずる市川鰕蔵は5世市川団十郎のこ
とで、当代随一の名優と謳われた。大
ぶりの体格、彫りの深い顔と顔全体を
使った豊かな表情が、この役者がもつ
堂々たる風格を伝えてくれる。また
定之進の顔、襟や裃の描線、組まれた
両手とがリズミカルかつ安定した構
図を巧みに演出している。

市川鰕蔵の竹村定之進
葛飾北斎,Katsushika Hokusai

東京富士美術館
冨嶽三十六景シリーズを代表する作
品。画題にある「凱風」とは南風のこ
と。「赤富士」とも称されるこの情景
は、夏から秋にかけての早朝にかぎり
見られるという。諸説はあるが、右側
に寄せられた構図は左側(東)からの
光を意識しているとも感じられ、河口
湖付近から富士の北側を捉えたと思
われる。秋を予感させる鰯雲の中に
悠然とそびえるその偉容は、富士を形
象化した作品の中でも唯一無二の逸
品といえよう。

冨嶽三十六景　凱風快晴
葛飾北斎,Katsushika Hokusai

東京富士美術館
眼前で激しく逆巻く大波と波間の遥
か遠くに鎮座する富士山。動と静、遠
と近を対比させる絶妙な構図は、海外
でも「グレート・ウェーヴ」と称され、
画家ゴッホや作曲家ドビュッシーを
はじめ世界的に賞讃を受けた。波に
翻弄される3艘の船は「押送り舟」と
呼ばれる舟で、伊豆や安房の方から江
戸湾に入り、日本橋などの市場に鮮魚
や野菜を運搬していた。千葉県木更
津方面から江戸湾を臨んで描いたと
の説もある。

冨嶽三十六景　神奈川沖浪裏
葛飾北斎,Katsushika Hokusai

東京富士美術館
冨嶽三十六景シリーズの三役にも挙
げられる作品。《凱風快晴》と双璧を
なすように、富士の堂々たる姿を表し
た本図は、《凱風快晴》が「赤富士」と
称されたのに対し「黒富士」と呼ばれ
た。漆黒に包まれた裾野から山頂へ
のシャープなグラディエーションと
頂の尖った形容が、富士の峻厳さとそ
の周辺に立ちこめる静寂な雰囲気を
伝えている。画題の「白雨」は夕立を
意味する。裾野に描かれた稲光りが
画面全体にいっそう鋭さを与えると
ともに奥より迫る黒く染まった雨雲
が、これから来るであろう俄雨を予兆
する。

冨嶽三十六景　山下白雨

歌川広重,Utagawa Hiroshige

東京富士美術館
現在の神奈川県足柄下郡箱根町にあ
たる。主役の富士を凌駕するように
極端に競り立った山が画面中央に描
かれ、対照的に白く雪化粧した富士が
遠景にひっそり佇んでいる。山間を
抜ける細く急勾配な坂道を下る大名
行列の姿は「天下の嶮、千尋の谷」と
謳われた箱根の峠越えの厳しさを物
語っているかのよう。モザイク画を
思わせる多彩な山の岩肌の表現と連
なる大名行列の動きが画面にリズム
をもたらし、観る者の好奇心を満たし
てくれる。

東海道五拾三次之内　箱根  湖水
図

東京富士美術館
長方形、角丸、被蓋造（かぶせふたづく
り）の硯箱で、内外共に総体金梨子地
（きんなしじ）に平蒔絵と高蒔絵で表
す。蓋甲には桐鳳凰、見返しは松瀧山
水、見込みは竹としている。蓋甲は、
水辺の桐に雌雄の鳳凰で、小笹や沢瀉
も描かれる。桐花に金金貝（かなが
い）、凰の尾羽と岩には銀金貝があし
らわれ、桐の幹や凰の体、岩や雲に
金・銀の切金（きりかね）が置かれる。
見返しでは州浜に銀金貝、岩や雲に
金・銀の切金が置かれ、瀧は銀蒔絵と
している。見込みには硯石と金銅製
七々子地に蛇目九曜紋（じゃのめくよ
うもん）を高彫（たかぼり）した水滴が
据えられている。鳳凰は、鳳が雄で凰
が雌の中国で創造された霊鳥。『詩
経』では、鳳凰が鳴き、高岡で睥睨（へ
いげい）すると、梧桐が生えてくると
あり、また梧桐でなければ棲まず、竹
の実でなければ食べないとする。日
本では、『餝抄』の天養21年（1144）の
条に、天皇が「黄櫨染　文竹桐鳳凰」
の御袍を常に着たことが記され、鳳凰
は天子を表すものと考えられてい
る。この硯箱でも蓋表に桐鳳凰、見込
みに竹が描かれているのはこうした
背景がある。

桐鳳凰蒔絵硯箱
五十嵐派,Igarashi School

東京富士美術館
本作の全面には蒔絵をはじめ、金属の
小片を貼り付ける切金や金属を文様
の形に切り抜いて貼り付けた平文な
どの手法が用いられる。蓋表には四
頭の鹿と菊、萩などの秋の草花が配さ
れ、その図様は蓋裏から蓋表、身の方
へと連続している。本作の意匠は『古
今和歌集』に収められた壬生忠岑の
和歌「山里は秋こそことにわびしけ
れ　鹿の鳴く音に目をさましつつ」の
歌意を表現したもの。文学的な詩情
性と蒔絵による装飾性が融合した典
雅な作品といえる。

［重要美術品］鹿秋草蒔絵硯箱

順姫所用,Used by Mune Hime

(Princess Mune)

東京富士美術館
宇和島伊達家の家紋である「竹に雀
紋」と「竪三引両紋」が描かれた乗物。
駕籠の中でも引き戸が付いている高
級なものを乗物と呼ぶ。内装部分に
は、金地に風景と草花が極彩色で丁寧
に描かれている。本作は仙台藩第7代
藩主伊達重村の娘順姫が伊予宇和島
藩第6代藩主伊達村壽に嫁いだ際に用
いられた品と考えられている。大名
家にふさわしい豪華な蒔絵、華やかな
花鳥画が特徴的である。同種の乗物
はわずかしか現存しておらず、文化的
にも高い価値がある。

竹雀紋竪三引両紋牡丹唐草蒔絵
女乗物

天璋院篤姫の婚礼調度,Marriage

Furniture for Tenshoin Atsuhime

東京富士美術館
天璋院篤姫の婚礼調度の一部で、陶磁
器製の茶碗をのせる台、および蓋であ
る。篤姫の婚礼調度品はこれまで国
内外で4件しか確認されていない希少
なもので、東京富士美術館のほかアメ
リカのスミソニアン協会、徳川記念財
団、大阪青山大学短期大学が所蔵す
る。薩摩に生まれた篤姫は、安政3年
（1856）に右大臣近衛忠煕の養女とな
り、その年の11月に第13代将軍徳川
家定の正室となった。近衛家の抱き
牡丹紋、徳川家の三葉葵紋を配し、二
葉葵唐草の意匠が施されている。

葵紋牡丹紋二葉葵唐草蒔絵茶碗
台　同蓋 東京富士美術館

提重は重箱の一種で、花見遊山など屋
外での酒宴等に便利なように、携帯用
重箱として工夫されたもの。提鐶（さ
げわ）のついた全体に竹が貼られた枠
型の中に重箱、竹製の酒瓶、杯、銘々
皿などを一具として組み入れてい
る。竹の生地に、源氏物語の車争いの
場面が蒔絵の高度な技術を施して描
かれている。手提げ部分に用いられ
た七宝金具なども質の高い優品。幕
末から明治期の富裕層の注文によっ
て作られたものと考えられる。

竹貼源氏蒔絵提重

有綱（古伯耆）,Aritsuna (Ko-Hoki)

東京富士美術館
本作は、中鋒がつまり、腰反りがつく
優雅な太刀姿で、鍛えは板目に杢目肌
が交じり地沸つき地景がよく入る。
刃文は小乱れに小互の目風の刃が交
じり足入り、刃縁には荒めの沸、金
筋・沸筋・砂流し、処々二重刃風に湯走
りや飛焼きを交えるなど変化に富
む。茎は生ぶ在銘である。現存する有
綱在銘の最上作の太刀として昭和28
年、国の重要文化財に指定されてい
る。

［重要文化財］太刀　銘　有綱
福岡一文字,Fukuoka-Ichimonji

東京富士美術館
本作は、身幅広く腰反り高く、中鋒詰
まって猪首になるなど鎌倉時代中期
の力強い太刀姿を呈し、平肉も良く付
き、往時の姿を留め、よく練れた地鉄
には乱れ映りが立ち、足・葉が豊富に
入り、華やかな重花丁子に蛙子丁字を
交えた大模様の刃文は力強さと迫力
に満ちており、福岡一文字派の真価が
十二分に発揮された屈指の一口とい
える。細川護貞氏旧蔵。昭和25年、国
の重要文化財に指定されている。

［重要文化財］太刀　銘　一

近景,Chikakage

東京富士美術館
本作は、よく詰んだ板目肌に杢目が交
じり美しく、直刃調の小丁字に直足が
入った刃文が焼かれ、やや磨上げられ
てはいるが、身幅の広い堂々たる太刀
姿を今に伝えている。細川護貞氏旧
蔵。昭和25年、国の重要文化財に指定
されている。

［重要文化財］太刀　銘　備前國
長船住近景／建武二年五月日

銘　常州住早乙女家成,Signed

Joushu-ju Saotome Ienari

東京富士美術館
筋兜は南北朝から室町時代に用いら
れた兜の一形式。縦に細長い薄い鉄
板を順々に重ね並べ、それを小さい鋲
で留め、鋲頭を平らに叩きつぶして鉄
板の重ね目（筋）だけを見せた兜であ
る。鉄板の数により何間の兜と呼び、
本作は六十二の鉄板数から六十二間
となる。吹返には牧野家伝来を示す
三ツ柏紋が施され、前立は煉革に金箔
を押した大三日月が置かれている。

鉄錆地六十二間筋兜　三日月前
立 東京富士美術館

兜鉢は薄鉄の五枚張りで、その上に鯱
の形を和紙で厚く張り抜いてある。
全体を厚く漆で塗り固め、口と鼻孔は
朱漆塗り。目は金胴の薄板を貼り付
け、錏（しころ）は鉄板付盛上札を朱漆
塗りとし、その上から黒漆を塗ってい
る。日根野形五段を紫絲威とし、吹返
しは一段丸形で、黒漆塗りとして銀の
覆輪をめぐらせる。作域は、張り抜き
技術、漆仕事にすぐれ、まとまりのよ
い張懸兜である。

鯱形兜

東京富士美術館
類例の少ない作品である。本体を象
の形に作り、背に6本の筒型のロウソ
ク立てを備えている。台座は長方形
で、台座の周りには蓮弁を巡らせてい
る。象の体には様々な飾りが取り付
けられ、背には丸いカーペットの敷物
が敷かれている。白磁は6世紀後半、
河南省鞏義窯や、河北省邢窯で本格的
に生産が始まったが、その完成は8世
紀後半である。この作品の年代は蓮
弁の様式や造形、白磁の釉溜まりなど
からみて、唐時代前期、7世紀後半の
作と考えられる。象の姿、台座、ロウ
ソク立てに巡らされた蓮弁など、仏教
的要素が強く感じられる作品であ
る。

白磁象形燭台
東京富士美術館
大きな宝相華文の貼花が器に飾られ
た水注。地には藍釉が全体に掛かり、
宝相華文とともに、豪奢な雰囲気を漂
わせている。藍釉はコバルトであり、
緑釉や褐釉に比べ、希少であり、それ
がふんだんに使われていることがこ
の三彩をより豪奢にみせている。水
注の姿はササン朝風であり、藍釉が加
わり、よりエキゾチックな雰囲気を強
めている。

三彩貼花宝相華文水注

磁州窯,Ci-zhou Ware

東京富士美術館
磁州窯における典型的な白地鉄釉の
梅瓶である。口がすぼまり緩やかな
曲線で形作られた梅瓶に、白化粧を施
し、軽快かつ伸びやかな筆致で、牡丹
折枝文を描く。類品は、いくつか知ら
れるが、なかでもこの作品は、より、
牡丹文が端正で、バランスよく配して
いる。白絵鉄絵の技法は、白い器面に
筆で文様を描くために、いきいきとし
た筆使いが大きな見所となってい
る。口は後補。底裏に窯印のような線
刻がある。

［重要美術品］白地鉄絵牡丹文梅
瓶 景徳鎮窯,Jing-de-zhen Ware

東京富士美術館
胴部が大きく張り、頸部が短く直立す
る酒会壺。口縁には銅の覆輪がかけ
られている。本来は蓋を伴う。白磁に
コバルトを呈色剤とする顔料で文様
を施文する青花は、元時代後期の景徳
鎮窯で始まる。本作品はこのタイプ
の壺の典型的な文様配置で、口頸部に
波濤文、肩部に牡丹唐草文、胴部に魚
藻文、四方襷文を挟んで裾部にラマ式
蓮弁文が描かれている。イギリスの
陶磁研究者、ハリー・ガーナー卿の旧
蔵品。

青花魚藻文酒会壺
景徳鎮窯,Jing-de-zhen Ware

東京富士美術館
鍔状の口縁部を持つ五花形の面盆で、
明時代の万暦期に好まれた形。万暦
年間は、明時代の景徳鎮窯における五
彩磁器の全盛期。赤色ばかりでなく、
緑・黄・青・黒など、繁褥（はんじょく）
ななかにも洗練された色使いが特
色。この作品は赤を主調とし、内面は
魚藻文が濃密に描かれ、外面に花卉唐
草文、八宝文が配されている。底裏に
は、二重圏線内に3字2行の青花銘。

［重要美術品］五彩魚藻文面盆

藤原定家 奥書,Postscript by Fujiwara

no Sadaie

東京富士美術館

［重要文化財］相模集
後柏原天皇,Emperor Go-kashiwabara

東京富士美術館
　後柏原天皇の筆による『和漢朗詠
集』の書写。後柏原天皇は後土御門天
皇を父とし、その死去を受けて即位し
た。在位は1500年～1526年。土御門
天皇と同様、応仁の戦乱で衰退した朝
儀（ちょうぎ）の再興に尽力する一方、
詩歌や管弦などにも長け、歌集『柏玉
集（はくぎょくしゅう）』をまとめて
いる。　写されているのは『和漢朗詠
集』巻下、慶賀に収められている橘正
通（たちばなのまさみち）の漢詩と、作
者未詳の和歌である。まず漢詩は「君
と私は、花月などを愛でながら交流を
深めてきた。しかし、今君は高貴な身
分の人となり、微官に留まっている私
とは天地ほども離れてしまい、目に届
かなくなってしまった」と訳せ、旧友
への今昔の感を読み取ることができ
る。　続く和歌は、「昔は嬉しさを袖
に包んだというが、今宵の私の嬉しさ
は袖に包むどころか、身にも余ってし
まうほどである」と訳せる。『和漢朗
詠集』では、この歌に作者名は付され
ていないが、『撰集抄（せんじゅうし
ょう）』では、藤原斉信（ただのぶ）よ
り先に昇進した藤原公任（きんとう）
の喜びを表した歌として出ている。
しかし『公任集』（自撰和歌集）では見
ることができない。［解読文］「花月一
窓　交昔眤　雲泥万里　眼今窮」「う
れしさをむかし　は袖につゝみけ
り　こよひは身にも　余りぬるかな」
［書き下し文・現代表記］「花月一窓（か
げついっそう）交（まじわ）り昔眤（む
つま）じかりき　雲泥万里（うんでい
ばんり）眼（まなこ）今窮（きわ）まり
ぬ」「うれしさを　むかしは袖に　つ
つみけり　こよいは身にも　余りぬ
るかな」

［重要美術品］宸翰  朗詠断簡
毛利輝元,Mori Terumoto

東京富士美術館

書状
千利休,Sen no Rikyu

東京富士美術館

消息
小堀遠州,Kobori Enshu

東京富士美術館
小堀遠州は桃山時代から江戸時代前
期にかけての茶人。遠州流の祖。早く
から古田織部（1543-1615） に茶の湯
を学んだ。徳川三代将軍家光（1604-
51） に献茶し、これが将軍家茶道師範
の称のおこりとなった。「きれいさ
び」の茶を主張し、また、建築、造園を
も手がけた。本作は中央に大きく「風
清」の二字を横書きに大書した作品。
個性的な書風であり、茶人遠州の面目
躍如たるものがある。左隅に「宗甫」
（朱文瓢箪印）の印を押す。

「風清」二字

ロシア,Russia

東京富士美術館
ピンのヘッド部分は、隙間なくセット
されたダイヤモンドのリボンがトッ
プに向かって螺旋状に上り詰めてい
る。銀とダイヤモンドの白色光の中
にトップにセットされたサファイア
のブルーが美しく映える。ロシア帝
国の宝物庫から売却された一対のう
ちのひとつ。

ロシア皇室のハット・ピン
東京富士美術館
V字型を成す基底部の上に、古代ギリ
シャの植物文様（アンテミオン）やア
カンサスの花を思わせる文様が、ダイ
ヤモンドを用いて表現され、最上部の
中央に11個、左右それぞれ2ヶ所に9
個のダイヤモンドを固めて形成した
クラスターがシンメトリーに配置さ
れている。本作に使用されているダ
イヤモンドは全部で1040個、260カラ
ットに及ぶ。本作は過去に皇帝ナポ
レオン1世の皇后ジョゼフィーヌが所
有していたとされている。

皇后ジョゼフィーヌのティアラ

グラフィス＆ウェイゴール,Grajths

and Weigall

東京富士美術館
栄光や勝利を意味する月桂冠を頭上
に戴いたナポレオンの横顔が、カーネ
リアン（紅玉髄）にインタリオで象ら
れている。金で葉模様がデザインさ
れたベースには、ルビー、エメラル
ド、サファイアなど数種類の異なる宝
石がはめ込まれている。皇帝の没後
に、イギリス人のナポレオン崇拝者の
一人が依頼して作らせたものと思わ
れる。

ナポレオンのインタリオ･ブロー
チ

イギリス,United Kingdom

東京富士美術館

ジョージ44世のインタリオ・ペン
ダント

イギリス,United Kingdom

東京富士美術館

ウェリントン公爵のインタリオ･
ペンダント

展示中の収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「展示中の収蔵品」ページを表示します。現在当館展示室で見ることができる収蔵品を表示し
ます。

展示予定の収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「展示予定の収蔵品」ページを表示します。今後当館展示室で展示予定のある収蔵品を表示し
ます。

貸出中の収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「貸出中の収蔵品」ページを表示します。現在他館で開催されている展覧会等に貸出されてい
る収蔵品を表示します。（実際の展示予定は各館にご確認ください）

貸出予定の収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「貸出予定の収蔵品」ページを表示します。今後他館で開催される展覧会に貸出が予定されて
いる収蔵品を表示します。

貸出終了した収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「貸出終了した収蔵品」ページを表示します。他館で開催された展覧会に貸出された収蔵品の
記録を見ることができます。

検索キーワードを入力

東京富士美術館収蔵品データベース
日本・東洋・西洋の各国、各時代の絵画・版画・写真・彫刻・陶
磁・漆工・武具・刀剣・メダルなど様々なジャンルの作品約
30,000点の内、約1,800点を掲載。

YouTube YouTube 富士美チャンネル  "
YouTubeの東京富士美術館ムービーチャンネルを開きます。

東京富士美術館ホームページ  "
東京富士美術館のホームページを開きます。
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(最初のノート)検索キーワードを入力 *



 

 

トップ !ギャラリー! THIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術の名宝～　オンライン展覧会

THIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術の名宝～　オ
ンライン展覧会
でぃす　いず　じゃぱん　いん　とーきょー　えいえんのにほんびじゅつのめいほう　おんらいんてんらんかい

東京富士美術館で2020年9月1日から11月29日まで開催された企画展「THIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術の名
宝～」展のオンライン展覧会です。

ごあいさつ

2019年9月、ICOM（国際博物館会議）京都大会を記念して、東京富士美術館が所蔵する日本美術の名品から選りすぐった「百
花繚乱　ニッポン×ビジュツ」展が、京都文化博物館にて開催され、京都を訪れた訪日外国人をはじめ、多くの来館者から好
評を博しました。本展はその里帰り展となるものです。

当館が所蔵する日本美術作品は、平安時代から近現代に至る多様な分野にわたっています。本展では千年の歴史の中で育
まれてきた日本文化の豊穣な芸術世界のエッセンスをコンパクトにわかりやすく楽しむことができるように「キモカワ」
「サムライ」「デザイン」「黄金」「四季」「富士山」など日本美術を特色付けるキーワードを通し、ニッポンのビジュツを俯瞰的
に横断します。絵画、浮世絵版画、漆工、刀剣、武具甲冑などの多様な分野におよぶ93点の名品を通して、日本の歴史と文化
の多様性について理解していただけるとともに、日本美術の豊かさに触れる絶好の機会となるでしょう。

本展は、東京富士美術館がこれまで世界各国の政府・文化機関等の要請を受けて、海外15カ国1地域で24回にわたり開催し
てきた、当館所蔵日本美術の名宝展の集大成ともいえる展覧会です。来館者の皆さまにとって本展が、日本の歴史と文化の
多様性や、日本美術の豊かさに触れる機会となれば幸いです。

展覧会紹介映像（YouTubeYouTube）

見る

THIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術の名…

「THIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術の名宝～」展ムービー（日本語版）
展覧会の見どころについて学芸員による解説をつけた約15分の特別映像で詳しくご紹介します。

目次

ごあいさつ

展覧会紹介映像（YouTube）

キモカワ × 日本美術　"Kawaii" Japan

サムライ × 日本美術　Samurai Japan

デザイン × 日本美術　"Rimpa" Design Japan

黄金の国 × 日本美術　Gold Japan

四季 × 日本美術　Four Seasons Japan

富士山 × 日本美術　Mt. Fuji Japan

海外で開催された当館所蔵品による日本美術展一覧

関連リンク

東京富士美公認ウェブショップ MUSEK STORE

キモカワ ×  × 日本美術　"Kawaii" Japan"Kawaii" Japan

日本美術に登場するモチーフは、現代の私たちから見ると、ときに大変かわいく思われます。たとえば、円山応挙の描く犬
や、長澤蘆雪の描くウサギは愛おしさを感じさせるカワイイ魅力を放っています。一方、曾我蕭白の描く仙人、東洲斎写楽
の描く人物などは、デフォルメが強く、気持ち悪さや不気味さを持ちながらも、それゆえに可愛らしく感じられる、今でい
う「キモカワ」的な印象を受けるかもしれません。「カワイイ」｢キモカワ｣の持つ多義的な魅力は、日本美術の特徴の一つと
もいえるかもしれません。

サムライ ×  × 日本美術　Samurai JapanSamurai Japan

絵巻や屏風などの合戦絵に描かれた武士は、武具甲冑を身に帯び、日本独自の戦闘図の主人公として存在感を示していま
す。そしてもともと武士の身の回りの実用品でありながら、現在は「美術品」として鑑賞される武器や武具の数々。現在見
ることができる武士の遺品は、消費され失われた多くの実用品とは一線を画し、いずれも当時の武士のこだわりや美意識
を反映し、贅を尽くした逸品です。刀剣はぜひ武士が手に取って鑑賞したスタイルで名刀の美をあますところなくお楽し
みください。

デザイン ×  × 日本美術　"Rimpa" Design Japan"Rimpa" Design Japan

俵屋宗達に始まり、尾形光琳が発展させ、酒井抱一や鈴木其一に代表される「琳派」の絵師。彼らの活動は、直接の師弟関係
によらず江戸時代を横断し、京都から江戸へ広がり、絵画や工芸をまたぐという既成の流派の概念に収まらないものでし
た。宗達、光琳、抱一、其一と描き継がれた風神雷神図、其一は抱一までの二曲一双で並び立つ二神を、大胆に襖四面の広大
な空間の表裏に描き分けます。斬新な発想力に由来する独自の造形＝デザインに彼らの真骨頂があります。

THIS IS JAPAN IN TOKYO /

［重要美術品］猛虎図
右奥から流れ出る水流の縁に手をかけて佇む虎。その口元を見
ると薄く彩色があり、口を開けているのか、舌を出しているのか
は判別できないが、水をありつこうとする瞬間を捉えていると
分かる。周囲を窺うような視線を送る表情は、まるで猫のよう
で愛くるしい。大胆な余白の活用が尚信画の特長ともいえる
が、ここでも横長の大きな画面に余計なものは描かず、主題に視
線を向かせるようなすっきりとした画面構成が見られる。

象図
象を画面いっぱいに真正面から描く。細長い画面を逆手にとっ
た意表を突く大胆な構図である。象の背景となる部分を全て墨
で塗りつぶし、象を着色せず引き立てる手法も効果的で、これは
拓版画の効果を肉筆画に応用したものと推測される。単純な作
風に見えるが、淡墨と濃墨を細心の配慮を払って用いているこ
とが理解できる。背中を三本の曲線だけで表わすなど抽象化さ
れていて興味深い。その落款と印章から若冲70歳代半ばの作と
知れる。享保13年（1728）、第8代将軍徳川吉宗の要請で実際の
象が日本に持ち込まれ、その翌年、長崎から江戸まで歩いて移動
したという。14歳を迎えた若冲は、おそらく京都の地でその象
を実見したとみられる。本作は、実際に見たであろう象の記憶
そのままに、畳一畳近くある大型の画牋紙からはみ出るほどの
迫力で描かれている。若冲が手がけた「正面書きの象」は、代表
作として名高い「樹下鳥獣図屏風」「鳥獣花木図屏風」を合わせ
て、現在確認できるのは5点のみ。本作はそのうちの稀少な1点
である。

群鶏図
雄鶏の奥から雌鶏が顔を出し、手前に描かれた雛を見守ってい
る。雄鶏の姿は鶏冠や肉髥から羽、尾、脚にいたるまで濃密に描
かれているのに比べ、雌鶏と雛が単純化されているため、見逃し
てしまいそうな構図である。雄鶏の背中の羽の部分にはわずか
ではあるが、墨の滲みの効果を利用した若冲特有のいわゆる「筋
目描き」の描写も見られる。左端に記された落款には「米斗翁行
年七十九歳画」とあり、若冲が天明8年（1788）の天明の大火後に
石峰寺（現在の京都市伏見区深草）の門前に構えた庵で制作して
いた時期でもある寛政6年（1794）の作と分かる。

鶏図
若冲は庭に鶏を数十羽飼い、写生していたことで知られる。本
作ではそのうちの1羽を捉えたものであろうか、米俵に乗り、ま
るでサーカスのように片脚でバランスをとる鶏が描かれる。正
面向きの鶏は若冲の代表作である《動植綵絵 群鶏図》（宮内庁三
の丸尚蔵館蔵）や《仙人掌群鶏図》（西福寺蔵）にも登場するが、
横向きの鶏に比べ、よりユニークな表情を見せる。本作は粗く
描かれたように見えるが、米俵のしめ縄や、鶏の顔、羽、脚にい
たるまで墨の濃淡を使い、丁寧に描写しており、よく見ると鶏冠
や肉髯には微細な点状の模様が施されている。

鶴図屏風
六曲一隻屏風に墨画淡彩で二羽の鶴を描く。鶴の周囲を外隈が
施され、その白い身体が強調され、さらに頭部に用いられた朱が
アクセントとなり効果的である。鶴の表現や、速筆で描かれた
画面を突き抜ける大きな松、没骨で描かれた下草類などに蕭白
の水墨技術が看取される。画面左に後補があり、引手跡も確認
できることから、襖が屏風形式に改装されたことがわかる。作
風、落款、印章などから20代末から30代前半頃の制作と考えら
れる。

亀寿老図（亀仙人）
太い尾のような苔を従えた亀は蓑亀ともいわれ、吉祥の図案と
してよく絵画に用いられた。亀に乗る仙人は中国の仙人につい
てまとめた『列仙伝』（巻之二）に登場する黄安仙人が知られる。
同書には「赤い銅色の身体を露出し、年中衣服を着ることがなか
った」とあり、その容姿について挿絵入りで紹介した『繪本故事
談』には亀の上に乗り、伸び切った髪と髭を生やした半裸姿の
黄安仙人が描かれている。しかし本作に見られる仙人は、服を
着込み、長い禿頭が特徴的に描かれ、明らかに七福神の一人であ
る寿老人を思わせる風貌をしている。現に亀に乗る寿老人をモ
ティーフとした絵画や置物なども残っていることから、本作の
ように別の仙人を七福神に見立てた図案が、蕭白の生きた時代
に吉祥図の一つとして流通していたということも考えられる。
いずれにしても、やや企み顔の仙人と存在感のある亀の顔つき
に蕭白特有の愛嬌があり面白い。また、もう一つ注目すべきは
本作に付された印（朱文壺印）である。この印は元々正方形であ
ったが、時代を経て欠損が進み、印影がまるで壺の形のように変
化することで知られる。蕭白作品には珍しく「安永七戊戌春」と
の年記が入った《蘭亭曲水図》（個人蔵）には、本作よりもやや欠
損が進む前の状態にある朱文壺印が見られることから、本作は
安永7年（1778）以降に描かれたものと推察することができる。

蝦蟇仙人図
蝦蟇仙人は中国の仙人葛玄あるいは劉海蟾をさす。3本足の蝦
蟇（ヒキガエル）を操るとされる。仙人はお腹の着衣の中に蝦蟇
を抱え、西王母と蝦蟇との逸話にちなみ仙桃を想起させる桃の
枝を手にしている。蝦蟇仙人は鉄枴仙人との対で描かれること
が多いが、本作もそうした対幅のうちの一幅と考えるのも面白
い。いずれにしても「曾我暉雄」「蕭白」「鸞山」印とその状態から
して30代前半頃の比較的早い時期の作と考えられる。

狗子之図
3匹の仔犬が愛らしい表情を見せながら佇んでいる。画面左側
に何か興味をそそるものがあったのだろう、2匹は左に視線を送
っており、その心の動きをも感じ取ることができる。明和8年
（1771）頃には《写生図巻》を制作し、小動物を複数の角度から写
生して残している。「狗子図」では天明4年（1784）に手がけた
《朝顔狗子図杉戸絵》が代表的であるが、本作はその後、人気を
博した応挙の狗子図の派生作品の一つといえる。

南天に雪兎図
雪に佇む2匹の兎。一見して、師である円山応挙の《木賊兎図》
（天明6年［1786］作）を想起させる。本作は楷書体の署名や白文
方印から盧雪の作画の最初期にあたる天明元年頃の作とみられ
る。この頃の盧雪は応挙の画風に忠実に描くことが多かった。
本作に登場する黒と白が混じる兎は、応挙が明和7-安永元年
（1771-72）に手がけた《写生図巻・甲巻》にも描きとめられてお
り、盧雪はおそらくこれを参考に制作したのではないかと推察
される。

うそ姫の縁起（ふくろふ）
御伽草子絵巻。加賀国に住む83歳の梟（ふくろう）は、美しい鷽
（うそ）姫に一目惚れする。山雀（やまがら）の協力で片思いは実
り、姫の心をつかめなかった諸鳥は恋の歌を詠む。しかし、失恋
した鷲（わし）は逆上して姫を殺害、梟は出家し、彼女の菩提を弔
ったという。大型奈良絵本を改装したこの絵巻は物語後半を欠
くが、数少ない『ふくろふ』の作例として貴重。華麗な挿絵には、
当時の機智なども盛りこまれている。例えば、山雀の前に胡桃
が置かれているのは、慣用表現の「山雀が胡桃回す」（もてあまし
ていじり回すの意）を踏まえたものである。

市川鰕蔵の竹村定之進
寛政6年（1794）の5月に河原崎座で上演された「恋女房染分手
綱」の一場面で、前半の山場・道成寺の主役である能師役の竹村
定之進を描いたもの。演ずる市川鰕蔵は5世市川団十郎のこと
で、当代随一の名優と謳われた。大ぶりの体格、彫りの深い顔と
顔全体を使った豊かな表情が、この役者がもつ堂々たる風格を
伝えてくれる。また定之進の顔、襟や裃の描線、組まれた両手と
がリズミカルかつ安定した構図を巧みに演出している。

源頼家公鎌倉小壺ノ海遊覧　朝夷義秀雌雄鰐を捕ふ圖
海中で鰐を捕まえているのは、この絵の主人公で武勇に優れた
鎌倉時代初期の武将、朝比奈三郎義秀。数々の伝説に彩られた
人物として物語や歌舞伎にも度々登場する。のちに北条氏に反
旗を翻した和田義盛の三男で、安房国朝夷郡（あさいぐん）（現在
の千葉県南房総あたり）に生まれたのでその名がある。ここに
描かれているのは、鎌倉時代の歴史書『吾妻鏡』に登場する一場
面。正治2年（1200）9月2日、源頼家（みなもとのよりいえ）は小
壺（現在の神奈川県逗子市小坪）の海辺を遊覧した際に、いつも
のように御家人たちに武芸の披露を行わせた。その後、海上に
船を浮かべて酒を振舞っていた時に、泳ぎの名人との評判が高
かった義秀にその技を披露するように命じた。そこで義秀は見
事な泳ぎを見せた挙句、海中に潜ると生きた鮫を3匹捕まえて浮
上してきた。驚いた船上の人々は義秀を喝采で迎えた。鮫はこ
こでは鰐として表現されている。この鰐は、江戸時代後期の蘭
学者、森島中良が著した『紅毛雑話』（天明7年（1787）刊行）に掲
載されている「カイマン」の図をもとに描かれており、その後も
同じく国芳の「讃岐院眷属をして為朝をすくふ図」（嘉永4年
（1851））にも鰐鮫として登場する。

相馬の古内裏
山東京伝の読本『善知安方忠義伝』に取材した本図は、国芳の代
表作の１点。相馬の古内裏は、相馬小次郎こと平将門が下総国
に建てた屋敷で、将門の乱の際に荒れ果ててしまっていた廃
屋。妖術を授かった将門の遺児滝夜叉姫と良門は、父の遺志を
継いでこの廃屋に仲間を募り、やがて妖怪が出没するようにな
る。それを知った源頼信の家臣、大宅太郎光国は妖怪を退治し
てその陰謀を阻止する。原作では複数の骸骨が現れるが、国芳
はこれを巨大な一体の骸骨に置き換えることによって、迫力あ
る画面構成を生み出すことに成功している。

里すゞめねぐらの仮宿
天保の改革によって役者絵や遊女に関わる絵が禁止され、浮世
絵界は大打撃を受けたが、国芳は役者や遊女を動物に見立てて
描き、その規制をかいくぐり、ユーモア溢れる世界を創出した。
本図は吉原の格子先の賑わいが題材となっている。弘化2年
（1845）の暮れ、吉原が火災に遭い、仮宅（吉原以外の仮の営業
所）での営業を余儀なくされた模様を取り上げているが、先の理
由で、登場人物全てを雀の姿に見立てて描いたのが本図であ
る。

みかけハこハゐがとんだいゝ人だ
戯画のうち「寄せ絵」と呼ばれるもので、人間の目、鼻、口から眉
毛、丁髷にいたるまで、そしておそらくは着物の中の身体つきに
ついても、さまざまな姿態の人間を組み合わせて表現するとい
うユニークな趣向に富んだ作品。西洋の画家・アルチンボルト
が植物や果物などを使い、同じ手法で人体を表現する試みをし
ているが、両者の関係性については定かでない。また着物の文
様から鎌倉時代の武将・朝比奈義秀の関係性も取り沙汰されて
いる。

名所江戸百景　浅草田圃酉の町詣
格子の外を見つめる猫の後ろ姿が可愛らしく印象的だが、格子
窓のこの部屋は吉原の妓楼の二階であろう。飼い主の遊女は接
客中のようで、畳には客が持参したものか、浅草の鷲神社の酉の
市土産の熊手型の簪が転がっている。窓の外には浅草の田んぼ
の向こうに熊手を持って行き交う人々の姿が描かれ、遠く富士
山と空高く雁行する雁の群れが見える。空は夕日に赤く染まっ
て、吉原も忙しくなる頃合いである。猫は、縁起物の熊手を買い
求める参詣客で賑わう酉の市の喧騒に耳をそばだてているよう
だ。

名所江戸百景　深川洲崎十万坪
「十万坪」は現在の江東区千田および千石周辺に当たる。享保8
年（1723）から行われた干潟の埋め立てにより10万坪に及ぶ新
田が開発されたため、「十万坪」と呼ばれていた。高潮の被害が
発生するなど居住には適さない土地で、一時幕府が鋳銭場（いせ
んば）を置いたりしたが、寛政8年（1796）には）には一橋（ひとつ
ばし）徳川家の所有となった。江戸時代後期には、この付近は春
の海辺での潮干狩りや初日の出、月見を楽しめる名所として人
気を集めるようになり、海岸に面した洲崎弁天社（すさきべんて
んしゃ）（現在の洲崎神社）にも多くの参拝者が訪れていた。天
保年間に出版された広重の『東都名所』や『江都名所』などのシ
リーズでは、そのような潮干狩りや初日の出、洲崎弁天社の賑わ
いの様子が描かれている。広重は『名所江戸百景』で再び同地を
描くにあたり、それまで描いた題材から大きく趣向を変えて、海
側からの鳥瞰（ちょうかん）という大胆な構図によって、湿地帯
の荒涼とした冬の雪景として描き出した。しんしんと雪が舞う
浜辺に静けさが漂う一方で、大きく翼を広げた鷲が上空から獲
物を狙う様子は躍動感に溢れており、この静と動の対比が本作
の大きな魅力となっている。遠方には、富士山と並ぶ関東の霊
峰、筑波山が静かに下界を見下ろしている。

鯱形兜
兜鉢は薄鉄の五枚張りで、その上に鯱の形を和紙で厚く張り抜
いてある。全体を厚く漆で塗り固め、口と鼻孔は朱漆塗り。目は
金胴の薄板を貼り付け、錏（しころ）は鉄板付盛上札を朱漆塗り
とし、その上から黒漆を塗っている。日根野形五段を紫絲威と
し、吹返しは一段丸形で、黒漆塗りとして銀の覆輪をめぐらせ
る。作域は、張り抜き技術、漆仕事にすぐれ、まとまりのよい張
懸兜である。

源平合戦図屏風
源平合戦の中でも有名な一の谷合戦を右隻に、左隻に屋島合戦
を描く。右隻には平家の陣屋の後方から攻め入ろうとする、源
義経によるいわゆる「鵯越の逆落とし」の場面や、熊谷直実と平
敦盛による「敦盛最期」のシーンが描かれる。左隻には陣屋に攻
め入る義経軍と海上に逃れる平家の軍勢とが、陸上と海上に対
峙する屋島合戦の模様を描く。所狭しと金雲をあしらい、極彩
色と繊細なタッチで兵士一人一人の表情まで丹念に描き、見る
者を魅了する。

後三年合戦絵巻（写）
後三年の役は永保3年（1083）から5年間、奥羽の清原氏の血族の
争いからおこった合戦で、陸奥守源義家と奥羽の豪族清原一族
の間で戦われ、義家はこの乱によって武名をあげ、またこの乱が
奥州藤原氏繁栄の基礎ともなった。後三年合戦絵巻は鎌倉期の
代表的戦記絵巻であり、元々播磨の池田家の重宝として伝世し
たが、現在は東京国立博物館の所蔵となっている。本作はその
写本である。特に凄惨な合戦の場面は観る者の眼を引きつけ
る。

川中島百勇将戦之内　義将  武田左馬之助
武田左馬之助信繁は武田信玄の弟。知勇に優れ、武田の副大将
として信玄の右腕となって活躍した。川中島の合戦では、死を
覚悟した信繁は家臣に息子への形見を託して、討死したとされ
る。『甲陽軍鑑」では「毎事相整う真の副将なり」と評され、嫡子
武田信豊に残した「武田信繁家訓」は、江戸時代の武士の心得と
して広く読み継がれていた。まさしく文武両道の士として人気
を博していた。

宇治川先陣
『平家物語』に登場する「宇治川の戦い」の一場面。平安時代末期
の寿永3年（1184）1月、木曽義仲と源頼朝が派遣した源範頼・源
義経との間で行われた合戦の様子が描かれる。雪解け水で増水
して激流が渦巻く宇治川を前に、先陣争いをする２騎の武者、
佐々木四郎高綱（ささきしろうたかつな）と梶原源太景季（かじ
わらげんたかげすえ）。頼朝より賜った名馬「生唼（池月）いけづ
き」を駆る高綱は何としても先陣を切りたい。そこで先を行く
景季に馬の腹帯が緩んでいると声をかける。慌てて帯を締め直
す景季。その横を追い越し、川に飛び込む高綱。当代一の名馬
「生唼（池月）」（いけづき）は、宇治川の速い流れを、力強く一文
字に対岸へと渡りきる。磨墨（するすみ）に乗った景季は、流れ
に押し流されて遥か下流の岸へ。見事先陣を切った高綱は、大
声で名乗りをあげながら敵陣に突撃したのである。画面中央、
連銭葦毛（れんぜんあしげ）の馬にまたがる勇壮な武者姿の人物
が佐々木四郎高綱。波しぶきを上げながら勢いよく岸に駆け上
がっている。その右側後方には、黒馬とともに必死に川を渡る
梶原源太景季の姿がある。

四条畷手の戦い
ここに描かれているのは、楠木正成の息子正行が壮絶な討ち死
を遂げた四條畷の戦いである。四條畷は現在の大阪府四條畷市
にあたる。正行は父正成の死後、南朝方として北朝の足利尊氏
を討つべく準備をしていた。父譲りの戦略でいくつかの戦では
勝利を得たものの、勢力の差はいかんともしがたかった。四條
畷において、決死の覚悟で敵陣に突っ込み、無数の弓矢を射かけ
られるなか敵の大将高師直まであと一歩とせまるが取り逃が
し、最後は自刃して果てたと言い伝える。この模様は「太平記」
に詳しく書かれ、忠孝の父子として江戸の庶民に広く読み継が
れていた。

鉄錆地六十二間筋兜　三日月前立
筋兜は南北朝から室町時代に用いられた兜の一形式。縦に細長
い薄い鉄板を順々に重ね並べ、それを小さい鋲で留め、鋲頭を平
らに叩きつぶして鉄板の重ね目（筋）だけを見せた兜である。鉄
板の数により何間の兜と呼び、本作は六十二の鉄板数から六十
二間となる。吹返には牧野家伝来を示す三ツ柏紋が施され、前
立は煉革に金箔を押した大三日月が置かれている。

鉄錆地六十二間筋兜　鹿角脇立
本作は、六十二間の筋兜の代表的なものの一つ。兜鉢の周囲に
取り付けられた錣は、金漆塗りの地に古代紫糸を切付小札で五
段に威しており、装飾物の脇立には、木彫に金箔を押した鹿角型
のものを置いている。吹返の「六文銭」から、信州（現在の長野）
の松代城主真田家伝来の兜と知ることができる。

白糸裾萌葱紺威鎧　兜・大袖・小具足付
幕末の薩摩藩主島津斉彬が着用したと伝えられる大鎧。制作当
初の状態で各部が完全に揃っているものとして、大変貴重であ
る。兜の鉢は、古く鎌倉時代のものを転用しており、各所に取り
付けられた金具の装飾は豪華な作りで、他に例を見ないほど手
の込んだ金具である。また胴前面の獅子牡丹文様の弦走の韋、
籠手の蒔絵に加え、白色、萌黄色、紺色の三段の威絲など、全体
に勇壮さ、重厚さに優雅さ、軽快さの感じられる上品な作風であ
る。

［重要文化財］太刀　銘　一
本作は、身幅広く腰反り高く、中鋒詰まって猪首になるなど鎌倉
時代中期の力強い太刀姿を呈し、平肉も良く付き、往時の姿を留
め、よく練れた地鉄には乱れ映りが立ち、足・葉が豊富に入り、
華やかな重花丁子に蛙子丁字を交えた大模様の刃文は力強さと
迫力に満ちており、福岡一文字派の真価が十二分に発揮された
屈指の一口といえる。細川護貞氏旧蔵。昭和25年、国の重要文
化財に指定されている。

刀　銘　和泉守藤原兼定作
本作は、先反りの付いた典型的な末古刀姿で、鍛えは板目肌が流
れて柾がかり、地沸が厚くつき、関物特有の白け映りが立つ。刃
文は、互の目に小湾たれ、尖り刃、丁子など交じり小足入り、匂
い口締まりごころに小沸つく。茎の鑢目は鷹の羽、目釘孔横、鎬
地に和泉守藤原兼定作とノサダ八字銘がある。この刀は、ノサ
ダの優れた技量が発揮された代表作といえる。

刀　銘　長曽祢興里入道乕徹／（金象嵌）寛文五年十二月十六
日　山野加右衛門六十八歳永久（花押）　四ツ胴截断
本作は、反浅く、鋒がつまり、鎬幅広く鋭い感じがする姿。地鉄
は小板目がよく詰み美しく、刃文は、湾たれて刃縁に小沸が微塵
につき明るく冴えるなど、まさに虎徹の典型作である。なお、虎
徹の刀には、本刀のように幕府の試役を勤めた山野加右衛門永
久、同勘十郎久英親子の裁断金象嵌銘を入れたものが多数ある
のも特徴である。一般に三ツ胴以上の截断銘は少なく、四ツ胴
截断銘の入る本作は、虎徹の作の中で最も切れた記録を残すも
のの一つ。

刀　銘　武蔵守藤原兼中／越前住

白菊図屏風
垣根の周囲を覆い尽くすように咲き誇った大ぶりの白菊に花の
持つ強い生命力を感じる。六曲一双という金地の大画面に白菊
と垣根、土坡、水流のみを描く豪快な表現様式は桃山時代全体の
障屏画における大きな特長といえる。中でも自然そのものが持
つ美しさを単純かつ明快に表現した大らかな作風は長谷川派の
それに近いものを感じさせる。垣根や水流に変化を持たせなが
ら、主題である白菊の端正な美しさを見事に伝えた桃山障屏画
の品格溢れる名品。

松桜図屏風
画面を対角線で区切るように夥しいまでの松の緑の塊が連な
り、左上方の金地空間と鮮やかな拮抗をなす斬新で奇抜な構
図。松といえば養源院の《松図襖》が有名であるが、本作では松
の葉をより簡略化して描いている。松の樹間には宗達がモティ
ーフとして採用した槙や檜も描かれており、宗達作品を想起さ
せる。右上部の八重桜は、独特の盛り上げ彩色による厚みを備
え、松葉の群れに負けじと咲き誇って、画面にひときわ興趣を添
えている。

波濤図屏風
比較的小さな寸法に仕立てられた八曲一隻の屏風。画面右下に
「対青印」らしき朱文円印があるが、にわかには判読しがたい。
本作では俵屋宗達・尾形光琳の双方が描いた《松島図》にも見ら
れる波頭の図案が簡潔にリズムよく描かれ、波の躍動感を伝え
ている。波形の描写は波の外側にだけ濃い群青色を引き輪郭を
際立たせ、波頭部に胡粉で白を着彩し、飛沫や波のうねりの部分
に金泥の線で調子をつけて仕上げている。

白梅図屏風
しなやかに枝を伸ばし、ちらほらと蕾が咲きだした梅を、金地の
対角線状に配置した意匠性の高い作品である。画面の上下をは
み出して描かれた梅は枝振りや幹の一部のみを描き、独特の形
態の美しさを捉えて簡潔にまとめ上げられている。薄墨のたら
し込みで表された樹幹に、点苔として加えられた緑青が潤いを
感じさせる。梅の花は尾形光琳がよく用いたモティーフで、花
弁をひとつなぎの輪郭線のみで描いた梅は「光琳梅」とも称され
た。

白梅図
花弁の描写を略し、花の輪郭だけを捉えた世に言う「光琳梅」と
呼ばれる意匠化された梅の花と、たらし込みの技法を駆使した
幹の表現は、琳派を継承した抱一の確かな技量を感じさせる。
上部には「梅の花 八千代の春に 匂うとも 赤く色香の なとこも
るらん」との歌が添えられている。この歌の作者は京都出身の
国学者であり歌人の富士谷御杖で、おそらく抱一と何らかの交
友をもっていたと考えられる。

萩月図襖
萩と月は秋を表す好画題といえよう。左右から伸びた紅白の萩
は緩やかな動きをもって、対角線上に配置されている。花房と
葉の表現には、輪郭線を引かず色の階調を作る付け立ての技法
がとられ、葉の葉脈には金泥が施されている。月下の葉色に変
化をつけ、絹地の背景に銀泥を引くことで月光を演出するなど、
こうした其一の細部へのこだわりが画面に程よい緊張感をもた
らすとともに、江戸琳派特有の美麗で瀟洒な品格を醸し出して
いる。

風神雷神図襖
俵屋宗達、尾形光琳、酒井抱一という琳派の巨匠たちによって手
がけられてきた重要画題である「風神雷神図」を抱一の高弟其一
が再構成した作品。3人の巨匠が二曲の金地屏風に二神を収め
たのに対し、其一は絹本の襖四面に各々を描いた。この襖絵は
元々4面が表裏にくるよう仕立てられていたという。白と緑の
軽やかな色彩を得た風神・雷神は、墨の滲みを使った柔らかな雲
を従えて、与えられた広々とした空間を我が物顔で支配してい
る。其一は、師である酒井抱一とともに、大らかで典雅な気風の
京琳派に対して、瀟洒で機知的な近代性を併せもった「江戸琳
派」を確立させた。本作では風神・雷神の二神の胴体・腕・足の凹
凸を表す描線や目玉の周囲にわずかな陰影を施し、立体性をよ
り強調しているのが見て取れ、他の3巨匠にはないリアリティへ
の追求が窺える。落款には「為三堂」「噲々」の印、「祝琳斎其一」
の署名がなされており、抱一の死後、其一独自の作風を確立しゆ
く30代半ばから40代後半の充溢した時代の作と考えられる。

白鳳図
現在、雪佳の描いた「白鳳図」としてよく知られるのは、大正時
代末頃の制作の双幅《朝陽老松・白鳳図》（個人蔵）と、昭和天皇
即位の大礼の際に制作された《白鳳図》（細見美術館蔵）である。
いずれの作品も本作と類似しており、白鳳の首の角度や顔の表
情が違うものの、身体の向きはほぼ同じである。白鳳は松の幹
にとまり、視線の先にいる何者かを威嚇するような表情を見せ
る。松と白鳳という取り合わせは、伊藤若冲の《動植綵絵 老松
白鳳図》（宮内庁三の丸尚蔵館蔵）を想起させるが、その描法を
見ると、大らかな線で描かれた白鳳に、たらし込みの技法を使っ
た松の幹、こんもりとした松葉の塊など、琳派作品から継承した
画技が冴えわたっている。落款・印章から制作時期は大正末頃
から昭和初期あたりと推測される。

［重要美術品］宸翰  朗詠断簡
後柏原天皇の筆による唐の詩人・白居易の詩「華陽洞裏　秋壇
上　今夜清光　此處多」と平安時代中期の歌人・藤原雅正の和歌
「いつとても　月みぬ　あきは　なき物　を　わきて今夜の　
めづらしき哉」（『後撰和歌集』）の書写。

［重要美術品］宸翰  朗詠断簡
　後柏原天皇の筆による『和漢朗詠集』の書写。後柏原天皇は後
土御門天皇を父とし、その死去を受けて即位した。在位は1500
年～1526年。土御門天皇と同様、応仁の戦乱で衰退した朝儀（ち
ょうぎ）の再興に尽力する一方、詩歌や管弦などにも長け、歌集
『柏玉集（はくぎょくしゅう）』をまとめている。　写されている
のは『和漢朗詠集』巻下、慶賀に収められている橘正通（たちば
なのまさみち）の漢詩と、作者未詳の和歌である。まず漢詩は
「君と私は、花月などを愛でながら交流を深めてきた。しかし、
今君は高貴な身分の人となり、微官に留まっている私とは天地
ほども離れてしまい、目に届かなくなってしまった」と訳せ、旧
友への今昔の感を読み取ることができる。　続く和歌は、「昔は
嬉しさを袖に包んだというが、今宵の私の嬉しさは袖に包むど
ころか、身にも余ってしまうほどである」と訳せる。『和漢朗詠
集』では、この歌に作者名は付されていないが、『撰集抄（せんじ
ゅうしょう）』では、藤原斉信（ただのぶ）より先に昇進した藤原
公任（きんとう）の喜びを表した歌として出ている。しかし『公
任集』（自撰和歌集）では見ることができない。［解読文］「花月一
窓　交昔眤　雲泥万里　眼今窮」「うれしさをむかし　は袖に
つゝみけり　こよひは身にも　余りぬるかな」［書き下し文・現
代表記］「花月一窓（かげついっそう）交（まじわ）り昔眤（むつま）

［重要美術品］宸翰  御色紙
後陽成天皇の筆による鎌倉時代前期の歌人・藤原家隆の和歌「秋
の夜の月　やをしまの　あまの原　明方ちかき　おきの釣舟」
（『新古今和歌集』）の書写。

［重要美術品］宸翰  古歌御色紙
上下二段に割った色紙に金銀泥で肥痩のある流麗な書体で『源
氏物語』にある和歌を散らし書きにしている。後陽成天皇の筆
による帚木の巻にある男女が詠み交わす和歌の書写。［解読文］
「琴のねも　月もえ　ならぬ　宿ながら　つれなき　人を引
や　とめける」「こがらし　に　吹きあわす　める　笛の音を　
ひき　とどむべき　ことの葉ぞ　なき」［書き下し文・現代表記］
「琴の音も月もえならぬ宿ながらつれなき人を引きやとめける」
「こがらしに吹きあわすめる笛の音をひきとどむべきことの葉
ぞなき」

"最初のノート#検索キーワードを入力 $
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THIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術の名宝～　オ
ンライン展覧会
でぃす　いず　じゃぱん　いん　とーきょー　えいえんのにほんびじゅつのめいほう　おんらいんてんらんかい

東京富士美術館で2020年9月1日から11月29日まで開催された企画展「THIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術の名
宝～」展のオンライン展覧会です。

ごあいさつ

2019年9月、ICOM（国際博物館会議）京都大会を記念して、東京富士美術館が所蔵する日本美術の名品から選りすぐった「百
花繚乱　ニッポン×ビジュツ」展が、京都文化博物館にて開催され、京都を訪れた訪日外国人をはじめ、多くの来館者から好
評を博しました。本展はその里帰り展となるものです。

当館が所蔵する日本美術作品は、平安時代から近現代に至る多様な分野にわたっています。本展では千年の歴史の中で育
まれてきた日本文化の豊穣な芸術世界のエッセンスをコンパクトにわかりやすく楽しむことができるように「キモカワ」
「サムライ」「デザイン」「黄金」「四季」「富士山」など日本美術を特色付けるキーワードを通し、ニッポンのビジュツを俯瞰的
に横断します。絵画、浮世絵版画、漆工、刀剣、武具甲冑などの多様な分野におよぶ93点の名品を通して、日本の歴史と文化
の多様性について理解していただけるとともに、日本美術の豊かさに触れる絶好の機会となるでしょう。

本展は、東京富士美術館がこれまで世界各国の政府・文化機関等の要請を受けて、海外15カ国1地域で24回にわたり開催し
てきた、当館所蔵日本美術の名宝展の集大成ともいえる展覧会です。来館者の皆さまにとって本展が、日本の歴史と文化の
多様性や、日本美術の豊かさに触れる機会となれば幸いです。

展覧会紹介映像（YouTubeYouTube）

見る

THIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術の名…
共有

「THIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術の名宝～」展ムービー（日本語版）
展覧会の見どころについて学芸員による解説をつけた約15分の特別映像で詳しくご紹介します。

目次

ごあいさつ

展覧会紹介映像（YouTube）

キモカワ × 日本美術　"Kawaii" Japan

サムライ × 日本美術　Samurai Japan

デザイン × 日本美術　"Rimpa" Design Japan

黄金の国 × 日本美術　Gold Japan

四季 × 日本美術　Four Seasons Japan

富士山 × 日本美術　Mt. Fuji Japan

海外で開催された当館所蔵品による日本美術展一覧

関連リンク

東京富士美公認ウェブショップ MUSEK STORE

キモカワ ×  × 日本美術　"Kawaii" Japan"Kawaii" Japan

日本美術に登場するモチーフは、現代の私たちから見ると、ときに大変かわいく思われます。たとえば、円山応挙の描く犬
や、長澤蘆雪の描くウサギは愛おしさを感じさせるカワイイ魅力を放っています。一方、曾我蕭白の描く仙人、東洲斎写楽
の描く人物などは、デフォルメが強く、気持ち悪さや不気味さを持ちながらも、それゆえに可愛らしく感じられる、今でい
う「キモカワ」的な印象を受けるかもしれません。「カワイイ」｢キモカワ｣の持つ多義的な魅力は、日本美術の特徴の一つと
もいえるかもしれません。

サムライ ×  × 日本美術　Samurai JapanSamurai Japan

絵巻や屏風などの合戦絵に描かれた武士は、武具甲冑を身に帯び、日本独自の戦闘図の主人公として存在感を示していま
す。そしてもともと武士の身の回りの実用品でありながら、現在は「美術品」として鑑賞される武器や武具の数々。現在見
ることができる武士の遺品は、消費され失われた多くの実用品とは一線を画し、いずれも当時の武士のこだわりや美意識
を反映し、贅を尽くした逸品です。刀剣はぜひ武士が手に取って鑑賞したスタイルで名刀の美をあますところなくお楽し
みください。

デザイン ×  × 日本美術　"Rimpa" Design Japan"Rimpa" Design Japan

俵屋宗達に始まり、尾形光琳が発展させ、酒井抱一や鈴木其一に代表される「琳派」の絵師。彼らの活動は、直接の師弟関係
によらず江戸時代を横断し、京都から江戸へ広がり、絵画や工芸をまたぐという既成の流派の概念に収まらないものでし
た。宗達、光琳、抱一、其一と描き継がれた風神雷神図、其一は抱一までの二曲一双で並び立つ二神を、大胆に襖四面の広大
な空間の表裏に描き分けます。斬新な発想力に由来する独自の造形＝デザインに彼らの真骨頂があります。

THIS IS JAPAN IN TOKYO /

［重要美術品］猛虎図
右奥から流れ出る水流の縁に手をかけて佇む虎。その口元を見
ると薄く彩色があり、口を開けているのか、舌を出しているのか
は判別できないが、水をありつこうとする瞬間を捉えていると
分かる。周囲を窺うような視線を送る表情は、まるで猫のよう
で愛くるしい。大胆な余白の活用が尚信画の特長ともいえる
が、ここでも横長の大きな画面に余計なものは描かず、主題に視
線を向かせるようなすっきりとした画面構成が見られる。

象図
象を画面いっぱいに真正面から描く。細長い画面を逆手にとっ
た意表を突く大胆な構図である。象の背景となる部分を全て墨
で塗りつぶし、象を着色せず引き立てる手法も効果的で、これは
拓版画の効果を肉筆画に応用したものと推測される。単純な作
風に見えるが、淡墨と濃墨を細心の配慮を払って用いているこ
とが理解できる。背中を三本の曲線だけで表わすなど抽象化さ
れていて興味深い。その落款と印章から若冲70歳代半ばの作と
知れる。享保13年（1728）、第8代将軍徳川吉宗の要請で実際の
象が日本に持ち込まれ、その翌年、長崎から江戸まで歩いて移動
したという。14歳を迎えた若冲は、おそらく京都の地でその象
を実見したとみられる。本作は、実際に見たであろう象の記憶
そのままに、畳一畳近くある大型の画牋紙からはみ出るほどの
迫力で描かれている。若冲が手がけた「正面書きの象」は、代表
作として名高い「樹下鳥獣図屏風」「鳥獣花木図屏風」を合わせ
て、現在確認できるのは5点のみ。本作はそのうちの稀少な1点
である。

群鶏図
雄鶏の奥から雌鶏が顔を出し、手前に描かれた雛を見守ってい
る。雄鶏の姿は鶏冠や肉髥から羽、尾、脚にいたるまで濃密に描
かれているのに比べ、雌鶏と雛が単純化されているため、見逃し
てしまいそうな構図である。雄鶏の背中の羽の部分にはわずか
ではあるが、墨の滲みの効果を利用した若冲特有のいわゆる「筋
目描き」の描写も見られる。左端に記された落款には「米斗翁行
年七十九歳画」とあり、若冲が天明8年（1788）の天明の大火後に
石峰寺（現在の京都市伏見区深草）の門前に構えた庵で制作して
いた時期でもある寛政6年（1794）の作と分かる。

鶏図
若冲は庭に鶏を数十羽飼い、写生していたことで知られる。本
作ではそのうちの1羽を捉えたものであろうか、米俵に乗り、ま
るでサーカスのように片脚でバランスをとる鶏が描かれる。正
面向きの鶏は若冲の代表作である《動植綵絵 群鶏図》（宮内庁三
の丸尚蔵館蔵）や《仙人掌群鶏図》（西福寺蔵）にも登場するが、
横向きの鶏に比べ、よりユニークな表情を見せる。本作は粗く
描かれたように見えるが、米俵のしめ縄や、鶏の顔、羽、脚にい
たるまで墨の濃淡を使い、丁寧に描写しており、よく見ると鶏冠
や肉髯には微細な点状の模様が施されている。

鶴図屏風
六曲一隻屏風に墨画淡彩で二羽の鶴を描く。鶴の周囲を外隈が
施され、その白い身体が強調され、さらに頭部に用いられた朱が
アクセントとなり効果的である。鶴の表現や、速筆で描かれた
画面を突き抜ける大きな松、没骨で描かれた下草類などに蕭白
の水墨技術が看取される。画面左に後補があり、引手跡も確認
できることから、襖が屏風形式に改装されたことがわかる。作
風、落款、印章などから20代末から30代前半頃の制作と考えら
れる。

亀寿老図（亀仙人）
太い尾のような苔を従えた亀は蓑亀ともいわれ、吉祥の図案と
してよく絵画に用いられた。亀に乗る仙人は中国の仙人につい
てまとめた『列仙伝』（巻之二）に登場する黄安仙人が知られる。
同書には「赤い銅色の身体を露出し、年中衣服を着ることがなか
った」とあり、その容姿について挿絵入りで紹介した『繪本故事
談』には亀の上に乗り、伸び切った髪と髭を生やした半裸姿の
黄安仙人が描かれている。しかし本作に見られる仙人は、服を
着込み、長い禿頭が特徴的に描かれ、明らかに七福神の一人であ
る寿老人を思わせる風貌をしている。現に亀に乗る寿老人をモ
ティーフとした絵画や置物なども残っていることから、本作の
ように別の仙人を七福神に見立てた図案が、蕭白の生きた時代
に吉祥図の一つとして流通していたということも考えられる。
いずれにしても、やや企み顔の仙人と存在感のある亀の顔つき
に蕭白特有の愛嬌があり面白い。また、もう一つ注目すべきは
本作に付された印（朱文壺印）である。この印は元々正方形であ
ったが、時代を経て欠損が進み、印影がまるで壺の形のように変
化することで知られる。蕭白作品には珍しく「安永七戊戌春」と
の年記が入った《蘭亭曲水図》（個人蔵）には、本作よりもやや欠
損が進む前の状態にある朱文壺印が見られることから、本作は
安永7年（1778）以降に描かれたものと推察することができる。

蝦蟇仙人図
蝦蟇仙人は中国の仙人葛玄あるいは劉海蟾をさす。3本足の蝦
蟇（ヒキガエル）を操るとされる。仙人はお腹の着衣の中に蝦蟇
を抱え、西王母と蝦蟇との逸話にちなみ仙桃を想起させる桃の
枝を手にしている。蝦蟇仙人は鉄枴仙人との対で描かれること
が多いが、本作もそうした対幅のうちの一幅と考えるのも面白
い。いずれにしても「曾我暉雄」「蕭白」「鸞山」印とその状態から
して30代前半頃の比較的早い時期の作と考えられる。

狗子之図
3匹の仔犬が愛らしい表情を見せながら佇んでいる。画面左側
に何か興味をそそるものがあったのだろう、2匹は左に視線を送
っており、その心の動きをも感じ取ることができる。明和8年
（1771）頃には《写生図巻》を制作し、小動物を複数の角度から写
生して残している。「狗子図」では天明4年（1784）に手がけた
《朝顔狗子図杉戸絵》が代表的であるが、本作はその後、人気を
博した応挙の狗子図の派生作品の一つといえる。

南天に雪兎図
雪に佇む2匹の兎。一見して、師である円山応挙の《木賊兎図》
（天明6年［1786］作）を想起させる。本作は楷書体の署名や白文
方印から盧雪の作画の最初期にあたる天明元年頃の作とみられ
る。この頃の盧雪は応挙の画風に忠実に描くことが多かった。
本作に登場する黒と白が混じる兎は、応挙が明和7-安永元年
（1771-72）に手がけた《写生図巻・甲巻》にも描きとめられてお
り、盧雪はおそらくこれを参考に制作したのではないかと推察
される。

うそ姫の縁起（ふくろふ）
御伽草子絵巻。加賀国に住む83歳の梟（ふくろう）は、美しい鷽
（うそ）姫に一目惚れする。山雀（やまがら）の協力で片思いは実
り、姫の心をつかめなかった諸鳥は恋の歌を詠む。しかし、失恋
した鷲（わし）は逆上して姫を殺害、梟は出家し、彼女の菩提を弔
ったという。大型奈良絵本を改装したこの絵巻は物語後半を欠
くが、数少ない『ふくろふ』の作例として貴重。華麗な挿絵には、
当時の機智なども盛りこまれている。例えば、山雀の前に胡桃
が置かれているのは、慣用表現の「山雀が胡桃回す」（もてあまし
ていじり回すの意）を踏まえたものである。

市川鰕蔵の竹村定之進
寛政6年（1794）の5月に河原崎座で上演された「恋女房染分手
綱」の一場面で、前半の山場・道成寺の主役である能師役の竹村
定之進を描いたもの。演ずる市川鰕蔵は5世市川団十郎のこと
で、当代随一の名優と謳われた。大ぶりの体格、彫りの深い顔と
顔全体を使った豊かな表情が、この役者がもつ堂々たる風格を
伝えてくれる。また定之進の顔、襟や裃の描線、組まれた両手と
がリズミカルかつ安定した構図を巧みに演出している。

源頼家公鎌倉小壺ノ海遊覧　朝夷義秀雌雄鰐を捕ふ圖
海中で鰐を捕まえているのは、この絵の主人公で武勇に優れた
鎌倉時代初期の武将、朝比奈三郎義秀。数々の伝説に彩られた
人物として物語や歌舞伎にも度々登場する。のちに北条氏に反
旗を翻した和田義盛の三男で、安房国朝夷郡（あさいぐん）（現在
の千葉県南房総あたり）に生まれたのでその名がある。ここに
描かれているのは、鎌倉時代の歴史書『吾妻鏡』に登場する一場
面。正治2年（1200）9月2日、源頼家（みなもとのよりいえ）は小
壺（現在の神奈川県逗子市小坪）の海辺を遊覧した際に、いつも
のように御家人たちに武芸の披露を行わせた。その後、海上に
船を浮かべて酒を振舞っていた時に、泳ぎの名人との評判が高
かった義秀にその技を披露するように命じた。そこで義秀は見
事な泳ぎを見せた挙句、海中に潜ると生きた鮫を3匹捕まえて浮
上してきた。驚いた船上の人々は義秀を喝采で迎えた。鮫はこ
こでは鰐として表現されている。この鰐は、江戸時代後期の蘭
学者、森島中良が著した『紅毛雑話』（天明7年（1787）刊行）に掲
載されている「カイマン」の図をもとに描かれており、その後も
同じく国芳の「讃岐院眷属をして為朝をすくふ図」（嘉永4年
（1851））にも鰐鮫として登場する。

相馬の古内裏
山東京伝の読本『善知安方忠義伝』に取材した本図は、国芳の代
表作の１点。相馬の古内裏は、相馬小次郎こと平将門が下総国
に建てた屋敷で、将門の乱の際に荒れ果ててしまっていた廃
屋。妖術を授かった将門の遺児滝夜叉姫と良門は、父の遺志を
継いでこの廃屋に仲間を募り、やがて妖怪が出没するようにな
る。それを知った源頼信の家臣、大宅太郎光国は妖怪を退治し
てその陰謀を阻止する。原作では複数の骸骨が現れるが、国芳
はこれを巨大な一体の骸骨に置き換えることによって、迫力あ
る画面構成を生み出すことに成功している。

里すゞめねぐらの仮宿
天保の改革によって役者絵や遊女に関わる絵が禁止され、浮世
絵界は大打撃を受けたが、国芳は役者や遊女を動物に見立てて
描き、その規制をかいくぐり、ユーモア溢れる世界を創出した。
本図は吉原の格子先の賑わいが題材となっている。弘化2年
（1845）の暮れ、吉原が火災に遭い、仮宅（吉原以外の仮の営業
所）での営業を余儀なくされた模様を取り上げているが、先の理
由で、登場人物全てを雀の姿に見立てて描いたのが本図であ
る。

みかけハこハゐがとんだいゝ人だ
戯画のうち「寄せ絵」と呼ばれるもので、人間の目、鼻、口から眉
毛、丁髷にいたるまで、そしておそらくは着物の中の身体つきに
ついても、さまざまな姿態の人間を組み合わせて表現するとい
うユニークな趣向に富んだ作品。西洋の画家・アルチンボルト
が植物や果物などを使い、同じ手法で人体を表現する試みをし
ているが、両者の関係性については定かでない。また着物の文
様から鎌倉時代の武将・朝比奈義秀の関係性も取り沙汰されて
いる。

名所江戸百景　浅草田圃酉の町詣
格子の外を見つめる猫の後ろ姿が可愛らしく印象的だが、格子
窓のこの部屋は吉原の妓楼の二階であろう。飼い主の遊女は接
客中のようで、畳には客が持参したものか、浅草の鷲神社の酉の
市土産の熊手型の簪が転がっている。窓の外には浅草の田んぼ
の向こうに熊手を持って行き交う人々の姿が描かれ、遠く富士
山と空高く雁行する雁の群れが見える。空は夕日に赤く染まっ
て、吉原も忙しくなる頃合いである。猫は、縁起物の熊手を買い
求める参詣客で賑わう酉の市の喧騒に耳をそばだてているよう
だ。

名所江戸百景　深川洲崎十万坪
「十万坪」は現在の江東区千田および千石周辺に当たる。享保8
年（1723）から行われた干潟の埋め立てにより10万坪に及ぶ新
田が開発されたため、「十万坪」と呼ばれていた。高潮の被害が
発生するなど居住には適さない土地で、一時幕府が鋳銭場（いせ
んば）を置いたりしたが、寛政8年（1796）には）には一橋（ひとつ
ばし）徳川家の所有となった。江戸時代後期には、この付近は春
の海辺での潮干狩りや初日の出、月見を楽しめる名所として人
気を集めるようになり、海岸に面した洲崎弁天社（すさきべんて
んしゃ）（現在の洲崎神社）にも多くの参拝者が訪れていた。天
保年間に出版された広重の『東都名所』や『江都名所』などのシ
リーズでは、そのような潮干狩りや初日の出、洲崎弁天社の賑わ
いの様子が描かれている。広重は『名所江戸百景』で再び同地を
描くにあたり、それまで描いた題材から大きく趣向を変えて、海
側からの鳥瞰（ちょうかん）という大胆な構図によって、湿地帯
の荒涼とした冬の雪景として描き出した。しんしんと雪が舞う
浜辺に静けさが漂う一方で、大きく翼を広げた鷲が上空から獲
物を狙う様子は躍動感に溢れており、この静と動の対比が本作
の大きな魅力となっている。遠方には、富士山と並ぶ関東の霊
峰、筑波山が静かに下界を見下ろしている。

鯱形兜
兜鉢は薄鉄の五枚張りで、その上に鯱の形を和紙で厚く張り抜
いてある。全体を厚く漆で塗り固め、口と鼻孔は朱漆塗り。目は
金胴の薄板を貼り付け、錏（しころ）は鉄板付盛上札を朱漆塗り
とし、その上から黒漆を塗っている。日根野形五段を紫絲威と
し、吹返しは一段丸形で、黒漆塗りとして銀の覆輪をめぐらせ
る。作域は、張り抜き技術、漆仕事にすぐれ、まとまりのよい張
懸兜である。

源平合戦図屏風
源平合戦の中でも有名な一の谷合戦を右隻に、左隻に屋島合戦
を描く。右隻には平家の陣屋の後方から攻め入ろうとする、源
義経によるいわゆる「鵯越の逆落とし」の場面や、熊谷直実と平
敦盛による「敦盛最期」のシーンが描かれる。左隻には陣屋に攻
め入る義経軍と海上に逃れる平家の軍勢とが、陸上と海上に対
峙する屋島合戦の模様を描く。所狭しと金雲をあしらい、極彩
色と繊細なタッチで兵士一人一人の表情まで丹念に描き、見る
者を魅了する。

後三年合戦絵巻（写）
後三年の役は永保3年（1083）から5年間、奥羽の清原氏の血族の
争いからおこった合戦で、陸奥守源義家と奥羽の豪族清原一族
の間で戦われ、義家はこの乱によって武名をあげ、またこの乱が
奥州藤原氏繁栄の基礎ともなった。後三年合戦絵巻は鎌倉期の
代表的戦記絵巻であり、元々播磨の池田家の重宝として伝世し
たが、現在は東京国立博物館の所蔵となっている。本作はその
写本である。特に凄惨な合戦の場面は観る者の眼を引きつけ
る。

川中島百勇将戦之内　義将  武田左馬之助
武田左馬之助信繁は武田信玄の弟。知勇に優れ、武田の副大将
として信玄の右腕となって活躍した。川中島の合戦では、死を
覚悟した信繁は家臣に息子への形見を託して、討死したとされ
る。『甲陽軍鑑」では「毎事相整う真の副将なり」と評され、嫡子
武田信豊に残した「武田信繁家訓」は、江戸時代の武士の心得と
して広く読み継がれていた。まさしく文武両道の士として人気
を博していた。

宇治川先陣
『平家物語』に登場する「宇治川の戦い」の一場面。平安時代末期
の寿永3年（1184）1月、木曽義仲と源頼朝が派遣した源範頼・源
義経との間で行われた合戦の様子が描かれる。雪解け水で増水
して激流が渦巻く宇治川を前に、先陣争いをする２騎の武者、
佐々木四郎高綱（ささきしろうたかつな）と梶原源太景季（かじ
わらげんたかげすえ）。頼朝より賜った名馬「生唼（池月）いけづ
き」を駆る高綱は何としても先陣を切りたい。そこで先を行く
景季に馬の腹帯が緩んでいると声をかける。慌てて帯を締め直
す景季。その横を追い越し、川に飛び込む高綱。当代一の名馬
「生唼（池月）」（いけづき）は、宇治川の速い流れを、力強く一文
字に対岸へと渡りきる。磨墨（するすみ）に乗った景季は、流れ
に押し流されて遥か下流の岸へ。見事先陣を切った高綱は、大
声で名乗りをあげながら敵陣に突撃したのである。画面中央、
連銭葦毛（れんぜんあしげ）の馬にまたがる勇壮な武者姿の人物
が佐々木四郎高綱。波しぶきを上げながら勢いよく岸に駆け上
がっている。その右側後方には、黒馬とともに必死に川を渡る
梶原源太景季の姿がある。

四条畷手の戦い
ここに描かれているのは、楠木正成の息子正行が壮絶な討ち死
を遂げた四條畷の戦いである。四條畷は現在の大阪府四條畷市
にあたる。正行は父正成の死後、南朝方として北朝の足利尊氏
を討つべく準備をしていた。父譲りの戦略でいくつかの戦では
勝利を得たものの、勢力の差はいかんともしがたかった。四條
畷において、決死の覚悟で敵陣に突っ込み、無数の弓矢を射かけ
られるなか敵の大将高師直まであと一歩とせまるが取り逃が
し、最後は自刃して果てたと言い伝える。この模様は「太平記」
に詳しく書かれ、忠孝の父子として江戸の庶民に広く読み継が
れていた。

鉄錆地六十二間筋兜　三日月前立
筋兜は南北朝から室町時代に用いられた兜の一形式。縦に細長
い薄い鉄板を順々に重ね並べ、それを小さい鋲で留め、鋲頭を平
らに叩きつぶして鉄板の重ね目（筋）だけを見せた兜である。鉄
板の数により何間の兜と呼び、本作は六十二の鉄板数から六十
二間となる。吹返には牧野家伝来を示す三ツ柏紋が施され、前
立は煉革に金箔を押した大三日月が置かれている。

鉄錆地六十二間筋兜　鹿角脇立
本作は、六十二間の筋兜の代表的なものの一つ。兜鉢の周囲に
取り付けられた錣は、金漆塗りの地に古代紫糸を切付小札で五
段に威しており、装飾物の脇立には、木彫に金箔を押した鹿角型
のものを置いている。吹返の「六文銭」から、信州（現在の長野）
の松代城主真田家伝来の兜と知ることができる。

白糸裾萌葱紺威鎧　兜・大袖・小具足付
幕末の薩摩藩主島津斉彬が着用したと伝えられる大鎧。制作当
初の状態で各部が完全に揃っているものとして、大変貴重であ
る。兜の鉢は、古く鎌倉時代のものを転用しており、各所に取り
付けられた金具の装飾は豪華な作りで、他に例を見ないほど手
の込んだ金具である。また胴前面の獅子牡丹文様の弦走の韋、
籠手の蒔絵に加え、白色、萌黄色、紺色の三段の威絲など、全体
に勇壮さ、重厚さに優雅さ、軽快さの感じられる上品な作風であ
る。

［重要文化財］太刀　銘　一
本作は、身幅広く腰反り高く、中鋒詰まって猪首になるなど鎌倉
時代中期の力強い太刀姿を呈し、平肉も良く付き、往時の姿を留
め、よく練れた地鉄には乱れ映りが立ち、足・葉が豊富に入り、
華やかな重花丁子に蛙子丁字を交えた大模様の刃文は力強さと
迫力に満ちており、福岡一文字派の真価が十二分に発揮された
屈指の一口といえる。細川護貞氏旧蔵。昭和25年、国の重要文
化財に指定されている。

刀　銘　和泉守藤原兼定作
本作は、先反りの付いた典型的な末古刀姿で、鍛えは板目肌が流
れて柾がかり、地沸が厚くつき、関物特有の白け映りが立つ。刃
文は、互の目に小湾たれ、尖り刃、丁子など交じり小足入り、匂
い口締まりごころに小沸つく。茎の鑢目は鷹の羽、目釘孔横、鎬
地に和泉守藤原兼定作とノサダ八字銘がある。この刀は、ノサ
ダの優れた技量が発揮された代表作といえる。

刀　銘　長曽祢興里入道乕徹／（金象嵌）寛文五年十二月十六
日　山野加右衛門六十八歳永久（花押）　四ツ胴截断
本作は、反浅く、鋒がつまり、鎬幅広く鋭い感じがする姿。地鉄
は小板目がよく詰み美しく、刃文は、湾たれて刃縁に小沸が微塵
につき明るく冴えるなど、まさに虎徹の典型作である。なお、虎
徹の刀には、本刀のように幕府の試役を勤めた山野加右衛門永
久、同勘十郎久英親子の裁断金象嵌銘を入れたものが多数ある
のも特徴である。一般に三ツ胴以上の截断銘は少なく、四ツ胴
截断銘の入る本作は、虎徹の作の中で最も切れた記録を残すも
のの一つ。

刀　銘　武蔵守藤原兼中／越前住

白菊図屏風
垣根の周囲を覆い尽くすように咲き誇った大ぶりの白菊に花の
持つ強い生命力を感じる。六曲一双という金地の大画面に白菊
と垣根、土坡、水流のみを描く豪快な表現様式は桃山時代全体の
障屏画における大きな特長といえる。中でも自然そのものが持
つ美しさを単純かつ明快に表現した大らかな作風は長谷川派の
それに近いものを感じさせる。垣根や水流に変化を持たせなが
ら、主題である白菊の端正な美しさを見事に伝えた桃山障屏画
の品格溢れる名品。

松桜図屏風
画面を対角線で区切るように夥しいまでの松の緑の塊が連な
り、左上方の金地空間と鮮やかな拮抗をなす斬新で奇抜な構
図。松といえば養源院の《松図襖》が有名であるが、本作では松
の葉をより簡略化して描いている。松の樹間には宗達がモティ
ーフとして採用した槙や檜も描かれており、宗達作品を想起さ
せる。右上部の八重桜は、独特の盛り上げ彩色による厚みを備
え、松葉の群れに負けじと咲き誇って、画面にひときわ興趣を添
えている。

波濤図屏風
比較的小さな寸法に仕立てられた八曲一隻の屏風。画面右下に
「対青印」らしき朱文円印があるが、にわかには判読しがたい。
本作では俵屋宗達・尾形光琳の双方が描いた《松島図》にも見ら
れる波頭の図案が簡潔にリズムよく描かれ、波の躍動感を伝え
ている。波形の描写は波の外側にだけ濃い群青色を引き輪郭を
際立たせ、波頭部に胡粉で白を着彩し、飛沫や波のうねりの部分
に金泥の線で調子をつけて仕上げている。

白梅図屏風
しなやかに枝を伸ばし、ちらほらと蕾が咲きだした梅を、金地の
対角線状に配置した意匠性の高い作品である。画面の上下をは
み出して描かれた梅は枝振りや幹の一部のみを描き、独特の形
態の美しさを捉えて簡潔にまとめ上げられている。薄墨のたら
し込みで表された樹幹に、点苔として加えられた緑青が潤いを
感じさせる。梅の花は尾形光琳がよく用いたモティーフで、花
弁をひとつなぎの輪郭線のみで描いた梅は「光琳梅」とも称され
た。

白梅図
花弁の描写を略し、花の輪郭だけを捉えた世に言う「光琳梅」と
呼ばれる意匠化された梅の花と、たらし込みの技法を駆使した
幹の表現は、琳派を継承した抱一の確かな技量を感じさせる。
上部には「梅の花 八千代の春に 匂うとも 赤く色香の なとこも
るらん」との歌が添えられている。この歌の作者は京都出身の
国学者であり歌人の富士谷御杖で、おそらく抱一と何らかの交
友をもっていたと考えられる。

萩月図襖
萩と月は秋を表す好画題といえよう。左右から伸びた紅白の萩
は緩やかな動きをもって、対角線上に配置されている。花房と
葉の表現には、輪郭線を引かず色の階調を作る付け立ての技法
がとられ、葉の葉脈には金泥が施されている。月下の葉色に変
化をつけ、絹地の背景に銀泥を引くことで月光を演出するなど、
こうした其一の細部へのこだわりが画面に程よい緊張感をもた
らすとともに、江戸琳派特有の美麗で瀟洒な品格を醸し出して
いる。

風神雷神図襖
俵屋宗達、尾形光琳、酒井抱一という琳派の巨匠たちによって手
がけられてきた重要画題である「風神雷神図」を抱一の高弟其一
が再構成した作品。3人の巨匠が二曲の金地屏風に二神を収め
たのに対し、其一は絹本の襖四面に各々を描いた。この襖絵は
元々4面が表裏にくるよう仕立てられていたという。白と緑の
軽やかな色彩を得た風神・雷神は、墨の滲みを使った柔らかな雲
を従えて、与えられた広々とした空間を我が物顔で支配してい
る。其一は、師である酒井抱一とともに、大らかで典雅な気風の
京琳派に対して、瀟洒で機知的な近代性を併せもった「江戸琳
派」を確立させた。本作では風神・雷神の二神の胴体・腕・足の凹
凸を表す描線や目玉の周囲にわずかな陰影を施し、立体性をよ
り強調しているのが見て取れ、他の3巨匠にはないリアリティへ
の追求が窺える。落款には「為三堂」「噲々」の印、「祝琳斎其一」
の署名がなされており、抱一の死後、其一独自の作風を確立しゆ
く30代半ばから40代後半の充溢した時代の作と考えられる。

白鳳図
現在、雪佳の描いた「白鳳図」としてよく知られるのは、大正時
代末頃の制作の双幅《朝陽老松・白鳳図》（個人蔵）と、昭和天皇
即位の大礼の際に制作された《白鳳図》（細見美術館蔵）である。
いずれの作品も本作と類似しており、白鳳の首の角度や顔の表
情が違うものの、身体の向きはほぼ同じである。白鳳は松の幹
にとまり、視線の先にいる何者かを威嚇するような表情を見せ
る。松と白鳳という取り合わせは、伊藤若冲の《動植綵絵 老松
白鳳図》（宮内庁三の丸尚蔵館蔵）を想起させるが、その描法を
見ると、大らかな線で描かれた白鳳に、たらし込みの技法を使っ
た松の幹、こんもりとした松葉の塊など、琳派作品から継承した
画技が冴えわたっている。落款・印章から制作時期は大正末頃
から昭和初期あたりと推測される。

［重要美術品］宸翰  朗詠断簡
後柏原天皇の筆による唐の詩人・白居易の詩「華陽洞裏　秋壇
上　今夜清光　此處多」と平安時代中期の歌人・藤原雅正の和歌
「いつとても　月みぬ　あきは　なき物　を　わきて今夜の　
めづらしき哉」（『後撰和歌集』）の書写。

［重要美術品］宸翰  朗詠断簡
　後柏原天皇の筆による『和漢朗詠集』の書写。後柏原天皇は後
土御門天皇を父とし、その死去を受けて即位した。在位は1500
年～1526年。土御門天皇と同様、応仁の戦乱で衰退した朝儀（ち
ょうぎ）の再興に尽力する一方、詩歌や管弦などにも長け、歌集
『柏玉集（はくぎょくしゅう）』をまとめている。　写されている
のは『和漢朗詠集』巻下、慶賀に収められている橘正通（たちば
なのまさみち）の漢詩と、作者未詳の和歌である。まず漢詩は
「君と私は、花月などを愛でながら交流を深めてきた。しかし、
今君は高貴な身分の人となり、微官に留まっている私とは天地
ほども離れてしまい、目に届かなくなってしまった」と訳せ、旧
友への今昔の感を読み取ることができる。　続く和歌は、「昔は
嬉しさを袖に包んだというが、今宵の私の嬉しさは袖に包むど
ころか、身にも余ってしまうほどである」と訳せる。『和漢朗詠
集』では、この歌に作者名は付されていないが、『撰集抄（せんじ
ゅうしょう）』では、藤原斉信（ただのぶ）より先に昇進した藤原
公任（きんとう）の喜びを表した歌として出ている。しかし『公
任集』（自撰和歌集）では見ることができない。［解読文］「花月一
窓　交昔眤　雲泥万里　眼今窮」「うれしさをむかし　は袖に
つゝみけり　こよひは身にも　余りぬるかな」［書き下し文・現
代表記］「花月一窓（かげついっそう）交（まじわ）り昔眤（むつま）

［重要美術品］宸翰  御色紙
後陽成天皇の筆による鎌倉時代前期の歌人・藤原家隆の和歌「秋
の夜の月　やをしまの　あまの原　明方ちかき　おきの釣舟」
（『新古今和歌集』）の書写。

［重要美術品］宸翰  古歌御色紙
上下二段に割った色紙に金銀泥で肥痩のある流麗な書体で『源
氏物語』にある和歌を散らし書きにしている。後陽成天皇の筆
による帚木の巻にある男女が詠み交わす和歌の書写。［解読文］
「琴のねも　月もえ　ならぬ　宿ながら　つれなき　人を引
や　とめける」「こがらし　に　吹きあわす　める　笛の音を　
ひき　とどむべき　ことの葉ぞ　なき」［書き下し文・現代表記］
「琴の音も月もえならぬ宿ながらつれなき人を引きやとめける」
「こがらしに吹きあわすめる笛の音をひきとどむべきことの葉
ぞなき」

"最初のノート#検索キーワードを入力 $



 

 

トップ !ギャラリー! THIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術の名宝～　オンライン展覧会

THIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術の名宝～　オ
ンライン展覧会
でぃす　いず　じゃぱん　いん　とーきょー　えいえんのにほんびじゅつのめいほう　おんらいんてんらんかい

東京富士美術館で2020年9月1日から11月29日まで開催された企画展「THIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術の名
宝～」展のオンライン展覧会です。

ごあいさつ

2019年9月、ICOM（国際博物館会議）京都大会を記念して、東京富士美術館が所蔵する日本美術の名品から選りすぐった「百
花繚乱　ニッポン×ビジュツ」展が、京都文化博物館にて開催され、京都を訪れた訪日外国人をはじめ、多くの来館者から好
評を博しました。本展はその里帰り展となるものです。

当館が所蔵する日本美術作品は、平安時代から近現代に至る多様な分野にわたっています。本展では千年の歴史の中で育
まれてきた日本文化の豊穣な芸術世界のエッセンスをコンパクトにわかりやすく楽しむことができるように「キモカワ」
「サムライ」「デザイン」「黄金」「四季」「富士山」など日本美術を特色付けるキーワードを通し、ニッポンのビジュツを俯瞰的
に横断します。絵画、浮世絵版画、漆工、刀剣、武具甲冑などの多様な分野におよぶ93点の名品を通して、日本の歴史と文化
の多様性について理解していただけるとともに、日本美術の豊かさに触れる絶好の機会となるでしょう。

本展は、東京富士美術館がこれまで世界各国の政府・文化機関等の要請を受けて、海外15カ国1地域で24回にわたり開催し
てきた、当館所蔵日本美術の名宝展の集大成ともいえる展覧会です。来館者の皆さまにとって本展が、日本の歴史と文化の
多様性や、日本美術の豊かさに触れる機会となれば幸いです。

展覧会紹介映像（YouTubeYouTube）

見る

THIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術の名…

「THIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術の名宝～」展ムービー（日本語版）
展覧会の見どころについて学芸員による解説をつけた約15分の特別映像で詳しくご紹介します。

目次

ごあいさつ

展覧会紹介映像（YouTube）

キモカワ × 日本美術　"Kawaii" Japan

サムライ × 日本美術　Samurai Japan

デザイン × 日本美術　"Rimpa" Design Japan

黄金の国 × 日本美術　Gold Japan

四季 × 日本美術　Four Seasons Japan

富士山 × 日本美術　Mt. Fuji Japan

海外で開催された当館所蔵品による日本美術展一覧

関連リンク

東京富士美公認ウェブショップ MUSEK STORE

キモカワ ×  × 日本美術　"Kawaii" Japan"Kawaii" Japan

日本美術に登場するモチーフは、現代の私たちから見ると、ときに大変かわいく思われます。たとえば、円山応挙の描く犬
や、長澤蘆雪の描くウサギは愛おしさを感じさせるカワイイ魅力を放っています。一方、曾我蕭白の描く仙人、東洲斎写楽
の描く人物などは、デフォルメが強く、気持ち悪さや不気味さを持ちながらも、それゆえに可愛らしく感じられる、今でい
う「キモカワ」的な印象を受けるかもしれません。「カワイイ」｢キモカワ｣の持つ多義的な魅力は、日本美術の特徴の一つと
もいえるかもしれません。

サムライ ×  × 日本美術　Samurai JapanSamurai Japan

絵巻や屏風などの合戦絵に描かれた武士は、武具甲冑を身に帯び、日本独自の戦闘図の主人公として存在感を示していま
す。そしてもともと武士の身の回りの実用品でありながら、現在は「美術品」として鑑賞される武器や武具の数々。現在見
ることができる武士の遺品は、消費され失われた多くの実用品とは一線を画し、いずれも当時の武士のこだわりや美意識
を反映し、贅を尽くした逸品です。刀剣はぜひ武士が手に取って鑑賞したスタイルで名刀の美をあますところなくお楽し
みください。

デザイン ×  × 日本美術　"Rimpa" Design Japan"Rimpa" Design Japan

俵屋宗達に始まり、尾形光琳が発展させ、酒井抱一や鈴木其一に代表される「琳派」の絵師。彼らの活動は、直接の師弟関係
によらず江戸時代を横断し、京都から江戸へ広がり、絵画や工芸をまたぐという既成の流派の概念に収まらないものでし
た。宗達、光琳、抱一、其一と描き継がれた風神雷神図、其一は抱一までの二曲一双で並び立つ二神を、大胆に襖四面の広大
な空間の表裏に描き分けます。斬新な発想力に由来する独自の造形＝デザインに彼らの真骨頂があります。
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［重要美術品］猛虎図
右奥から流れ出る水流の縁に手をかけて佇む虎。その口元を見
ると薄く彩色があり、口を開けているのか、舌を出しているのか
は判別できないが、水をありつこうとする瞬間を捉えていると
分かる。周囲を窺うような視線を送る表情は、まるで猫のよう
で愛くるしい。大胆な余白の活用が尚信画の特長ともいえる
が、ここでも横長の大きな画面に余計なものは描かず、主題に視
線を向かせるようなすっきりとした画面構成が見られる。

象図
象を画面いっぱいに真正面から描く。細長い画面を逆手にとっ
た意表を突く大胆な構図である。象の背景となる部分を全て墨
で塗りつぶし、象を着色せず引き立てる手法も効果的で、これは
拓版画の効果を肉筆画に応用したものと推測される。単純な作
風に見えるが、淡墨と濃墨を細心の配慮を払って用いているこ
とが理解できる。背中を三本の曲線だけで表わすなど抽象化さ
れていて興味深い。その落款と印章から若冲70歳代半ばの作と
知れる。享保13年（1728）、第8代将軍徳川吉宗の要請で実際の
象が日本に持ち込まれ、その翌年、長崎から江戸まで歩いて移動
したという。14歳を迎えた若冲は、おそらく京都の地でその象
を実見したとみられる。本作は、実際に見たであろう象の記憶
そのままに、畳一畳近くある大型の画牋紙からはみ出るほどの
迫力で描かれている。若冲が手がけた「正面書きの象」は、代表
作として名高い「樹下鳥獣図屏風」「鳥獣花木図屏風」を合わせ
て、現在確認できるのは5点のみ。本作はそのうちの稀少な1点
である。

群鶏図
雄鶏の奥から雌鶏が顔を出し、手前に描かれた雛を見守ってい
る。雄鶏の姿は鶏冠や肉髥から羽、尾、脚にいたるまで濃密に描
かれているのに比べ、雌鶏と雛が単純化されているため、見逃し
てしまいそうな構図である。雄鶏の背中の羽の部分にはわずか
ではあるが、墨の滲みの効果を利用した若冲特有のいわゆる「筋
目描き」の描写も見られる。左端に記された落款には「米斗翁行
年七十九歳画」とあり、若冲が天明8年（1788）の天明の大火後に
石峰寺（現在の京都市伏見区深草）の門前に構えた庵で制作して
いた時期でもある寛政6年（1794）の作と分かる。

鶏図
若冲は庭に鶏を数十羽飼い、写生していたことで知られる。本
作ではそのうちの1羽を捉えたものであろうか、米俵に乗り、ま
るでサーカスのように片脚でバランスをとる鶏が描かれる。正
面向きの鶏は若冲の代表作である《動植綵絵 群鶏図》（宮内庁三
の丸尚蔵館蔵）や《仙人掌群鶏図》（西福寺蔵）にも登場するが、
横向きの鶏に比べ、よりユニークな表情を見せる。本作は粗く
描かれたように見えるが、米俵のしめ縄や、鶏の顔、羽、脚にい
たるまで墨の濃淡を使い、丁寧に描写しており、よく見ると鶏冠
や肉髯には微細な点状の模様が施されている。

鶴図屏風
六曲一隻屏風に墨画淡彩で二羽の鶴を描く。鶴の周囲を外隈が
施され、その白い身体が強調され、さらに頭部に用いられた朱が
アクセントとなり効果的である。鶴の表現や、速筆で描かれた
画面を突き抜ける大きな松、没骨で描かれた下草類などに蕭白
の水墨技術が看取される。画面左に後補があり、引手跡も確認
できることから、襖が屏風形式に改装されたことがわかる。作
風、落款、印章などから20代末から30代前半頃の制作と考えら
れる。

亀寿老図（亀仙人）
太い尾のような苔を従えた亀は蓑亀ともいわれ、吉祥の図案と
してよく絵画に用いられた。亀に乗る仙人は中国の仙人につい
てまとめた『列仙伝』（巻之二）に登場する黄安仙人が知られる。
同書には「赤い銅色の身体を露出し、年中衣服を着ることがなか
った」とあり、その容姿について挿絵入りで紹介した『繪本故事
談』には亀の上に乗り、伸び切った髪と髭を生やした半裸姿の
黄安仙人が描かれている。しかし本作に見られる仙人は、服を
着込み、長い禿頭が特徴的に描かれ、明らかに七福神の一人であ
る寿老人を思わせる風貌をしている。現に亀に乗る寿老人をモ
ティーフとした絵画や置物なども残っていることから、本作の
ように別の仙人を七福神に見立てた図案が、蕭白の生きた時代
に吉祥図の一つとして流通していたということも考えられる。
いずれにしても、やや企み顔の仙人と存在感のある亀の顔つき
に蕭白特有の愛嬌があり面白い。また、もう一つ注目すべきは
本作に付された印（朱文壺印）である。この印は元々正方形であ
ったが、時代を経て欠損が進み、印影がまるで壺の形のように変
化することで知られる。蕭白作品には珍しく「安永七戊戌春」と
の年記が入った《蘭亭曲水図》（個人蔵）には、本作よりもやや欠
損が進む前の状態にある朱文壺印が見られることから、本作は
安永7年（1778）以降に描かれたものと推察することができる。

蝦蟇仙人図
蝦蟇仙人は中国の仙人葛玄あるいは劉海蟾をさす。3本足の蝦
蟇（ヒキガエル）を操るとされる。仙人はお腹の着衣の中に蝦蟇
を抱え、西王母と蝦蟇との逸話にちなみ仙桃を想起させる桃の
枝を手にしている。蝦蟇仙人は鉄枴仙人との対で描かれること
が多いが、本作もそうした対幅のうちの一幅と考えるのも面白
い。いずれにしても「曾我暉雄」「蕭白」「鸞山」印とその状態から
して30代前半頃の比較的早い時期の作と考えられる。

狗子之図
3匹の仔犬が愛らしい表情を見せながら佇んでいる。画面左側
に何か興味をそそるものがあったのだろう、2匹は左に視線を送
っており、その心の動きをも感じ取ることができる。明和8年
（1771）頃には《写生図巻》を制作し、小動物を複数の角度から写
生して残している。「狗子図」では天明4年（1784）に手がけた
《朝顔狗子図杉戸絵》が代表的であるが、本作はその後、人気を
博した応挙の狗子図の派生作品の一つといえる。

南天に雪兎図
雪に佇む2匹の兎。一見して、師である円山応挙の《木賊兎図》
（天明6年［1786］作）を想起させる。本作は楷書体の署名や白文
方印から盧雪の作画の最初期にあたる天明元年頃の作とみられ
る。この頃の盧雪は応挙の画風に忠実に描くことが多かった。
本作に登場する黒と白が混じる兎は、応挙が明和7-安永元年
（1771-72）に手がけた《写生図巻・甲巻》にも描きとめられてお
り、盧雪はおそらくこれを参考に制作したのではないかと推察
される。

うそ姫の縁起（ふくろふ）
御伽草子絵巻。加賀国に住む83歳の梟（ふくろう）は、美しい鷽
（うそ）姫に一目惚れする。山雀（やまがら）の協力で片思いは実
り、姫の心をつかめなかった諸鳥は恋の歌を詠む。しかし、失恋
した鷲（わし）は逆上して姫を殺害、梟は出家し、彼女の菩提を弔
ったという。大型奈良絵本を改装したこの絵巻は物語後半を欠
くが、数少ない『ふくろふ』の作例として貴重。華麗な挿絵には、
当時の機智なども盛りこまれている。例えば、山雀の前に胡桃
が置かれているのは、慣用表現の「山雀が胡桃回す」（もてあまし
ていじり回すの意）を踏まえたものである。

市川鰕蔵の竹村定之進
寛政6年（1794）の5月に河原崎座で上演された「恋女房染分手
綱」の一場面で、前半の山場・道成寺の主役である能師役の竹村
定之進を描いたもの。演ずる市川鰕蔵は5世市川団十郎のこと
で、当代随一の名優と謳われた。大ぶりの体格、彫りの深い顔と
顔全体を使った豊かな表情が、この役者がもつ堂々たる風格を
伝えてくれる。また定之進の顔、襟や裃の描線、組まれた両手と
がリズミカルかつ安定した構図を巧みに演出している。

源頼家公鎌倉小壺ノ海遊覧　朝夷義秀雌雄鰐を捕ふ圖
海中で鰐を捕まえているのは、この絵の主人公で武勇に優れた
鎌倉時代初期の武将、朝比奈三郎義秀。数々の伝説に彩られた
人物として物語や歌舞伎にも度々登場する。のちに北条氏に反
旗を翻した和田義盛の三男で、安房国朝夷郡（あさいぐん）（現在
の千葉県南房総あたり）に生まれたのでその名がある。ここに
描かれているのは、鎌倉時代の歴史書『吾妻鏡』に登場する一場
面。正治2年（1200）9月2日、源頼家（みなもとのよりいえ）は小
壺（現在の神奈川県逗子市小坪）の海辺を遊覧した際に、いつも
のように御家人たちに武芸の披露を行わせた。その後、海上に
船を浮かべて酒を振舞っていた時に、泳ぎの名人との評判が高
かった義秀にその技を披露するように命じた。そこで義秀は見
事な泳ぎを見せた挙句、海中に潜ると生きた鮫を3匹捕まえて浮
上してきた。驚いた船上の人々は義秀を喝采で迎えた。鮫はこ
こでは鰐として表現されている。この鰐は、江戸時代後期の蘭
学者、森島中良が著した『紅毛雑話』（天明7年（1787）刊行）に掲
載されている「カイマン」の図をもとに描かれており、その後も
同じく国芳の「讃岐院眷属をして為朝をすくふ図」（嘉永4年
（1851））にも鰐鮫として登場する。

相馬の古内裏
山東京伝の読本『善知安方忠義伝』に取材した本図は、国芳の代
表作の１点。相馬の古内裏は、相馬小次郎こと平将門が下総国
に建てた屋敷で、将門の乱の際に荒れ果ててしまっていた廃
屋。妖術を授かった将門の遺児滝夜叉姫と良門は、父の遺志を
継いでこの廃屋に仲間を募り、やがて妖怪が出没するようにな
る。それを知った源頼信の家臣、大宅太郎光国は妖怪を退治し
てその陰謀を阻止する。原作では複数の骸骨が現れるが、国芳
はこれを巨大な一体の骸骨に置き換えることによって、迫力あ
る画面構成を生み出すことに成功している。

里すゞめねぐらの仮宿
天保の改革によって役者絵や遊女に関わる絵が禁止され、浮世
絵界は大打撃を受けたが、国芳は役者や遊女を動物に見立てて
描き、その規制をかいくぐり、ユーモア溢れる世界を創出した。
本図は吉原の格子先の賑わいが題材となっている。弘化2年
（1845）の暮れ、吉原が火災に遭い、仮宅（吉原以外の仮の営業
所）での営業を余儀なくされた模様を取り上げているが、先の理
由で、登場人物全てを雀の姿に見立てて描いたのが本図であ
る。

みかけハこハゐがとんだいゝ人だ
戯画のうち「寄せ絵」と呼ばれるもので、人間の目、鼻、口から眉
毛、丁髷にいたるまで、そしておそらくは着物の中の身体つきに
ついても、さまざまな姿態の人間を組み合わせて表現するとい
うユニークな趣向に富んだ作品。西洋の画家・アルチンボルト
が植物や果物などを使い、同じ手法で人体を表現する試みをし
ているが、両者の関係性については定かでない。また着物の文
様から鎌倉時代の武将・朝比奈義秀の関係性も取り沙汰されて
いる。

名所江戸百景　浅草田圃酉の町詣
格子の外を見つめる猫の後ろ姿が可愛らしく印象的だが、格子
窓のこの部屋は吉原の妓楼の二階であろう。飼い主の遊女は接
客中のようで、畳には客が持参したものか、浅草の鷲神社の酉の
市土産の熊手型の簪が転がっている。窓の外には浅草の田んぼ
の向こうに熊手を持って行き交う人々の姿が描かれ、遠く富士
山と空高く雁行する雁の群れが見える。空は夕日に赤く染まっ
て、吉原も忙しくなる頃合いである。猫は、縁起物の熊手を買い
求める参詣客で賑わう酉の市の喧騒に耳をそばだてているよう
だ。

名所江戸百景　深川洲崎十万坪
「十万坪」は現在の江東区千田および千石周辺に当たる。享保8
年（1723）から行われた干潟の埋め立てにより10万坪に及ぶ新
田が開発されたため、「十万坪」と呼ばれていた。高潮の被害が
発生するなど居住には適さない土地で、一時幕府が鋳銭場（いせ
んば）を置いたりしたが、寛政8年（1796）には）には一橋（ひとつ
ばし）徳川家の所有となった。江戸時代後期には、この付近は春
の海辺での潮干狩りや初日の出、月見を楽しめる名所として人
気を集めるようになり、海岸に面した洲崎弁天社（すさきべんて
んしゃ）（現在の洲崎神社）にも多くの参拝者が訪れていた。天
保年間に出版された広重の『東都名所』や『江都名所』などのシ
リーズでは、そのような潮干狩りや初日の出、洲崎弁天社の賑わ
いの様子が描かれている。広重は『名所江戸百景』で再び同地を
描くにあたり、それまで描いた題材から大きく趣向を変えて、海
側からの鳥瞰（ちょうかん）という大胆な構図によって、湿地帯
の荒涼とした冬の雪景として描き出した。しんしんと雪が舞う
浜辺に静けさが漂う一方で、大きく翼を広げた鷲が上空から獲
物を狙う様子は躍動感に溢れており、この静と動の対比が本作
の大きな魅力となっている。遠方には、富士山と並ぶ関東の霊
峰、筑波山が静かに下界を見下ろしている。

鯱形兜
兜鉢は薄鉄の五枚張りで、その上に鯱の形を和紙で厚く張り抜
いてある。全体を厚く漆で塗り固め、口と鼻孔は朱漆塗り。目は
金胴の薄板を貼り付け、錏（しころ）は鉄板付盛上札を朱漆塗り
とし、その上から黒漆を塗っている。日根野形五段を紫絲威と
し、吹返しは一段丸形で、黒漆塗りとして銀の覆輪をめぐらせ
る。作域は、張り抜き技術、漆仕事にすぐれ、まとまりのよい張
懸兜である。

源平合戦図屏風
源平合戦の中でも有名な一の谷合戦を右隻に、左隻に屋島合戦
を描く。右隻には平家の陣屋の後方から攻め入ろうとする、源
義経によるいわゆる「鵯越の逆落とし」の場面や、熊谷直実と平
敦盛による「敦盛最期」のシーンが描かれる。左隻には陣屋に攻
め入る義経軍と海上に逃れる平家の軍勢とが、陸上と海上に対
峙する屋島合戦の模様を描く。所狭しと金雲をあしらい、極彩
色と繊細なタッチで兵士一人一人の表情まで丹念に描き、見る
者を魅了する。

後三年合戦絵巻（写）
後三年の役は永保3年（1083）から5年間、奥羽の清原氏の血族の
争いからおこった合戦で、陸奥守源義家と奥羽の豪族清原一族
の間で戦われ、義家はこの乱によって武名をあげ、またこの乱が
奥州藤原氏繁栄の基礎ともなった。後三年合戦絵巻は鎌倉期の
代表的戦記絵巻であり、元々播磨の池田家の重宝として伝世し
たが、現在は東京国立博物館の所蔵となっている。本作はその
写本である。特に凄惨な合戦の場面は観る者の眼を引きつけ
る。

川中島百勇将戦之内　義将  武田左馬之助
武田左馬之助信繁は武田信玄の弟。知勇に優れ、武田の副大将
として信玄の右腕となって活躍した。川中島の合戦では、死を
覚悟した信繁は家臣に息子への形見を託して、討死したとされ
る。『甲陽軍鑑」では「毎事相整う真の副将なり」と評され、嫡子
武田信豊に残した「武田信繁家訓」は、江戸時代の武士の心得と
して広く読み継がれていた。まさしく文武両道の士として人気
を博していた。

宇治川先陣
『平家物語』に登場する「宇治川の戦い」の一場面。平安時代末期
の寿永3年（1184）1月、木曽義仲と源頼朝が派遣した源範頼・源
義経との間で行われた合戦の様子が描かれる。雪解け水で増水
して激流が渦巻く宇治川を前に、先陣争いをする２騎の武者、
佐々木四郎高綱（ささきしろうたかつな）と梶原源太景季（かじ
わらげんたかげすえ）。頼朝より賜った名馬「生唼（池月）いけづ
き」を駆る高綱は何としても先陣を切りたい。そこで先を行く
景季に馬の腹帯が緩んでいると声をかける。慌てて帯を締め直
す景季。その横を追い越し、川に飛び込む高綱。当代一の名馬
「生唼（池月）」（いけづき）は、宇治川の速い流れを、力強く一文
字に対岸へと渡りきる。磨墨（するすみ）に乗った景季は、流れ
に押し流されて遥か下流の岸へ。見事先陣を切った高綱は、大
声で名乗りをあげながら敵陣に突撃したのである。画面中央、
連銭葦毛（れんぜんあしげ）の馬にまたがる勇壮な武者姿の人物
が佐々木四郎高綱。波しぶきを上げながら勢いよく岸に駆け上
がっている。その右側後方には、黒馬とともに必死に川を渡る
梶原源太景季の姿がある。

四条畷手の戦い
ここに描かれているのは、楠木正成の息子正行が壮絶な討ち死
を遂げた四條畷の戦いである。四條畷は現在の大阪府四條畷市
にあたる。正行は父正成の死後、南朝方として北朝の足利尊氏
を討つべく準備をしていた。父譲りの戦略でいくつかの戦では
勝利を得たものの、勢力の差はいかんともしがたかった。四條
畷において、決死の覚悟で敵陣に突っ込み、無数の弓矢を射かけ
られるなか敵の大将高師直まであと一歩とせまるが取り逃が
し、最後は自刃して果てたと言い伝える。この模様は「太平記」
に詳しく書かれ、忠孝の父子として江戸の庶民に広く読み継が
れていた。

鉄錆地六十二間筋兜　三日月前立
筋兜は南北朝から室町時代に用いられた兜の一形式。縦に細長
い薄い鉄板を順々に重ね並べ、それを小さい鋲で留め、鋲頭を平
らに叩きつぶして鉄板の重ね目（筋）だけを見せた兜である。鉄
板の数により何間の兜と呼び、本作は六十二の鉄板数から六十
二間となる。吹返には牧野家伝来を示す三ツ柏紋が施され、前
立は煉革に金箔を押した大三日月が置かれている。

鉄錆地六十二間筋兜　鹿角脇立
本作は、六十二間の筋兜の代表的なものの一つ。兜鉢の周囲に
取り付けられた錣は、金漆塗りの地に古代紫糸を切付小札で五
段に威しており、装飾物の脇立には、木彫に金箔を押した鹿角型
のものを置いている。吹返の「六文銭」から、信州（現在の長野）
の松代城主真田家伝来の兜と知ることができる。

白糸裾萌葱紺威鎧　兜・大袖・小具足付
幕末の薩摩藩主島津斉彬が着用したと伝えられる大鎧。制作当
初の状態で各部が完全に揃っているものとして、大変貴重であ
る。兜の鉢は、古く鎌倉時代のものを転用しており、各所に取り
付けられた金具の装飾は豪華な作りで、他に例を見ないほど手
の込んだ金具である。また胴前面の獅子牡丹文様の弦走の韋、
籠手の蒔絵に加え、白色、萌黄色、紺色の三段の威絲など、全体
に勇壮さ、重厚さに優雅さ、軽快さの感じられる上品な作風であ
る。

［重要文化財］太刀　銘　一
本作は、身幅広く腰反り高く、中鋒詰まって猪首になるなど鎌倉
時代中期の力強い太刀姿を呈し、平肉も良く付き、往時の姿を留
め、よく練れた地鉄には乱れ映りが立ち、足・葉が豊富に入り、
華やかな重花丁子に蛙子丁字を交えた大模様の刃文は力強さと
迫力に満ちており、福岡一文字派の真価が十二分に発揮された
屈指の一口といえる。細川護貞氏旧蔵。昭和25年、国の重要文
化財に指定されている。

刀　銘　和泉守藤原兼定作
本作は、先反りの付いた典型的な末古刀姿で、鍛えは板目肌が流
れて柾がかり、地沸が厚くつき、関物特有の白け映りが立つ。刃
文は、互の目に小湾たれ、尖り刃、丁子など交じり小足入り、匂
い口締まりごころに小沸つく。茎の鑢目は鷹の羽、目釘孔横、鎬
地に和泉守藤原兼定作とノサダ八字銘がある。この刀は、ノサ
ダの優れた技量が発揮された代表作といえる。

刀　銘　長曽祢興里入道乕徹／（金象嵌）寛文五年十二月十六
日　山野加右衛門六十八歳永久（花押）　四ツ胴截断
本作は、反浅く、鋒がつまり、鎬幅広く鋭い感じがする姿。地鉄
は小板目がよく詰み美しく、刃文は、湾たれて刃縁に小沸が微塵
につき明るく冴えるなど、まさに虎徹の典型作である。なお、虎
徹の刀には、本刀のように幕府の試役を勤めた山野加右衛門永
久、同勘十郎久英親子の裁断金象嵌銘を入れたものが多数ある
のも特徴である。一般に三ツ胴以上の截断銘は少なく、四ツ胴
截断銘の入る本作は、虎徹の作の中で最も切れた記録を残すも
のの一つ。

刀　銘　武蔵守藤原兼中／越前住

白菊図屏風
垣根の周囲を覆い尽くすように咲き誇った大ぶりの白菊に花の
持つ強い生命力を感じる。六曲一双という金地の大画面に白菊
と垣根、土坡、水流のみを描く豪快な表現様式は桃山時代全体の
障屏画における大きな特長といえる。中でも自然そのものが持
つ美しさを単純かつ明快に表現した大らかな作風は長谷川派の
それに近いものを感じさせる。垣根や水流に変化を持たせなが
ら、主題である白菊の端正な美しさを見事に伝えた桃山障屏画
の品格溢れる名品。

松桜図屏風
画面を対角線で区切るように夥しいまでの松の緑の塊が連な
り、左上方の金地空間と鮮やかな拮抗をなす斬新で奇抜な構
図。松といえば養源院の《松図襖》が有名であるが、本作では松
の葉をより簡略化して描いている。松の樹間には宗達がモティ
ーフとして採用した槙や檜も描かれており、宗達作品を想起さ
せる。右上部の八重桜は、独特の盛り上げ彩色による厚みを備
え、松葉の群れに負けじと咲き誇って、画面にひときわ興趣を添
えている。

波濤図屏風
比較的小さな寸法に仕立てられた八曲一隻の屏風。画面右下に
「対青印」らしき朱文円印があるが、にわかには判読しがたい。
本作では俵屋宗達・尾形光琳の双方が描いた《松島図》にも見ら
れる波頭の図案が簡潔にリズムよく描かれ、波の躍動感を伝え
ている。波形の描写は波の外側にだけ濃い群青色を引き輪郭を
際立たせ、波頭部に胡粉で白を着彩し、飛沫や波のうねりの部分
に金泥の線で調子をつけて仕上げている。

白梅図屏風
しなやかに枝を伸ばし、ちらほらと蕾が咲きだした梅を、金地の
対角線状に配置した意匠性の高い作品である。画面の上下をは
み出して描かれた梅は枝振りや幹の一部のみを描き、独特の形
態の美しさを捉えて簡潔にまとめ上げられている。薄墨のたら
し込みで表された樹幹に、点苔として加えられた緑青が潤いを
感じさせる。梅の花は尾形光琳がよく用いたモティーフで、花
弁をひとつなぎの輪郭線のみで描いた梅は「光琳梅」とも称され
た。

白梅図
花弁の描写を略し、花の輪郭だけを捉えた世に言う「光琳梅」と
呼ばれる意匠化された梅の花と、たらし込みの技法を駆使した
幹の表現は、琳派を継承した抱一の確かな技量を感じさせる。
上部には「梅の花 八千代の春に 匂うとも 赤く色香の なとこも
るらん」との歌が添えられている。この歌の作者は京都出身の
国学者であり歌人の富士谷御杖で、おそらく抱一と何らかの交
友をもっていたと考えられる。

萩月図襖
萩と月は秋を表す好画題といえよう。左右から伸びた紅白の萩
は緩やかな動きをもって、対角線上に配置されている。花房と
葉の表現には、輪郭線を引かず色の階調を作る付け立ての技法
がとられ、葉の葉脈には金泥が施されている。月下の葉色に変
化をつけ、絹地の背景に銀泥を引くことで月光を演出するなど、
こうした其一の細部へのこだわりが画面に程よい緊張感をもた
らすとともに、江戸琳派特有の美麗で瀟洒な品格を醸し出して
いる。

風神雷神図襖
俵屋宗達、尾形光琳、酒井抱一という琳派の巨匠たちによって手
がけられてきた重要画題である「風神雷神図」を抱一の高弟其一
が再構成した作品。3人の巨匠が二曲の金地屏風に二神を収め
たのに対し、其一は絹本の襖四面に各々を描いた。この襖絵は
元々4面が表裏にくるよう仕立てられていたという。白と緑の
軽やかな色彩を得た風神・雷神は、墨の滲みを使った柔らかな雲
を従えて、与えられた広々とした空間を我が物顔で支配してい
る。其一は、師である酒井抱一とともに、大らかで典雅な気風の
京琳派に対して、瀟洒で機知的な近代性を併せもった「江戸琳
派」を確立させた。本作では風神・雷神の二神の胴体・腕・足の凹
凸を表す描線や目玉の周囲にわずかな陰影を施し、立体性をよ
り強調しているのが見て取れ、他の3巨匠にはないリアリティへ
の追求が窺える。落款には「為三堂」「噲々」の印、「祝琳斎其一」
の署名がなされており、抱一の死後、其一独自の作風を確立しゆ
く30代半ばから40代後半の充溢した時代の作と考えられる。

白鳳図
現在、雪佳の描いた「白鳳図」としてよく知られるのは、大正時
代末頃の制作の双幅《朝陽老松・白鳳図》（個人蔵）と、昭和天皇
即位の大礼の際に制作された《白鳳図》（細見美術館蔵）である。
いずれの作品も本作と類似しており、白鳳の首の角度や顔の表
情が違うものの、身体の向きはほぼ同じである。白鳳は松の幹
にとまり、視線の先にいる何者かを威嚇するような表情を見せ
る。松と白鳳という取り合わせは、伊藤若冲の《動植綵絵 老松
白鳳図》（宮内庁三の丸尚蔵館蔵）を想起させるが、その描法を
見ると、大らかな線で描かれた白鳳に、たらし込みの技法を使っ
た松の幹、こんもりとした松葉の塊など、琳派作品から継承した
画技が冴えわたっている。落款・印章から制作時期は大正末頃
から昭和初期あたりと推測される。

［重要美術品］宸翰  朗詠断簡
後柏原天皇の筆による唐の詩人・白居易の詩「華陽洞裏　秋壇
上　今夜清光　此處多」と平安時代中期の歌人・藤原雅正の和歌
「いつとても　月みぬ　あきは　なき物　を　わきて今夜の　
めづらしき哉」（『後撰和歌集』）の書写。

［重要美術品］宸翰  朗詠断簡
　後柏原天皇の筆による『和漢朗詠集』の書写。後柏原天皇は後
土御門天皇を父とし、その死去を受けて即位した。在位は1500
年～1526年。土御門天皇と同様、応仁の戦乱で衰退した朝儀（ち
ょうぎ）の再興に尽力する一方、詩歌や管弦などにも長け、歌集
『柏玉集（はくぎょくしゅう）』をまとめている。　写されている
のは『和漢朗詠集』巻下、慶賀に収められている橘正通（たちば
なのまさみち）の漢詩と、作者未詳の和歌である。まず漢詩は
「君と私は、花月などを愛でながら交流を深めてきた。しかし、
今君は高貴な身分の人となり、微官に留まっている私とは天地
ほども離れてしまい、目に届かなくなってしまった」と訳せ、旧
友への今昔の感を読み取ることができる。　続く和歌は、「昔は
嬉しさを袖に包んだというが、今宵の私の嬉しさは袖に包むど
ころか、身にも余ってしまうほどである」と訳せる。『和漢朗詠
集』では、この歌に作者名は付されていないが、『撰集抄（せんじ
ゅうしょう）』では、藤原斉信（ただのぶ）より先に昇進した藤原
公任（きんとう）の喜びを表した歌として出ている。しかし『公
任集』（自撰和歌集）では見ることができない。［解読文］「花月一
窓　交昔眤　雲泥万里　眼今窮」「うれしさをむかし　は袖に
つゝみけり　こよひは身にも　余りぬるかな」［書き下し文・現
代表記］「花月一窓（かげついっそう）交（まじわ）り昔眤（むつま）

［重要美術品］宸翰  御色紙
後陽成天皇の筆による鎌倉時代前期の歌人・藤原家隆の和歌「秋
の夜の月　やをしまの　あまの原　明方ちかき　おきの釣舟」
（『新古今和歌集』）の書写。

［重要美術品］宸翰  古歌御色紙
上下二段に割った色紙に金銀泥で肥痩のある流麗な書体で『源
氏物語』にある和歌を散らし書きにしている。後陽成天皇の筆
による帚木の巻にある男女が詠み交わす和歌の書写。［解読文］
「琴のねも　月もえ　ならぬ　宿ながら　つれなき　人を引
や　とめける」「こがらし　に　吹きあわす　める　笛の音を　
ひき　とどむべき　ことの葉ぞ　なき」［書き下し文・現代表記］
「琴の音も月もえならぬ宿ながらつれなき人を引きやとめける」
「こがらしに吹きあわすめる笛の音をひきとどむべきことの葉
ぞなき」

"最初のノート#検索キーワードを入力 $
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THIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術の名宝～　オ
ンライン展覧会
でぃす　いず　じゃぱん　いん　とーきょー　えいえんのにほんびじゅつのめいほう　おんらいんてんらんかい

東京富士美術館で2020年9月1日から11月29日まで開催された企画展「THIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術の名
宝～」展のオンライン展覧会です。

ごあいさつ

2019年9月、ICOM（国際博物館会議）京都大会を記念して、東京富士美術館が所蔵する日本美術の名品から選りすぐった「百
花繚乱　ニッポン×ビジュツ」展が、京都文化博物館にて開催され、京都を訪れた訪日外国人をはじめ、多くの来館者から好
評を博しました。本展はその里帰り展となるものです。

当館が所蔵する日本美術作品は、平安時代から近現代に至る多様な分野にわたっています。本展では千年の歴史の中で育
まれてきた日本文化の豊穣な芸術世界のエッセンスをコンパクトにわかりやすく楽しむことができるように「キモカワ」
「サムライ」「デザイン」「黄金」「四季」「富士山」など日本美術を特色付けるキーワードを通し、ニッポンのビジュツを俯瞰的
に横断します。絵画、浮世絵版画、漆工、刀剣、武具甲冑などの多様な分野におよぶ93点の名品を通して、日本の歴史と文化
の多様性について理解していただけるとともに、日本美術の豊かさに触れる絶好の機会となるでしょう。

本展は、東京富士美術館がこれまで世界各国の政府・文化機関等の要請を受けて、海外15カ国1地域で24回にわたり開催し
てきた、当館所蔵日本美術の名宝展の集大成ともいえる展覧会です。来館者の皆さまにとって本展が、日本の歴史と文化の
多様性や、日本美術の豊かさに触れる機会となれば幸いです。

展覧会紹介映像（YouTubeYouTube）

見る

THIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術の名…

「THIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術の名宝～」展ムービー（日本語版）
展覧会の見どころについて学芸員による解説をつけた約15分の特別映像で詳しくご紹介します。

目次

ごあいさつ

展覧会紹介映像（YouTube）

キモカワ × 日本美術　"Kawaii" Japan

サムライ × 日本美術　Samurai Japan

デザイン × 日本美術　"Rimpa" Design Japan

黄金の国 × 日本美術　Gold Japan

四季 × 日本美術　Four Seasons Japan

富士山 × 日本美術　Mt. Fuji Japan

海外で開催された当館所蔵品による日本美術展一覧

関連リンク

東京富士美公認ウェブショップ MUSEK STORE

キモカワ ×  × 日本美術　"Kawaii" Japan"Kawaii" Japan

日本美術に登場するモチーフは、現代の私たちから見ると、ときに大変かわいく思われます。たとえば、円山応挙の描く犬
や、長澤蘆雪の描くウサギは愛おしさを感じさせるカワイイ魅力を放っています。一方、曾我蕭白の描く仙人、東洲斎写楽
の描く人物などは、デフォルメが強く、気持ち悪さや不気味さを持ちながらも、それゆえに可愛らしく感じられる、今でい
う「キモカワ」的な印象を受けるかもしれません。「カワイイ」｢キモカワ｣の持つ多義的な魅力は、日本美術の特徴の一つと
もいえるかもしれません。

サムライ ×  × 日本美術　Samurai JapanSamurai Japan

絵巻や屏風などの合戦絵に描かれた武士は、武具甲冑を身に帯び、日本独自の戦闘図の主人公として存在感を示していま
す。そしてもともと武士の身の回りの実用品でありながら、現在は「美術品」として鑑賞される武器や武具の数々。現在見
ることができる武士の遺品は、消費され失われた多くの実用品とは一線を画し、いずれも当時の武士のこだわりや美意識
を反映し、贅を尽くした逸品です。刀剣はぜひ武士が手に取って鑑賞したスタイルで名刀の美をあますところなくお楽し
みください。

デザイン ×  × 日本美術　"Rimpa" Design Japan"Rimpa" Design Japan

俵屋宗達に始まり、尾形光琳が発展させ、酒井抱一や鈴木其一に代表される「琳派」の絵師。彼らの活動は、直接の師弟関係
によらず江戸時代を横断し、京都から江戸へ広がり、絵画や工芸をまたぐという既成の流派の概念に収まらないものでし
た。宗達、光琳、抱一、其一と描き継がれた風神雷神図、其一は抱一までの二曲一双で並び立つ二神を、大胆に襖四面の広大
な空間の表裏に描き分けます。斬新な発想力に由来する独自の造形＝デザインに彼らの真骨頂があります。
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［重要美術品］猛虎図
右奥から流れ出る水流の縁に手をかけて佇む虎。その口元を見
ると薄く彩色があり、口を開けているのか、舌を出しているのか
は判別できないが、水をありつこうとする瞬間を捉えていると
分かる。周囲を窺うような視線を送る表情は、まるで猫のよう
で愛くるしい。大胆な余白の活用が尚信画の特長ともいえる
が、ここでも横長の大きな画面に余計なものは描かず、主題に視
線を向かせるようなすっきりとした画面構成が見られる。

象図
象を画面いっぱいに真正面から描く。細長い画面を逆手にとっ
た意表を突く大胆な構図である。象の背景となる部分を全て墨
で塗りつぶし、象を着色せず引き立てる手法も効果的で、これは
拓版画の効果を肉筆画に応用したものと推測される。単純な作
風に見えるが、淡墨と濃墨を細心の配慮を払って用いているこ
とが理解できる。背中を三本の曲線だけで表わすなど抽象化さ
れていて興味深い。その落款と印章から若冲70歳代半ばの作と
知れる。享保13年（1728）、第8代将軍徳川吉宗の要請で実際の
象が日本に持ち込まれ、その翌年、長崎から江戸まで歩いて移動
したという。14歳を迎えた若冲は、おそらく京都の地でその象
を実見したとみられる。本作は、実際に見たであろう象の記憶
そのままに、畳一畳近くある大型の画牋紙からはみ出るほどの
迫力で描かれている。若冲が手がけた「正面書きの象」は、代表
作として名高い「樹下鳥獣図屏風」「鳥獣花木図屏風」を合わせ
て、現在確認できるのは5点のみ。本作はそのうちの稀少な1点
である。

群鶏図
雄鶏の奥から雌鶏が顔を出し、手前に描かれた雛を見守ってい
る。雄鶏の姿は鶏冠や肉髥から羽、尾、脚にいたるまで濃密に描
かれているのに比べ、雌鶏と雛が単純化されているため、見逃し
てしまいそうな構図である。雄鶏の背中の羽の部分にはわずか
ではあるが、墨の滲みの効果を利用した若冲特有のいわゆる「筋
目描き」の描写も見られる。左端に記された落款には「米斗翁行
年七十九歳画」とあり、若冲が天明8年（1788）の天明の大火後に
石峰寺（現在の京都市伏見区深草）の門前に構えた庵で制作して
いた時期でもある寛政6年（1794）の作と分かる。

鶏図
若冲は庭に鶏を数十羽飼い、写生していたことで知られる。本
作ではそのうちの1羽を捉えたものであろうか、米俵に乗り、ま
るでサーカスのように片脚でバランスをとる鶏が描かれる。正
面向きの鶏は若冲の代表作である《動植綵絵 群鶏図》（宮内庁三
の丸尚蔵館蔵）や《仙人掌群鶏図》（西福寺蔵）にも登場するが、
横向きの鶏に比べ、よりユニークな表情を見せる。本作は粗く
描かれたように見えるが、米俵のしめ縄や、鶏の顔、羽、脚にい
たるまで墨の濃淡を使い、丁寧に描写しており、よく見ると鶏冠
や肉髯には微細な点状の模様が施されている。

鶴図屏風
六曲一隻屏風に墨画淡彩で二羽の鶴を描く。鶴の周囲を外隈が
施され、その白い身体が強調され、さらに頭部に用いられた朱が
アクセントとなり効果的である。鶴の表現や、速筆で描かれた
画面を突き抜ける大きな松、没骨で描かれた下草類などに蕭白
の水墨技術が看取される。画面左に後補があり、引手跡も確認
できることから、襖が屏風形式に改装されたことがわかる。作
風、落款、印章などから20代末から30代前半頃の制作と考えら
れる。

亀寿老図（亀仙人）
太い尾のような苔を従えた亀は蓑亀ともいわれ、吉祥の図案と
してよく絵画に用いられた。亀に乗る仙人は中国の仙人につい
てまとめた『列仙伝』（巻之二）に登場する黄安仙人が知られる。
同書には「赤い銅色の身体を露出し、年中衣服を着ることがなか
った」とあり、その容姿について挿絵入りで紹介した『繪本故事
談』には亀の上に乗り、伸び切った髪と髭を生やした半裸姿の
黄安仙人が描かれている。しかし本作に見られる仙人は、服を
着込み、長い禿頭が特徴的に描かれ、明らかに七福神の一人であ
る寿老人を思わせる風貌をしている。現に亀に乗る寿老人をモ
ティーフとした絵画や置物なども残っていることから、本作の
ように別の仙人を七福神に見立てた図案が、蕭白の生きた時代
に吉祥図の一つとして流通していたということも考えられる。
いずれにしても、やや企み顔の仙人と存在感のある亀の顔つき
に蕭白特有の愛嬌があり面白い。また、もう一つ注目すべきは
本作に付された印（朱文壺印）である。この印は元々正方形であ
ったが、時代を経て欠損が進み、印影がまるで壺の形のように変
化することで知られる。蕭白作品には珍しく「安永七戊戌春」と
の年記が入った《蘭亭曲水図》（個人蔵）には、本作よりもやや欠
損が進む前の状態にある朱文壺印が見られることから、本作は
安永7年（1778）以降に描かれたものと推察することができる。

蝦蟇仙人図
蝦蟇仙人は中国の仙人葛玄あるいは劉海蟾をさす。3本足の蝦
蟇（ヒキガエル）を操るとされる。仙人はお腹の着衣の中に蝦蟇
を抱え、西王母と蝦蟇との逸話にちなみ仙桃を想起させる桃の
枝を手にしている。蝦蟇仙人は鉄枴仙人との対で描かれること
が多いが、本作もそうした対幅のうちの一幅と考えるのも面白
い。いずれにしても「曾我暉雄」「蕭白」「鸞山」印とその状態から
して30代前半頃の比較的早い時期の作と考えられる。

狗子之図
3匹の仔犬が愛らしい表情を見せながら佇んでいる。画面左側
に何か興味をそそるものがあったのだろう、2匹は左に視線を送
っており、その心の動きをも感じ取ることができる。明和8年
（1771）頃には《写生図巻》を制作し、小動物を複数の角度から写
生して残している。「狗子図」では天明4年（1784）に手がけた
《朝顔狗子図杉戸絵》が代表的であるが、本作はその後、人気を
博した応挙の狗子図の派生作品の一つといえる。

南天に雪兎図
雪に佇む2匹の兎。一見して、師である円山応挙の《木賊兎図》
（天明6年［1786］作）を想起させる。本作は楷書体の署名や白文
方印から盧雪の作画の最初期にあたる天明元年頃の作とみられ
る。この頃の盧雪は応挙の画風に忠実に描くことが多かった。
本作に登場する黒と白が混じる兎は、応挙が明和7-安永元年
（1771-72）に手がけた《写生図巻・甲巻》にも描きとめられてお
り、盧雪はおそらくこれを参考に制作したのではないかと推察
される。

うそ姫の縁起（ふくろふ）
御伽草子絵巻。加賀国に住む83歳の梟（ふくろう）は、美しい鷽
（うそ）姫に一目惚れする。山雀（やまがら）の協力で片思いは実
り、姫の心をつかめなかった諸鳥は恋の歌を詠む。しかし、失恋
した鷲（わし）は逆上して姫を殺害、梟は出家し、彼女の菩提を弔
ったという。大型奈良絵本を改装したこの絵巻は物語後半を欠
くが、数少ない『ふくろふ』の作例として貴重。華麗な挿絵には、
当時の機智なども盛りこまれている。例えば、山雀の前に胡桃
が置かれているのは、慣用表現の「山雀が胡桃回す」（もてあまし
ていじり回すの意）を踏まえたものである。

市川鰕蔵の竹村定之進
寛政6年（1794）の5月に河原崎座で上演された「恋女房染分手
綱」の一場面で、前半の山場・道成寺の主役である能師役の竹村
定之進を描いたもの。演ずる市川鰕蔵は5世市川団十郎のこと
で、当代随一の名優と謳われた。大ぶりの体格、彫りの深い顔と
顔全体を使った豊かな表情が、この役者がもつ堂々たる風格を
伝えてくれる。また定之進の顔、襟や裃の描線、組まれた両手と
がリズミカルかつ安定した構図を巧みに演出している。

源頼家公鎌倉小壺ノ海遊覧　朝夷義秀雌雄鰐を捕ふ圖
海中で鰐を捕まえているのは、この絵の主人公で武勇に優れた
鎌倉時代初期の武将、朝比奈三郎義秀。数々の伝説に彩られた
人物として物語や歌舞伎にも度々登場する。のちに北条氏に反
旗を翻した和田義盛の三男で、安房国朝夷郡（あさいぐん）（現在
の千葉県南房総あたり）に生まれたのでその名がある。ここに
描かれているのは、鎌倉時代の歴史書『吾妻鏡』に登場する一場
面。正治2年（1200）9月2日、源頼家（みなもとのよりいえ）は小
壺（現在の神奈川県逗子市小坪）の海辺を遊覧した際に、いつも
のように御家人たちに武芸の披露を行わせた。その後、海上に
船を浮かべて酒を振舞っていた時に、泳ぎの名人との評判が高
かった義秀にその技を披露するように命じた。そこで義秀は見
事な泳ぎを見せた挙句、海中に潜ると生きた鮫を3匹捕まえて浮
上してきた。驚いた船上の人々は義秀を喝采で迎えた。鮫はこ
こでは鰐として表現されている。この鰐は、江戸時代後期の蘭
学者、森島中良が著した『紅毛雑話』（天明7年（1787）刊行）に掲
載されている「カイマン」の図をもとに描かれており、その後も
同じく国芳の「讃岐院眷属をして為朝をすくふ図」（嘉永4年
（1851））にも鰐鮫として登場する。

相馬の古内裏
山東京伝の読本『善知安方忠義伝』に取材した本図は、国芳の代
表作の１点。相馬の古内裏は、相馬小次郎こと平将門が下総国
に建てた屋敷で、将門の乱の際に荒れ果ててしまっていた廃
屋。妖術を授かった将門の遺児滝夜叉姫と良門は、父の遺志を
継いでこの廃屋に仲間を募り、やがて妖怪が出没するようにな
る。それを知った源頼信の家臣、大宅太郎光国は妖怪を退治し
てその陰謀を阻止する。原作では複数の骸骨が現れるが、国芳
はこれを巨大な一体の骸骨に置き換えることによって、迫力あ
る画面構成を生み出すことに成功している。

里すゞめねぐらの仮宿
天保の改革によって役者絵や遊女に関わる絵が禁止され、浮世
絵界は大打撃を受けたが、国芳は役者や遊女を動物に見立てて
描き、その規制をかいくぐり、ユーモア溢れる世界を創出した。
本図は吉原の格子先の賑わいが題材となっている。弘化2年
（1845）の暮れ、吉原が火災に遭い、仮宅（吉原以外の仮の営業
所）での営業を余儀なくされた模様を取り上げているが、先の理
由で、登場人物全てを雀の姿に見立てて描いたのが本図であ
る。

みかけハこハゐがとんだいゝ人だ
戯画のうち「寄せ絵」と呼ばれるもので、人間の目、鼻、口から眉
毛、丁髷にいたるまで、そしておそらくは着物の中の身体つきに
ついても、さまざまな姿態の人間を組み合わせて表現するとい
うユニークな趣向に富んだ作品。西洋の画家・アルチンボルト
が植物や果物などを使い、同じ手法で人体を表現する試みをし
ているが、両者の関係性については定かでない。また着物の文
様から鎌倉時代の武将・朝比奈義秀の関係性も取り沙汰されて
いる。

名所江戸百景　浅草田圃酉の町詣
格子の外を見つめる猫の後ろ姿が可愛らしく印象的だが、格子
窓のこの部屋は吉原の妓楼の二階であろう。飼い主の遊女は接
客中のようで、畳には客が持参したものか、浅草の鷲神社の酉の
市土産の熊手型の簪が転がっている。窓の外には浅草の田んぼ
の向こうに熊手を持って行き交う人々の姿が描かれ、遠く富士
山と空高く雁行する雁の群れが見える。空は夕日に赤く染まっ
て、吉原も忙しくなる頃合いである。猫は、縁起物の熊手を買い
求める参詣客で賑わう酉の市の喧騒に耳をそばだてているよう
だ。

名所江戸百景　深川洲崎十万坪
「十万坪」は現在の江東区千田および千石周辺に当たる。享保8
年（1723）から行われた干潟の埋め立てにより10万坪に及ぶ新
田が開発されたため、「十万坪」と呼ばれていた。高潮の被害が
発生するなど居住には適さない土地で、一時幕府が鋳銭場（いせ
んば）を置いたりしたが、寛政8年（1796）には）には一橋（ひとつ
ばし）徳川家の所有となった。江戸時代後期には、この付近は春
の海辺での潮干狩りや初日の出、月見を楽しめる名所として人
気を集めるようになり、海岸に面した洲崎弁天社（すさきべんて
んしゃ）（現在の洲崎神社）にも多くの参拝者が訪れていた。天
保年間に出版された広重の『東都名所』や『江都名所』などのシ
リーズでは、そのような潮干狩りや初日の出、洲崎弁天社の賑わ
いの様子が描かれている。広重は『名所江戸百景』で再び同地を
描くにあたり、それまで描いた題材から大きく趣向を変えて、海
側からの鳥瞰（ちょうかん）という大胆な構図によって、湿地帯
の荒涼とした冬の雪景として描き出した。しんしんと雪が舞う
浜辺に静けさが漂う一方で、大きく翼を広げた鷲が上空から獲
物を狙う様子は躍動感に溢れており、この静と動の対比が本作
の大きな魅力となっている。遠方には、富士山と並ぶ関東の霊
峰、筑波山が静かに下界を見下ろしている。

鯱形兜
兜鉢は薄鉄の五枚張りで、その上に鯱の形を和紙で厚く張り抜
いてある。全体を厚く漆で塗り固め、口と鼻孔は朱漆塗り。目は
金胴の薄板を貼り付け、錏（しころ）は鉄板付盛上札を朱漆塗り
とし、その上から黒漆を塗っている。日根野形五段を紫絲威と
し、吹返しは一段丸形で、黒漆塗りとして銀の覆輪をめぐらせ
る。作域は、張り抜き技術、漆仕事にすぐれ、まとまりのよい張
懸兜である。

源平合戦図屏風
源平合戦の中でも有名な一の谷合戦を右隻に、左隻に屋島合戦
を描く。右隻には平家の陣屋の後方から攻め入ろうとする、源
義経によるいわゆる「鵯越の逆落とし」の場面や、熊谷直実と平
敦盛による「敦盛最期」のシーンが描かれる。左隻には陣屋に攻
め入る義経軍と海上に逃れる平家の軍勢とが、陸上と海上に対
峙する屋島合戦の模様を描く。所狭しと金雲をあしらい、極彩
色と繊細なタッチで兵士一人一人の表情まで丹念に描き、見る
者を魅了する。

後三年合戦絵巻（写）
後三年の役は永保3年（1083）から5年間、奥羽の清原氏の血族の
争いからおこった合戦で、陸奥守源義家と奥羽の豪族清原一族
の間で戦われ、義家はこの乱によって武名をあげ、またこの乱が
奥州藤原氏繁栄の基礎ともなった。後三年合戦絵巻は鎌倉期の
代表的戦記絵巻であり、元々播磨の池田家の重宝として伝世し
たが、現在は東京国立博物館の所蔵となっている。本作はその
写本である。特に凄惨な合戦の場面は観る者の眼を引きつけ
る。

川中島百勇将戦之内　義将  武田左馬之助
武田左馬之助信繁は武田信玄の弟。知勇に優れ、武田の副大将
として信玄の右腕となって活躍した。川中島の合戦では、死を
覚悟した信繁は家臣に息子への形見を託して、討死したとされ
る。『甲陽軍鑑」では「毎事相整う真の副将なり」と評され、嫡子
武田信豊に残した「武田信繁家訓」は、江戸時代の武士の心得と
して広く読み継がれていた。まさしく文武両道の士として人気
を博していた。

宇治川先陣
『平家物語』に登場する「宇治川の戦い」の一場面。平安時代末期
の寿永3年（1184）1月、木曽義仲と源頼朝が派遣した源範頼・源
義経との間で行われた合戦の様子が描かれる。雪解け水で増水
して激流が渦巻く宇治川を前に、先陣争いをする２騎の武者、
佐々木四郎高綱（ささきしろうたかつな）と梶原源太景季（かじ
わらげんたかげすえ）。頼朝より賜った名馬「生唼（池月）いけづ
き」を駆る高綱は何としても先陣を切りたい。そこで先を行く
景季に馬の腹帯が緩んでいると声をかける。慌てて帯を締め直
す景季。その横を追い越し、川に飛び込む高綱。当代一の名馬
「生唼（池月）」（いけづき）は、宇治川の速い流れを、力強く一文
字に対岸へと渡りきる。磨墨（するすみ）に乗った景季は、流れ
に押し流されて遥か下流の岸へ。見事先陣を切った高綱は、大
声で名乗りをあげながら敵陣に突撃したのである。画面中央、
連銭葦毛（れんぜんあしげ）の馬にまたがる勇壮な武者姿の人物
が佐々木四郎高綱。波しぶきを上げながら勢いよく岸に駆け上
がっている。その右側後方には、黒馬とともに必死に川を渡る
梶原源太景季の姿がある。

四条畷手の戦い
ここに描かれているのは、楠木正成の息子正行が壮絶な討ち死
を遂げた四條畷の戦いである。四條畷は現在の大阪府四條畷市
にあたる。正行は父正成の死後、南朝方として北朝の足利尊氏
を討つべく準備をしていた。父譲りの戦略でいくつかの戦では
勝利を得たものの、勢力の差はいかんともしがたかった。四條
畷において、決死の覚悟で敵陣に突っ込み、無数の弓矢を射かけ
られるなか敵の大将高師直まであと一歩とせまるが取り逃が
し、最後は自刃して果てたと言い伝える。この模様は「太平記」
に詳しく書かれ、忠孝の父子として江戸の庶民に広く読み継が
れていた。

鉄錆地六十二間筋兜　三日月前立
筋兜は南北朝から室町時代に用いられた兜の一形式。縦に細長
い薄い鉄板を順々に重ね並べ、それを小さい鋲で留め、鋲頭を平
らに叩きつぶして鉄板の重ね目（筋）だけを見せた兜である。鉄
板の数により何間の兜と呼び、本作は六十二の鉄板数から六十
二間となる。吹返には牧野家伝来を示す三ツ柏紋が施され、前
立は煉革に金箔を押した大三日月が置かれている。

鉄錆地六十二間筋兜　鹿角脇立
本作は、六十二間の筋兜の代表的なものの一つ。兜鉢の周囲に
取り付けられた錣は、金漆塗りの地に古代紫糸を切付小札で五
段に威しており、装飾物の脇立には、木彫に金箔を押した鹿角型
のものを置いている。吹返の「六文銭」から、信州（現在の長野）
の松代城主真田家伝来の兜と知ることができる。

白糸裾萌葱紺威鎧　兜・大袖・小具足付
幕末の薩摩藩主島津斉彬が着用したと伝えられる大鎧。制作当
初の状態で各部が完全に揃っているものとして、大変貴重であ
る。兜の鉢は、古く鎌倉時代のものを転用しており、各所に取り
付けられた金具の装飾は豪華な作りで、他に例を見ないほど手
の込んだ金具である。また胴前面の獅子牡丹文様の弦走の韋、
籠手の蒔絵に加え、白色、萌黄色、紺色の三段の威絲など、全体
に勇壮さ、重厚さに優雅さ、軽快さの感じられる上品な作風であ
る。

［重要文化財］太刀　銘　一
本作は、身幅広く腰反り高く、中鋒詰まって猪首になるなど鎌倉
時代中期の力強い太刀姿を呈し、平肉も良く付き、往時の姿を留
め、よく練れた地鉄には乱れ映りが立ち、足・葉が豊富に入り、
華やかな重花丁子に蛙子丁字を交えた大模様の刃文は力強さと
迫力に満ちており、福岡一文字派の真価が十二分に発揮された
屈指の一口といえる。細川護貞氏旧蔵。昭和25年、国の重要文
化財に指定されている。

刀　銘　和泉守藤原兼定作
本作は、先反りの付いた典型的な末古刀姿で、鍛えは板目肌が流
れて柾がかり、地沸が厚くつき、関物特有の白け映りが立つ。刃
文は、互の目に小湾たれ、尖り刃、丁子など交じり小足入り、匂
い口締まりごころに小沸つく。茎の鑢目は鷹の羽、目釘孔横、鎬
地に和泉守藤原兼定作とノサダ八字銘がある。この刀は、ノサ
ダの優れた技量が発揮された代表作といえる。

刀　銘　長曽祢興里入道乕徹／（金象嵌）寛文五年十二月十六
日　山野加右衛門六十八歳永久（花押）　四ツ胴截断
本作は、反浅く、鋒がつまり、鎬幅広く鋭い感じがする姿。地鉄
は小板目がよく詰み美しく、刃文は、湾たれて刃縁に小沸が微塵
につき明るく冴えるなど、まさに虎徹の典型作である。なお、虎
徹の刀には、本刀のように幕府の試役を勤めた山野加右衛門永
久、同勘十郎久英親子の裁断金象嵌銘を入れたものが多数ある
のも特徴である。一般に三ツ胴以上の截断銘は少なく、四ツ胴
截断銘の入る本作は、虎徹の作の中で最も切れた記録を残すも
のの一つ。

刀　銘　武蔵守藤原兼中／越前住

白菊図屏風
垣根の周囲を覆い尽くすように咲き誇った大ぶりの白菊に花の
持つ強い生命力を感じる。六曲一双という金地の大画面に白菊
と垣根、土坡、水流のみを描く豪快な表現様式は桃山時代全体の
障屏画における大きな特長といえる。中でも自然そのものが持
つ美しさを単純かつ明快に表現した大らかな作風は長谷川派の
それに近いものを感じさせる。垣根や水流に変化を持たせなが
ら、主題である白菊の端正な美しさを見事に伝えた桃山障屏画
の品格溢れる名品。

松桜図屏風
画面を対角線で区切るように夥しいまでの松の緑の塊が連な
り、左上方の金地空間と鮮やかな拮抗をなす斬新で奇抜な構
図。松といえば養源院の《松図襖》が有名であるが、本作では松
の葉をより簡略化して描いている。松の樹間には宗達がモティ
ーフとして採用した槙や檜も描かれており、宗達作品を想起さ
せる。右上部の八重桜は、独特の盛り上げ彩色による厚みを備
え、松葉の群れに負けじと咲き誇って、画面にひときわ興趣を添
えている。

波濤図屏風
比較的小さな寸法に仕立てられた八曲一隻の屏風。画面右下に
「対青印」らしき朱文円印があるが、にわかには判読しがたい。
本作では俵屋宗達・尾形光琳の双方が描いた《松島図》にも見ら
れる波頭の図案が簡潔にリズムよく描かれ、波の躍動感を伝え
ている。波形の描写は波の外側にだけ濃い群青色を引き輪郭を
際立たせ、波頭部に胡粉で白を着彩し、飛沫や波のうねりの部分
に金泥の線で調子をつけて仕上げている。

白梅図屏風
しなやかに枝を伸ばし、ちらほらと蕾が咲きだした梅を、金地の
対角線状に配置した意匠性の高い作品である。画面の上下をは
み出して描かれた梅は枝振りや幹の一部のみを描き、独特の形
態の美しさを捉えて簡潔にまとめ上げられている。薄墨のたら
し込みで表された樹幹に、点苔として加えられた緑青が潤いを
感じさせる。梅の花は尾形光琳がよく用いたモティーフで、花
弁をひとつなぎの輪郭線のみで描いた梅は「光琳梅」とも称され
た。

白梅図
花弁の描写を略し、花の輪郭だけを捉えた世に言う「光琳梅」と
呼ばれる意匠化された梅の花と、たらし込みの技法を駆使した
幹の表現は、琳派を継承した抱一の確かな技量を感じさせる。
上部には「梅の花 八千代の春に 匂うとも 赤く色香の なとこも
るらん」との歌が添えられている。この歌の作者は京都出身の
国学者であり歌人の富士谷御杖で、おそらく抱一と何らかの交
友をもっていたと考えられる。

萩月図襖
萩と月は秋を表す好画題といえよう。左右から伸びた紅白の萩
は緩やかな動きをもって、対角線上に配置されている。花房と
葉の表現には、輪郭線を引かず色の階調を作る付け立ての技法
がとられ、葉の葉脈には金泥が施されている。月下の葉色に変
化をつけ、絹地の背景に銀泥を引くことで月光を演出するなど、
こうした其一の細部へのこだわりが画面に程よい緊張感をもた
らすとともに、江戸琳派特有の美麗で瀟洒な品格を醸し出して
いる。

風神雷神図襖
俵屋宗達、尾形光琳、酒井抱一という琳派の巨匠たちによって手
がけられてきた重要画題である「風神雷神図」を抱一の高弟其一
が再構成した作品。3人の巨匠が二曲の金地屏風に二神を収め
たのに対し、其一は絹本の襖四面に各々を描いた。この襖絵は
元々4面が表裏にくるよう仕立てられていたという。白と緑の
軽やかな色彩を得た風神・雷神は、墨の滲みを使った柔らかな雲
を従えて、与えられた広々とした空間を我が物顔で支配してい
る。其一は、師である酒井抱一とともに、大らかで典雅な気風の
京琳派に対して、瀟洒で機知的な近代性を併せもった「江戸琳
派」を確立させた。本作では風神・雷神の二神の胴体・腕・足の凹
凸を表す描線や目玉の周囲にわずかな陰影を施し、立体性をよ
り強調しているのが見て取れ、他の3巨匠にはないリアリティへ
の追求が窺える。落款には「為三堂」「噲々」の印、「祝琳斎其一」
の署名がなされており、抱一の死後、其一独自の作風を確立しゆ
く30代半ばから40代後半の充溢した時代の作と考えられる。

白鳳図
現在、雪佳の描いた「白鳳図」としてよく知られるのは、大正時
代末頃の制作の双幅《朝陽老松・白鳳図》（個人蔵）と、昭和天皇
即位の大礼の際に制作された《白鳳図》（細見美術館蔵）である。
いずれの作品も本作と類似しており、白鳳の首の角度や顔の表
情が違うものの、身体の向きはほぼ同じである。白鳳は松の幹
にとまり、視線の先にいる何者かを威嚇するような表情を見せ
る。松と白鳳という取り合わせは、伊藤若冲の《動植綵絵 老松
白鳳図》（宮内庁三の丸尚蔵館蔵）を想起させるが、その描法を
見ると、大らかな線で描かれた白鳳に、たらし込みの技法を使っ
た松の幹、こんもりとした松葉の塊など、琳派作品から継承した
画技が冴えわたっている。落款・印章から制作時期は大正末頃
から昭和初期あたりと推測される。

［重要美術品］宸翰  朗詠断簡
後柏原天皇の筆による唐の詩人・白居易の詩「華陽洞裏　秋壇
上　今夜清光　此處多」と平安時代中期の歌人・藤原雅正の和歌
「いつとても　月みぬ　あきは　なき物　を　わきて今夜の　
めづらしき哉」（『後撰和歌集』）の書写。

［重要美術品］宸翰  朗詠断簡
　後柏原天皇の筆による『和漢朗詠集』の書写。後柏原天皇は後
土御門天皇を父とし、その死去を受けて即位した。在位は1500
年～1526年。土御門天皇と同様、応仁の戦乱で衰退した朝儀（ち
ょうぎ）の再興に尽力する一方、詩歌や管弦などにも長け、歌集
『柏玉集（はくぎょくしゅう）』をまとめている。　写されている
のは『和漢朗詠集』巻下、慶賀に収められている橘正通（たちば
なのまさみち）の漢詩と、作者未詳の和歌である。まず漢詩は
「君と私は、花月などを愛でながら交流を深めてきた。しかし、
今君は高貴な身分の人となり、微官に留まっている私とは天地
ほども離れてしまい、目に届かなくなってしまった」と訳せ、旧
友への今昔の感を読み取ることができる。　続く和歌は、「昔は
嬉しさを袖に包んだというが、今宵の私の嬉しさは袖に包むど
ころか、身にも余ってしまうほどである」と訳せる。『和漢朗詠
集』では、この歌に作者名は付されていないが、『撰集抄（せんじ
ゅうしょう）』では、藤原斉信（ただのぶ）より先に昇進した藤原
公任（きんとう）の喜びを表した歌として出ている。しかし『公
任集』（自撰和歌集）では見ることができない。［解読文］「花月一
窓　交昔眤　雲泥万里　眼今窮」「うれしさをむかし　は袖に
つゝみけり　こよひは身にも　余りぬるかな」［書き下し文・現
代表記］「花月一窓（かげついっそう）交（まじわ）り昔眤（むつま）

［重要美術品］宸翰  御色紙
後陽成天皇の筆による鎌倉時代前期の歌人・藤原家隆の和歌「秋
の夜の月　やをしまの　あまの原　明方ちかき　おきの釣舟」
（『新古今和歌集』）の書写。

［重要美術品］宸翰  古歌御色紙
上下二段に割った色紙に金銀泥で肥痩のある流麗な書体で『源
氏物語』にある和歌を散らし書きにしている。後陽成天皇の筆
による帚木の巻にある男女が詠み交わす和歌の書写。［解読文］
「琴のねも　月もえ　ならぬ　宿ながら　つれなき　人を引
や　とめける」「こがらし　に　吹きあわす　める　笛の音を　
ひき　とどむべき　ことの葉ぞ　なき」［書き下し文・現代表記］
「琴の音も月もえならぬ宿ながらつれなき人を引きやとめける」
「こがらしに吹きあわすめる笛の音をひきとどむべきことの葉
ぞなき」
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東京富士美術館は、1983年11月3日に東京西郊の学園都市・八王子にオープンしました。「世界を語る美術館」をモットー
に、世界31カ国・1地域の美術館や文化機関との友好関係を築きながら、各国の優れた芸術を紹介する海外文化交流特別展
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魅せられチャイナ！？　中国陶磁名品展　オンライン展覧
会
東京富士美術館で2014年1月12日から3月30日まで開催さ
れた企画展「中国陶磁名品展」のオンライン展覧会です。

ザ★刀剣  ─  千年の匠の技と美　オンライン展覧会
東京富士美術館で2016年3月29日から7月3日まで開催さ
れた企画展「ザ★刀剣 ─ 千年の匠の技と美」展のオンライ
ン展覧会です。

マネの銅版画コレクション　オンライン展覧会
東京富士美術館で2019年10月5日から2020年1月19日まで
開催された企画展「マネの銅版画コレクション」展のオン
ライン展覧会です。

THIS IS JAPAN IN TOKYOTHIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術の名
宝～　オンライン展覧会
東京富士美術館で2020年9月1日から11月29日まで開催さ
れた企画展「THIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術
の名宝～」展のオンライン展覧会です。

西洋版画の魅力　オンライン展覧会
東京富士美術館で2021年12月10日から2022年1月30日ま
で開催された企画展「西洋版画の魅力」展のオンライン展
覧会です。

旅路の風景─北斎、広重、吉田博、川瀬巴水─　オンライン
展覧会
東京富士美術館で2022年4月2日から6月5日まで開催され
た企画展「旅路の風景」展のオンライン展覧会です。

ジョヴァンニ・ベッリーニ,Giovanni

Bellini

東京富士美術館
「聖母の画家」と呼ばれたヴェネツィ
ア派の巨匠ジョヴァンニ・ベッリーニ
は、「聖母子」を主題として、大画面の
祭壇画から家庭における礼拝用の小
品にいたるまで宗教画を数多く描い
た。その一方で本作のような肖像画
も少なからず描いている。これらの
肖像画は、特定のモデルがいる人物画
でありながら、同時にヴェネツィアの
当時の雰囲気を反映し、彼が所属する
社会や時代背景をもよく伝えてい
る。その点で肖像画のもつ本質的な
意義と特質を備えているといえよ
う。本作は、黒い帽子と濃紺のダマス
ク織りの上衣を身につけ、官職にある
ことを示す赤い綬を佩びて正装する
行政長官の肖像画で、斜め右側から捉
えた「四分の三正面」の胸像として描
かれている。ベッリーニは、おそらく
1480年代にはハンス・メムリンクな
どの作品を知り、空あるいは無地を背
景に胸の高さで切り取った胸像形式
を自らのものとし、古典的な静謐さを
もつ美しい小品を生み出した。1501
年頃に描かれた《統領レオナルド・ロ
レダーノ》（ロンドン、ナショナルギ
ャラリー）をはじめとする男性の肖像
画などはその典型である。この絵は
それからなお数年を経た時期の作品
で、ベッリーニの祭壇画芸術の到達点
ともいうべき《サン・ザッカリーア祭
壇画》を完成させた直後にあたる。こ
の頃デューラーがある手紙の中で「き
わめて高齢だが、・・・ヴェネツィアで
唯一最高の画家はベッリーニだ」と綴
っているように、75歳を超えてなお
若々しい巨匠の健筆ぶりを伝える佳
品といえよう。

行政長官の肖像
ティントレット（ヤコポ・ロブステ
ィ）,Tintoretto (Jacopo Robusti)

東京富士美術館
繊細な光を反射する緞帳を背景に、椅
子に座った男性が、威厳と気品に満ち
た眼差しでこちらを見つめている。
この男性の洗練された趣味を示すよ
うに、窓際に金の機械時計、男性の隣
にゴリアテの首に片足をかけるダヴ
ィデの彫刻が置かれている。開け放
たれた窓の向こうには、古代ローマ帝
国時代に皇帝の霊廟として建設され、
当時は教皇のための要塞として使用
されていたサン・タンジェロ城が描か
れている。このことは、この人物とヴ
ァチカンとのつながりを象徴してお
り、おそらく同地に滞在していたヴェ
ネツィアの外交官だと推測される。

蒐集家の肖像
ピーテル・ブリューゲル（子）,Pieter

Brueghel the Younger

東京富士美術館
本作はいうまでもなく、作者の父親に
よる同題の有名な作品（ウィーン美術
史美術館蔵）の模作である。ピーテル
（子）が描いたこの作品の模写は5点存
在するという。そのうち3点は原作に
忠実な室内の情景で、本図を含む2点
が戸外の情景に変更されている。画
面の面積も半分以下に縮小されてい
る。彼が複数の模作を自由に描くこ
とができたのは、父の作品の数が少な
い上に、後世になっても人気の高かっ
た父の作品の需要に応える意味もあ
ったと考えられている。さて本図で
は、原作と同じように、画面右手の前
景に、戸板で作ったと思われる配膳盤
に、オランダ語でヴライと呼ばれるフ
ランドル地方特有のプディングの皿
を載せて運ぶ二人の男が描かれてい
る。緑色の幕の下で、髪を長くのば
し、冠を被り、黒の礼服に身を包んで
坐る若い女性が花嫁である。その他
の女性たちは白い頭巾のようなもの
で髪を覆い隠している。花嫁の両側
の婦人は母親と姑で、花嫁の左隣りに
坐る3人の男は、花嫁側から順番に、
父親かあるいは公証人、フランシスコ
派の修道士、村の領主か村長または判
事、と推定される。反対側には二人の
バグパイプ奏者が立っていて、赤い服
の男のほうはご馳走に見とれて吹く
ことを忘れている。さて、花婿はどこ
にいるのだろうか。当時の慣習では、
花婿は客人をもてなす役割があった
といわれ、そうだとすると、画面右手
でヴライを手に取りテーブルに配っ
ている茶色の服の男性か、画面左手隅
でジョッキにビールを注いでいる黒
い服の男性ということになる。更に
ここには描かれてはおらず、もうすぐ
姿を現すところだという説もある。
ジョッキにビールを注ぐ若者の姿は、
キリスト教美術の主題である「カナの
婚宴」を想起させる。婚宴の途中の酒
注ぎという要素からはたしかに「カナ
の婚宴」の葡萄酒の寓意が隠されてい
るが、この絵の中に描かれる飲み物は
やはりビールなのであろう。また一
説では、ビールを注ぐ男とその傍らで
ヴライの皿を舐める子どもは親子で、
「この親にしてこの子あり」またはオ
ランダの諺「瓶は最初に入れた物のに
おいがつく」（子どものとき身につい
たものは変わらない）という意味の寓
意との解釈もある。背景の色づいた
木の葉は季節が秋になったことを示
している。フランドルの農民にとっ
て、収穫の後の季節は婚礼の季節であ
った。

農民の結婚式

アントニー・ヴァン・ダイク,Anthony

van Dyck

東京富士美術館
フランドルの出身で、イギリス国王チ
ャールズ1世の首席宮廷画家として知
られるヴァン・ダイクは、ルーベンス
の工房で修業を積み、10代後半の若
さで工房の筆頭助手を務めたといわ
れる。20歳になってまもない1620年
に初めてイギリスに渡り、その後6年
間イタリアに滞在したのち、1627年
にアントウェルペンに帰ってくるが、
1632年に再びイギリスを訪れると、
そこで約10年間制作を続け、そのま
ま故郷に戻ることなく42歳で早世し
た。肖像画家としてのヴァン・ダイク
の才能は初期のアントウェルペン時
代から開花していたが、晩年のイギリ
ス時代になると、その様式はいっそう
洗練の度を加え、多彩な人物の容貌と
個性が、高雅で繊細な美しさをたたえ
た流麗な筆で見事に描きわけられて
いる。彼の高度に完成された王侯貴
族の肖像は、以後のヨーロッパ絵画に
おける肖像画様式の手本の役割をも
果たしたのである。モデルのアン・カ
ー（1615ー1684）は、サマセット伯ロ
バート・カーとその妻フランセスの娘
として生まれ、1637年にベッドフォ
ード伯と結婚、7人の息子と3人の娘
を産んだ。母のフランセスは殺人罪
で死刑を宣告されていたが、後に恩赦
の身となった人物で、アンはその服役
中にロンドン塔で生まれたのであっ
た。アンが自分の母親に関するスキ
ャンダルを知ったのは結婚のあとで、
真実を聞かされたとき、ひどく動揺し
気を失って卒倒したと伝えられてい
る。しかしながら二人の結婚生活は
順調で、夫の父の死後、彼の遺志を継
ぎ夫妻で沼沢地の干拓事業に情熱を
傾けた。さて本作と同じモデルの肖
像画が他に3点知られている。1点は
ベッドフォード伯の邸宅であったウ
ォーバーン・アビー公爵家に今も伝わ
る全身像、あとの2点は本作とよく似
た構図の七分身像（ペットワース・ハ
ウス蔵およびアメリカ個人蔵）で、後
者はいずれも本作に基づく第2バージ
ョンと見なされているものである。
20代なかば、結婚して2～3年経った
頃であろうか、上品にカールした金髪
のヘアスタイルに張りのある白い肌
が印象的な、若々しい美貌の英国貴婦
人が黒褐色の背景から浮かび上が
る。着衣と宝飾品、肌や髪など質感の
表現には熟練の技術があり、目もとや
口もと、組んだ手の指先ひとつにもヴ
ァン・ダイク調の高貴な表情が宿って
いる。肖像画の世界に他の追随を許
さぬ表現を確立したヴァン・ダイク様
式の一つの典型をここに見ることが
できる。

ベッドフォード伯爵夫人　ア
ン・カーの肖像 ホーファールト・フリンク,Govaert

Flinck

東京富士美術館
金と宝石で装飾された豪華な白いド
レスと淡い緑色のケープに身を包み、
白い羽飾りと宝石のついた縁なし帽
にベールをつけた少女が、腕に眠る小
犬を抱いてこちらを向いている。左
上方から当てられた光によってモデ
ルの顔が効果的に肉付けされており、
さらに仄暗い空間のなかに繊細な衣
装や宝石の材質感をも浮かび上がら
せている。背景の左側には柱とアー
チの一部が見え、室内の広がりを示唆
している。この愛らしい少女の半身
像は当時人気を博したようで、本作の
他に数点のヴァージョンが知られて
いる（モルトケのカタログには5点の
同構図の作品がフリンクあるいはそ
の工房の作として掲載されている）。
これら複数の作品のうちで最初に制
作されたと考えられているハンブル
ク美術館の所蔵作品と比較すると、全
体的に本作の方が質が高いと思われ
る。それは頭部の羽飾り、頭髪、布、宝
石などの細部の質感表現が勝ってい
るうえ、背後の空間の広がりにもより
説得力があるからである。したがっ
て本作は、1630年代の後半に描かれ
たとされるハンブルク美術館の作品
より少し以前に、フリンク自身の筆に
より制作されたものと考えられ、本作
を含めて6点現存する同構図の作品群
の中では、原作に相当する作品といえ
よう。フリンクは1633年、18歳の頃
にレンブラントの工房に入り、弟子と
してではなく助手として約1年働い
た。署名や年記のある最初期の作品
は1636年からのものが知られてい
る。その絵画は本作に見るようにレ
ンブラントの強い影響を示すが、次第
に色彩は明るさを増し、描写も大まか
で形式的な性格のものに変わってい
く。この作品を見るかぎり、構図の取
り方や褐色の色調、明暗の調子づけな
どレンブラントの影響が著しいが、少
女の顔の描き方や表情にはレンブラ
ントにはない対象の美化と穏やかさ
が感じられ、色彩もより柔らかく優美
な印象を与えるものとなっている。

犬を抱く少女

ジャン＝アントワーヌ・ヴァト
ー,Jean-Antoine Watteau

東京富士美術館
アントワーヌ・ド・ラ・ロックは、ヴァ
トーの友人で、戦争で片足を失ったの
を機に、その文才を生かして雑誌『メ
ルキュール・ド・フランス』誌の編集
長やオペラの台本作家として活躍し
た人物。彼の傍らにある楽器や書物
は、彼のこの第二の人生を連想させ
る。また、画面右側に描かれたミュー
ズやファウヌスによって、寓意的・神
話的な雰囲気が生まれている。友人
の肖像であると同時に神話画的な雰
囲気も併せ持つユニークな作品。田
園牧歌趣味をロココ的に発展させ、雅
宴画のジャンルを開いたヴァトーの
確かな腕が光る名作。

アントワーヌ・ド・ラ・ロックの
肖像 ジャン＝マルク・ナティエ,Jean-Marc

Nattier

東京富士美術館
モデルのジョフラン夫人が39歳の時
に描かれた肖像画。ジョフラン夫人
は、18世紀パリ社交界の著名な人物
で、文学や芸術に造詣が深く、彼女が
主宰するサロンには常に著名な哲学
者や文学者、画家、彫刻家らが招かれ
ていた。マックス・フォン・ベーンの
『ロココ』にある記述によれば、バイ
エルン王太子妃の侍従の娘として生
まれた彼女はジョフランに嫁ぎ、15
万リーヴルの年収を惜しみなくサロ
ンにつぎ込み、週2回客を集めた。水
曜日には、モンテスキュー、マリヴォ
ー、マルモンテル、ダランベール、ヴ
ォルテール等が、月曜日には、ブーシ
ェ、ラ・トゥール、ヴェルネ、ドルー
エ、ブーシャルドン等が集った。若き
モーツァルト少年もここで演奏をし
たという。彼女のサロンは、実に30年
近くもの間、文学、芸術の世界をリー
ドする存在であった。この肖像画で、
ナティエはジョフラン夫人を非常に
繊細なタッチで描いている。彼女の
理知的な顔立ち、白絹のローブとバラ
色の外套、左手下の書物などにより、
画面全体に際だった気品と知性が漂
っている。

ジョフラン夫人
フランソワ・ブーシェ,François

Boucher

東京富士美術館
このロココらしさにあふれた華麗な
大作は、ブーシェの重要な作品のひと
つに数えられる。本作において彼は、
神話画に属する主題のなかで自らの
最も得意とするヴィーナスの図像を
扱い、美の女神が水中で誕生して陸に
到着する姿を伸びやかに、屈託なく描
いている。ほぼ2メートル四方の大画
面なので、元来しかるべき重要な注文
に由来する作品であることは間違い
なく、これと対をなす図柄の作品も存
在したかもしれないが、注文主や対作
品については詳らかではない。この
作品は、もと英国の大収集家であるリ
チャード・ウォーレス卿の所有で、パ
リ郊外ブーローニュに彼が持ってい
たバガテル宮を飾っていたことがあ
った。のち今世紀初頭には、その洗練
された高雅な趣味で知られるウィー
ンの収集家ロスチャイルド男爵のも
とにあり、さらにニューヨークのメト
ロポリタン美術館の収蔵となったが、
その後、同美術館が本作を手離すこと
となり、現在東京富士美術館の作品と
なっている。さてこの絵の画面中央
では、水から上がったヴィーナスが青
や黄の布を敷いた岩の上に腰をおろ
し、その周りをキューピッドたちが飛
び交い、三美神が傍らに侍する。上空
から風の神ゼフュロスが女神の頭上
に勝利の冠を乗せようとしている。
その横で降下しつつあるキューピッ
ドの一人が手にしているのは、永遠の
美を象徴するリンゴである。左方で
は、海神ネプチューンの息子であるト
リトンやニンフが水中で歓び戯れて
いる。女神のすぐ前で横たわりなが
らこちらを向いているニンフは、美し
く官能的な裸身によって、いかにもブ
ーシェらしい特徴を示し、この画面の
中で最も強く鑑賞者の眼をひく部分
となっている。主題の上では、1740年
のサロンに出品した《ヴィーナスの
誕生》（ストックホルム国立美術館
蔵）に近く、構図の上では、最晩年の4
点のシリーズ（アメリカ、キンベル美
術館蔵）に類似している。数多いサロ
ン出品作ほどの完成度がここに見ら
れないのは、おそらく大きな室内の壁
の上方や天井など、ある程度の距離を
おいて見られる場所に置かれるべき
ものであったのかも知れない。遠い
眼で見た時にほど良い印象にするた
めに、画家が巧みに仕上げを計算した
のであろう。いずれにせよ本作に見
るような裸婦群像は、この画家の最も
得意とするテーマで、ロココ趣味あふ
れるブーシェ様式の典型を示すもの
で、彼の天賦の装飾的手腕を証明する
神話画の佳作であることは間違いな
い。

ヴィーナスの勝利
ジャン＝シメオン・シャルダン,Jean-

Siméon Chardin

東京富士美術館
1753年のサロン出品作。緻密なマテ
ィエール、絵具の光沢、落ち着いた中
間色の色調、影の部分にも感じられる
ような繊細な光の表現、思索的で重厚
な人物のたたずまい、室内の静謐で瞑
想的な空気など、シャルダンらしい魅
力にあふれる小品。彼の約40年間に
わたる作画活動は3つの時代に区分さ
れるが、その中間期にあたる時代が
「風俗画の時代」（1730年代から1750
年代初め）である。シャルダンの「静
物画」は、華麗で女性的な優美さを好
んだ宮廷では人気がなく、一部の目利
きや画家、収集家に支持されるのみで
あったが、この「風俗画」の顧客層に
は外国の有力な諸侯も名を連ねるよ
うになった。この時期の最も代表的
な作品としては、《独楽を回す少年》
《食前の祈り》（ともにルーヴル美術
館蔵）などがある。シャルダンは、ス
ウェーデンのルイーズ・ウルリック王
妃のために1749年、《デッサンの勉
強》と《良き教育》の2点を贈った。こ
のうち先に完成したのは《デッサン
の勉強》の方で、1748年のサロンに出
品された。その数年後、彼は再びこの
1対の絵と同じ構図をもつ2対目のヴ
ァリエーションを描いている。こち
らの2点は、著名な収集家アンジュ＝
ローラン・ラ・リヴ・ド・ジュリのため
に制作され、1753年のサロンに出品
されたが、このうちの1枚が本作であ
る。本作は、1770年の競売でリヴ・ド・
ジュリの許を離れ、あるスウェーデン
人の手に渡った。以来その末裔によ
って長らく秘蔵されていたが、1979
年の大規模な〈シャルダン展〉に出品
され、人々の前に再び姿を現わしたの
である。このとき、対をなす《デッサ
ンの勉強》と《良き教育》の額縁には
非常に珍しい特徴があった。作者の
名前である〈シャルダン〉の文字が、
明らかに18世紀のものと分かる黒く
美しい書体で記されていたのであ
る。今日、世界の美術館で行われてい
るような「額縁に作者名のプレートを
付ける」というような習慣は当時なか
ったので、最初の所有者であったリ
ヴ・ド・ジュリが施したこのような処
置は、博物館学的にみても先駆的な作
業であったと評価される。なお、この
秘蔵コレクションの中に含まれてい
た本作と対をなす《良き教育》の方
は、現在テキサスのヒューストン美術
館に収蔵されている。

デッサンの勉強
ジャン＝オノレ・フラゴナール,Jean-

Honoré Fragonard

東京富士美術館
一般的に「幸せな大家族」「子だくさ
んの幸せ」というタイトルで知られて
いるこの楕円形の絵は、同じ絵柄のヴ
ァージョンが本作の他に4点（ワシン
トン・ナショナルギャラリー所蔵ほ
か）知られており、当時人気を集めた
主題である。画面の中央に白いブラ
ウス、赤いスカートの若い母親が幼子
を抱いて坐り、その周りで年長の子ど
もたちが遊ぶ。左手の窓の外では父
親がロバと一緒に家の中をのぞいて
いる。母親の背後には、召使いの女と
その子であろうか、シルエットのよう
に寄り添って描かれている。家畜の
犬とロバもまるで家族のようで、人物
は自由なポーズと視線をとりながら、
親しげな感じで互いに深く結びつい
ている様子が見て取れる。しかし、部
屋の上方をみると、古代イタリアの廃
墟のようであり、この家族の団欒とは
およそ不釣り合いな、古くて大きな石
造りの空間である。右手の台（羊の頭
と花絆を象った飾りが施されている
ので古い祭壇であろうか。とすれば、
この建物は神殿である）の上には玉葱
と肉の塊が置かれ、金属製の深鍋のよ
うな容器も見える。質素な生活だが
子宝に恵まれて幸せな家族───。
幻想的な建築物を背景に描かれた若
い両親と子どもたち───。この絵
には、さらに目には見えないいくつか
の事実が隠されている。ひとつは、こ
の家族像は18世紀フランスで活躍し
た思想家ルソーの「家庭は社会の基本
であり、家族愛は道徳の根本」という
思想を絵に描いた「理想の家族像」で
あるということ。もうひとつは、フラ
ゴナール自身が幸福な家庭生活に恵
まれ、当時流行した官能的なロココ風
の絵のみならず、こうした素朴な絵に
も才能を発揮することができたこ
と。そして更にもうひとつ、この絵
は、「聖母子像」「聖家族」「羊飼いの礼
拝」といった伝統的なキリスト教絵画
のテーマを、当時の人物、当世風の主
題にリメイクした作品である、という
ことである。これはフラゴナールが
単に風俗画家なのではなく、宗教画家
としても優れた知識と技術を持って
いたことの証明でもある。赤と青の
着衣に身を包み、幼子を抱く若い女性
像は、伝統的に聖母マリアと幼児キリ
ストを表わすもので、「絵画の伝統を
継承しつつ、自由で新しい18世紀の
精神をも体現する」フラゴナールらし
い作品といえよう。

豊穣な恵み

ウジェーヌ・ドラクロワ,Eugène

Delacroix

東京富士美術館
ロマン主義の巨匠ドラクロワは、バイ
ロンやユゴーなど同時代の文学や、ダ
ンテ、シェークスピアなどのヨーロッ
パ各国の国民文学をとりわけ好んで
いた。彼の溢れるような情熱は、それ
らに表現された激しい感情や理性、狂
気が交錯する世界に感応したのであ
る。本作の主題は、17世紀スペインの
作家セルバンテスが書いた小説「ド
ン・キホーテ」の一場面。物語の主人
公はラ・マンチャ県のある村の郷士。
騎士物語を読み耽るあまり、ついには
正気をなくして、自らをドン・キホー
テ・デ・ラ・マンチャと名乗り、隣村の
百姓娘を姫君と思い込み、武勲を立て
るために遍歴の騎士となって冒険に
出るという物語である。ここでは、本
を広げた机の前で、椅子に座って夢想
にふける人物がドン・キホーテであ
る。その後ろには、彼の身を案じて書
物を焼いてしまう村の司祭や床屋の
ニコラス親方、家政婦たちが困惑した
姿で描かれている。実際の「ドン・キ
ホーテ」にはこのような場面は出てこ
ないが、騎士物語に影響されたドン・
キホーテが旅に出てやがて自宅に担
ぎ込まれるという、第1章から6章ま
での物語の冒頭部分を要約した形で
描いたものである。床に散乱した書
物や騎士の武具らしき道具。後ろの
人物たちに背を向けた彼の視線は宙
をさまよい、彼らを気にする様子もな
い。そして彼の不自然な左手の動き
は、まるで彼の理性を彼から切り離そ
うとしているようである。ほぼ正方
形の小さな画面に、正気を失ったド
ン・キホーテの内面が見事に描き込ま
れている。

書斎のドン・キホーテ

ジョセフ・マラード・ウィリアム・ター
ナー,Joseph Mallord William Turner

東京富士美術館
19世紀前半のイギリスで色彩感豊か
に水と空気を描き、後のフランス印象
主義の先駆的な役割を果たしたター
ナーは、生涯、海を友とし海景を描き
続けた。本作に描かれた「ユトレヒト
シティ64号」は、1688年のイギリス名
誉革命の際、イギリス議会に招請され
たオランダ提督オレンジ公ウィリア
ムがイギリスへ向けて出航した艦隊
の先導艦。つまり本作でターナーは、
150年前の祖国イギリスを救った歴
史的な出来事───オレンジ公ウィ
リアムが妻メアリ2世とともに共同統
治者として王に即位（ウィリアム3世）
し、権利章典が定められ近代議会政治
の基礎が確立した───をテーマに、
いわば「歴史画」の主題を制作のきっ
かけにして、歴史画の枠組みを超えた
「船と海のジオラマ」を描いている。
ただし、ターナーは想像だけで描いて
いるわけではなく、船の構造にも詳し
く、この絵でもかなり正確に17世紀
の船を再現していると思われる。曇
り空で風が強く、天候が定まらないの
であろう、近景では黒い波が大きくう
ねり、その向こうでは白い波頭が小刻
みに動いている。全体的にグレーと
ブルーの寒色系の色調に重く沈んで
いる海。そこに左上方から海上に向
かって斜めにうす日が差し込んでい
て、風を受けた帆船を淡いオレンジ色
に染めている。左から右へ、上から下
へ、重苦しい海に動きが加わり、寒色
の中にわずかな暖色を見いだすこと
ができる。ここには、海、空、雲、光、
風、大気、帆船といったターナーの絵
画の主要なモチーフを見ることがで
きる。この作品は1832年のロイヤル・
アカデミーの展覧会に出品されたが、
そこでちょっと面白い「事件」が起き
ている。展覧会の直前の最後の手直
しが許される日に、隣に展示された好
敵手コンスタブルの絵に刺激を受け、
よりいっそう効果を上げるため、中央
よりやや右の海上に、最後に赤いブイ
を描き入れたというのである。

ヘレヴーツリュイスから出航す
るユトレヒトシティ6464号 ウィリアム・アドルフ・ブーグロ

ー,William Adolphe Bouguereau

東京富士美術館
19世紀後半のフランスは、美術の世
界でも官展に対抗して印象派が第1回
展を開く（1874年）など、新しい時代
への転換に向かって、地殻変動が起き
た時代であった。しかし正統派を自
認するアカデミズムの勢力は健在で
あった。アレクサンドル・カバネルと
ともに、この時代のアカデミズム絵画
を代表する画家であるウィリアム・ブ
ーグローは、マネや印象派の画家たち
の絵画を拒否した保守派の人物とし
ても有名で、“ブーグロー風”という言
葉が印象主義の反意語として用いら
れもした。彼は新古典主義の画家ピ
コの弟子で、1850年にローマ賞を受
賞、歴史画や神話画の大作をサロンに
出品している。微妙な明暗まで再現
する精緻な描写と磨きあげられたマ
ティエールが際立つその様式は、アカ
デミックな写実技法の極致といえ
る。一方、ブーグローは風俗画も数多
く制作した。1870年代以降は、愛情あ
ふれる母子、牧歌的な風景に愛らしい
少女といった定型化した作品を数多
く制作するようになった。本作はこ
のような時期に描かれた牧歌的少女
像のひとつである。網を左肩に担ぎ、
籠を右手に抱えてポーズする漁村の
若い娘。海辺の場所や着衣などは地
味で、頭に被ったスカーフの色と模様
がこの絵で唯一の華やかな部分であ
る。それゆえに顔や首すじ、腕や手と
いった露出した肌の部分の生々しさ、
また磁器のように滑らかでみずみず
しい描写に、自然と見る者の目は導か
れる。ある意味で写真的ともいえる
人体の描写は、ブーグロー特有の表現
法でもある。

漁師の娘
ジュール・ジェーム・ルージュロ
ン,Jules James Rougeron

東京富士美術館
明るいピンク色のドレスに身を包ん
だ若い貴婦人が、化粧室の鏡の前でポ
ーズをとっている。このドレスは、
1870年代から80年代にかけて流行
し、腰の後ろに膨らみを作るための腰
枠の名前に因み、「バスル・スタイル」
と呼ばれる。女性はこれから始まる
夜会の身支度しているのであろう。
モデルが顎の下に手をやり、今まさに
結ぼうとしているような髪飾りは、既
婚女性が正装用としてよく用いたも
のである。またチェストの上には手
袋や香水瓶が置かれ、女性の幾分高揚
した雰囲気を演出している。「化粧を
する女」という主題は、フォンテーヌ
ブロー派の時代から愛好されてきた
が、本作も甘美な親密さがあふれる愛
らしい作品である。

鏡の前の装い
ミケーレ・ゴルディジャーニ,Michele

Gordigiani

東京富士美術館
ミケーレ・ゴルディジャーニは、裕福
な家に育ったが、小遣いを稼ぐために
タバコ屋の看板描きや、市場での女中
や主婦相手の似顔絵描きをはじめ、後
の肖像画家としての訓練をしていっ
た。1856年には、上流階級の注文を受
けるようになる。さらに1861年、フィ
レンツェで開催されたイタリア博覧
会では、イタリア王ヴィットリア・エ
マヌエルの肖像が好評を得て、肖像画
家として最高の名誉と栄光と富を獲
得した。本作は、ミケーレの名声が頂
点を迎えた時期に描かれたもの。貴
族、政治家、音楽家、俳優など、多くの
国の上流階級の人々から注文が相継
いだ。素早く仕事を片づけるために
写真を用いていたが、実物をそのまま
に写し出す写真とは違い、彼は実物の
欠点を弱め、より気品高く描くことに
努めた。その作品からは、一瞬の心の
動きを捉え、そこに一筋の表情の美し
さを見い出し、表現することができた
彼の才能をうかがい知ることができ
る。

シルクのソファー

ジャン＝フランソワ・ミレー,Jean-

François Millet

東京富士美術館
1849年春にパリからバルビゾン村に
移り住んだミレーは、1867年のサロ
ンに本作と同じ題名の《鵞鳥番の少
女》という作品を出品した。同年に友
人のサンスィエに宛てた手紙で彼は、
この出品作について「私は鵞鳥の鳴声
が画面一杯に響き渡るように描きた
い。ああ、生命よ！みんな一緒の生命
よ！」と記している。本作は友人サン
スィエの旧蔵品で、前出のサロン出品
作と同時期に同じ場所で描かれたも
のらしく、「鵞鳥の番をする少女」を
テーマにしたシリーズの中核をなす
作品。下描きの線が透けるほど油絵
具を薄く塗り、まるで水彩画のような
効果で夏の日ざしに照らされた水辺
の雰囲気をよく表している。この鵞
鳥番の少女というテーマは、大人の労
働を描いたミレーの宗教的ともいえ
る作品群とは趣きを異にし、純粋に牧
歌的な世界を表している。農民生活
と自然環境の調和を見事に描いた本
作は、円熟したミレー晩年の傑作であ
る。

鵞鳥番の少女
ベルト・モリゾ,Berthe Morisot

東京富士美術館
本作が描かれたのは、記念すべき第1
回印象派展が開かれた1874年の夏。
場所はノルマンディ海岸沿いのフェ
カンで、父方の親戚であり、モデルも
務めたリュシアン・ブルジエ夫人の別
荘である。モデルは男性服を彷彿と
させる「テーラード・カラー」（背広型
の襟）があしらわれた外出用と思われ
るツーピース状のドレスに麦わら帽
子という比較的くつろいだ服装をし
ている。テラスから遠景を見下ろす
構図は斬新で、遠景の海にはヨット遊
びに興じる人々の姿も確認できる。
本作は1877年の第3回印象派展にモ
リゾが出品した12点のうちの一つで
もある。本作は印象派を擁護する批
評家の目を奪い、賞賛を受けた。

テラスにて
エドゥアール・マネ,Édouard Manet

東京富士美術館
1880年に健康を崩したマネは療養の
ためパリ郊外のベルヴュに家を借り
る。そうしたマネのもとに友人たち
が見舞いに訪れる中、彼は油絵に取り
組み、人物、風景、静物などを約30点
ほど描いている。本作はこうした夏
のベルヴュ滞在のあいだに制作され
た作品のひとつ。この絵はマネ没後
の翌年に行われた競売で、マネ作品の
収集家であったオペラ座のバリトン
歌手ジャン＝バティスト・フォールが
購入し、以後、欧米の著名な収集家の
手を経て、現在東京富士美術館の所蔵
となっている。この作品のモデルは
見舞客の一人、ガンビー夫人といわれ
ている。アドルフ・タバランの『マネ
とその作品』によれば、ガンビー夫人
は、マネ家と親しい付き合いのあった
ルバン夫人の友人であるらしい。ま
たマネの義妹にあたる画家ベルト・モ
リゾの親戚筋の女性ともいわれる。
紫色の花があしらわれた黒い帽子を
被り、髪は前髪を垂らした流行のスタ
イル。背景の緑の庭は、印象派に近い
筆触を生かした描き方であるが、モデ
ルの女性の服は、他の印象派の画家の
絵には見られない「黒」で大胆に描か
れている。しかもすけて見えるよう
な薄い着色で、筆跡を残しながら巧み
に女性の体を描き出しているあたり
は、マネの並はずれた造形センスとと
もに近代的で都会的な感性を感じさ
せる。緑と黒の対比で構成された画
中で、女性の顔の白と手袋の黄色が目
に鮮やかに映る。そして女性の唇の
赤と、絶妙のバランスで描きこまれた
小さな赤い花の色がマネの天才的な
色彩センスを存分に感じさせるスパ
イスとなっている。この作品でマネ
が描き留めたものは、もはや特定の女
性の肖像というよりは、パリを象徴す
る「女性美」そのものといえるだろ
う。

散歩（ガンビー夫人）
フィンセント・ファン・ゴッ
ホ,Vincent van Gogh

東京富士美術館
オランダに生まれたゴッホは、ブリュ
ッセルで素描の基礎を学び、1881年、
28歳の時、牧師であった父の任地で
あったオランダ南部のエッテンヘ赴
く。この年の終わり、ゴッホは画家に
なることに反対だった父との衝突か
らハーグへ移り、ハーグ派の画家たち
と出会っている。オランダ時代のゴ
ッホの作品は、ハーグ派の画家たちや
17世紀のオランダの巨匠たちの作品
の影響を受け、全体的に落ち着いた暗
い色調で描かれている。1883年、30
歳の時、ハーグを起ったゴッホはやは
り父が赴任していたオランダ南部の
ニューネンへ移る。この頃より、ゴッ
ホは油彩画に本格的に取り組み、農民
や職人、ニューネン近郊の風景を精力
的に描いている。ニューネン時代は、
農民画家としてのゴッホが形成され
ていった重要な時期で、オランダ時代
のゴッホの集大成ともいうべき《馬
鈴薯を食べる人たち》（1885年）が描
かれている。本作は、《馬鈴薯を食べ
る人たち》が描かれた翌月の、1885年
の6月に描かれた作品。ゴッホは弟テ
オへ宛てた手紙の中で、「今は、ここ
（ニューネン）から2時間のところで仕
事をしているので、全ての時間を有す
る。私が求めているのは、あといくつ
かのきれいな荒野の農家。既に4つ、
前回送った大きさが2点と、小さいの
がいくつかある。」と述べており、こ
の作品は、この手紙の中で「いくつ
か」と言及されている作品。農民が暮
らす場所を描くことは、ミレーを崇拝
するゴッホにとって、農民の生活の厳
しさや、自然との深い結びつきを表現
する重要なモチーフであった。ゴッ
ホは愛情を込め、農民の家を、雀より
小さな野鳥のミソサザイの巣に喩え
「農民の巣」と呼んでいる。その力強
いタッチと落ち着いた色調は、大地に
根ざして生きる農民のたくましさと、
自然の持つ包容力を描きだしてい
る。同じ時期に描かれた、同じモチー
フの作品が、いくつも残っており、こ
のモチーフがゴッホにとって、重要な
ものであったことが伺える。

鋤仕事をする農婦のいる家
ピエール＝オーギュスト・ルノワー
ル,Pierre-Auguste Renoir

東京富士美術館
本作には、ルノワールが好んだ〈赤い
色〉〈美しい服〉〈若い女性の肌〉〈穏や
かさ〉といった要素を見つけること
ができる。また黄色い帽子も大切な
脇役で、ルノワールの絵画にしばしば
登場するポイントのひとつとなって
いる。この絵が描かれたと思われる
1890年代前半は、ルノワールがいわ
ゆるアングル風の「古典の時代」から
「真珠色の時代」と呼ばれる新しい画
風を確立しつつあった時期にあた
る。彼はいよいよ晩年の様式の完成
に向かって、新たな一歩を踏み出して
いく。1880年代の「古典の時代」での
厳格な線による写実主義はすでに影
をひそめ、本作にも見る事ができるよ
うに、輪郭線は流れ去り、衣服は震え
るような色調を帯び、人物は背景とと
もに光の中に溶け込むかのようであ
る。そこには、柔らかで、穏やかな眼
差しの、まるで果実のような典型的な
〈ルノワールの女〉がある。人物と背
景は、互いに影響しあい、光の中で融
合するかのようで、遠近法は失われ、
空間は平面に近づいている。色彩は
モノの固有色にしばられずに、色その
ものの美しさが画家のテーマとなっ
ている。モノの形によってではなく、
色彩の輝きによって見る者に働きか
ける。ルノワールの作品に見られる
これらの特徴は、ジャン・クレイが
『印象派』の中で分析したように、印
象派の画家が伝統的な絵画法を解体
して獲得した全く新しい視覚の喜び、
ともいうべきものである。なおこの
作品は、ベルネーム＝ジュンヌ画廊、
デュラン＝リュエル画廊というルノ
ワール作品を取り扱った最大手の画
商から世に出た経歴が残っている。

赤い服の女

エドゥアール・ヴュイヤール,Édouard

Vuillard

東京富士美術館
婦人はヴュイヤールの姉マリーで、2
人の子どもはその娘と息子である。
マリーはヴュイヤールの生涯の親友
であり画家のケル＝グザヴィエ・ルー
セルの妻であったが、ヴュイヤールは
ルーセルの田舎の邸宅をしばしば訪
れ、彼ら家族の絵を描いた。本作でマ
リーは茶色を主とした簡素なシルエ
ットのドレスに身を包み、姪のアネッ
トは白い帽子、赤いストライプの服を
身につけている。ヴュイヤールにと
ってアネットはとりわけお気に入り
のモデルで、他の作品にも同様の出で
立ちで描かれている。家族のスナッ
プ写真のアルバムをめくるような、日
常生活の親密で温和なモチーフを描
いたヴュイヤールらしいショットで
ある。

婦人と子供
ピエール・ボナール,Pierre Bonnard

東京富士美術館

若い女
アメデオ・モディリアーニ,Amedeo

Modigliani

東京富士美術館
イタリアのリヴォルノに生まれたモ
ディリアーニは、1906年1月、絵を描
くためにパリに出た。その翌年の11
月、本作のモデルとなっている人物
───医師で美術愛好家のポール・ア
レクサンドル博士と知り合う。モデ
ィリアーニの作品に関心をもった最
初の人である。彼は1914年に第一次
世界大戦に出征を余儀なくされるま
で、モディリアーニのパトロンであ
り、この若い画家を激励し、その作品
を買い続けた。フランス人で知識豊
かな美術愛好家であったポール・アレ
クサンドルは、無名の芸術家を公衆、
画商、収集家に紹介するチャンスのあ
る公的機関にもよく通じており、さま
ざまな面でモディリアーニを支援し、
その芸術活動を支えた。1908年にな
ると、モディリアーニはポール博士と
その弟ジャンが創設した芸術家コロ
ニーにしばしば通うようになる。
1909年には同博士の3点の肖像画が
描かれたが、その中では本作が最も完
成度が高く、素晴らしい出来映えを示
している。同年に描かれた《乗馬服の
女》（ニューヨーク、個人蔵）と同じよ
うに、左手を腰にあてたポーズの4分
の3分身像となっている。この博士の
肖像画シリーズは、ある意味では「芸
術のパトロンが画家へ出資すること
によって彼の肖像画が描かれる」とい
うルネサンス以来のイタリア絵画の
伝統を思い起こさせる。ちょうどこ
の絵が描かれた頃、モディリアーニは
彫刻家コンスタンティン・ブランクー
シと友情を結び、以後の数年間は彫刻
に没頭することになる。しかし絵画
を放棄したわけではなく、1914年以
降の細長く平面的にデフォルメされ
たいわゆるモディリアーニ様式に繋
がってゆく。本作は若いモディリア
ーニの瑞々しい感覚が漂う初期の秀
作といえよう。

ポール・アレクサンドル博士
モーリス・ユトリロ,Maurice Utrillo

東京富士美術館
ユトリロはエコール・ド・パリの画家
たちの中にあって、マリー・ローラン
サンとともに、ほとんど唯一の純粋な
フランス人であった。他のエコール・
ド・パリの画家はモンパルナスのカフ
ェを中心に活動したが、ユトリロの活
動拠点はモンマルトルの丘であっ
た。彼は精神病院を転々とする重症
のアルコール中毒患者で、1917年に
母の画家シュザンヌ・ヴァラドンに
「あなたの席はルーヴルにあります
が、僕の席は病院にあります。僕は16
歳のとき人生を投げ出したので、今と
なっては社会に馴染むには遅すぎま
す」と苦しい胸のうちを告白してい
る。もっとも入院先の病院の医師の
勧めで絵筆をとったのが、画家ユトリ
ロの誕生であった。彼の作風は一般
的に以下の4つの時期に分類されてい
る。1903—06年の初期の時代、1906—
07年の印象派時代、1907—13年の「白
の時代」、1913年以降の「色彩の時代」
がそれである。特に本作が描かれた
1910年代後半は、それまでの白を中
心としたパレットがさまざまな色彩
の広がりを見せていくが、白はまだ主
要な色として用いられている。ノル
ヴァン通りは、モンマルトルの丘の上
に立つサクレ＝クール寺院へと続く
小路で、ユトリロはしばしばこの付近
を描いた。人影もまばらな狭い道の
両側には白い壁が続き、その先にはサ
クレ＝クール寺院の白亜の円蓋がそ
びえている。哀愁を帯びた裏通りの
淡い詩情をたたえた空間が印象的な
本作は、ユトリロが傑作を最も多く生
み出した1910年代の典型的な佳品の
ひとつといえるであろう。

モンマルトル、ノルヴァン通り
アルベール・マルケ,Albert Marquet

東京富士美術館
マルケは、マティスなどとともにフォ
ーヴィスムの代表的画家の一人に数
えられているが、本質的には色彩の強
烈さよりは、微妙なニュアンスの諧調
にいっそう鋭敏であった。後期にな
ると、その色彩は更に柔らかさを増し
ていった。マティスの親友であった
関係から、フォーヴの運動に参加はし
たが、グループからは距離を保ってい
た彼は、その気質からして、コローや
クールベの伝統に連なる写実主義者
であった。マルケの才能は、情景を澄
明な明晰さをもって表わすことにあ
った。港の風景は、彼が好んで描いた
テーマの一つである。本作において
マルケは、穏やかな色調を用いて、温
暖で陽光あふれる南仏の入り江を描
き出している。トゥーロンは、フラン
ス南部の地中海に臨む軍港都市で、マ
ルセイユの東方約50kmほどのところ
に位置し、西から東に突き出す岬によ
って守られた湾に面している。セザ
ンヌが制作をしたエクス・アン・プロ
ヴァンスにもほど近い。16世紀にア
ンリ4世が港と城を整備し、海軍工廠
を設置してより、軍港・造船工業都市
として発達し、フランス革命では王党
反革命派の拠点であった。マルケは
友人のマンガン、カモワン、マティ
ス、シニャックらとともに、1905年、
南フランスを旅行したことがあり、本
作はその時の取材によるものではな
いかと推測される。パリのポンピド
ゥー・センター（国立近代美術館）に
1905年頃に描かれた《南仏の風景、ア
ゲーの眺望》という作品があるが、木
の間越しに海と半島を描いた視点や
筆のタッチは本作と似ている。初期
の画風の典型を示す作品のひとつで
ある。

トゥーロン湾の眺め

海北友雪,Kaiho Yusetsu

東京富士美術館
源平合戦の中でも有名な一の谷合戦
を右隻に、左隻に屋島合戦を描く。右
隻には平家の陣屋の後方から攻め入
ろうとする、源義経によるいわゆる
「鵯越の逆落とし」の場面や、熊谷直
実と平敦盛による「敦盛最期」のシー
ンが描かれる。左隻には陣屋に攻め
入る義経軍と海上に逃れる平家の軍
勢とが、陸上と海上に対峙する屋島合
戦の模様を描く。所狭しと金雲をあ
しらい、極彩色と繊細なタッチで兵士
一人一人の表情まで丹念に描き、見る
者を魅了する。

源平合戦図屏風
狩野派,Kano School

東京富士美術館
洛中洛外図は桃山時代後期に成立し、
江戸時代まで続いて制作された風俗
画の一種である。京都の市街（洛中）
と郊外（洛外）の名所や旧跡、四季折々
の行事などを一望のもとに描く。通
常、六曲一双の画面に描かれる。左隻
の中央に大きく二条城が描かれ、右隻
には豊臣の余光を反映して方広寺の
大仏殿が配されている。金雲たなび
く眼下に祇園祭などの祭礼・行事や市
井の人々の営みが活写され、当時の賑
わいが伝わってくるような瑞々しい
作品である。

洛中洛外図屏風
狩野尚信,Kano Naonobu

東京富士美術館
右奥から流れ出る水流の縁に手をか
けて佇む虎。その口元を見ると薄く
彩色があり、口を開けているのか、舌
を出しているのかは判別できないが、
水をありつこうとする瞬間を捉えて
いると分かる。周囲を窺うような視
線を送る表情は、まるで猫のようで愛
くるしい。大胆な余白の活用が尚信
画の特長ともいえるが、ここでも横長
の大きな画面に余計なものは描かず、
主題に視線を向かせるようなすっき
りとした画面構成が見られる。

［重要美術品］猛虎図
琳派,Rinpa School

東京富士美術館
比較的小さな寸法に仕立てられた八
曲一隻の屏風。画面右下に「対青印」
らしき朱文円印があるが、にわかには
判読しがたい。本作では俵屋宗達・尾
形光琳の双方が描いた《松島図》にも
見られる波頭の図案が簡潔にリズム
よく描かれ、波の躍動感を伝えてい
る。波形の描写は波の外側にだけ濃
い群青色を引き輪郭を際立たせ、波頭
部に胡粉で白を着彩し、飛沫や波のう
ねりの部分に金泥の線で調子をつけ
て仕上げている。

波濤図屏風
曾我蕭白,Soga Shohaku

東京富士美術館
六曲一隻屏風に墨画淡彩で二羽の鶴
を描く。鶴の周囲を外隈が施され、そ
の白い身体が強調され、さらに頭部に
用いられた朱がアクセントとなり効
果的である。鶴の表現や、速筆で描か
れた画面を突き抜ける大きな松、没骨
で描かれた下草類などに蕭白の水墨
技術が看取される。画面左に後補が
あり、引手跡も確認できることから、
襖が屏風形式に改装されたことがわ
かる。作風、落款、印章などから20代
末から30代前半頃の制作と考えられ
る。

鶴図屏風

東洲斎写楽,Toshusai Sharaku

東京富士美術館
寛政6年（1794）の5月に河原崎座で上
演された「恋女房染分手綱」の一場面
で、前半の山場・道成寺の主役である
能師役の竹村定之進を描いたもの。
演ずる市川鰕蔵は5世市川団十郎のこ
とで、当代随一の名優と謳われた。大
ぶりの体格、彫りの深い顔と顔全体を
使った豊かな表情が、この役者がもつ
堂々たる風格を伝えてくれる。また
定之進の顔、襟や裃の描線、組まれた
両手とがリズミカルかつ安定した構
図を巧みに演出している。

市川鰕蔵の竹村定之進
葛飾北斎,Katsushika Hokusai

東京富士美術館
冨嶽三十六景シリーズを代表する作
品。画題にある「凱風」とは南風のこ
と。「赤富士」とも称されるこの情景
は、夏から秋にかけての早朝にかぎり
見られるという。諸説はあるが、右側
に寄せられた構図は左側(東)からの
光を意識しているとも感じられ、河口
湖付近から富士の北側を捉えたと思
われる。秋を予感させる鰯雲の中に
悠然とそびえるその偉容は、富士を形
象化した作品の中でも唯一無二の逸
品といえよう。

冨嶽三十六景　凱風快晴
葛飾北斎,Katsushika Hokusai

東京富士美術館
眼前で激しく逆巻く大波と波間の遥
か遠くに鎮座する富士山。動と静、遠
と近を対比させる絶妙な構図は、海外
でも「グレート・ウェーヴ」と称され、
画家ゴッホや作曲家ドビュッシーを
はじめ世界的に賞讃を受けた。波に
翻弄される3艘の船は「押送り舟」と
呼ばれる舟で、伊豆や安房の方から江
戸湾に入り、日本橋などの市場に鮮魚
や野菜を運搬していた。千葉県木更
津方面から江戸湾を臨んで描いたと
の説もある。

冨嶽三十六景　神奈川沖浪裏
葛飾北斎,Katsushika Hokusai

東京富士美術館
冨嶽三十六景シリーズの三役にも挙
げられる作品。《凱風快晴》と双璧を
なすように、富士の堂々たる姿を表し
た本図は、《凱風快晴》が「赤富士」と
称されたのに対し「黒富士」と呼ばれ
た。漆黒に包まれた裾野から山頂へ
のシャープなグラディエーションと
頂の尖った形容が、富士の峻厳さとそ
の周辺に立ちこめる静寂な雰囲気を
伝えている。画題の「白雨」は夕立を
意味する。裾野に描かれた稲光りが
画面全体にいっそう鋭さを与えると
ともに奥より迫る黒く染まった雨雲
が、これから来るであろう俄雨を予兆
する。

冨嶽三十六景　山下白雨

歌川広重,Utagawa Hiroshige

東京富士美術館
現在の神奈川県足柄下郡箱根町にあ
たる。主役の富士を凌駕するように
極端に競り立った山が画面中央に描
かれ、対照的に白く雪化粧した富士が
遠景にひっそり佇んでいる。山間を
抜ける細く急勾配な坂道を下る大名
行列の姿は「天下の嶮、千尋の谷」と
謳われた箱根の峠越えの厳しさを物
語っているかのよう。モザイク画を
思わせる多彩な山の岩肌の表現と連
なる大名行列の動きが画面にリズム
をもたらし、観る者の好奇心を満たし
てくれる。

東海道五拾三次之内　箱根  湖水
図

東京富士美術館
長方形、角丸、被蓋造（かぶせふたづく
り）の硯箱で、内外共に総体金梨子地
（きんなしじ）に平蒔絵と高蒔絵で表
す。蓋甲には桐鳳凰、見返しは松瀧山
水、見込みは竹としている。蓋甲は、
水辺の桐に雌雄の鳳凰で、小笹や沢瀉
も描かれる。桐花に金金貝（かなが
い）、凰の尾羽と岩には銀金貝があし
らわれ、桐の幹や凰の体、岩や雲に
金・銀の切金（きりかね）が置かれる。
見返しでは州浜に銀金貝、岩や雲に
金・銀の切金が置かれ、瀧は銀蒔絵と
している。見込みには硯石と金銅製
七々子地に蛇目九曜紋（じゃのめくよ
うもん）を高彫（たかぼり）した水滴が
据えられている。鳳凰は、鳳が雄で凰
が雌の中国で創造された霊鳥。『詩
経』では、鳳凰が鳴き、高岡で睥睨（へ
いげい）すると、梧桐が生えてくると
あり、また梧桐でなければ棲まず、竹
の実でなければ食べないとする。日
本では、『餝抄』の天養21年（1144）の
条に、天皇が「黄櫨染　文竹桐鳳凰」
の御袍を常に着たことが記され、鳳凰
は天子を表すものと考えられてい
る。この硯箱でも蓋表に桐鳳凰、見込
みに竹が描かれているのはこうした
背景がある。

桐鳳凰蒔絵硯箱
五十嵐派,Igarashi School

東京富士美術館
本作の全面には蒔絵をはじめ、金属の
小片を貼り付ける切金や金属を文様
の形に切り抜いて貼り付けた平文な
どの手法が用いられる。蓋表には四
頭の鹿と菊、萩などの秋の草花が配さ
れ、その図様は蓋裏から蓋表、身の方
へと連続している。本作の意匠は『古
今和歌集』に収められた壬生忠岑の
和歌「山里は秋こそことにわびしけ
れ　鹿の鳴く音に目をさましつつ」の
歌意を表現したもの。文学的な詩情
性と蒔絵による装飾性が融合した典
雅な作品といえる。

［重要美術品］鹿秋草蒔絵硯箱

順姫所用,Used by Mune Hime

(Princess Mune)

東京富士美術館
宇和島伊達家の家紋である「竹に雀
紋」と「竪三引両紋」が描かれた乗物。
駕籠の中でも引き戸が付いている高
級なものを乗物と呼ぶ。内装部分に
は、金地に風景と草花が極彩色で丁寧
に描かれている。本作は仙台藩第7代
藩主伊達重村の娘順姫が伊予宇和島
藩第6代藩主伊達村壽に嫁いだ際に用
いられた品と考えられている。大名
家にふさわしい豪華な蒔絵、華やかな
花鳥画が特徴的である。同種の乗物
はわずかしか現存しておらず、文化的
にも高い価値がある。

竹雀紋竪三引両紋牡丹唐草蒔絵
女乗物

天璋院篤姫の婚礼調度,Marriage

Furniture for Tenshoin Atsuhime

東京富士美術館
天璋院篤姫の婚礼調度の一部で、陶磁
器製の茶碗をのせる台、および蓋であ
る。篤姫の婚礼調度品はこれまで国
内外で4件しか確認されていない希少
なもので、東京富士美術館のほかアメ
リカのスミソニアン協会、徳川記念財
団、大阪青山大学短期大学が所蔵す
る。薩摩に生まれた篤姫は、安政3年
（1856）に右大臣近衛忠煕の養女とな
り、その年の11月に第13代将軍徳川
家定の正室となった。近衛家の抱き
牡丹紋、徳川家の三葉葵紋を配し、二
葉葵唐草の意匠が施されている。

葵紋牡丹紋二葉葵唐草蒔絵茶碗
台　同蓋 東京富士美術館

提重は重箱の一種で、花見遊山など屋
外での酒宴等に便利なように、携帯用
重箱として工夫されたもの。提鐶（さ
げわ）のついた全体に竹が貼られた枠
型の中に重箱、竹製の酒瓶、杯、銘々
皿などを一具として組み入れてい
る。竹の生地に、源氏物語の車争いの
場面が蒔絵の高度な技術を施して描
かれている。手提げ部分に用いられ
た七宝金具なども質の高い優品。幕
末から明治期の富裕層の注文によっ
て作られたものと考えられる。

竹貼源氏蒔絵提重

有綱（古伯耆）,Aritsuna (Ko-Hoki)

東京富士美術館
本作は、中鋒がつまり、腰反りがつく
優雅な太刀姿で、鍛えは板目に杢目肌
が交じり地沸つき地景がよく入る。
刃文は小乱れに小互の目風の刃が交
じり足入り、刃縁には荒めの沸、金
筋・沸筋・砂流し、処々二重刃風に湯走
りや飛焼きを交えるなど変化に富
む。茎は生ぶ在銘である。現存する有
綱在銘の最上作の太刀として昭和28
年、国の重要文化財に指定されてい
る。

［重要文化財］太刀　銘　有綱
福岡一文字,Fukuoka-Ichimonji

東京富士美術館
本作は、身幅広く腰反り高く、中鋒詰
まって猪首になるなど鎌倉時代中期
の力強い太刀姿を呈し、平肉も良く付
き、往時の姿を留め、よく練れた地鉄
には乱れ映りが立ち、足・葉が豊富に
入り、華やかな重花丁子に蛙子丁字を
交えた大模様の刃文は力強さと迫力
に満ちており、福岡一文字派の真価が
十二分に発揮された屈指の一口とい
える。細川護貞氏旧蔵。昭和25年、国
の重要文化財に指定されている。

［重要文化財］太刀　銘　一

近景,Chikakage

東京富士美術館
本作は、よく詰んだ板目肌に杢目が交
じり美しく、直刃調の小丁字に直足が
入った刃文が焼かれ、やや磨上げられ
てはいるが、身幅の広い堂々たる太刀
姿を今に伝えている。細川護貞氏旧
蔵。昭和25年、国の重要文化財に指定
されている。

［重要文化財］太刀　銘　備前國
長船住近景／建武二年五月日

銘　常州住早乙女家成,Signed

Joushu-ju Saotome Ienari

東京富士美術館
筋兜は南北朝から室町時代に用いら
れた兜の一形式。縦に細長い薄い鉄
板を順々に重ね並べ、それを小さい鋲
で留め、鋲頭を平らに叩きつぶして鉄
板の重ね目（筋）だけを見せた兜であ
る。鉄板の数により何間の兜と呼び、
本作は六十二の鉄板数から六十二間
となる。吹返には牧野家伝来を示す
三ツ柏紋が施され、前立は煉革に金箔
を押した大三日月が置かれている。

鉄錆地六十二間筋兜　三日月前
立 東京富士美術館

兜鉢は薄鉄の五枚張りで、その上に鯱
の形を和紙で厚く張り抜いてある。
全体を厚く漆で塗り固め、口と鼻孔は
朱漆塗り。目は金胴の薄板を貼り付
け、錏（しころ）は鉄板付盛上札を朱漆
塗りとし、その上から黒漆を塗ってい
る。日根野形五段を紫絲威とし、吹返
しは一段丸形で、黒漆塗りとして銀の
覆輪をめぐらせる。作域は、張り抜き
技術、漆仕事にすぐれ、まとまりのよ
い張懸兜である。

鯱形兜

東京富士美術館
類例の少ない作品である。本体を象
の形に作り、背に6本の筒型のロウソ
ク立てを備えている。台座は長方形
で、台座の周りには蓮弁を巡らせてい
る。象の体には様々な飾りが取り付
けられ、背には丸いカーペットの敷物
が敷かれている。白磁は6世紀後半、
河南省鞏義窯や、河北省邢窯で本格的
に生産が始まったが、その完成は8世
紀後半である。この作品の年代は蓮
弁の様式や造形、白磁の釉溜まりなど
からみて、唐時代前期、7世紀後半の
作と考えられる。象の姿、台座、ロウ
ソク立てに巡らされた蓮弁など、仏教
的要素が強く感じられる作品であ
る。

白磁象形燭台
東京富士美術館
大きな宝相華文の貼花が器に飾られ
た水注。地には藍釉が全体に掛かり、
宝相華文とともに、豪奢な雰囲気を漂
わせている。藍釉はコバルトであり、
緑釉や褐釉に比べ、希少であり、それ
がふんだんに使われていることがこ
の三彩をより豪奢にみせている。水
注の姿はササン朝風であり、藍釉が加
わり、よりエキゾチックな雰囲気を強
めている。

三彩貼花宝相華文水注

磁州窯,Ci-zhou Ware

東京富士美術館
磁州窯における典型的な白地鉄釉の
梅瓶である。口がすぼまり緩やかな
曲線で形作られた梅瓶に、白化粧を施
し、軽快かつ伸びやかな筆致で、牡丹
折枝文を描く。類品は、いくつか知ら
れるが、なかでもこの作品は、より、
牡丹文が端正で、バランスよく配して
いる。白絵鉄絵の技法は、白い器面に
筆で文様を描くために、いきいきとし
た筆使いが大きな見所となってい
る。口は後補。底裏に窯印のような線
刻がある。

［重要美術品］白地鉄絵牡丹文梅
瓶 景徳鎮窯,Jing-de-zhen Ware

東京富士美術館
胴部が大きく張り、頸部が短く直立す
る酒会壺。口縁には銅の覆輪がかけ
られている。本来は蓋を伴う。白磁に
コバルトを呈色剤とする顔料で文様
を施文する青花は、元時代後期の景徳
鎮窯で始まる。本作品はこのタイプ
の壺の典型的な文様配置で、口頸部に
波濤文、肩部に牡丹唐草文、胴部に魚
藻文、四方襷文を挟んで裾部にラマ式
蓮弁文が描かれている。イギリスの
陶磁研究者、ハリー・ガーナー卿の旧
蔵品。

青花魚藻文酒会壺
景徳鎮窯,Jing-de-zhen Ware

東京富士美術館
鍔状の口縁部を持つ五花形の面盆で、
明時代の万暦期に好まれた形。万暦
年間は、明時代の景徳鎮窯における五
彩磁器の全盛期。赤色ばかりでなく、
緑・黄・青・黒など、繁褥（はんじょく）
ななかにも洗練された色使いが特
色。この作品は赤を主調とし、内面は
魚藻文が濃密に描かれ、外面に花卉唐
草文、八宝文が配されている。底裏に
は、二重圏線内に3字2行の青花銘。

［重要美術品］五彩魚藻文面盆

藤原定家 奥書,Postscript by Fujiwara

no Sadaie

東京富士美術館

［重要文化財］相模集
後柏原天皇,Emperor Go-kashiwabara

東京富士美術館
　後柏原天皇の筆による『和漢朗詠
集』の書写。後柏原天皇は後土御門天
皇を父とし、その死去を受けて即位し
た。在位は1500年～1526年。土御門
天皇と同様、応仁の戦乱で衰退した朝
儀（ちょうぎ）の再興に尽力する一方、
詩歌や管弦などにも長け、歌集『柏玉
集（はくぎょくしゅう）』をまとめて
いる。　写されているのは『和漢朗詠
集』巻下、慶賀に収められている橘正
通（たちばなのまさみち）の漢詩と、作
者未詳の和歌である。まず漢詩は「君
と私は、花月などを愛でながら交流を
深めてきた。しかし、今君は高貴な身
分の人となり、微官に留まっている私
とは天地ほども離れてしまい、目に届
かなくなってしまった」と訳せ、旧友
への今昔の感を読み取ることができ
る。　続く和歌は、「昔は嬉しさを袖
に包んだというが、今宵の私の嬉しさ
は袖に包むどころか、身にも余ってし
まうほどである」と訳せる。『和漢朗
詠集』では、この歌に作者名は付され
ていないが、『撰集抄（せんじゅうし
ょう）』では、藤原斉信（ただのぶ）よ
り先に昇進した藤原公任（きんとう）
の喜びを表した歌として出ている。
しかし『公任集』（自撰和歌集）では見
ることができない。［解読文］「花月一
窓　交昔眤　雲泥万里　眼今窮」「う
れしさをむかし　は袖につゝみけ
り　こよひは身にも　余りぬるかな」
［書き下し文・現代表記］「花月一窓（か
げついっそう）交（まじわ）り昔眤（む
つま）じかりき　雲泥万里（うんでい
ばんり）眼（まなこ）今窮（きわ）まり
ぬ」「うれしさを　むかしは袖に　つ
つみけり　こよいは身にも　余りぬ
るかな」

［重要美術品］宸翰  朗詠断簡
毛利輝元,Mori Terumoto

東京富士美術館

書状
千利休,Sen no Rikyu

東京富士美術館

消息
小堀遠州,Kobori Enshu

東京富士美術館
小堀遠州は桃山時代から江戸時代前
期にかけての茶人。遠州流の祖。早く
から古田織部（1543-1615） に茶の湯
を学んだ。徳川三代将軍家光（1604-
51） に献茶し、これが将軍家茶道師範
の称のおこりとなった。「きれいさ
び」の茶を主張し、また、建築、造園を
も手がけた。本作は中央に大きく「風
清」の二字を横書きに大書した作品。
個性的な書風であり、茶人遠州の面目
躍如たるものがある。左隅に「宗甫」
（朱文瓢箪印）の印を押す。

「風清」二字

ロシア,Russia

東京富士美術館
ピンのヘッド部分は、隙間なくセット
されたダイヤモンドのリボンがトッ
プに向かって螺旋状に上り詰めてい
る。銀とダイヤモンドの白色光の中
にトップにセットされたサファイア
のブルーが美しく映える。ロシア帝
国の宝物庫から売却された一対のう
ちのひとつ。

ロシア皇室のハット・ピン
東京富士美術館
V字型を成す基底部の上に、古代ギリ
シャの植物文様（アンテミオン）やア
カンサスの花を思わせる文様が、ダイ
ヤモンドを用いて表現され、最上部の
中央に11個、左右それぞれ2ヶ所に9
個のダイヤモンドを固めて形成した
クラスターがシンメトリーに配置さ
れている。本作に使用されているダ
イヤモンドは全部で1040個、260カラ
ットに及ぶ。本作は過去に皇帝ナポ
レオン1世の皇后ジョゼフィーヌが所
有していたとされている。

皇后ジョゼフィーヌのティアラ

グラフィス＆ウェイゴール,Grajths

and Weigall

東京富士美術館
栄光や勝利を意味する月桂冠を頭上
に戴いたナポレオンの横顔が、カーネ
リアン（紅玉髄）にインタリオで象ら
れている。金で葉模様がデザインさ
れたベースには、ルビー、エメラル
ド、サファイアなど数種類の異なる宝
石がはめ込まれている。皇帝の没後
に、イギリス人のナポレオン崇拝者の
一人が依頼して作らせたものと思わ
れる。

ナポレオンのインタリオ･ブロー
チ

イギリス,United Kingdom

東京富士美術館

ジョージ44世のインタリオ・ペン
ダント

イギリス,United Kingdom

東京富士美術館

ウェリントン公爵のインタリオ･
ペンダント

展示中の収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「展示中の収蔵品」ページを表示します。現在当館展示室で見ることができる収蔵品を表示し
ます。

展示予定の収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「展示予定の収蔵品」ページを表示します。今後当館展示室で展示予定のある収蔵品を表示し
ます。

貸出中の収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「貸出中の収蔵品」ページを表示します。現在他館で開催されている展覧会等に貸出されてい
る収蔵品を表示します。（実際の展示予定は各館にご確認ください）

貸出予定の収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「貸出予定の収蔵品」ページを表示します。今後他館で開催される展覧会に貸出が予定されて
いる収蔵品を表示します。

貸出終了した収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「貸出終了した収蔵品」ページを表示します。他館で開催された展覧会に貸出された収蔵品の
記録を見ることができます。

検索キーワードを入力

東京富士美術館収蔵品データベース
日本・東洋・西洋の各国、各時代の絵画・版画・写真・彫刻・陶
磁・漆工・武具・刀剣・メダルなど様々なジャンルの作品約
30,000点の内、約1,800点を掲載。

YouTube YouTube 富士美チャンネル  "
YouTubeの東京富士美術館ムービーチャンネルを開きます。

東京富士美術館ホームページ  "
東京富士美術館のホームページを開きます。

& '

& '

& '

& '

& '

& '

& '

& '

& '

& '

& '

& '

(最初のノート)検索キーワードを入力 *



 

 

トップ !連携機関!東京富士美術館

東京富士美術館
東京都八王子市谷野町492-1

Webサイトを開く"

東京富士美術館は、1983年11月3日に東京西郊の学園都市・八王子にオープンしました。「世界を語る美術館」をモットー
に、世界31カ国・1地域の美術館や文化機関との友好関係を築きながら、各国の優れた芸術を紹介する海外文化交流特別展
を企画・開催しています。収蔵品は日本・東洋・西洋の各国、各時代の絵画・版画・写真・彫刻・陶磁・漆工・武具・刀剣・メダルな
ど約3万点に及び、とりわけルネサンス、バロック、ロココ、ロマン主義、印象派、現代にいたる西洋絵画500年の流れを一望
できる油彩画コレクションと、写真の誕生から現代までの写真史を概観できる写真コレクションは国内有数のコレクショ
ンとして知られています。
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オンライン展覧会

収蔵品紹介

収蔵品の展示予定（東京富士美術館公式HPリンク）

東京富士美術館収蔵品検索

データベース

関連リンク

オンライン展覧会

東京富士美術館の収蔵品によるオンライン展覧会（デジタル展覧会）をお楽しみください。

収蔵品紹介

東京富士美術館の代表的な収蔵品を紹介します。

1515～1717世紀コレクション

1818世紀コレクション

1919世紀コレクション

バルビゾン派＆印象派

2020世紀コレクション

日本美術─江戸時代までの絵画

浮世絵コレクション

漆工コレクション

武具・刀剣コレクション

中国陶磁器コレクション

書跡コレクション

ジュエリーコレクション

収蔵品の展示予定（東京富士美術館公式HPHPリンク）

東京富士美術館収蔵品検索

東京富士美術館の収蔵品を検索します。

対象データベース : 東京富士美術館収蔵品データベース

データベース

関連リンク

最終更新日

2022/08/17

ギャラリー
テーマや人物の資料を楽しむ

データベースを見つける
連携しているデータベースを探す

テーマ別検索機能を使う
目的・分野毎に最適化された検索

施設・機関を見つける
ジャパンサーチと連携している組織

ジャパンサーチの概要 ヘルプ お知らせ サイトポリシー お問合せ # YouTube $ Facebook % Twitter English

連携をご希望の機関の方へ 開発者の方へ

デジタルアーカイブジャパン推進委員会・実務者検討委員会

魅せられチャイナ！？　中国陶磁名品展　オンライン展覧
会
東京富士美術館で2014年1月12日から3月30日まで開催さ
れた企画展「中国陶磁名品展」のオンライン展覧会です。

ザ★刀剣  ─  千年の匠の技と美　オンライン展覧会
東京富士美術館で2016年3月29日から7月3日まで開催さ
れた企画展「ザ★刀剣 ─ 千年の匠の技と美」展のオンライ
ン展覧会です。

マネの銅版画コレクション　オンライン展覧会
東京富士美術館で2019年10月5日から2020年1月19日まで
開催された企画展「マネの銅版画コレクション」展のオン
ライン展覧会です。

THIS IS JAPAN IN TOKYOTHIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術の名
宝～　オンライン展覧会
東京富士美術館で2020年9月1日から11月29日まで開催さ
れた企画展「THIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術
の名宝～」展のオンライン展覧会です。

西洋版画の魅力　オンライン展覧会
東京富士美術館で2021年12月10日から2022年1月30日ま
で開催された企画展「西洋版画の魅力」展のオンライン展
覧会です。

旅路の風景─北斎、広重、吉田博、川瀬巴水─　オンライン
展覧会
東京富士美術館で2022年4月2日から6月5日まで開催され
た企画展「旅路の風景」展のオンライン展覧会です。

ジョヴァンニ・ベッリーニ,Giovanni

Bellini

東京富士美術館
「聖母の画家」と呼ばれたヴェネツィ
ア派の巨匠ジョヴァンニ・ベッリーニ
は、「聖母子」を主題として、大画面の
祭壇画から家庭における礼拝用の小
品にいたるまで宗教画を数多く描い
た。その一方で本作のような肖像画
も少なからず描いている。これらの
肖像画は、特定のモデルがいる人物画
でありながら、同時にヴェネツィアの
当時の雰囲気を反映し、彼が所属する
社会や時代背景をもよく伝えてい
る。その点で肖像画のもつ本質的な
意義と特質を備えているといえよ
う。本作は、黒い帽子と濃紺のダマス
ク織りの上衣を身につけ、官職にある
ことを示す赤い綬を佩びて正装する
行政長官の肖像画で、斜め右側から捉
えた「四分の三正面」の胸像として描
かれている。ベッリーニは、おそらく
1480年代にはハンス・メムリンクな
どの作品を知り、空あるいは無地を背
景に胸の高さで切り取った胸像形式
を自らのものとし、古典的な静謐さを
もつ美しい小品を生み出した。1501
年頃に描かれた《統領レオナルド・ロ
レダーノ》（ロンドン、ナショナルギ
ャラリー）をはじめとする男性の肖像
画などはその典型である。この絵は
それからなお数年を経た時期の作品
で、ベッリーニの祭壇画芸術の到達点
ともいうべき《サン・ザッカリーア祭
壇画》を完成させた直後にあたる。こ
の頃デューラーがある手紙の中で「き
わめて高齢だが、・・・ヴェネツィアで
唯一最高の画家はベッリーニだ」と綴
っているように、75歳を超えてなお
若々しい巨匠の健筆ぶりを伝える佳
品といえよう。

行政長官の肖像
ティントレット（ヤコポ・ロブステ
ィ）,Tintoretto (Jacopo Robusti)

東京富士美術館
繊細な光を反射する緞帳を背景に、椅
子に座った男性が、威厳と気品に満ち
た眼差しでこちらを見つめている。
この男性の洗練された趣味を示すよ
うに、窓際に金の機械時計、男性の隣
にゴリアテの首に片足をかけるダヴ
ィデの彫刻が置かれている。開け放
たれた窓の向こうには、古代ローマ帝
国時代に皇帝の霊廟として建設され、
当時は教皇のための要塞として使用
されていたサン・タンジェロ城が描か
れている。このことは、この人物とヴ
ァチカンとのつながりを象徴してお
り、おそらく同地に滞在していたヴェ
ネツィアの外交官だと推測される。

蒐集家の肖像
ピーテル・ブリューゲル（子）,Pieter

Brueghel the Younger

東京富士美術館
本作はいうまでもなく、作者の父親に
よる同題の有名な作品（ウィーン美術
史美術館蔵）の模作である。ピーテル
（子）が描いたこの作品の模写は5点存
在するという。そのうち3点は原作に
忠実な室内の情景で、本図を含む2点
が戸外の情景に変更されている。画
面の面積も半分以下に縮小されてい
る。彼が複数の模作を自由に描くこ
とができたのは、父の作品の数が少な
い上に、後世になっても人気の高かっ
た父の作品の需要に応える意味もあ
ったと考えられている。さて本図で
は、原作と同じように、画面右手の前
景に、戸板で作ったと思われる配膳盤
に、オランダ語でヴライと呼ばれるフ
ランドル地方特有のプディングの皿
を載せて運ぶ二人の男が描かれてい
る。緑色の幕の下で、髪を長くのば
し、冠を被り、黒の礼服に身を包んで
坐る若い女性が花嫁である。その他
の女性たちは白い頭巾のようなもの
で髪を覆い隠している。花嫁の両側
の婦人は母親と姑で、花嫁の左隣りに
坐る3人の男は、花嫁側から順番に、
父親かあるいは公証人、フランシスコ
派の修道士、村の領主か村長または判
事、と推定される。反対側には二人の
バグパイプ奏者が立っていて、赤い服
の男のほうはご馳走に見とれて吹く
ことを忘れている。さて、花婿はどこ
にいるのだろうか。当時の慣習では、
花婿は客人をもてなす役割があった
といわれ、そうだとすると、画面右手
でヴライを手に取りテーブルに配っ
ている茶色の服の男性か、画面左手隅
でジョッキにビールを注いでいる黒
い服の男性ということになる。更に
ここには描かれてはおらず、もうすぐ
姿を現すところだという説もある。
ジョッキにビールを注ぐ若者の姿は、
キリスト教美術の主題である「カナの
婚宴」を想起させる。婚宴の途中の酒
注ぎという要素からはたしかに「カナ
の婚宴」の葡萄酒の寓意が隠されてい
るが、この絵の中に描かれる飲み物は
やはりビールなのであろう。また一
説では、ビールを注ぐ男とその傍らで
ヴライの皿を舐める子どもは親子で、
「この親にしてこの子あり」またはオ
ランダの諺「瓶は最初に入れた物のに
おいがつく」（子どものとき身につい
たものは変わらない）という意味の寓
意との解釈もある。背景の色づいた
木の葉は季節が秋になったことを示
している。フランドルの農民にとっ
て、収穫の後の季節は婚礼の季節であ
った。

農民の結婚式

アントニー・ヴァン・ダイク,Anthony

van Dyck

東京富士美術館
フランドルの出身で、イギリス国王チ
ャールズ1世の首席宮廷画家として知
られるヴァン・ダイクは、ルーベンス
の工房で修業を積み、10代後半の若
さで工房の筆頭助手を務めたといわ
れる。20歳になってまもない1620年
に初めてイギリスに渡り、その後6年
間イタリアに滞在したのち、1627年
にアントウェルペンに帰ってくるが、
1632年に再びイギリスを訪れると、
そこで約10年間制作を続け、そのま
ま故郷に戻ることなく42歳で早世し
た。肖像画家としてのヴァン・ダイク
の才能は初期のアントウェルペン時
代から開花していたが、晩年のイギリ
ス時代になると、その様式はいっそう
洗練の度を加え、多彩な人物の容貌と
個性が、高雅で繊細な美しさをたたえ
た流麗な筆で見事に描きわけられて
いる。彼の高度に完成された王侯貴
族の肖像は、以後のヨーロッパ絵画に
おける肖像画様式の手本の役割をも
果たしたのである。モデルのアン・カ
ー（1615ー1684）は、サマセット伯ロ
バート・カーとその妻フランセスの娘
として生まれ、1637年にベッドフォ
ード伯と結婚、7人の息子と3人の娘
を産んだ。母のフランセスは殺人罪
で死刑を宣告されていたが、後に恩赦
の身となった人物で、アンはその服役
中にロンドン塔で生まれたのであっ
た。アンが自分の母親に関するスキ
ャンダルを知ったのは結婚のあとで、
真実を聞かされたとき、ひどく動揺し
気を失って卒倒したと伝えられてい
る。しかしながら二人の結婚生活は
順調で、夫の父の死後、彼の遺志を継
ぎ夫妻で沼沢地の干拓事業に情熱を
傾けた。さて本作と同じモデルの肖
像画が他に3点知られている。1点は
ベッドフォード伯の邸宅であったウ
ォーバーン・アビー公爵家に今も伝わ
る全身像、あとの2点は本作とよく似
た構図の七分身像（ペットワース・ハ
ウス蔵およびアメリカ個人蔵）で、後
者はいずれも本作に基づく第2バージ
ョンと見なされているものである。
20代なかば、結婚して2～3年経った
頃であろうか、上品にカールした金髪
のヘアスタイルに張りのある白い肌
が印象的な、若々しい美貌の英国貴婦
人が黒褐色の背景から浮かび上が
る。着衣と宝飾品、肌や髪など質感の
表現には熟練の技術があり、目もとや
口もと、組んだ手の指先ひとつにもヴ
ァン・ダイク調の高貴な表情が宿って
いる。肖像画の世界に他の追随を許
さぬ表現を確立したヴァン・ダイク様
式の一つの典型をここに見ることが
できる。

ベッドフォード伯爵夫人　ア
ン・カーの肖像 ホーファールト・フリンク,Govaert

Flinck

東京富士美術館
金と宝石で装飾された豪華な白いド
レスと淡い緑色のケープに身を包み、
白い羽飾りと宝石のついた縁なし帽
にベールをつけた少女が、腕に眠る小
犬を抱いてこちらを向いている。左
上方から当てられた光によってモデ
ルの顔が効果的に肉付けされており、
さらに仄暗い空間のなかに繊細な衣
装や宝石の材質感をも浮かび上がら
せている。背景の左側には柱とアー
チの一部が見え、室内の広がりを示唆
している。この愛らしい少女の半身
像は当時人気を博したようで、本作の
他に数点のヴァージョンが知られて
いる（モルトケのカタログには5点の
同構図の作品がフリンクあるいはそ
の工房の作として掲載されている）。
これら複数の作品のうちで最初に制
作されたと考えられているハンブル
ク美術館の所蔵作品と比較すると、全
体的に本作の方が質が高いと思われ
る。それは頭部の羽飾り、頭髪、布、宝
石などの細部の質感表現が勝ってい
るうえ、背後の空間の広がりにもより
説得力があるからである。したがっ
て本作は、1630年代の後半に描かれ
たとされるハンブルク美術館の作品
より少し以前に、フリンク自身の筆に
より制作されたものと考えられ、本作
を含めて6点現存する同構図の作品群
の中では、原作に相当する作品といえ
よう。フリンクは1633年、18歳の頃
にレンブラントの工房に入り、弟子と
してではなく助手として約1年働い
た。署名や年記のある最初期の作品
は1636年からのものが知られてい
る。その絵画は本作に見るようにレ
ンブラントの強い影響を示すが、次第
に色彩は明るさを増し、描写も大まか
で形式的な性格のものに変わってい
く。この作品を見るかぎり、構図の取
り方や褐色の色調、明暗の調子づけな
どレンブラントの影響が著しいが、少
女の顔の描き方や表情にはレンブラ
ントにはない対象の美化と穏やかさ
が感じられ、色彩もより柔らかく優美
な印象を与えるものとなっている。

犬を抱く少女

ジャン＝アントワーヌ・ヴァト
ー,Jean-Antoine Watteau

東京富士美術館
アントワーヌ・ド・ラ・ロックは、ヴァ
トーの友人で、戦争で片足を失ったの
を機に、その文才を生かして雑誌『メ
ルキュール・ド・フランス』誌の編集
長やオペラの台本作家として活躍し
た人物。彼の傍らにある楽器や書物
は、彼のこの第二の人生を連想させ
る。また、画面右側に描かれたミュー
ズやファウヌスによって、寓意的・神
話的な雰囲気が生まれている。友人
の肖像であると同時に神話画的な雰
囲気も併せ持つユニークな作品。田
園牧歌趣味をロココ的に発展させ、雅
宴画のジャンルを開いたヴァトーの
確かな腕が光る名作。

アントワーヌ・ド・ラ・ロックの
肖像 ジャン＝マルク・ナティエ,Jean-Marc

Nattier

東京富士美術館
モデルのジョフラン夫人が39歳の時
に描かれた肖像画。ジョフラン夫人
は、18世紀パリ社交界の著名な人物
で、文学や芸術に造詣が深く、彼女が
主宰するサロンには常に著名な哲学
者や文学者、画家、彫刻家らが招かれ
ていた。マックス・フォン・ベーンの
『ロココ』にある記述によれば、バイ
エルン王太子妃の侍従の娘として生
まれた彼女はジョフランに嫁ぎ、15
万リーヴルの年収を惜しみなくサロ
ンにつぎ込み、週2回客を集めた。水
曜日には、モンテスキュー、マリヴォ
ー、マルモンテル、ダランベール、ヴ
ォルテール等が、月曜日には、ブーシ
ェ、ラ・トゥール、ヴェルネ、ドルー
エ、ブーシャルドン等が集った。若き
モーツァルト少年もここで演奏をし
たという。彼女のサロンは、実に30年
近くもの間、文学、芸術の世界をリー
ドする存在であった。この肖像画で、
ナティエはジョフラン夫人を非常に
繊細なタッチで描いている。彼女の
理知的な顔立ち、白絹のローブとバラ
色の外套、左手下の書物などにより、
画面全体に際だった気品と知性が漂
っている。

ジョフラン夫人
フランソワ・ブーシェ,François

Boucher

東京富士美術館
このロココらしさにあふれた華麗な
大作は、ブーシェの重要な作品のひと
つに数えられる。本作において彼は、
神話画に属する主題のなかで自らの
最も得意とするヴィーナスの図像を
扱い、美の女神が水中で誕生して陸に
到着する姿を伸びやかに、屈託なく描
いている。ほぼ2メートル四方の大画
面なので、元来しかるべき重要な注文
に由来する作品であることは間違い
なく、これと対をなす図柄の作品も存
在したかもしれないが、注文主や対作
品については詳らかではない。この
作品は、もと英国の大収集家であるリ
チャード・ウォーレス卿の所有で、パ
リ郊外ブーローニュに彼が持ってい
たバガテル宮を飾っていたことがあ
った。のち今世紀初頭には、その洗練
された高雅な趣味で知られるウィー
ンの収集家ロスチャイルド男爵のも
とにあり、さらにニューヨークのメト
ロポリタン美術館の収蔵となったが、
その後、同美術館が本作を手離すこと
となり、現在東京富士美術館の作品と
なっている。さてこの絵の画面中央
では、水から上がったヴィーナスが青
や黄の布を敷いた岩の上に腰をおろ
し、その周りをキューピッドたちが飛
び交い、三美神が傍らに侍する。上空
から風の神ゼフュロスが女神の頭上
に勝利の冠を乗せようとしている。
その横で降下しつつあるキューピッ
ドの一人が手にしているのは、永遠の
美を象徴するリンゴである。左方で
は、海神ネプチューンの息子であるト
リトンやニンフが水中で歓び戯れて
いる。女神のすぐ前で横たわりなが
らこちらを向いているニンフは、美し
く官能的な裸身によって、いかにもブ
ーシェらしい特徴を示し、この画面の
中で最も強く鑑賞者の眼をひく部分
となっている。主題の上では、1740年
のサロンに出品した《ヴィーナスの
誕生》（ストックホルム国立美術館
蔵）に近く、構図の上では、最晩年の4
点のシリーズ（アメリカ、キンベル美
術館蔵）に類似している。数多いサロ
ン出品作ほどの完成度がここに見ら
れないのは、おそらく大きな室内の壁
の上方や天井など、ある程度の距離を
おいて見られる場所に置かれるべき
ものであったのかも知れない。遠い
眼で見た時にほど良い印象にするた
めに、画家が巧みに仕上げを計算した
のであろう。いずれにせよ本作に見
るような裸婦群像は、この画家の最も
得意とするテーマで、ロココ趣味あふ
れるブーシェ様式の典型を示すもの
で、彼の天賦の装飾的手腕を証明する
神話画の佳作であることは間違いな
い。

ヴィーナスの勝利
ジャン＝シメオン・シャルダン,Jean-

Siméon Chardin

東京富士美術館
1753年のサロン出品作。緻密なマテ
ィエール、絵具の光沢、落ち着いた中
間色の色調、影の部分にも感じられる
ような繊細な光の表現、思索的で重厚
な人物のたたずまい、室内の静謐で瞑
想的な空気など、シャルダンらしい魅
力にあふれる小品。彼の約40年間に
わたる作画活動は3つの時代に区分さ
れるが、その中間期にあたる時代が
「風俗画の時代」（1730年代から1750
年代初め）である。シャルダンの「静
物画」は、華麗で女性的な優美さを好
んだ宮廷では人気がなく、一部の目利
きや画家、収集家に支持されるのみで
あったが、この「風俗画」の顧客層に
は外国の有力な諸侯も名を連ねるよ
うになった。この時期の最も代表的
な作品としては、《独楽を回す少年》
《食前の祈り》（ともにルーヴル美術
館蔵）などがある。シャルダンは、ス
ウェーデンのルイーズ・ウルリック王
妃のために1749年、《デッサンの勉
強》と《良き教育》の2点を贈った。こ
のうち先に完成したのは《デッサン
の勉強》の方で、1748年のサロンに出
品された。その数年後、彼は再びこの
1対の絵と同じ構図をもつ2対目のヴ
ァリエーションを描いている。こち
らの2点は、著名な収集家アンジュ＝
ローラン・ラ・リヴ・ド・ジュリのため
に制作され、1753年のサロンに出品
されたが、このうちの1枚が本作であ
る。本作は、1770年の競売でリヴ・ド・
ジュリの許を離れ、あるスウェーデン
人の手に渡った。以来その末裔によ
って長らく秘蔵されていたが、1979
年の大規模な〈シャルダン展〉に出品
され、人々の前に再び姿を現わしたの
である。このとき、対をなす《デッサ
ンの勉強》と《良き教育》の額縁には
非常に珍しい特徴があった。作者の
名前である〈シャルダン〉の文字が、
明らかに18世紀のものと分かる黒く
美しい書体で記されていたのであ
る。今日、世界の美術館で行われてい
るような「額縁に作者名のプレートを
付ける」というような習慣は当時なか
ったので、最初の所有者であったリ
ヴ・ド・ジュリが施したこのような処
置は、博物館学的にみても先駆的な作
業であったと評価される。なお、この
秘蔵コレクションの中に含まれてい
た本作と対をなす《良き教育》の方
は、現在テキサスのヒューストン美術
館に収蔵されている。

デッサンの勉強
ジャン＝オノレ・フラゴナール,Jean-

Honoré Fragonard

東京富士美術館
一般的に「幸せな大家族」「子だくさ
んの幸せ」というタイトルで知られて
いるこの楕円形の絵は、同じ絵柄のヴ
ァージョンが本作の他に4点（ワシン
トン・ナショナルギャラリー所蔵ほ
か）知られており、当時人気を集めた
主題である。画面の中央に白いブラ
ウス、赤いスカートの若い母親が幼子
を抱いて坐り、その周りで年長の子ど
もたちが遊ぶ。左手の窓の外では父
親がロバと一緒に家の中をのぞいて
いる。母親の背後には、召使いの女と
その子であろうか、シルエットのよう
に寄り添って描かれている。家畜の
犬とロバもまるで家族のようで、人物
は自由なポーズと視線をとりながら、
親しげな感じで互いに深く結びつい
ている様子が見て取れる。しかし、部
屋の上方をみると、古代イタリアの廃
墟のようであり、この家族の団欒とは
およそ不釣り合いな、古くて大きな石
造りの空間である。右手の台（羊の頭
と花絆を象った飾りが施されている
ので古い祭壇であろうか。とすれば、
この建物は神殿である）の上には玉葱
と肉の塊が置かれ、金属製の深鍋のよ
うな容器も見える。質素な生活だが
子宝に恵まれて幸せな家族───。
幻想的な建築物を背景に描かれた若
い両親と子どもたち───。この絵
には、さらに目には見えないいくつか
の事実が隠されている。ひとつは、こ
の家族像は18世紀フランスで活躍し
た思想家ルソーの「家庭は社会の基本
であり、家族愛は道徳の根本」という
思想を絵に描いた「理想の家族像」で
あるということ。もうひとつは、フラ
ゴナール自身が幸福な家庭生活に恵
まれ、当時流行した官能的なロココ風
の絵のみならず、こうした素朴な絵に
も才能を発揮することができたこ
と。そして更にもうひとつ、この絵
は、「聖母子像」「聖家族」「羊飼いの礼
拝」といった伝統的なキリスト教絵画
のテーマを、当時の人物、当世風の主
題にリメイクした作品である、という
ことである。これはフラゴナールが
単に風俗画家なのではなく、宗教画家
としても優れた知識と技術を持って
いたことの証明でもある。赤と青の
着衣に身を包み、幼子を抱く若い女性
像は、伝統的に聖母マリアと幼児キリ
ストを表わすもので、「絵画の伝統を
継承しつつ、自由で新しい18世紀の
精神をも体現する」フラゴナールらし
い作品といえよう。

豊穣な恵み

ウジェーヌ・ドラクロワ,Eugène

Delacroix

東京富士美術館
ロマン主義の巨匠ドラクロワは、バイ
ロンやユゴーなど同時代の文学や、ダ
ンテ、シェークスピアなどのヨーロッ
パ各国の国民文学をとりわけ好んで
いた。彼の溢れるような情熱は、それ
らに表現された激しい感情や理性、狂
気が交錯する世界に感応したのであ
る。本作の主題は、17世紀スペインの
作家セルバンテスが書いた小説「ド
ン・キホーテ」の一場面。物語の主人
公はラ・マンチャ県のある村の郷士。
騎士物語を読み耽るあまり、ついには
正気をなくして、自らをドン・キホー
テ・デ・ラ・マンチャと名乗り、隣村の
百姓娘を姫君と思い込み、武勲を立て
るために遍歴の騎士となって冒険に
出るという物語である。ここでは、本
を広げた机の前で、椅子に座って夢想
にふける人物がドン・キホーテであ
る。その後ろには、彼の身を案じて書
物を焼いてしまう村の司祭や床屋の
ニコラス親方、家政婦たちが困惑した
姿で描かれている。実際の「ドン・キ
ホーテ」にはこのような場面は出てこ
ないが、騎士物語に影響されたドン・
キホーテが旅に出てやがて自宅に担
ぎ込まれるという、第1章から6章ま
での物語の冒頭部分を要約した形で
描いたものである。床に散乱した書
物や騎士の武具らしき道具。後ろの
人物たちに背を向けた彼の視線は宙
をさまよい、彼らを気にする様子もな
い。そして彼の不自然な左手の動き
は、まるで彼の理性を彼から切り離そ
うとしているようである。ほぼ正方
形の小さな画面に、正気を失ったド
ン・キホーテの内面が見事に描き込ま
れている。

書斎のドン・キホーテ

ジョセフ・マラード・ウィリアム・ター
ナー,Joseph Mallord William Turner

東京富士美術館
19世紀前半のイギリスで色彩感豊か
に水と空気を描き、後のフランス印象
主義の先駆的な役割を果たしたター
ナーは、生涯、海を友とし海景を描き
続けた。本作に描かれた「ユトレヒト
シティ64号」は、1688年のイギリス名
誉革命の際、イギリス議会に招請され
たオランダ提督オレンジ公ウィリア
ムがイギリスへ向けて出航した艦隊
の先導艦。つまり本作でターナーは、
150年前の祖国イギリスを救った歴
史的な出来事───オレンジ公ウィ
リアムが妻メアリ2世とともに共同統
治者として王に即位（ウィリアム3世）
し、権利章典が定められ近代議会政治
の基礎が確立した───をテーマに、
いわば「歴史画」の主題を制作のきっ
かけにして、歴史画の枠組みを超えた
「船と海のジオラマ」を描いている。
ただし、ターナーは想像だけで描いて
いるわけではなく、船の構造にも詳し
く、この絵でもかなり正確に17世紀
の船を再現していると思われる。曇
り空で風が強く、天候が定まらないの
であろう、近景では黒い波が大きくう
ねり、その向こうでは白い波頭が小刻
みに動いている。全体的にグレーと
ブルーの寒色系の色調に重く沈んで
いる海。そこに左上方から海上に向
かって斜めにうす日が差し込んでい
て、風を受けた帆船を淡いオレンジ色
に染めている。左から右へ、上から下
へ、重苦しい海に動きが加わり、寒色
の中にわずかな暖色を見いだすこと
ができる。ここには、海、空、雲、光、
風、大気、帆船といったターナーの絵
画の主要なモチーフを見ることがで
きる。この作品は1832年のロイヤル・
アカデミーの展覧会に出品されたが、
そこでちょっと面白い「事件」が起き
ている。展覧会の直前の最後の手直
しが許される日に、隣に展示された好
敵手コンスタブルの絵に刺激を受け、
よりいっそう効果を上げるため、中央
よりやや右の海上に、最後に赤いブイ
を描き入れたというのである。

ヘレヴーツリュイスから出航す
るユトレヒトシティ6464号 ウィリアム・アドルフ・ブーグロ

ー,William Adolphe Bouguereau

東京富士美術館
19世紀後半のフランスは、美術の世
界でも官展に対抗して印象派が第1回
展を開く（1874年）など、新しい時代
への転換に向かって、地殻変動が起き
た時代であった。しかし正統派を自
認するアカデミズムの勢力は健在で
あった。アレクサンドル・カバネルと
ともに、この時代のアカデミズム絵画
を代表する画家であるウィリアム・ブ
ーグローは、マネや印象派の画家たち
の絵画を拒否した保守派の人物とし
ても有名で、“ブーグロー風”という言
葉が印象主義の反意語として用いら
れもした。彼は新古典主義の画家ピ
コの弟子で、1850年にローマ賞を受
賞、歴史画や神話画の大作をサロンに
出品している。微妙な明暗まで再現
する精緻な描写と磨きあげられたマ
ティエールが際立つその様式は、アカ
デミックな写実技法の極致といえ
る。一方、ブーグローは風俗画も数多
く制作した。1870年代以降は、愛情あ
ふれる母子、牧歌的な風景に愛らしい
少女といった定型化した作品を数多
く制作するようになった。本作はこ
のような時期に描かれた牧歌的少女
像のひとつである。網を左肩に担ぎ、
籠を右手に抱えてポーズする漁村の
若い娘。海辺の場所や着衣などは地
味で、頭に被ったスカーフの色と模様
がこの絵で唯一の華やかな部分であ
る。それゆえに顔や首すじ、腕や手と
いった露出した肌の部分の生々しさ、
また磁器のように滑らかでみずみず
しい描写に、自然と見る者の目は導か
れる。ある意味で写真的ともいえる
人体の描写は、ブーグロー特有の表現
法でもある。

漁師の娘
ジュール・ジェーム・ルージュロ
ン,Jules James Rougeron

東京富士美術館
明るいピンク色のドレスに身を包ん
だ若い貴婦人が、化粧室の鏡の前でポ
ーズをとっている。このドレスは、
1870年代から80年代にかけて流行
し、腰の後ろに膨らみを作るための腰
枠の名前に因み、「バスル・スタイル」
と呼ばれる。女性はこれから始まる
夜会の身支度しているのであろう。
モデルが顎の下に手をやり、今まさに
結ぼうとしているような髪飾りは、既
婚女性が正装用としてよく用いたも
のである。またチェストの上には手
袋や香水瓶が置かれ、女性の幾分高揚
した雰囲気を演出している。「化粧を
する女」という主題は、フォンテーヌ
ブロー派の時代から愛好されてきた
が、本作も甘美な親密さがあふれる愛
らしい作品である。

鏡の前の装い
ミケーレ・ゴルディジャーニ,Michele

Gordigiani

東京富士美術館
ミケーレ・ゴルディジャーニは、裕福
な家に育ったが、小遣いを稼ぐために
タバコ屋の看板描きや、市場での女中
や主婦相手の似顔絵描きをはじめ、後
の肖像画家としての訓練をしていっ
た。1856年には、上流階級の注文を受
けるようになる。さらに1861年、フィ
レンツェで開催されたイタリア博覧
会では、イタリア王ヴィットリア・エ
マヌエルの肖像が好評を得て、肖像画
家として最高の名誉と栄光と富を獲
得した。本作は、ミケーレの名声が頂
点を迎えた時期に描かれたもの。貴
族、政治家、音楽家、俳優など、多くの
国の上流階級の人々から注文が相継
いだ。素早く仕事を片づけるために
写真を用いていたが、実物をそのまま
に写し出す写真とは違い、彼は実物の
欠点を弱め、より気品高く描くことに
努めた。その作品からは、一瞬の心の
動きを捉え、そこに一筋の表情の美し
さを見い出し、表現することができた
彼の才能をうかがい知ることができ
る。

シルクのソファー

ジャン＝フランソワ・ミレー,Jean-

François Millet

東京富士美術館
1849年春にパリからバルビゾン村に
移り住んだミレーは、1867年のサロ
ンに本作と同じ題名の《鵞鳥番の少
女》という作品を出品した。同年に友
人のサンスィエに宛てた手紙で彼は、
この出品作について「私は鵞鳥の鳴声
が画面一杯に響き渡るように描きた
い。ああ、生命よ！みんな一緒の生命
よ！」と記している。本作は友人サン
スィエの旧蔵品で、前出のサロン出品
作と同時期に同じ場所で描かれたも
のらしく、「鵞鳥の番をする少女」を
テーマにしたシリーズの中核をなす
作品。下描きの線が透けるほど油絵
具を薄く塗り、まるで水彩画のような
効果で夏の日ざしに照らされた水辺
の雰囲気をよく表している。この鵞
鳥番の少女というテーマは、大人の労
働を描いたミレーの宗教的ともいえ
る作品群とは趣きを異にし、純粋に牧
歌的な世界を表している。農民生活
と自然環境の調和を見事に描いた本
作は、円熟したミレー晩年の傑作であ
る。

鵞鳥番の少女
ベルト・モリゾ,Berthe Morisot

東京富士美術館
本作が描かれたのは、記念すべき第1
回印象派展が開かれた1874年の夏。
場所はノルマンディ海岸沿いのフェ
カンで、父方の親戚であり、モデルも
務めたリュシアン・ブルジエ夫人の別
荘である。モデルは男性服を彷彿と
させる「テーラード・カラー」（背広型
の襟）があしらわれた外出用と思われ
るツーピース状のドレスに麦わら帽
子という比較的くつろいだ服装をし
ている。テラスから遠景を見下ろす
構図は斬新で、遠景の海にはヨット遊
びに興じる人々の姿も確認できる。
本作は1877年の第3回印象派展にモ
リゾが出品した12点のうちの一つで
もある。本作は印象派を擁護する批
評家の目を奪い、賞賛を受けた。

テラスにて
エドゥアール・マネ,Édouard Manet

東京富士美術館
1880年に健康を崩したマネは療養の
ためパリ郊外のベルヴュに家を借り
る。そうしたマネのもとに友人たち
が見舞いに訪れる中、彼は油絵に取り
組み、人物、風景、静物などを約30点
ほど描いている。本作はこうした夏
のベルヴュ滞在のあいだに制作され
た作品のひとつ。この絵はマネ没後
の翌年に行われた競売で、マネ作品の
収集家であったオペラ座のバリトン
歌手ジャン＝バティスト・フォールが
購入し、以後、欧米の著名な収集家の
手を経て、現在東京富士美術館の所蔵
となっている。この作品のモデルは
見舞客の一人、ガンビー夫人といわれ
ている。アドルフ・タバランの『マネ
とその作品』によれば、ガンビー夫人
は、マネ家と親しい付き合いのあった
ルバン夫人の友人であるらしい。ま
たマネの義妹にあたる画家ベルト・モ
リゾの親戚筋の女性ともいわれる。
紫色の花があしらわれた黒い帽子を
被り、髪は前髪を垂らした流行のスタ
イル。背景の緑の庭は、印象派に近い
筆触を生かした描き方であるが、モデ
ルの女性の服は、他の印象派の画家の
絵には見られない「黒」で大胆に描か
れている。しかもすけて見えるよう
な薄い着色で、筆跡を残しながら巧み
に女性の体を描き出しているあたり
は、マネの並はずれた造形センスとと
もに近代的で都会的な感性を感じさ
せる。緑と黒の対比で構成された画
中で、女性の顔の白と手袋の黄色が目
に鮮やかに映る。そして女性の唇の
赤と、絶妙のバランスで描きこまれた
小さな赤い花の色がマネの天才的な
色彩センスを存分に感じさせるスパ
イスとなっている。この作品でマネ
が描き留めたものは、もはや特定の女
性の肖像というよりは、パリを象徴す
る「女性美」そのものといえるだろ
う。

散歩（ガンビー夫人）
フィンセント・ファン・ゴッ
ホ,Vincent van Gogh

東京富士美術館
オランダに生まれたゴッホは、ブリュ
ッセルで素描の基礎を学び、1881年、
28歳の時、牧師であった父の任地で
あったオランダ南部のエッテンヘ赴
く。この年の終わり、ゴッホは画家に
なることに反対だった父との衝突か
らハーグへ移り、ハーグ派の画家たち
と出会っている。オランダ時代のゴ
ッホの作品は、ハーグ派の画家たちや
17世紀のオランダの巨匠たちの作品
の影響を受け、全体的に落ち着いた暗
い色調で描かれている。1883年、30
歳の時、ハーグを起ったゴッホはやは
り父が赴任していたオランダ南部の
ニューネンへ移る。この頃より、ゴッ
ホは油彩画に本格的に取り組み、農民
や職人、ニューネン近郊の風景を精力
的に描いている。ニューネン時代は、
農民画家としてのゴッホが形成され
ていった重要な時期で、オランダ時代
のゴッホの集大成ともいうべき《馬
鈴薯を食べる人たち》（1885年）が描
かれている。本作は、《馬鈴薯を食べ
る人たち》が描かれた翌月の、1885年
の6月に描かれた作品。ゴッホは弟テ
オへ宛てた手紙の中で、「今は、ここ
（ニューネン）から2時間のところで仕
事をしているので、全ての時間を有す
る。私が求めているのは、あといくつ
かのきれいな荒野の農家。既に4つ、
前回送った大きさが2点と、小さいの
がいくつかある。」と述べており、こ
の作品は、この手紙の中で「いくつ
か」と言及されている作品。農民が暮
らす場所を描くことは、ミレーを崇拝
するゴッホにとって、農民の生活の厳
しさや、自然との深い結びつきを表現
する重要なモチーフであった。ゴッ
ホは愛情を込め、農民の家を、雀より
小さな野鳥のミソサザイの巣に喩え
「農民の巣」と呼んでいる。その力強
いタッチと落ち着いた色調は、大地に
根ざして生きる農民のたくましさと、
自然の持つ包容力を描きだしてい
る。同じ時期に描かれた、同じモチー
フの作品が、いくつも残っており、こ
のモチーフがゴッホにとって、重要な
ものであったことが伺える。

鋤仕事をする農婦のいる家
ピエール＝オーギュスト・ルノワー
ル,Pierre-Auguste Renoir

東京富士美術館
本作には、ルノワールが好んだ〈赤い
色〉〈美しい服〉〈若い女性の肌〉〈穏や
かさ〉といった要素を見つけること
ができる。また黄色い帽子も大切な
脇役で、ルノワールの絵画にしばしば
登場するポイントのひとつとなって
いる。この絵が描かれたと思われる
1890年代前半は、ルノワールがいわ
ゆるアングル風の「古典の時代」から
「真珠色の時代」と呼ばれる新しい画
風を確立しつつあった時期にあた
る。彼はいよいよ晩年の様式の完成
に向かって、新たな一歩を踏み出して
いく。1880年代の「古典の時代」での
厳格な線による写実主義はすでに影
をひそめ、本作にも見る事ができるよ
うに、輪郭線は流れ去り、衣服は震え
るような色調を帯び、人物は背景とと
もに光の中に溶け込むかのようであ
る。そこには、柔らかで、穏やかな眼
差しの、まるで果実のような典型的な
〈ルノワールの女〉がある。人物と背
景は、互いに影響しあい、光の中で融
合するかのようで、遠近法は失われ、
空間は平面に近づいている。色彩は
モノの固有色にしばられずに、色その
ものの美しさが画家のテーマとなっ
ている。モノの形によってではなく、
色彩の輝きによって見る者に働きか
ける。ルノワールの作品に見られる
これらの特徴は、ジャン・クレイが
『印象派』の中で分析したように、印
象派の画家が伝統的な絵画法を解体
して獲得した全く新しい視覚の喜び、
ともいうべきものである。なおこの
作品は、ベルネーム＝ジュンヌ画廊、
デュラン＝リュエル画廊というルノ
ワール作品を取り扱った最大手の画
商から世に出た経歴が残っている。

赤い服の女

エドゥアール・ヴュイヤール,Édouard

Vuillard

東京富士美術館
婦人はヴュイヤールの姉マリーで、2
人の子どもはその娘と息子である。
マリーはヴュイヤールの生涯の親友
であり画家のケル＝グザヴィエ・ルー
セルの妻であったが、ヴュイヤールは
ルーセルの田舎の邸宅をしばしば訪
れ、彼ら家族の絵を描いた。本作でマ
リーは茶色を主とした簡素なシルエ
ットのドレスに身を包み、姪のアネッ
トは白い帽子、赤いストライプの服を
身につけている。ヴュイヤールにと
ってアネットはとりわけお気に入り
のモデルで、他の作品にも同様の出で
立ちで描かれている。家族のスナッ
プ写真のアルバムをめくるような、日
常生活の親密で温和なモチーフを描
いたヴュイヤールらしいショットで
ある。

婦人と子供
ピエール・ボナール,Pierre Bonnard

東京富士美術館

若い女
アメデオ・モディリアーニ,Amedeo

Modigliani

東京富士美術館
イタリアのリヴォルノに生まれたモ
ディリアーニは、1906年1月、絵を描
くためにパリに出た。その翌年の11
月、本作のモデルとなっている人物
───医師で美術愛好家のポール・ア
レクサンドル博士と知り合う。モデ
ィリアーニの作品に関心をもった最
初の人である。彼は1914年に第一次
世界大戦に出征を余儀なくされるま
で、モディリアーニのパトロンであ
り、この若い画家を激励し、その作品
を買い続けた。フランス人で知識豊
かな美術愛好家であったポール・アレ
クサンドルは、無名の芸術家を公衆、
画商、収集家に紹介するチャンスのあ
る公的機関にもよく通じており、さま
ざまな面でモディリアーニを支援し、
その芸術活動を支えた。1908年にな
ると、モディリアーニはポール博士と
その弟ジャンが創設した芸術家コロ
ニーにしばしば通うようになる。
1909年には同博士の3点の肖像画が
描かれたが、その中では本作が最も完
成度が高く、素晴らしい出来映えを示
している。同年に描かれた《乗馬服の
女》（ニューヨーク、個人蔵）と同じよ
うに、左手を腰にあてたポーズの4分
の3分身像となっている。この博士の
肖像画シリーズは、ある意味では「芸
術のパトロンが画家へ出資すること
によって彼の肖像画が描かれる」とい
うルネサンス以来のイタリア絵画の
伝統を思い起こさせる。ちょうどこ
の絵が描かれた頃、モディリアーニは
彫刻家コンスタンティン・ブランクー
シと友情を結び、以後の数年間は彫刻
に没頭することになる。しかし絵画
を放棄したわけではなく、1914年以
降の細長く平面的にデフォルメされ
たいわゆるモディリアーニ様式に繋
がってゆく。本作は若いモディリア
ーニの瑞々しい感覚が漂う初期の秀
作といえよう。

ポール・アレクサンドル博士
モーリス・ユトリロ,Maurice Utrillo

東京富士美術館
ユトリロはエコール・ド・パリの画家
たちの中にあって、マリー・ローラン
サンとともに、ほとんど唯一の純粋な
フランス人であった。他のエコール・
ド・パリの画家はモンパルナスのカフ
ェを中心に活動したが、ユトリロの活
動拠点はモンマルトルの丘であっ
た。彼は精神病院を転々とする重症
のアルコール中毒患者で、1917年に
母の画家シュザンヌ・ヴァラドンに
「あなたの席はルーヴルにあります
が、僕の席は病院にあります。僕は16
歳のとき人生を投げ出したので、今と
なっては社会に馴染むには遅すぎま
す」と苦しい胸のうちを告白してい
る。もっとも入院先の病院の医師の
勧めで絵筆をとったのが、画家ユトリ
ロの誕生であった。彼の作風は一般
的に以下の4つの時期に分類されてい
る。1903—06年の初期の時代、1906—
07年の印象派時代、1907—13年の「白
の時代」、1913年以降の「色彩の時代」
がそれである。特に本作が描かれた
1910年代後半は、それまでの白を中
心としたパレットがさまざまな色彩
の広がりを見せていくが、白はまだ主
要な色として用いられている。ノル
ヴァン通りは、モンマルトルの丘の上
に立つサクレ＝クール寺院へと続く
小路で、ユトリロはしばしばこの付近
を描いた。人影もまばらな狭い道の
両側には白い壁が続き、その先にはサ
クレ＝クール寺院の白亜の円蓋がそ
びえている。哀愁を帯びた裏通りの
淡い詩情をたたえた空間が印象的な
本作は、ユトリロが傑作を最も多く生
み出した1910年代の典型的な佳品の
ひとつといえるであろう。

モンマルトル、ノルヴァン通り
アルベール・マルケ,Albert Marquet

東京富士美術館
マルケは、マティスなどとともにフォ
ーヴィスムの代表的画家の一人に数
えられているが、本質的には色彩の強
烈さよりは、微妙なニュアンスの諧調
にいっそう鋭敏であった。後期にな
ると、その色彩は更に柔らかさを増し
ていった。マティスの親友であった
関係から、フォーヴの運動に参加はし
たが、グループからは距離を保ってい
た彼は、その気質からして、コローや
クールベの伝統に連なる写実主義者
であった。マルケの才能は、情景を澄
明な明晰さをもって表わすことにあ
った。港の風景は、彼が好んで描いた
テーマの一つである。本作において
マルケは、穏やかな色調を用いて、温
暖で陽光あふれる南仏の入り江を描
き出している。トゥーロンは、フラン
ス南部の地中海に臨む軍港都市で、マ
ルセイユの東方約50kmほどのところ
に位置し、西から東に突き出す岬によ
って守られた湾に面している。セザ
ンヌが制作をしたエクス・アン・プロ
ヴァンスにもほど近い。16世紀にア
ンリ4世が港と城を整備し、海軍工廠
を設置してより、軍港・造船工業都市
として発達し、フランス革命では王党
反革命派の拠点であった。マルケは
友人のマンガン、カモワン、マティ
ス、シニャックらとともに、1905年、
南フランスを旅行したことがあり、本
作はその時の取材によるものではな
いかと推測される。パリのポンピド
ゥー・センター（国立近代美術館）に
1905年頃に描かれた《南仏の風景、ア
ゲーの眺望》という作品があるが、木
の間越しに海と半島を描いた視点や
筆のタッチは本作と似ている。初期
の画風の典型を示す作品のひとつで
ある。

トゥーロン湾の眺め

海北友雪,Kaiho Yusetsu

東京富士美術館
源平合戦の中でも有名な一の谷合戦
を右隻に、左隻に屋島合戦を描く。右
隻には平家の陣屋の後方から攻め入
ろうとする、源義経によるいわゆる
「鵯越の逆落とし」の場面や、熊谷直
実と平敦盛による「敦盛最期」のシー
ンが描かれる。左隻には陣屋に攻め
入る義経軍と海上に逃れる平家の軍
勢とが、陸上と海上に対峙する屋島合
戦の模様を描く。所狭しと金雲をあ
しらい、極彩色と繊細なタッチで兵士
一人一人の表情まで丹念に描き、見る
者を魅了する。

源平合戦図屏風
狩野派,Kano School

東京富士美術館
洛中洛外図は桃山時代後期に成立し、
江戸時代まで続いて制作された風俗
画の一種である。京都の市街（洛中）
と郊外（洛外）の名所や旧跡、四季折々
の行事などを一望のもとに描く。通
常、六曲一双の画面に描かれる。左隻
の中央に大きく二条城が描かれ、右隻
には豊臣の余光を反映して方広寺の
大仏殿が配されている。金雲たなび
く眼下に祇園祭などの祭礼・行事や市
井の人々の営みが活写され、当時の賑
わいが伝わってくるような瑞々しい
作品である。

洛中洛外図屏風
狩野尚信,Kano Naonobu

東京富士美術館
右奥から流れ出る水流の縁に手をか
けて佇む虎。その口元を見ると薄く
彩色があり、口を開けているのか、舌
を出しているのかは判別できないが、
水をありつこうとする瞬間を捉えて
いると分かる。周囲を窺うような視
線を送る表情は、まるで猫のようで愛
くるしい。大胆な余白の活用が尚信
画の特長ともいえるが、ここでも横長
の大きな画面に余計なものは描かず、
主題に視線を向かせるようなすっき
りとした画面構成が見られる。

［重要美術品］猛虎図
琳派,Rinpa School

東京富士美術館
比較的小さな寸法に仕立てられた八
曲一隻の屏風。画面右下に「対青印」
らしき朱文円印があるが、にわかには
判読しがたい。本作では俵屋宗達・尾
形光琳の双方が描いた《松島図》にも
見られる波頭の図案が簡潔にリズム
よく描かれ、波の躍動感を伝えてい
る。波形の描写は波の外側にだけ濃
い群青色を引き輪郭を際立たせ、波頭
部に胡粉で白を着彩し、飛沫や波のう
ねりの部分に金泥の線で調子をつけ
て仕上げている。

波濤図屏風
曾我蕭白,Soga Shohaku

東京富士美術館
六曲一隻屏風に墨画淡彩で二羽の鶴
を描く。鶴の周囲を外隈が施され、そ
の白い身体が強調され、さらに頭部に
用いられた朱がアクセントとなり効
果的である。鶴の表現や、速筆で描か
れた画面を突き抜ける大きな松、没骨
で描かれた下草類などに蕭白の水墨
技術が看取される。画面左に後補が
あり、引手跡も確認できることから、
襖が屏風形式に改装されたことがわ
かる。作風、落款、印章などから20代
末から30代前半頃の制作と考えられ
る。

鶴図屏風

東洲斎写楽,Toshusai Sharaku

東京富士美術館
寛政6年（1794）の5月に河原崎座で上
演された「恋女房染分手綱」の一場面
で、前半の山場・道成寺の主役である
能師役の竹村定之進を描いたもの。
演ずる市川鰕蔵は5世市川団十郎のこ
とで、当代随一の名優と謳われた。大
ぶりの体格、彫りの深い顔と顔全体を
使った豊かな表情が、この役者がもつ
堂々たる風格を伝えてくれる。また
定之進の顔、襟や裃の描線、組まれた
両手とがリズミカルかつ安定した構
図を巧みに演出している。

市川鰕蔵の竹村定之進
葛飾北斎,Katsushika Hokusai

東京富士美術館
冨嶽三十六景シリーズを代表する作
品。画題にある「凱風」とは南風のこ
と。「赤富士」とも称されるこの情景
は、夏から秋にかけての早朝にかぎり
見られるという。諸説はあるが、右側
に寄せられた構図は左側(東)からの
光を意識しているとも感じられ、河口
湖付近から富士の北側を捉えたと思
われる。秋を予感させる鰯雲の中に
悠然とそびえるその偉容は、富士を形
象化した作品の中でも唯一無二の逸
品といえよう。

冨嶽三十六景　凱風快晴
葛飾北斎,Katsushika Hokusai

東京富士美術館
眼前で激しく逆巻く大波と波間の遥
か遠くに鎮座する富士山。動と静、遠
と近を対比させる絶妙な構図は、海外
でも「グレート・ウェーヴ」と称され、
画家ゴッホや作曲家ドビュッシーを
はじめ世界的に賞讃を受けた。波に
翻弄される3艘の船は「押送り舟」と
呼ばれる舟で、伊豆や安房の方から江
戸湾に入り、日本橋などの市場に鮮魚
や野菜を運搬していた。千葉県木更
津方面から江戸湾を臨んで描いたと
の説もある。

冨嶽三十六景　神奈川沖浪裏
葛飾北斎,Katsushika Hokusai

東京富士美術館
冨嶽三十六景シリーズの三役にも挙
げられる作品。《凱風快晴》と双璧を
なすように、富士の堂々たる姿を表し
た本図は、《凱風快晴》が「赤富士」と
称されたのに対し「黒富士」と呼ばれ
た。漆黒に包まれた裾野から山頂へ
のシャープなグラディエーションと
頂の尖った形容が、富士の峻厳さとそ
の周辺に立ちこめる静寂な雰囲気を
伝えている。画題の「白雨」は夕立を
意味する。裾野に描かれた稲光りが
画面全体にいっそう鋭さを与えると
ともに奥より迫る黒く染まった雨雲
が、これから来るであろう俄雨を予兆
する。

冨嶽三十六景　山下白雨

歌川広重,Utagawa Hiroshige

東京富士美術館
現在の神奈川県足柄下郡箱根町にあ
たる。主役の富士を凌駕するように
極端に競り立った山が画面中央に描
かれ、対照的に白く雪化粧した富士が
遠景にひっそり佇んでいる。山間を
抜ける細く急勾配な坂道を下る大名
行列の姿は「天下の嶮、千尋の谷」と
謳われた箱根の峠越えの厳しさを物
語っているかのよう。モザイク画を
思わせる多彩な山の岩肌の表現と連
なる大名行列の動きが画面にリズム
をもたらし、観る者の好奇心を満たし
てくれる。

東海道五拾三次之内　箱根  湖水
図

東京富士美術館
長方形、角丸、被蓋造（かぶせふたづく
り）の硯箱で、内外共に総体金梨子地
（きんなしじ）に平蒔絵と高蒔絵で表
す。蓋甲には桐鳳凰、見返しは松瀧山
水、見込みは竹としている。蓋甲は、
水辺の桐に雌雄の鳳凰で、小笹や沢瀉
も描かれる。桐花に金金貝（かなが
い）、凰の尾羽と岩には銀金貝があし
らわれ、桐の幹や凰の体、岩や雲に
金・銀の切金（きりかね）が置かれる。
見返しでは州浜に銀金貝、岩や雲に
金・銀の切金が置かれ、瀧は銀蒔絵と
している。見込みには硯石と金銅製
七々子地に蛇目九曜紋（じゃのめくよ
うもん）を高彫（たかぼり）した水滴が
据えられている。鳳凰は、鳳が雄で凰
が雌の中国で創造された霊鳥。『詩
経』では、鳳凰が鳴き、高岡で睥睨（へ
いげい）すると、梧桐が生えてくると
あり、また梧桐でなければ棲まず、竹
の実でなければ食べないとする。日
本では、『餝抄』の天養21年（1144）の
条に、天皇が「黄櫨染　文竹桐鳳凰」
の御袍を常に着たことが記され、鳳凰
は天子を表すものと考えられてい
る。この硯箱でも蓋表に桐鳳凰、見込
みに竹が描かれているのはこうした
背景がある。

桐鳳凰蒔絵硯箱
五十嵐派,Igarashi School

東京富士美術館
本作の全面には蒔絵をはじめ、金属の
小片を貼り付ける切金や金属を文様
の形に切り抜いて貼り付けた平文な
どの手法が用いられる。蓋表には四
頭の鹿と菊、萩などの秋の草花が配さ
れ、その図様は蓋裏から蓋表、身の方
へと連続している。本作の意匠は『古
今和歌集』に収められた壬生忠岑の
和歌「山里は秋こそことにわびしけ
れ　鹿の鳴く音に目をさましつつ」の
歌意を表現したもの。文学的な詩情
性と蒔絵による装飾性が融合した典
雅な作品といえる。

［重要美術品］鹿秋草蒔絵硯箱

順姫所用,Used by Mune Hime

(Princess Mune)

東京富士美術館
宇和島伊達家の家紋である「竹に雀
紋」と「竪三引両紋」が描かれた乗物。
駕籠の中でも引き戸が付いている高
級なものを乗物と呼ぶ。内装部分に
は、金地に風景と草花が極彩色で丁寧
に描かれている。本作は仙台藩第7代
藩主伊達重村の娘順姫が伊予宇和島
藩第6代藩主伊達村壽に嫁いだ際に用
いられた品と考えられている。大名
家にふさわしい豪華な蒔絵、華やかな
花鳥画が特徴的である。同種の乗物
はわずかしか現存しておらず、文化的
にも高い価値がある。

竹雀紋竪三引両紋牡丹唐草蒔絵
女乗物

天璋院篤姫の婚礼調度,Marriage

Furniture for Tenshoin Atsuhime

東京富士美術館
天璋院篤姫の婚礼調度の一部で、陶磁
器製の茶碗をのせる台、および蓋であ
る。篤姫の婚礼調度品はこれまで国
内外で4件しか確認されていない希少
なもので、東京富士美術館のほかアメ
リカのスミソニアン協会、徳川記念財
団、大阪青山大学短期大学が所蔵す
る。薩摩に生まれた篤姫は、安政3年
（1856）に右大臣近衛忠煕の養女とな
り、その年の11月に第13代将軍徳川
家定の正室となった。近衛家の抱き
牡丹紋、徳川家の三葉葵紋を配し、二
葉葵唐草の意匠が施されている。

葵紋牡丹紋二葉葵唐草蒔絵茶碗
台　同蓋 東京富士美術館

提重は重箱の一種で、花見遊山など屋
外での酒宴等に便利なように、携帯用
重箱として工夫されたもの。提鐶（さ
げわ）のついた全体に竹が貼られた枠
型の中に重箱、竹製の酒瓶、杯、銘々
皿などを一具として組み入れてい
る。竹の生地に、源氏物語の車争いの
場面が蒔絵の高度な技術を施して描
かれている。手提げ部分に用いられ
た七宝金具なども質の高い優品。幕
末から明治期の富裕層の注文によっ
て作られたものと考えられる。

竹貼源氏蒔絵提重

有綱（古伯耆）,Aritsuna (Ko-Hoki)

東京富士美術館
本作は、中鋒がつまり、腰反りがつく
優雅な太刀姿で、鍛えは板目に杢目肌
が交じり地沸つき地景がよく入る。
刃文は小乱れに小互の目風の刃が交
じり足入り、刃縁には荒めの沸、金
筋・沸筋・砂流し、処々二重刃風に湯走
りや飛焼きを交えるなど変化に富
む。茎は生ぶ在銘である。現存する有
綱在銘の最上作の太刀として昭和28
年、国の重要文化財に指定されてい
る。

［重要文化財］太刀　銘　有綱
福岡一文字,Fukuoka-Ichimonji

東京富士美術館
本作は、身幅広く腰反り高く、中鋒詰
まって猪首になるなど鎌倉時代中期
の力強い太刀姿を呈し、平肉も良く付
き、往時の姿を留め、よく練れた地鉄
には乱れ映りが立ち、足・葉が豊富に
入り、華やかな重花丁子に蛙子丁字を
交えた大模様の刃文は力強さと迫力
に満ちており、福岡一文字派の真価が
十二分に発揮された屈指の一口とい
える。細川護貞氏旧蔵。昭和25年、国
の重要文化財に指定されている。

［重要文化財］太刀　銘　一

近景,Chikakage

東京富士美術館
本作は、よく詰んだ板目肌に杢目が交
じり美しく、直刃調の小丁字に直足が
入った刃文が焼かれ、やや磨上げられ
てはいるが、身幅の広い堂々たる太刀
姿を今に伝えている。細川護貞氏旧
蔵。昭和25年、国の重要文化財に指定
されている。

［重要文化財］太刀　銘　備前國
長船住近景／建武二年五月日

銘　常州住早乙女家成,Signed

Joushu-ju Saotome Ienari

東京富士美術館
筋兜は南北朝から室町時代に用いら
れた兜の一形式。縦に細長い薄い鉄
板を順々に重ね並べ、それを小さい鋲
で留め、鋲頭を平らに叩きつぶして鉄
板の重ね目（筋）だけを見せた兜であ
る。鉄板の数により何間の兜と呼び、
本作は六十二の鉄板数から六十二間
となる。吹返には牧野家伝来を示す
三ツ柏紋が施され、前立は煉革に金箔
を押した大三日月が置かれている。

鉄錆地六十二間筋兜　三日月前
立 東京富士美術館

兜鉢は薄鉄の五枚張りで、その上に鯱
の形を和紙で厚く張り抜いてある。
全体を厚く漆で塗り固め、口と鼻孔は
朱漆塗り。目は金胴の薄板を貼り付
け、錏（しころ）は鉄板付盛上札を朱漆
塗りとし、その上から黒漆を塗ってい
る。日根野形五段を紫絲威とし、吹返
しは一段丸形で、黒漆塗りとして銀の
覆輪をめぐらせる。作域は、張り抜き
技術、漆仕事にすぐれ、まとまりのよ
い張懸兜である。

鯱形兜

東京富士美術館
類例の少ない作品である。本体を象
の形に作り、背に6本の筒型のロウソ
ク立てを備えている。台座は長方形
で、台座の周りには蓮弁を巡らせてい
る。象の体には様々な飾りが取り付
けられ、背には丸いカーペットの敷物
が敷かれている。白磁は6世紀後半、
河南省鞏義窯や、河北省邢窯で本格的
に生産が始まったが、その完成は8世
紀後半である。この作品の年代は蓮
弁の様式や造形、白磁の釉溜まりなど
からみて、唐時代前期、7世紀後半の
作と考えられる。象の姿、台座、ロウ
ソク立てに巡らされた蓮弁など、仏教
的要素が強く感じられる作品であ
る。

白磁象形燭台
東京富士美術館
大きな宝相華文の貼花が器に飾られ
た水注。地には藍釉が全体に掛かり、
宝相華文とともに、豪奢な雰囲気を漂
わせている。藍釉はコバルトであり、
緑釉や褐釉に比べ、希少であり、それ
がふんだんに使われていることがこ
の三彩をより豪奢にみせている。水
注の姿はササン朝風であり、藍釉が加
わり、よりエキゾチックな雰囲気を強
めている。

三彩貼花宝相華文水注

磁州窯,Ci-zhou Ware

東京富士美術館
磁州窯における典型的な白地鉄釉の
梅瓶である。口がすぼまり緩やかな
曲線で形作られた梅瓶に、白化粧を施
し、軽快かつ伸びやかな筆致で、牡丹
折枝文を描く。類品は、いくつか知ら
れるが、なかでもこの作品は、より、
牡丹文が端正で、バランスよく配して
いる。白絵鉄絵の技法は、白い器面に
筆で文様を描くために、いきいきとし
た筆使いが大きな見所となってい
る。口は後補。底裏に窯印のような線
刻がある。

［重要美術品］白地鉄絵牡丹文梅
瓶 景徳鎮窯,Jing-de-zhen Ware

東京富士美術館
胴部が大きく張り、頸部が短く直立す
る酒会壺。口縁には銅の覆輪がかけ
られている。本来は蓋を伴う。白磁に
コバルトを呈色剤とする顔料で文様
を施文する青花は、元時代後期の景徳
鎮窯で始まる。本作品はこのタイプ
の壺の典型的な文様配置で、口頸部に
波濤文、肩部に牡丹唐草文、胴部に魚
藻文、四方襷文を挟んで裾部にラマ式
蓮弁文が描かれている。イギリスの
陶磁研究者、ハリー・ガーナー卿の旧
蔵品。

青花魚藻文酒会壺
景徳鎮窯,Jing-de-zhen Ware

東京富士美術館
鍔状の口縁部を持つ五花形の面盆で、
明時代の万暦期に好まれた形。万暦
年間は、明時代の景徳鎮窯における五
彩磁器の全盛期。赤色ばかりでなく、
緑・黄・青・黒など、繁褥（はんじょく）
ななかにも洗練された色使いが特
色。この作品は赤を主調とし、内面は
魚藻文が濃密に描かれ、外面に花卉唐
草文、八宝文が配されている。底裏に
は、二重圏線内に3字2行の青花銘。

［重要美術品］五彩魚藻文面盆

藤原定家 奥書,Postscript by Fujiwara

no Sadaie

東京富士美術館

［重要文化財］相模集
後柏原天皇,Emperor Go-kashiwabara

東京富士美術館
　後柏原天皇の筆による『和漢朗詠
集』の書写。後柏原天皇は後土御門天
皇を父とし、その死去を受けて即位し
た。在位は1500年～1526年。土御門
天皇と同様、応仁の戦乱で衰退した朝
儀（ちょうぎ）の再興に尽力する一方、
詩歌や管弦などにも長け、歌集『柏玉
集（はくぎょくしゅう）』をまとめて
いる。　写されているのは『和漢朗詠
集』巻下、慶賀に収められている橘正
通（たちばなのまさみち）の漢詩と、作
者未詳の和歌である。まず漢詩は「君
と私は、花月などを愛でながら交流を
深めてきた。しかし、今君は高貴な身
分の人となり、微官に留まっている私
とは天地ほども離れてしまい、目に届
かなくなってしまった」と訳せ、旧友
への今昔の感を読み取ることができ
る。　続く和歌は、「昔は嬉しさを袖
に包んだというが、今宵の私の嬉しさ
は袖に包むどころか、身にも余ってし
まうほどである」と訳せる。『和漢朗
詠集』では、この歌に作者名は付され
ていないが、『撰集抄（せんじゅうし
ょう）』では、藤原斉信（ただのぶ）よ
り先に昇進した藤原公任（きんとう）
の喜びを表した歌として出ている。
しかし『公任集』（自撰和歌集）では見
ることができない。［解読文］「花月一
窓　交昔眤　雲泥万里　眼今窮」「う
れしさをむかし　は袖につゝみけ
り　こよひは身にも　余りぬるかな」
［書き下し文・現代表記］「花月一窓（か
げついっそう）交（まじわ）り昔眤（む
つま）じかりき　雲泥万里（うんでい
ばんり）眼（まなこ）今窮（きわ）まり
ぬ」「うれしさを　むかしは袖に　つ
つみけり　こよいは身にも　余りぬ
るかな」

［重要美術品］宸翰  朗詠断簡
毛利輝元,Mori Terumoto

東京富士美術館

書状
千利休,Sen no Rikyu

東京富士美術館

消息
小堀遠州,Kobori Enshu

東京富士美術館
小堀遠州は桃山時代から江戸時代前
期にかけての茶人。遠州流の祖。早く
から古田織部（1543-1615） に茶の湯
を学んだ。徳川三代将軍家光（1604-
51） に献茶し、これが将軍家茶道師範
の称のおこりとなった。「きれいさ
び」の茶を主張し、また、建築、造園を
も手がけた。本作は中央に大きく「風
清」の二字を横書きに大書した作品。
個性的な書風であり、茶人遠州の面目
躍如たるものがある。左隅に「宗甫」
（朱文瓢箪印）の印を押す。

「風清」二字

ロシア,Russia

東京富士美術館
ピンのヘッド部分は、隙間なくセット
されたダイヤモンドのリボンがトッ
プに向かって螺旋状に上り詰めてい
る。銀とダイヤモンドの白色光の中
にトップにセットされたサファイア
のブルーが美しく映える。ロシア帝
国の宝物庫から売却された一対のう
ちのひとつ。

ロシア皇室のハット・ピン
東京富士美術館
V字型を成す基底部の上に、古代ギリ
シャの植物文様（アンテミオン）やア
カンサスの花を思わせる文様が、ダイ
ヤモンドを用いて表現され、最上部の
中央に11個、左右それぞれ2ヶ所に9
個のダイヤモンドを固めて形成した
クラスターがシンメトリーに配置さ
れている。本作に使用されているダ
イヤモンドは全部で1040個、260カラ
ットに及ぶ。本作は過去に皇帝ナポ
レオン1世の皇后ジョゼフィーヌが所
有していたとされている。

皇后ジョゼフィーヌのティアラ

グラフィス＆ウェイゴール,Grajths

and Weigall

東京富士美術館
栄光や勝利を意味する月桂冠を頭上
に戴いたナポレオンの横顔が、カーネ
リアン（紅玉髄）にインタリオで象ら
れている。金で葉模様がデザインさ
れたベースには、ルビー、エメラル
ド、サファイアなど数種類の異なる宝
石がはめ込まれている。皇帝の没後
に、イギリス人のナポレオン崇拝者の
一人が依頼して作らせたものと思わ
れる。

ナポレオンのインタリオ･ブロー
チ

イギリス,United Kingdom

東京富士美術館

ジョージ44世のインタリオ・ペン
ダント

イギリス,United Kingdom

東京富士美術館

ウェリントン公爵のインタリオ･
ペンダント

展示中の収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「展示中の収蔵品」ページを表示します。現在当館展示室で見ることができる収蔵品を表示し
ます。

展示予定の収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「展示予定の収蔵品」ページを表示します。今後当館展示室で展示予定のある収蔵品を表示し
ます。

貸出中の収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「貸出中の収蔵品」ページを表示します。現在他館で開催されている展覧会等に貸出されてい
る収蔵品を表示します。（実際の展示予定は各館にご確認ください）

貸出予定の収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「貸出予定の収蔵品」ページを表示します。今後他館で開催される展覧会に貸出が予定されて
いる収蔵品を表示します。

貸出終了した収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「貸出終了した収蔵品」ページを表示します。他館で開催された展覧会に貸出された収蔵品の
記録を見ることができます。

検索キーワードを入力

東京富士美術館収蔵品データベース
日本・東洋・西洋の各国、各時代の絵画・版画・写真・彫刻・陶
磁・漆工・武具・刀剣・メダルなど様々なジャンルの作品約
30,000点の内、約1,800点を掲載。

YouTube YouTube 富士美チャンネル  "
YouTubeの東京富士美術館ムービーチャンネルを開きます。

東京富士美術館ホームページ  "
東京富士美術館のホームページを開きます。
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(最初のノート)検索キーワードを入力 *



 

 

トップ !連携機関!東京富士美術館

東京富士美術館
東京都八王子市谷野町492-1

Webサイトを開く"

東京富士美術館は、1983年11月3日に東京西郊の学園都市・八王子にオープンしました。「世界を語る美術館」をモットー
に、世界31カ国・1地域の美術館や文化機関との友好関係を築きながら、各国の優れた芸術を紹介する海外文化交流特別展
を企画・開催しています。収蔵品は日本・東洋・西洋の各国、各時代の絵画・版画・写真・彫刻・陶磁・漆工・武具・刀剣・メダルな
ど約3万点に及び、とりわけルネサンス、バロック、ロココ、ロマン主義、印象派、現代にいたる西洋絵画500年の流れを一望
できる油彩画コレクションと、写真の誕生から現代までの写真史を概観できる写真コレクションは国内有数のコレクショ
ンとして知られています。

目次

オンライン展覧会

収蔵品紹介

収蔵品の展示予定（東京富士美術館公式HPリンク）

東京富士美術館収蔵品検索

データベース

関連リンク

オンライン展覧会

東京富士美術館の収蔵品によるオンライン展覧会（デジタル展覧会）をお楽しみください。

収蔵品紹介

東京富士美術館の代表的な収蔵品を紹介します。

1515～1717世紀コレクション

1818世紀コレクション

1919世紀コレクション

バルビゾン派＆印象派

2020世紀コレクション

日本美術─江戸時代までの絵画

浮世絵コレクション

漆工コレクション

武具・刀剣コレクション

中国陶磁器コレクション

書跡コレクション

ジュエリーコレクション

収蔵品の展示予定（東京富士美術館公式HPHPリンク）

東京富士美術館収蔵品検索

東京富士美術館の収蔵品を検索します。

対象データベース : 東京富士美術館収蔵品データベース

データベース

関連リンク

最終更新日

2022/08/17

ギャラリー
テーマや人物の資料を楽しむ

データベースを見つける
連携しているデータベースを探す

テーマ別検索機能を使う
目的・分野毎に最適化された検索

施設・機関を見つける
ジャパンサーチと連携している組織

ジャパンサーチの概要 ヘルプ お知らせ サイトポリシー お問合せ # YouTube $ Facebook % Twitter English

連携をご希望の機関の方へ 開発者の方へ

デジタルアーカイブジャパン推進委員会・実務者検討委員会

魅せられチャイナ！？　中国陶磁名品展　オンライン展覧
会
東京富士美術館で2014年1月12日から3月30日まで開催さ
れた企画展「中国陶磁名品展」のオンライン展覧会です。

ザ★刀剣  ─  千年の匠の技と美　オンライン展覧会
東京富士美術館で2016年3月29日から7月3日まで開催さ
れた企画展「ザ★刀剣 ─ 千年の匠の技と美」展のオンライ
ン展覧会です。

マネの銅版画コレクション　オンライン展覧会
東京富士美術館で2019年10月5日から2020年1月19日まで
開催された企画展「マネの銅版画コレクション」展のオン
ライン展覧会です。

THIS IS JAPAN IN TOKYOTHIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術の名
宝～　オンライン展覧会
東京富士美術館で2020年9月1日から11月29日まで開催さ
れた企画展「THIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術
の名宝～」展のオンライン展覧会です。

西洋版画の魅力　オンライン展覧会
東京富士美術館で2021年12月10日から2022年1月30日ま
で開催された企画展「西洋版画の魅力」展のオンライン展
覧会です。

旅路の風景─北斎、広重、吉田博、川瀬巴水─　オンライン
展覧会
東京富士美術館で2022年4月2日から6月5日まで開催され
た企画展「旅路の風景」展のオンライン展覧会です。

ジョヴァンニ・ベッリーニ,Giovanni

Bellini

東京富士美術館
「聖母の画家」と呼ばれたヴェネツィ
ア派の巨匠ジョヴァンニ・ベッリーニ
は、「聖母子」を主題として、大画面の
祭壇画から家庭における礼拝用の小
品にいたるまで宗教画を数多く描い
た。その一方で本作のような肖像画
も少なからず描いている。これらの
肖像画は、特定のモデルがいる人物画
でありながら、同時にヴェネツィアの
当時の雰囲気を反映し、彼が所属する
社会や時代背景をもよく伝えてい
る。その点で肖像画のもつ本質的な
意義と特質を備えているといえよ
う。本作は、黒い帽子と濃紺のダマス
ク織りの上衣を身につけ、官職にある
ことを示す赤い綬を佩びて正装する
行政長官の肖像画で、斜め右側から捉
えた「四分の三正面」の胸像として描
かれている。ベッリーニは、おそらく
1480年代にはハンス・メムリンクな
どの作品を知り、空あるいは無地を背
景に胸の高さで切り取った胸像形式
を自らのものとし、古典的な静謐さを
もつ美しい小品を生み出した。1501
年頃に描かれた《統領レオナルド・ロ
レダーノ》（ロンドン、ナショナルギ
ャラリー）をはじめとする男性の肖像
画などはその典型である。この絵は
それからなお数年を経た時期の作品
で、ベッリーニの祭壇画芸術の到達点
ともいうべき《サン・ザッカリーア祭
壇画》を完成させた直後にあたる。こ
の頃デューラーがある手紙の中で「き
わめて高齢だが、・・・ヴェネツィアで
唯一最高の画家はベッリーニだ」と綴
っているように、75歳を超えてなお
若々しい巨匠の健筆ぶりを伝える佳
品といえよう。

行政長官の肖像
ティントレット（ヤコポ・ロブステ
ィ）,Tintoretto (Jacopo Robusti)

東京富士美術館
繊細な光を反射する緞帳を背景に、椅
子に座った男性が、威厳と気品に満ち
た眼差しでこちらを見つめている。
この男性の洗練された趣味を示すよ
うに、窓際に金の機械時計、男性の隣
にゴリアテの首に片足をかけるダヴ
ィデの彫刻が置かれている。開け放
たれた窓の向こうには、古代ローマ帝
国時代に皇帝の霊廟として建設され、
当時は教皇のための要塞として使用
されていたサン・タンジェロ城が描か
れている。このことは、この人物とヴ
ァチカンとのつながりを象徴してお
り、おそらく同地に滞在していたヴェ
ネツィアの外交官だと推測される。

蒐集家の肖像
ピーテル・ブリューゲル（子）,Pieter

Brueghel the Younger

東京富士美術館
本作はいうまでもなく、作者の父親に
よる同題の有名な作品（ウィーン美術
史美術館蔵）の模作である。ピーテル
（子）が描いたこの作品の模写は5点存
在するという。そのうち3点は原作に
忠実な室内の情景で、本図を含む2点
が戸外の情景に変更されている。画
面の面積も半分以下に縮小されてい
る。彼が複数の模作を自由に描くこ
とができたのは、父の作品の数が少な
い上に、後世になっても人気の高かっ
た父の作品の需要に応える意味もあ
ったと考えられている。さて本図で
は、原作と同じように、画面右手の前
景に、戸板で作ったと思われる配膳盤
に、オランダ語でヴライと呼ばれるフ
ランドル地方特有のプディングの皿
を載せて運ぶ二人の男が描かれてい
る。緑色の幕の下で、髪を長くのば
し、冠を被り、黒の礼服に身を包んで
坐る若い女性が花嫁である。その他
の女性たちは白い頭巾のようなもの
で髪を覆い隠している。花嫁の両側
の婦人は母親と姑で、花嫁の左隣りに
坐る3人の男は、花嫁側から順番に、
父親かあるいは公証人、フランシスコ
派の修道士、村の領主か村長または判
事、と推定される。反対側には二人の
バグパイプ奏者が立っていて、赤い服
の男のほうはご馳走に見とれて吹く
ことを忘れている。さて、花婿はどこ
にいるのだろうか。当時の慣習では、
花婿は客人をもてなす役割があった
といわれ、そうだとすると、画面右手
でヴライを手に取りテーブルに配っ
ている茶色の服の男性か、画面左手隅
でジョッキにビールを注いでいる黒
い服の男性ということになる。更に
ここには描かれてはおらず、もうすぐ
姿を現すところだという説もある。
ジョッキにビールを注ぐ若者の姿は、
キリスト教美術の主題である「カナの
婚宴」を想起させる。婚宴の途中の酒
注ぎという要素からはたしかに「カナ
の婚宴」の葡萄酒の寓意が隠されてい
るが、この絵の中に描かれる飲み物は
やはりビールなのであろう。また一
説では、ビールを注ぐ男とその傍らで
ヴライの皿を舐める子どもは親子で、
「この親にしてこの子あり」またはオ
ランダの諺「瓶は最初に入れた物のに
おいがつく」（子どものとき身につい
たものは変わらない）という意味の寓
意との解釈もある。背景の色づいた
木の葉は季節が秋になったことを示
している。フランドルの農民にとっ
て、収穫の後の季節は婚礼の季節であ
った。

農民の結婚式

アントニー・ヴァン・ダイク,Anthony

van Dyck

東京富士美術館
フランドルの出身で、イギリス国王チ
ャールズ1世の首席宮廷画家として知
られるヴァン・ダイクは、ルーベンス
の工房で修業を積み、10代後半の若
さで工房の筆頭助手を務めたといわ
れる。20歳になってまもない1620年
に初めてイギリスに渡り、その後6年
間イタリアに滞在したのち、1627年
にアントウェルペンに帰ってくるが、
1632年に再びイギリスを訪れると、
そこで約10年間制作を続け、そのま
ま故郷に戻ることなく42歳で早世し
た。肖像画家としてのヴァン・ダイク
の才能は初期のアントウェルペン時
代から開花していたが、晩年のイギリ
ス時代になると、その様式はいっそう
洗練の度を加え、多彩な人物の容貌と
個性が、高雅で繊細な美しさをたたえ
た流麗な筆で見事に描きわけられて
いる。彼の高度に完成された王侯貴
族の肖像は、以後のヨーロッパ絵画に
おける肖像画様式の手本の役割をも
果たしたのである。モデルのアン・カ
ー（1615ー1684）は、サマセット伯ロ
バート・カーとその妻フランセスの娘
として生まれ、1637年にベッドフォ
ード伯と結婚、7人の息子と3人の娘
を産んだ。母のフランセスは殺人罪
で死刑を宣告されていたが、後に恩赦
の身となった人物で、アンはその服役
中にロンドン塔で生まれたのであっ
た。アンが自分の母親に関するスキ
ャンダルを知ったのは結婚のあとで、
真実を聞かされたとき、ひどく動揺し
気を失って卒倒したと伝えられてい
る。しかしながら二人の結婚生活は
順調で、夫の父の死後、彼の遺志を継
ぎ夫妻で沼沢地の干拓事業に情熱を
傾けた。さて本作と同じモデルの肖
像画が他に3点知られている。1点は
ベッドフォード伯の邸宅であったウ
ォーバーン・アビー公爵家に今も伝わ
る全身像、あとの2点は本作とよく似
た構図の七分身像（ペットワース・ハ
ウス蔵およびアメリカ個人蔵）で、後
者はいずれも本作に基づく第2バージ
ョンと見なされているものである。
20代なかば、結婚して2～3年経った
頃であろうか、上品にカールした金髪
のヘアスタイルに張りのある白い肌
が印象的な、若々しい美貌の英国貴婦
人が黒褐色の背景から浮かび上が
る。着衣と宝飾品、肌や髪など質感の
表現には熟練の技術があり、目もとや
口もと、組んだ手の指先ひとつにもヴ
ァン・ダイク調の高貴な表情が宿って
いる。肖像画の世界に他の追随を許
さぬ表現を確立したヴァン・ダイク様
式の一つの典型をここに見ることが
できる。

ベッドフォード伯爵夫人　ア
ン・カーの肖像 ホーファールト・フリンク,Govaert

Flinck

東京富士美術館
金と宝石で装飾された豪華な白いド
レスと淡い緑色のケープに身を包み、
白い羽飾りと宝石のついた縁なし帽
にベールをつけた少女が、腕に眠る小
犬を抱いてこちらを向いている。左
上方から当てられた光によってモデ
ルの顔が効果的に肉付けされており、
さらに仄暗い空間のなかに繊細な衣
装や宝石の材質感をも浮かび上がら
せている。背景の左側には柱とアー
チの一部が見え、室内の広がりを示唆
している。この愛らしい少女の半身
像は当時人気を博したようで、本作の
他に数点のヴァージョンが知られて
いる（モルトケのカタログには5点の
同構図の作品がフリンクあるいはそ
の工房の作として掲載されている）。
これら複数の作品のうちで最初に制
作されたと考えられているハンブル
ク美術館の所蔵作品と比較すると、全
体的に本作の方が質が高いと思われ
る。それは頭部の羽飾り、頭髪、布、宝
石などの細部の質感表現が勝ってい
るうえ、背後の空間の広がりにもより
説得力があるからである。したがっ
て本作は、1630年代の後半に描かれ
たとされるハンブルク美術館の作品
より少し以前に、フリンク自身の筆に
より制作されたものと考えられ、本作
を含めて6点現存する同構図の作品群
の中では、原作に相当する作品といえ
よう。フリンクは1633年、18歳の頃
にレンブラントの工房に入り、弟子と
してではなく助手として約1年働い
た。署名や年記のある最初期の作品
は1636年からのものが知られてい
る。その絵画は本作に見るようにレ
ンブラントの強い影響を示すが、次第
に色彩は明るさを増し、描写も大まか
で形式的な性格のものに変わってい
く。この作品を見るかぎり、構図の取
り方や褐色の色調、明暗の調子づけな
どレンブラントの影響が著しいが、少
女の顔の描き方や表情にはレンブラ
ントにはない対象の美化と穏やかさ
が感じられ、色彩もより柔らかく優美
な印象を与えるものとなっている。

犬を抱く少女

ジャン＝アントワーヌ・ヴァト
ー,Jean-Antoine Watteau

東京富士美術館
アントワーヌ・ド・ラ・ロックは、ヴァ
トーの友人で、戦争で片足を失ったの
を機に、その文才を生かして雑誌『メ
ルキュール・ド・フランス』誌の編集
長やオペラの台本作家として活躍し
た人物。彼の傍らにある楽器や書物
は、彼のこの第二の人生を連想させ
る。また、画面右側に描かれたミュー
ズやファウヌスによって、寓意的・神
話的な雰囲気が生まれている。友人
の肖像であると同時に神話画的な雰
囲気も併せ持つユニークな作品。田
園牧歌趣味をロココ的に発展させ、雅
宴画のジャンルを開いたヴァトーの
確かな腕が光る名作。

アントワーヌ・ド・ラ・ロックの
肖像 ジャン＝マルク・ナティエ,Jean-Marc

Nattier

東京富士美術館
モデルのジョフラン夫人が39歳の時
に描かれた肖像画。ジョフラン夫人
は、18世紀パリ社交界の著名な人物
で、文学や芸術に造詣が深く、彼女が
主宰するサロンには常に著名な哲学
者や文学者、画家、彫刻家らが招かれ
ていた。マックス・フォン・ベーンの
『ロココ』にある記述によれば、バイ
エルン王太子妃の侍従の娘として生
まれた彼女はジョフランに嫁ぎ、15
万リーヴルの年収を惜しみなくサロ
ンにつぎ込み、週2回客を集めた。水
曜日には、モンテスキュー、マリヴォ
ー、マルモンテル、ダランベール、ヴ
ォルテール等が、月曜日には、ブーシ
ェ、ラ・トゥール、ヴェルネ、ドルー
エ、ブーシャルドン等が集った。若き
モーツァルト少年もここで演奏をし
たという。彼女のサロンは、実に30年
近くもの間、文学、芸術の世界をリー
ドする存在であった。この肖像画で、
ナティエはジョフラン夫人を非常に
繊細なタッチで描いている。彼女の
理知的な顔立ち、白絹のローブとバラ
色の外套、左手下の書物などにより、
画面全体に際だった気品と知性が漂
っている。

ジョフラン夫人
フランソワ・ブーシェ,François

Boucher

東京富士美術館
このロココらしさにあふれた華麗な
大作は、ブーシェの重要な作品のひと
つに数えられる。本作において彼は、
神話画に属する主題のなかで自らの
最も得意とするヴィーナスの図像を
扱い、美の女神が水中で誕生して陸に
到着する姿を伸びやかに、屈託なく描
いている。ほぼ2メートル四方の大画
面なので、元来しかるべき重要な注文
に由来する作品であることは間違い
なく、これと対をなす図柄の作品も存
在したかもしれないが、注文主や対作
品については詳らかではない。この
作品は、もと英国の大収集家であるリ
チャード・ウォーレス卿の所有で、パ
リ郊外ブーローニュに彼が持ってい
たバガテル宮を飾っていたことがあ
った。のち今世紀初頭には、その洗練
された高雅な趣味で知られるウィー
ンの収集家ロスチャイルド男爵のも
とにあり、さらにニューヨークのメト
ロポリタン美術館の収蔵となったが、
その後、同美術館が本作を手離すこと
となり、現在東京富士美術館の作品と
なっている。さてこの絵の画面中央
では、水から上がったヴィーナスが青
や黄の布を敷いた岩の上に腰をおろ
し、その周りをキューピッドたちが飛
び交い、三美神が傍らに侍する。上空
から風の神ゼフュロスが女神の頭上
に勝利の冠を乗せようとしている。
その横で降下しつつあるキューピッ
ドの一人が手にしているのは、永遠の
美を象徴するリンゴである。左方で
は、海神ネプチューンの息子であるト
リトンやニンフが水中で歓び戯れて
いる。女神のすぐ前で横たわりなが
らこちらを向いているニンフは、美し
く官能的な裸身によって、いかにもブ
ーシェらしい特徴を示し、この画面の
中で最も強く鑑賞者の眼をひく部分
となっている。主題の上では、1740年
のサロンに出品した《ヴィーナスの
誕生》（ストックホルム国立美術館
蔵）に近く、構図の上では、最晩年の4
点のシリーズ（アメリカ、キンベル美
術館蔵）に類似している。数多いサロ
ン出品作ほどの完成度がここに見ら
れないのは、おそらく大きな室内の壁
の上方や天井など、ある程度の距離を
おいて見られる場所に置かれるべき
ものであったのかも知れない。遠い
眼で見た時にほど良い印象にするた
めに、画家が巧みに仕上げを計算した
のであろう。いずれにせよ本作に見
るような裸婦群像は、この画家の最も
得意とするテーマで、ロココ趣味あふ
れるブーシェ様式の典型を示すもの
で、彼の天賦の装飾的手腕を証明する
神話画の佳作であることは間違いな
い。

ヴィーナスの勝利
ジャン＝シメオン・シャルダン,Jean-

Siméon Chardin

東京富士美術館
1753年のサロン出品作。緻密なマテ
ィエール、絵具の光沢、落ち着いた中
間色の色調、影の部分にも感じられる
ような繊細な光の表現、思索的で重厚
な人物のたたずまい、室内の静謐で瞑
想的な空気など、シャルダンらしい魅
力にあふれる小品。彼の約40年間に
わたる作画活動は3つの時代に区分さ
れるが、その中間期にあたる時代が
「風俗画の時代」（1730年代から1750
年代初め）である。シャルダンの「静
物画」は、華麗で女性的な優美さを好
んだ宮廷では人気がなく、一部の目利
きや画家、収集家に支持されるのみで
あったが、この「風俗画」の顧客層に
は外国の有力な諸侯も名を連ねるよ
うになった。この時期の最も代表的
な作品としては、《独楽を回す少年》
《食前の祈り》（ともにルーヴル美術
館蔵）などがある。シャルダンは、ス
ウェーデンのルイーズ・ウルリック王
妃のために1749年、《デッサンの勉
強》と《良き教育》の2点を贈った。こ
のうち先に完成したのは《デッサン
の勉強》の方で、1748年のサロンに出
品された。その数年後、彼は再びこの
1対の絵と同じ構図をもつ2対目のヴ
ァリエーションを描いている。こち
らの2点は、著名な収集家アンジュ＝
ローラン・ラ・リヴ・ド・ジュリのため
に制作され、1753年のサロンに出品
されたが、このうちの1枚が本作であ
る。本作は、1770年の競売でリヴ・ド・
ジュリの許を離れ、あるスウェーデン
人の手に渡った。以来その末裔によ
って長らく秘蔵されていたが、1979
年の大規模な〈シャルダン展〉に出品
され、人々の前に再び姿を現わしたの
である。このとき、対をなす《デッサ
ンの勉強》と《良き教育》の額縁には
非常に珍しい特徴があった。作者の
名前である〈シャルダン〉の文字が、
明らかに18世紀のものと分かる黒く
美しい書体で記されていたのであ
る。今日、世界の美術館で行われてい
るような「額縁に作者名のプレートを
付ける」というような習慣は当時なか
ったので、最初の所有者であったリ
ヴ・ド・ジュリが施したこのような処
置は、博物館学的にみても先駆的な作
業であったと評価される。なお、この
秘蔵コレクションの中に含まれてい
た本作と対をなす《良き教育》の方
は、現在テキサスのヒューストン美術
館に収蔵されている。

デッサンの勉強
ジャン＝オノレ・フラゴナール,Jean-

Honoré Fragonard

東京富士美術館
一般的に「幸せな大家族」「子だくさ
んの幸せ」というタイトルで知られて
いるこの楕円形の絵は、同じ絵柄のヴ
ァージョンが本作の他に4点（ワシン
トン・ナショナルギャラリー所蔵ほ
か）知られており、当時人気を集めた
主題である。画面の中央に白いブラ
ウス、赤いスカートの若い母親が幼子
を抱いて坐り、その周りで年長の子ど
もたちが遊ぶ。左手の窓の外では父
親がロバと一緒に家の中をのぞいて
いる。母親の背後には、召使いの女と
その子であろうか、シルエットのよう
に寄り添って描かれている。家畜の
犬とロバもまるで家族のようで、人物
は自由なポーズと視線をとりながら、
親しげな感じで互いに深く結びつい
ている様子が見て取れる。しかし、部
屋の上方をみると、古代イタリアの廃
墟のようであり、この家族の団欒とは
およそ不釣り合いな、古くて大きな石
造りの空間である。右手の台（羊の頭
と花絆を象った飾りが施されている
ので古い祭壇であろうか。とすれば、
この建物は神殿である）の上には玉葱
と肉の塊が置かれ、金属製の深鍋のよ
うな容器も見える。質素な生活だが
子宝に恵まれて幸せな家族───。
幻想的な建築物を背景に描かれた若
い両親と子どもたち───。この絵
には、さらに目には見えないいくつか
の事実が隠されている。ひとつは、こ
の家族像は18世紀フランスで活躍し
た思想家ルソーの「家庭は社会の基本
であり、家族愛は道徳の根本」という
思想を絵に描いた「理想の家族像」で
あるということ。もうひとつは、フラ
ゴナール自身が幸福な家庭生活に恵
まれ、当時流行した官能的なロココ風
の絵のみならず、こうした素朴な絵に
も才能を発揮することができたこ
と。そして更にもうひとつ、この絵
は、「聖母子像」「聖家族」「羊飼いの礼
拝」といった伝統的なキリスト教絵画
のテーマを、当時の人物、当世風の主
題にリメイクした作品である、という
ことである。これはフラゴナールが
単に風俗画家なのではなく、宗教画家
としても優れた知識と技術を持って
いたことの証明でもある。赤と青の
着衣に身を包み、幼子を抱く若い女性
像は、伝統的に聖母マリアと幼児キリ
ストを表わすもので、「絵画の伝統を
継承しつつ、自由で新しい18世紀の
精神をも体現する」フラゴナールらし
い作品といえよう。

豊穣な恵み

ウジェーヌ・ドラクロワ,Eugène

Delacroix

東京富士美術館
ロマン主義の巨匠ドラクロワは、バイ
ロンやユゴーなど同時代の文学や、ダ
ンテ、シェークスピアなどのヨーロッ
パ各国の国民文学をとりわけ好んで
いた。彼の溢れるような情熱は、それ
らに表現された激しい感情や理性、狂
気が交錯する世界に感応したのであ
る。本作の主題は、17世紀スペインの
作家セルバンテスが書いた小説「ド
ン・キホーテ」の一場面。物語の主人
公はラ・マンチャ県のある村の郷士。
騎士物語を読み耽るあまり、ついには
正気をなくして、自らをドン・キホー
テ・デ・ラ・マンチャと名乗り、隣村の
百姓娘を姫君と思い込み、武勲を立て
るために遍歴の騎士となって冒険に
出るという物語である。ここでは、本
を広げた机の前で、椅子に座って夢想
にふける人物がドン・キホーテであ
る。その後ろには、彼の身を案じて書
物を焼いてしまう村の司祭や床屋の
ニコラス親方、家政婦たちが困惑した
姿で描かれている。実際の「ドン・キ
ホーテ」にはこのような場面は出てこ
ないが、騎士物語に影響されたドン・
キホーテが旅に出てやがて自宅に担
ぎ込まれるという、第1章から6章ま
での物語の冒頭部分を要約した形で
描いたものである。床に散乱した書
物や騎士の武具らしき道具。後ろの
人物たちに背を向けた彼の視線は宙
をさまよい、彼らを気にする様子もな
い。そして彼の不自然な左手の動き
は、まるで彼の理性を彼から切り離そ
うとしているようである。ほぼ正方
形の小さな画面に、正気を失ったド
ン・キホーテの内面が見事に描き込ま
れている。

書斎のドン・キホーテ

ジョセフ・マラード・ウィリアム・ター
ナー,Joseph Mallord William Turner

東京富士美術館
19世紀前半のイギリスで色彩感豊か
に水と空気を描き、後のフランス印象
主義の先駆的な役割を果たしたター
ナーは、生涯、海を友とし海景を描き
続けた。本作に描かれた「ユトレヒト
シティ64号」は、1688年のイギリス名
誉革命の際、イギリス議会に招請され
たオランダ提督オレンジ公ウィリア
ムがイギリスへ向けて出航した艦隊
の先導艦。つまり本作でターナーは、
150年前の祖国イギリスを救った歴
史的な出来事───オレンジ公ウィ
リアムが妻メアリ2世とともに共同統
治者として王に即位（ウィリアム3世）
し、権利章典が定められ近代議会政治
の基礎が確立した───をテーマに、
いわば「歴史画」の主題を制作のきっ
かけにして、歴史画の枠組みを超えた
「船と海のジオラマ」を描いている。
ただし、ターナーは想像だけで描いて
いるわけではなく、船の構造にも詳し
く、この絵でもかなり正確に17世紀
の船を再現していると思われる。曇
り空で風が強く、天候が定まらないの
であろう、近景では黒い波が大きくう
ねり、その向こうでは白い波頭が小刻
みに動いている。全体的にグレーと
ブルーの寒色系の色調に重く沈んで
いる海。そこに左上方から海上に向
かって斜めにうす日が差し込んでい
て、風を受けた帆船を淡いオレンジ色
に染めている。左から右へ、上から下
へ、重苦しい海に動きが加わり、寒色
の中にわずかな暖色を見いだすこと
ができる。ここには、海、空、雲、光、
風、大気、帆船といったターナーの絵
画の主要なモチーフを見ることがで
きる。この作品は1832年のロイヤル・
アカデミーの展覧会に出品されたが、
そこでちょっと面白い「事件」が起き
ている。展覧会の直前の最後の手直
しが許される日に、隣に展示された好
敵手コンスタブルの絵に刺激を受け、
よりいっそう効果を上げるため、中央
よりやや右の海上に、最後に赤いブイ
を描き入れたというのである。

ヘレヴーツリュイスから出航す
るユトレヒトシティ6464号 ウィリアム・アドルフ・ブーグロ

ー,William Adolphe Bouguereau

東京富士美術館
19世紀後半のフランスは、美術の世
界でも官展に対抗して印象派が第1回
展を開く（1874年）など、新しい時代
への転換に向かって、地殻変動が起き
た時代であった。しかし正統派を自
認するアカデミズムの勢力は健在で
あった。アレクサンドル・カバネルと
ともに、この時代のアカデミズム絵画
を代表する画家であるウィリアム・ブ
ーグローは、マネや印象派の画家たち
の絵画を拒否した保守派の人物とし
ても有名で、“ブーグロー風”という言
葉が印象主義の反意語として用いら
れもした。彼は新古典主義の画家ピ
コの弟子で、1850年にローマ賞を受
賞、歴史画や神話画の大作をサロンに
出品している。微妙な明暗まで再現
する精緻な描写と磨きあげられたマ
ティエールが際立つその様式は、アカ
デミックな写実技法の極致といえ
る。一方、ブーグローは風俗画も数多
く制作した。1870年代以降は、愛情あ
ふれる母子、牧歌的な風景に愛らしい
少女といった定型化した作品を数多
く制作するようになった。本作はこ
のような時期に描かれた牧歌的少女
像のひとつである。網を左肩に担ぎ、
籠を右手に抱えてポーズする漁村の
若い娘。海辺の場所や着衣などは地
味で、頭に被ったスカーフの色と模様
がこの絵で唯一の華やかな部分であ
る。それゆえに顔や首すじ、腕や手と
いった露出した肌の部分の生々しさ、
また磁器のように滑らかでみずみず
しい描写に、自然と見る者の目は導か
れる。ある意味で写真的ともいえる
人体の描写は、ブーグロー特有の表現
法でもある。

漁師の娘
ジュール・ジェーム・ルージュロ
ン,Jules James Rougeron

東京富士美術館
明るいピンク色のドレスに身を包ん
だ若い貴婦人が、化粧室の鏡の前でポ
ーズをとっている。このドレスは、
1870年代から80年代にかけて流行
し、腰の後ろに膨らみを作るための腰
枠の名前に因み、「バスル・スタイル」
と呼ばれる。女性はこれから始まる
夜会の身支度しているのであろう。
モデルが顎の下に手をやり、今まさに
結ぼうとしているような髪飾りは、既
婚女性が正装用としてよく用いたも
のである。またチェストの上には手
袋や香水瓶が置かれ、女性の幾分高揚
した雰囲気を演出している。「化粧を
する女」という主題は、フォンテーヌ
ブロー派の時代から愛好されてきた
が、本作も甘美な親密さがあふれる愛
らしい作品である。

鏡の前の装い
ミケーレ・ゴルディジャーニ,Michele

Gordigiani

東京富士美術館
ミケーレ・ゴルディジャーニは、裕福
な家に育ったが、小遣いを稼ぐために
タバコ屋の看板描きや、市場での女中
や主婦相手の似顔絵描きをはじめ、後
の肖像画家としての訓練をしていっ
た。1856年には、上流階級の注文を受
けるようになる。さらに1861年、フィ
レンツェで開催されたイタリア博覧
会では、イタリア王ヴィットリア・エ
マヌエルの肖像が好評を得て、肖像画
家として最高の名誉と栄光と富を獲
得した。本作は、ミケーレの名声が頂
点を迎えた時期に描かれたもの。貴
族、政治家、音楽家、俳優など、多くの
国の上流階級の人々から注文が相継
いだ。素早く仕事を片づけるために
写真を用いていたが、実物をそのまま
に写し出す写真とは違い、彼は実物の
欠点を弱め、より気品高く描くことに
努めた。その作品からは、一瞬の心の
動きを捉え、そこに一筋の表情の美し
さを見い出し、表現することができた
彼の才能をうかがい知ることができ
る。

シルクのソファー

ジャン＝フランソワ・ミレー,Jean-

François Millet

東京富士美術館
1849年春にパリからバルビゾン村に
移り住んだミレーは、1867年のサロ
ンに本作と同じ題名の《鵞鳥番の少
女》という作品を出品した。同年に友
人のサンスィエに宛てた手紙で彼は、
この出品作について「私は鵞鳥の鳴声
が画面一杯に響き渡るように描きた
い。ああ、生命よ！みんな一緒の生命
よ！」と記している。本作は友人サン
スィエの旧蔵品で、前出のサロン出品
作と同時期に同じ場所で描かれたも
のらしく、「鵞鳥の番をする少女」を
テーマにしたシリーズの中核をなす
作品。下描きの線が透けるほど油絵
具を薄く塗り、まるで水彩画のような
効果で夏の日ざしに照らされた水辺
の雰囲気をよく表している。この鵞
鳥番の少女というテーマは、大人の労
働を描いたミレーの宗教的ともいえ
る作品群とは趣きを異にし、純粋に牧
歌的な世界を表している。農民生活
と自然環境の調和を見事に描いた本
作は、円熟したミレー晩年の傑作であ
る。

鵞鳥番の少女
ベルト・モリゾ,Berthe Morisot

東京富士美術館
本作が描かれたのは、記念すべき第1
回印象派展が開かれた1874年の夏。
場所はノルマンディ海岸沿いのフェ
カンで、父方の親戚であり、モデルも
務めたリュシアン・ブルジエ夫人の別
荘である。モデルは男性服を彷彿と
させる「テーラード・カラー」（背広型
の襟）があしらわれた外出用と思われ
るツーピース状のドレスに麦わら帽
子という比較的くつろいだ服装をし
ている。テラスから遠景を見下ろす
構図は斬新で、遠景の海にはヨット遊
びに興じる人々の姿も確認できる。
本作は1877年の第3回印象派展にモ
リゾが出品した12点のうちの一つで
もある。本作は印象派を擁護する批
評家の目を奪い、賞賛を受けた。

テラスにて
エドゥアール・マネ,Édouard Manet

東京富士美術館
1880年に健康を崩したマネは療養の
ためパリ郊外のベルヴュに家を借り
る。そうしたマネのもとに友人たち
が見舞いに訪れる中、彼は油絵に取り
組み、人物、風景、静物などを約30点
ほど描いている。本作はこうした夏
のベルヴュ滞在のあいだに制作され
た作品のひとつ。この絵はマネ没後
の翌年に行われた競売で、マネ作品の
収集家であったオペラ座のバリトン
歌手ジャン＝バティスト・フォールが
購入し、以後、欧米の著名な収集家の
手を経て、現在東京富士美術館の所蔵
となっている。この作品のモデルは
見舞客の一人、ガンビー夫人といわれ
ている。アドルフ・タバランの『マネ
とその作品』によれば、ガンビー夫人
は、マネ家と親しい付き合いのあった
ルバン夫人の友人であるらしい。ま
たマネの義妹にあたる画家ベルト・モ
リゾの親戚筋の女性ともいわれる。
紫色の花があしらわれた黒い帽子を
被り、髪は前髪を垂らした流行のスタ
イル。背景の緑の庭は、印象派に近い
筆触を生かした描き方であるが、モデ
ルの女性の服は、他の印象派の画家の
絵には見られない「黒」で大胆に描か
れている。しかもすけて見えるよう
な薄い着色で、筆跡を残しながら巧み
に女性の体を描き出しているあたり
は、マネの並はずれた造形センスとと
もに近代的で都会的な感性を感じさ
せる。緑と黒の対比で構成された画
中で、女性の顔の白と手袋の黄色が目
に鮮やかに映る。そして女性の唇の
赤と、絶妙のバランスで描きこまれた
小さな赤い花の色がマネの天才的な
色彩センスを存分に感じさせるスパ
イスとなっている。この作品でマネ
が描き留めたものは、もはや特定の女
性の肖像というよりは、パリを象徴す
る「女性美」そのものといえるだろ
う。

散歩（ガンビー夫人）
フィンセント・ファン・ゴッ
ホ,Vincent van Gogh

東京富士美術館
オランダに生まれたゴッホは、ブリュ
ッセルで素描の基礎を学び、1881年、
28歳の時、牧師であった父の任地で
あったオランダ南部のエッテンヘ赴
く。この年の終わり、ゴッホは画家に
なることに反対だった父との衝突か
らハーグへ移り、ハーグ派の画家たち
と出会っている。オランダ時代のゴ
ッホの作品は、ハーグ派の画家たちや
17世紀のオランダの巨匠たちの作品
の影響を受け、全体的に落ち着いた暗
い色調で描かれている。1883年、30
歳の時、ハーグを起ったゴッホはやは
り父が赴任していたオランダ南部の
ニューネンへ移る。この頃より、ゴッ
ホは油彩画に本格的に取り組み、農民
や職人、ニューネン近郊の風景を精力
的に描いている。ニューネン時代は、
農民画家としてのゴッホが形成され
ていった重要な時期で、オランダ時代
のゴッホの集大成ともいうべき《馬
鈴薯を食べる人たち》（1885年）が描
かれている。本作は、《馬鈴薯を食べ
る人たち》が描かれた翌月の、1885年
の6月に描かれた作品。ゴッホは弟テ
オへ宛てた手紙の中で、「今は、ここ
（ニューネン）から2時間のところで仕
事をしているので、全ての時間を有す
る。私が求めているのは、あといくつ
かのきれいな荒野の農家。既に4つ、
前回送った大きさが2点と、小さいの
がいくつかある。」と述べており、こ
の作品は、この手紙の中で「いくつ
か」と言及されている作品。農民が暮
らす場所を描くことは、ミレーを崇拝
するゴッホにとって、農民の生活の厳
しさや、自然との深い結びつきを表現
する重要なモチーフであった。ゴッ
ホは愛情を込め、農民の家を、雀より
小さな野鳥のミソサザイの巣に喩え
「農民の巣」と呼んでいる。その力強
いタッチと落ち着いた色調は、大地に
根ざして生きる農民のたくましさと、
自然の持つ包容力を描きだしてい
る。同じ時期に描かれた、同じモチー
フの作品が、いくつも残っており、こ
のモチーフがゴッホにとって、重要な
ものであったことが伺える。

鋤仕事をする農婦のいる家
ピエール＝オーギュスト・ルノワー
ル,Pierre-Auguste Renoir

東京富士美術館
本作には、ルノワールが好んだ〈赤い
色〉〈美しい服〉〈若い女性の肌〉〈穏や
かさ〉といった要素を見つけること
ができる。また黄色い帽子も大切な
脇役で、ルノワールの絵画にしばしば
登場するポイントのひとつとなって
いる。この絵が描かれたと思われる
1890年代前半は、ルノワールがいわ
ゆるアングル風の「古典の時代」から
「真珠色の時代」と呼ばれる新しい画
風を確立しつつあった時期にあた
る。彼はいよいよ晩年の様式の完成
に向かって、新たな一歩を踏み出して
いく。1880年代の「古典の時代」での
厳格な線による写実主義はすでに影
をひそめ、本作にも見る事ができるよ
うに、輪郭線は流れ去り、衣服は震え
るような色調を帯び、人物は背景とと
もに光の中に溶け込むかのようであ
る。そこには、柔らかで、穏やかな眼
差しの、まるで果実のような典型的な
〈ルノワールの女〉がある。人物と背
景は、互いに影響しあい、光の中で融
合するかのようで、遠近法は失われ、
空間は平面に近づいている。色彩は
モノの固有色にしばられずに、色その
ものの美しさが画家のテーマとなっ
ている。モノの形によってではなく、
色彩の輝きによって見る者に働きか
ける。ルノワールの作品に見られる
これらの特徴は、ジャン・クレイが
『印象派』の中で分析したように、印
象派の画家が伝統的な絵画法を解体
して獲得した全く新しい視覚の喜び、
ともいうべきものである。なおこの
作品は、ベルネーム＝ジュンヌ画廊、
デュラン＝リュエル画廊というルノ
ワール作品を取り扱った最大手の画
商から世に出た経歴が残っている。

赤い服の女

エドゥアール・ヴュイヤール,Édouard

Vuillard

東京富士美術館
婦人はヴュイヤールの姉マリーで、2
人の子どもはその娘と息子である。
マリーはヴュイヤールの生涯の親友
であり画家のケル＝グザヴィエ・ルー
セルの妻であったが、ヴュイヤールは
ルーセルの田舎の邸宅をしばしば訪
れ、彼ら家族の絵を描いた。本作でマ
リーは茶色を主とした簡素なシルエ
ットのドレスに身を包み、姪のアネッ
トは白い帽子、赤いストライプの服を
身につけている。ヴュイヤールにと
ってアネットはとりわけお気に入り
のモデルで、他の作品にも同様の出で
立ちで描かれている。家族のスナッ
プ写真のアルバムをめくるような、日
常生活の親密で温和なモチーフを描
いたヴュイヤールらしいショットで
ある。

婦人と子供
ピエール・ボナール,Pierre Bonnard

東京富士美術館

若い女
アメデオ・モディリアーニ,Amedeo

Modigliani

東京富士美術館
イタリアのリヴォルノに生まれたモ
ディリアーニは、1906年1月、絵を描
くためにパリに出た。その翌年の11
月、本作のモデルとなっている人物
───医師で美術愛好家のポール・ア
レクサンドル博士と知り合う。モデ
ィリアーニの作品に関心をもった最
初の人である。彼は1914年に第一次
世界大戦に出征を余儀なくされるま
で、モディリアーニのパトロンであ
り、この若い画家を激励し、その作品
を買い続けた。フランス人で知識豊
かな美術愛好家であったポール・アレ
クサンドルは、無名の芸術家を公衆、
画商、収集家に紹介するチャンスのあ
る公的機関にもよく通じており、さま
ざまな面でモディリアーニを支援し、
その芸術活動を支えた。1908年にな
ると、モディリアーニはポール博士と
その弟ジャンが創設した芸術家コロ
ニーにしばしば通うようになる。
1909年には同博士の3点の肖像画が
描かれたが、その中では本作が最も完
成度が高く、素晴らしい出来映えを示
している。同年に描かれた《乗馬服の
女》（ニューヨーク、個人蔵）と同じよ
うに、左手を腰にあてたポーズの4分
の3分身像となっている。この博士の
肖像画シリーズは、ある意味では「芸
術のパトロンが画家へ出資すること
によって彼の肖像画が描かれる」とい
うルネサンス以来のイタリア絵画の
伝統を思い起こさせる。ちょうどこ
の絵が描かれた頃、モディリアーニは
彫刻家コンスタンティン・ブランクー
シと友情を結び、以後の数年間は彫刻
に没頭することになる。しかし絵画
を放棄したわけではなく、1914年以
降の細長く平面的にデフォルメされ
たいわゆるモディリアーニ様式に繋
がってゆく。本作は若いモディリア
ーニの瑞々しい感覚が漂う初期の秀
作といえよう。

ポール・アレクサンドル博士
モーリス・ユトリロ,Maurice Utrillo

東京富士美術館
ユトリロはエコール・ド・パリの画家
たちの中にあって、マリー・ローラン
サンとともに、ほとんど唯一の純粋な
フランス人であった。他のエコール・
ド・パリの画家はモンパルナスのカフ
ェを中心に活動したが、ユトリロの活
動拠点はモンマルトルの丘であっ
た。彼は精神病院を転々とする重症
のアルコール中毒患者で、1917年に
母の画家シュザンヌ・ヴァラドンに
「あなたの席はルーヴルにあります
が、僕の席は病院にあります。僕は16
歳のとき人生を投げ出したので、今と
なっては社会に馴染むには遅すぎま
す」と苦しい胸のうちを告白してい
る。もっとも入院先の病院の医師の
勧めで絵筆をとったのが、画家ユトリ
ロの誕生であった。彼の作風は一般
的に以下の4つの時期に分類されてい
る。1903—06年の初期の時代、1906—
07年の印象派時代、1907—13年の「白
の時代」、1913年以降の「色彩の時代」
がそれである。特に本作が描かれた
1910年代後半は、それまでの白を中
心としたパレットがさまざまな色彩
の広がりを見せていくが、白はまだ主
要な色として用いられている。ノル
ヴァン通りは、モンマルトルの丘の上
に立つサクレ＝クール寺院へと続く
小路で、ユトリロはしばしばこの付近
を描いた。人影もまばらな狭い道の
両側には白い壁が続き、その先にはサ
クレ＝クール寺院の白亜の円蓋がそ
びえている。哀愁を帯びた裏通りの
淡い詩情をたたえた空間が印象的な
本作は、ユトリロが傑作を最も多く生
み出した1910年代の典型的な佳品の
ひとつといえるであろう。

モンマルトル、ノルヴァン通り
アルベール・マルケ,Albert Marquet

東京富士美術館
マルケは、マティスなどとともにフォ
ーヴィスムの代表的画家の一人に数
えられているが、本質的には色彩の強
烈さよりは、微妙なニュアンスの諧調
にいっそう鋭敏であった。後期にな
ると、その色彩は更に柔らかさを増し
ていった。マティスの親友であった
関係から、フォーヴの運動に参加はし
たが、グループからは距離を保ってい
た彼は、その気質からして、コローや
クールベの伝統に連なる写実主義者
であった。マルケの才能は、情景を澄
明な明晰さをもって表わすことにあ
った。港の風景は、彼が好んで描いた
テーマの一つである。本作において
マルケは、穏やかな色調を用いて、温
暖で陽光あふれる南仏の入り江を描
き出している。トゥーロンは、フラン
ス南部の地中海に臨む軍港都市で、マ
ルセイユの東方約50kmほどのところ
に位置し、西から東に突き出す岬によ
って守られた湾に面している。セザ
ンヌが制作をしたエクス・アン・プロ
ヴァンスにもほど近い。16世紀にア
ンリ4世が港と城を整備し、海軍工廠
を設置してより、軍港・造船工業都市
として発達し、フランス革命では王党
反革命派の拠点であった。マルケは
友人のマンガン、カモワン、マティ
ス、シニャックらとともに、1905年、
南フランスを旅行したことがあり、本
作はその時の取材によるものではな
いかと推測される。パリのポンピド
ゥー・センター（国立近代美術館）に
1905年頃に描かれた《南仏の風景、ア
ゲーの眺望》という作品があるが、木
の間越しに海と半島を描いた視点や
筆のタッチは本作と似ている。初期
の画風の典型を示す作品のひとつで
ある。

トゥーロン湾の眺め

海北友雪,Kaiho Yusetsu

東京富士美術館
源平合戦の中でも有名な一の谷合戦
を右隻に、左隻に屋島合戦を描く。右
隻には平家の陣屋の後方から攻め入
ろうとする、源義経によるいわゆる
「鵯越の逆落とし」の場面や、熊谷直
実と平敦盛による「敦盛最期」のシー
ンが描かれる。左隻には陣屋に攻め
入る義経軍と海上に逃れる平家の軍
勢とが、陸上と海上に対峙する屋島合
戦の模様を描く。所狭しと金雲をあ
しらい、極彩色と繊細なタッチで兵士
一人一人の表情まで丹念に描き、見る
者を魅了する。

源平合戦図屏風
狩野派,Kano School

東京富士美術館
洛中洛外図は桃山時代後期に成立し、
江戸時代まで続いて制作された風俗
画の一種である。京都の市街（洛中）
と郊外（洛外）の名所や旧跡、四季折々
の行事などを一望のもとに描く。通
常、六曲一双の画面に描かれる。左隻
の中央に大きく二条城が描かれ、右隻
には豊臣の余光を反映して方広寺の
大仏殿が配されている。金雲たなび
く眼下に祇園祭などの祭礼・行事や市
井の人々の営みが活写され、当時の賑
わいが伝わってくるような瑞々しい
作品である。

洛中洛外図屏風
狩野尚信,Kano Naonobu

東京富士美術館
右奥から流れ出る水流の縁に手をか
けて佇む虎。その口元を見ると薄く
彩色があり、口を開けているのか、舌
を出しているのかは判別できないが、
水をありつこうとする瞬間を捉えて
いると分かる。周囲を窺うような視
線を送る表情は、まるで猫のようで愛
くるしい。大胆な余白の活用が尚信
画の特長ともいえるが、ここでも横長
の大きな画面に余計なものは描かず、
主題に視線を向かせるようなすっき
りとした画面構成が見られる。

［重要美術品］猛虎図
琳派,Rinpa School

東京富士美術館
比較的小さな寸法に仕立てられた八
曲一隻の屏風。画面右下に「対青印」
らしき朱文円印があるが、にわかには
判読しがたい。本作では俵屋宗達・尾
形光琳の双方が描いた《松島図》にも
見られる波頭の図案が簡潔にリズム
よく描かれ、波の躍動感を伝えてい
る。波形の描写は波の外側にだけ濃
い群青色を引き輪郭を際立たせ、波頭
部に胡粉で白を着彩し、飛沫や波のう
ねりの部分に金泥の線で調子をつけ
て仕上げている。

波濤図屏風
曾我蕭白,Soga Shohaku

東京富士美術館
六曲一隻屏風に墨画淡彩で二羽の鶴
を描く。鶴の周囲を外隈が施され、そ
の白い身体が強調され、さらに頭部に
用いられた朱がアクセントとなり効
果的である。鶴の表現や、速筆で描か
れた画面を突き抜ける大きな松、没骨
で描かれた下草類などに蕭白の水墨
技術が看取される。画面左に後補が
あり、引手跡も確認できることから、
襖が屏風形式に改装されたことがわ
かる。作風、落款、印章などから20代
末から30代前半頃の制作と考えられ
る。

鶴図屏風

東洲斎写楽,Toshusai Sharaku

東京富士美術館
寛政6年（1794）の5月に河原崎座で上
演された「恋女房染分手綱」の一場面
で、前半の山場・道成寺の主役である
能師役の竹村定之進を描いたもの。
演ずる市川鰕蔵は5世市川団十郎のこ
とで、当代随一の名優と謳われた。大
ぶりの体格、彫りの深い顔と顔全体を
使った豊かな表情が、この役者がもつ
堂々たる風格を伝えてくれる。また
定之進の顔、襟や裃の描線、組まれた
両手とがリズミカルかつ安定した構
図を巧みに演出している。

市川鰕蔵の竹村定之進
葛飾北斎,Katsushika Hokusai

東京富士美術館
冨嶽三十六景シリーズを代表する作
品。画題にある「凱風」とは南風のこ
と。「赤富士」とも称されるこの情景
は、夏から秋にかけての早朝にかぎり
見られるという。諸説はあるが、右側
に寄せられた構図は左側(東)からの
光を意識しているとも感じられ、河口
湖付近から富士の北側を捉えたと思
われる。秋を予感させる鰯雲の中に
悠然とそびえるその偉容は、富士を形
象化した作品の中でも唯一無二の逸
品といえよう。

冨嶽三十六景　凱風快晴
葛飾北斎,Katsushika Hokusai

東京富士美術館
眼前で激しく逆巻く大波と波間の遥
か遠くに鎮座する富士山。動と静、遠
と近を対比させる絶妙な構図は、海外
でも「グレート・ウェーヴ」と称され、
画家ゴッホや作曲家ドビュッシーを
はじめ世界的に賞讃を受けた。波に
翻弄される3艘の船は「押送り舟」と
呼ばれる舟で、伊豆や安房の方から江
戸湾に入り、日本橋などの市場に鮮魚
や野菜を運搬していた。千葉県木更
津方面から江戸湾を臨んで描いたと
の説もある。

冨嶽三十六景　神奈川沖浪裏
葛飾北斎,Katsushika Hokusai

東京富士美術館
冨嶽三十六景シリーズの三役にも挙
げられる作品。《凱風快晴》と双璧を
なすように、富士の堂々たる姿を表し
た本図は、《凱風快晴》が「赤富士」と
称されたのに対し「黒富士」と呼ばれ
た。漆黒に包まれた裾野から山頂へ
のシャープなグラディエーションと
頂の尖った形容が、富士の峻厳さとそ
の周辺に立ちこめる静寂な雰囲気を
伝えている。画題の「白雨」は夕立を
意味する。裾野に描かれた稲光りが
画面全体にいっそう鋭さを与えると
ともに奥より迫る黒く染まった雨雲
が、これから来るであろう俄雨を予兆
する。

冨嶽三十六景　山下白雨

歌川広重,Utagawa Hiroshige

東京富士美術館
現在の神奈川県足柄下郡箱根町にあ
たる。主役の富士を凌駕するように
極端に競り立った山が画面中央に描
かれ、対照的に白く雪化粧した富士が
遠景にひっそり佇んでいる。山間を
抜ける細く急勾配な坂道を下る大名
行列の姿は「天下の嶮、千尋の谷」と
謳われた箱根の峠越えの厳しさを物
語っているかのよう。モザイク画を
思わせる多彩な山の岩肌の表現と連
なる大名行列の動きが画面にリズム
をもたらし、観る者の好奇心を満たし
てくれる。

東海道五拾三次之内　箱根  湖水
図

東京富士美術館
長方形、角丸、被蓋造（かぶせふたづく
り）の硯箱で、内外共に総体金梨子地
（きんなしじ）に平蒔絵と高蒔絵で表
す。蓋甲には桐鳳凰、見返しは松瀧山
水、見込みは竹としている。蓋甲は、
水辺の桐に雌雄の鳳凰で、小笹や沢瀉
も描かれる。桐花に金金貝（かなが
い）、凰の尾羽と岩には銀金貝があし
らわれ、桐の幹や凰の体、岩や雲に
金・銀の切金（きりかね）が置かれる。
見返しでは州浜に銀金貝、岩や雲に
金・銀の切金が置かれ、瀧は銀蒔絵と
している。見込みには硯石と金銅製
七々子地に蛇目九曜紋（じゃのめくよ
うもん）を高彫（たかぼり）した水滴が
据えられている。鳳凰は、鳳が雄で凰
が雌の中国で創造された霊鳥。『詩
経』では、鳳凰が鳴き、高岡で睥睨（へ
いげい）すると、梧桐が生えてくると
あり、また梧桐でなければ棲まず、竹
の実でなければ食べないとする。日
本では、『餝抄』の天養21年（1144）の
条に、天皇が「黄櫨染　文竹桐鳳凰」
の御袍を常に着たことが記され、鳳凰
は天子を表すものと考えられてい
る。この硯箱でも蓋表に桐鳳凰、見込
みに竹が描かれているのはこうした
背景がある。

桐鳳凰蒔絵硯箱
五十嵐派,Igarashi School

東京富士美術館
本作の全面には蒔絵をはじめ、金属の
小片を貼り付ける切金や金属を文様
の形に切り抜いて貼り付けた平文な
どの手法が用いられる。蓋表には四
頭の鹿と菊、萩などの秋の草花が配さ
れ、その図様は蓋裏から蓋表、身の方
へと連続している。本作の意匠は『古
今和歌集』に収められた壬生忠岑の
和歌「山里は秋こそことにわびしけ
れ　鹿の鳴く音に目をさましつつ」の
歌意を表現したもの。文学的な詩情
性と蒔絵による装飾性が融合した典
雅な作品といえる。

［重要美術品］鹿秋草蒔絵硯箱

順姫所用,Used by Mune Hime

(Princess Mune)

東京富士美術館
宇和島伊達家の家紋である「竹に雀
紋」と「竪三引両紋」が描かれた乗物。
駕籠の中でも引き戸が付いている高
級なものを乗物と呼ぶ。内装部分に
は、金地に風景と草花が極彩色で丁寧
に描かれている。本作は仙台藩第7代
藩主伊達重村の娘順姫が伊予宇和島
藩第6代藩主伊達村壽に嫁いだ際に用
いられた品と考えられている。大名
家にふさわしい豪華な蒔絵、華やかな
花鳥画が特徴的である。同種の乗物
はわずかしか現存しておらず、文化的
にも高い価値がある。

竹雀紋竪三引両紋牡丹唐草蒔絵
女乗物

天璋院篤姫の婚礼調度,Marriage

Furniture for Tenshoin Atsuhime

東京富士美術館
天璋院篤姫の婚礼調度の一部で、陶磁
器製の茶碗をのせる台、および蓋であ
る。篤姫の婚礼調度品はこれまで国
内外で4件しか確認されていない希少
なもので、東京富士美術館のほかアメ
リカのスミソニアン協会、徳川記念財
団、大阪青山大学短期大学が所蔵す
る。薩摩に生まれた篤姫は、安政3年
（1856）に右大臣近衛忠煕の養女とな
り、その年の11月に第13代将軍徳川
家定の正室となった。近衛家の抱き
牡丹紋、徳川家の三葉葵紋を配し、二
葉葵唐草の意匠が施されている。

葵紋牡丹紋二葉葵唐草蒔絵茶碗
台　同蓋 東京富士美術館

提重は重箱の一種で、花見遊山など屋
外での酒宴等に便利なように、携帯用
重箱として工夫されたもの。提鐶（さ
げわ）のついた全体に竹が貼られた枠
型の中に重箱、竹製の酒瓶、杯、銘々
皿などを一具として組み入れてい
る。竹の生地に、源氏物語の車争いの
場面が蒔絵の高度な技術を施して描
かれている。手提げ部分に用いられ
た七宝金具なども質の高い優品。幕
末から明治期の富裕層の注文によっ
て作られたものと考えられる。

竹貼源氏蒔絵提重

有綱（古伯耆）,Aritsuna (Ko-Hoki)

東京富士美術館
本作は、中鋒がつまり、腰反りがつく
優雅な太刀姿で、鍛えは板目に杢目肌
が交じり地沸つき地景がよく入る。
刃文は小乱れに小互の目風の刃が交
じり足入り、刃縁には荒めの沸、金
筋・沸筋・砂流し、処々二重刃風に湯走
りや飛焼きを交えるなど変化に富
む。茎は生ぶ在銘である。現存する有
綱在銘の最上作の太刀として昭和28
年、国の重要文化財に指定されてい
る。

［重要文化財］太刀　銘　有綱
福岡一文字,Fukuoka-Ichimonji

東京富士美術館
本作は、身幅広く腰反り高く、中鋒詰
まって猪首になるなど鎌倉時代中期
の力強い太刀姿を呈し、平肉も良く付
き、往時の姿を留め、よく練れた地鉄
には乱れ映りが立ち、足・葉が豊富に
入り、華やかな重花丁子に蛙子丁字を
交えた大模様の刃文は力強さと迫力
に満ちており、福岡一文字派の真価が
十二分に発揮された屈指の一口とい
える。細川護貞氏旧蔵。昭和25年、国
の重要文化財に指定されている。

［重要文化財］太刀　銘　一

近景,Chikakage

東京富士美術館
本作は、よく詰んだ板目肌に杢目が交
じり美しく、直刃調の小丁字に直足が
入った刃文が焼かれ、やや磨上げられ
てはいるが、身幅の広い堂々たる太刀
姿を今に伝えている。細川護貞氏旧
蔵。昭和25年、国の重要文化財に指定
されている。

［重要文化財］太刀　銘　備前國
長船住近景／建武二年五月日

銘　常州住早乙女家成,Signed

Joushu-ju Saotome Ienari

東京富士美術館
筋兜は南北朝から室町時代に用いら
れた兜の一形式。縦に細長い薄い鉄
板を順々に重ね並べ、それを小さい鋲
で留め、鋲頭を平らに叩きつぶして鉄
板の重ね目（筋）だけを見せた兜であ
る。鉄板の数により何間の兜と呼び、
本作は六十二の鉄板数から六十二間
となる。吹返には牧野家伝来を示す
三ツ柏紋が施され、前立は煉革に金箔
を押した大三日月が置かれている。

鉄錆地六十二間筋兜　三日月前
立 東京富士美術館

兜鉢は薄鉄の五枚張りで、その上に鯱
の形を和紙で厚く張り抜いてある。
全体を厚く漆で塗り固め、口と鼻孔は
朱漆塗り。目は金胴の薄板を貼り付
け、錏（しころ）は鉄板付盛上札を朱漆
塗りとし、その上から黒漆を塗ってい
る。日根野形五段を紫絲威とし、吹返
しは一段丸形で、黒漆塗りとして銀の
覆輪をめぐらせる。作域は、張り抜き
技術、漆仕事にすぐれ、まとまりのよ
い張懸兜である。

鯱形兜

東京富士美術館
類例の少ない作品である。本体を象
の形に作り、背に6本の筒型のロウソ
ク立てを備えている。台座は長方形
で、台座の周りには蓮弁を巡らせてい
る。象の体には様々な飾りが取り付
けられ、背には丸いカーペットの敷物
が敷かれている。白磁は6世紀後半、
河南省鞏義窯や、河北省邢窯で本格的
に生産が始まったが、その完成は8世
紀後半である。この作品の年代は蓮
弁の様式や造形、白磁の釉溜まりなど
からみて、唐時代前期、7世紀後半の
作と考えられる。象の姿、台座、ロウ
ソク立てに巡らされた蓮弁など、仏教
的要素が強く感じられる作品であ
る。

白磁象形燭台
東京富士美術館
大きな宝相華文の貼花が器に飾られ
た水注。地には藍釉が全体に掛かり、
宝相華文とともに、豪奢な雰囲気を漂
わせている。藍釉はコバルトであり、
緑釉や褐釉に比べ、希少であり、それ
がふんだんに使われていることがこ
の三彩をより豪奢にみせている。水
注の姿はササン朝風であり、藍釉が加
わり、よりエキゾチックな雰囲気を強
めている。

三彩貼花宝相華文水注

磁州窯,Ci-zhou Ware

東京富士美術館
磁州窯における典型的な白地鉄釉の
梅瓶である。口がすぼまり緩やかな
曲線で形作られた梅瓶に、白化粧を施
し、軽快かつ伸びやかな筆致で、牡丹
折枝文を描く。類品は、いくつか知ら
れるが、なかでもこの作品は、より、
牡丹文が端正で、バランスよく配して
いる。白絵鉄絵の技法は、白い器面に
筆で文様を描くために、いきいきとし
た筆使いが大きな見所となってい
る。口は後補。底裏に窯印のような線
刻がある。

［重要美術品］白地鉄絵牡丹文梅
瓶 景徳鎮窯,Jing-de-zhen Ware

東京富士美術館
胴部が大きく張り、頸部が短く直立す
る酒会壺。口縁には銅の覆輪がかけ
られている。本来は蓋を伴う。白磁に
コバルトを呈色剤とする顔料で文様
を施文する青花は、元時代後期の景徳
鎮窯で始まる。本作品はこのタイプ
の壺の典型的な文様配置で、口頸部に
波濤文、肩部に牡丹唐草文、胴部に魚
藻文、四方襷文を挟んで裾部にラマ式
蓮弁文が描かれている。イギリスの
陶磁研究者、ハリー・ガーナー卿の旧
蔵品。

青花魚藻文酒会壺
景徳鎮窯,Jing-de-zhen Ware

東京富士美術館
鍔状の口縁部を持つ五花形の面盆で、
明時代の万暦期に好まれた形。万暦
年間は、明時代の景徳鎮窯における五
彩磁器の全盛期。赤色ばかりでなく、
緑・黄・青・黒など、繁褥（はんじょく）
ななかにも洗練された色使いが特
色。この作品は赤を主調とし、内面は
魚藻文が濃密に描かれ、外面に花卉唐
草文、八宝文が配されている。底裏に
は、二重圏線内に3字2行の青花銘。

［重要美術品］五彩魚藻文面盆

藤原定家 奥書,Postscript by Fujiwara

no Sadaie

東京富士美術館

［重要文化財］相模集
後柏原天皇,Emperor Go-kashiwabara

東京富士美術館
　後柏原天皇の筆による『和漢朗詠
集』の書写。後柏原天皇は後土御門天
皇を父とし、その死去を受けて即位し
た。在位は1500年～1526年。土御門
天皇と同様、応仁の戦乱で衰退した朝
儀（ちょうぎ）の再興に尽力する一方、
詩歌や管弦などにも長け、歌集『柏玉
集（はくぎょくしゅう）』をまとめて
いる。　写されているのは『和漢朗詠
集』巻下、慶賀に収められている橘正
通（たちばなのまさみち）の漢詩と、作
者未詳の和歌である。まず漢詩は「君
と私は、花月などを愛でながら交流を
深めてきた。しかし、今君は高貴な身
分の人となり、微官に留まっている私
とは天地ほども離れてしまい、目に届
かなくなってしまった」と訳せ、旧友
への今昔の感を読み取ることができ
る。　続く和歌は、「昔は嬉しさを袖
に包んだというが、今宵の私の嬉しさ
は袖に包むどころか、身にも余ってし
まうほどである」と訳せる。『和漢朗
詠集』では、この歌に作者名は付され
ていないが、『撰集抄（せんじゅうし
ょう）』では、藤原斉信（ただのぶ）よ
り先に昇進した藤原公任（きんとう）
の喜びを表した歌として出ている。
しかし『公任集』（自撰和歌集）では見
ることができない。［解読文］「花月一
窓　交昔眤　雲泥万里　眼今窮」「う
れしさをむかし　は袖につゝみけ
り　こよひは身にも　余りぬるかな」
［書き下し文・現代表記］「花月一窓（か
げついっそう）交（まじわ）り昔眤（む
つま）じかりき　雲泥万里（うんでい
ばんり）眼（まなこ）今窮（きわ）まり
ぬ」「うれしさを　むかしは袖に　つ
つみけり　こよいは身にも　余りぬ
るかな」

［重要美術品］宸翰  朗詠断簡
毛利輝元,Mori Terumoto

東京富士美術館

書状
千利休,Sen no Rikyu

東京富士美術館

消息
小堀遠州,Kobori Enshu

東京富士美術館
小堀遠州は桃山時代から江戸時代前
期にかけての茶人。遠州流の祖。早く
から古田織部（1543-1615） に茶の湯
を学んだ。徳川三代将軍家光（1604-
51） に献茶し、これが将軍家茶道師範
の称のおこりとなった。「きれいさ
び」の茶を主張し、また、建築、造園を
も手がけた。本作は中央に大きく「風
清」の二字を横書きに大書した作品。
個性的な書風であり、茶人遠州の面目
躍如たるものがある。左隅に「宗甫」
（朱文瓢箪印）の印を押す。

「風清」二字

ロシア,Russia

東京富士美術館
ピンのヘッド部分は、隙間なくセット
されたダイヤモンドのリボンがトッ
プに向かって螺旋状に上り詰めてい
る。銀とダイヤモンドの白色光の中
にトップにセットされたサファイア
のブルーが美しく映える。ロシア帝
国の宝物庫から売却された一対のう
ちのひとつ。

ロシア皇室のハット・ピン
東京富士美術館
V字型を成す基底部の上に、古代ギリ
シャの植物文様（アンテミオン）やア
カンサスの花を思わせる文様が、ダイ
ヤモンドを用いて表現され、最上部の
中央に11個、左右それぞれ2ヶ所に9
個のダイヤモンドを固めて形成した
クラスターがシンメトリーに配置さ
れている。本作に使用されているダ
イヤモンドは全部で1040個、260カラ
ットに及ぶ。本作は過去に皇帝ナポ
レオン1世の皇后ジョゼフィーヌが所
有していたとされている。

皇后ジョゼフィーヌのティアラ

グラフィス＆ウェイゴール,Grajths

and Weigall

東京富士美術館
栄光や勝利を意味する月桂冠を頭上
に戴いたナポレオンの横顔が、カーネ
リアン（紅玉髄）にインタリオで象ら
れている。金で葉模様がデザインさ
れたベースには、ルビー、エメラル
ド、サファイアなど数種類の異なる宝
石がはめ込まれている。皇帝の没後
に、イギリス人のナポレオン崇拝者の
一人が依頼して作らせたものと思わ
れる。

ナポレオンのインタリオ･ブロー
チ

イギリス,United Kingdom

東京富士美術館

ジョージ44世のインタリオ・ペン
ダント

イギリス,United Kingdom

東京富士美術館

ウェリントン公爵のインタリオ･
ペンダント

展示中の収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「展示中の収蔵品」ページを表示します。現在当館展示室で見ることができる収蔵品を表示し
ます。

展示予定の収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「展示予定の収蔵品」ページを表示します。今後当館展示室で展示予定のある収蔵品を表示し
ます。

貸出中の収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「貸出中の収蔵品」ページを表示します。現在他館で開催されている展覧会等に貸出されてい
る収蔵品を表示します。（実際の展示予定は各館にご確認ください）

貸出予定の収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「貸出予定の収蔵品」ページを表示します。今後他館で開催される展覧会に貸出が予定されて
いる収蔵品を表示します。

貸出終了した収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「貸出終了した収蔵品」ページを表示します。他館で開催された展覧会に貸出された収蔵品の
記録を見ることができます。

検索キーワードを入力

東京富士美術館収蔵品データベース
日本・東洋・西洋の各国、各時代の絵画・版画・写真・彫刻・陶
磁・漆工・武具・刀剣・メダルなど様々なジャンルの作品約
30,000点の内、約1,800点を掲載。

YouTube YouTube 富士美チャンネル  "
YouTubeの東京富士美術館ムービーチャンネルを開きます。

東京富士美術館ホームページ  "
東京富士美術館のホームページを開きます。
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(最初のノート)検索キーワードを入力 *



 

 

トップ !連携機関!東京富士美術館

東京富士美術館
東京都八王子市谷野町492-1

Webサイトを開く"

東京富士美術館は、1983年11月3日に東京西郊の学園都市・八王子にオープンしました。「世界を語る美術館」をモットー
に、世界31カ国・1地域の美術館や文化機関との友好関係を築きながら、各国の優れた芸術を紹介する海外文化交流特別展
を企画・開催しています。収蔵品は日本・東洋・西洋の各国、各時代の絵画・版画・写真・彫刻・陶磁・漆工・武具・刀剣・メダルな
ど約3万点に及び、とりわけルネサンス、バロック、ロココ、ロマン主義、印象派、現代にいたる西洋絵画500年の流れを一望
できる油彩画コレクションと、写真の誕生から現代までの写真史を概観できる写真コレクションは国内有数のコレクショ
ンとして知られています。

目次

オンライン展覧会

収蔵品紹介

収蔵品の展示予定（東京富士美術館公式HPリンク）

東京富士美術館収蔵品検索

データベース

関連リンク

オンライン展覧会

東京富士美術館の収蔵品によるオンライン展覧会（デジタル展覧会）をお楽しみください。

収蔵品紹介

東京富士美術館の代表的な収蔵品を紹介します。

1515～1717世紀コレクション

1818世紀コレクション

1919世紀コレクション

バルビゾン派＆印象派

2020世紀コレクション

日本美術─江戸時代までの絵画

浮世絵コレクション

漆工コレクション

武具・刀剣コレクション

中国陶磁器コレクション

書跡コレクション

ジュエリーコレクション

収蔵品の展示予定（東京富士美術館公式HPHPリンク）

東京富士美術館収蔵品検索

東京富士美術館の収蔵品を検索します。

対象データベース : 東京富士美術館収蔵品データベース

データベース

関連リンク

最終更新日

2022/08/17

ギャラリー
テーマや人物の資料を楽しむ

データベースを見つける
連携しているデータベースを探す

テーマ別検索機能を使う
目的・分野毎に最適化された検索

施設・機関を見つける
ジャパンサーチと連携している組織

ジャパンサーチの概要 ヘルプ お知らせ サイトポリシー お問合せ # YouTube $ Facebook % Twitter English

連携をご希望の機関の方へ 開発者の方へ

デジタルアーカイブジャパン推進委員会・実務者検討委員会

魅せられチャイナ！？　中国陶磁名品展　オンライン展覧
会
東京富士美術館で2014年1月12日から3月30日まで開催さ
れた企画展「中国陶磁名品展」のオンライン展覧会です。

ザ★刀剣  ─  千年の匠の技と美　オンライン展覧会
東京富士美術館で2016年3月29日から7月3日まで開催さ
れた企画展「ザ★刀剣 ─ 千年の匠の技と美」展のオンライ
ン展覧会です。

マネの銅版画コレクション　オンライン展覧会
東京富士美術館で2019年10月5日から2020年1月19日まで
開催された企画展「マネの銅版画コレクション」展のオン
ライン展覧会です。

THIS IS JAPAN IN TOKYOTHIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術の名
宝～　オンライン展覧会
東京富士美術館で2020年9月1日から11月29日まで開催さ
れた企画展「THIS IS JAPAN IN TOKYO　～永遠の日本美術
の名宝～」展のオンライン展覧会です。

西洋版画の魅力　オンライン展覧会
東京富士美術館で2021年12月10日から2022年1月30日ま
で開催された企画展「西洋版画の魅力」展のオンライン展
覧会です。

旅路の風景─北斎、広重、吉田博、川瀬巴水─　オンライン
展覧会
東京富士美術館で2022年4月2日から6月5日まで開催され
た企画展「旅路の風景」展のオンライン展覧会です。

ジョヴァンニ・ベッリーニ,Giovanni

Bellini

東京富士美術館
「聖母の画家」と呼ばれたヴェネツィ
ア派の巨匠ジョヴァンニ・ベッリーニ
は、「聖母子」を主題として、大画面の
祭壇画から家庭における礼拝用の小
品にいたるまで宗教画を数多く描い
た。その一方で本作のような肖像画
も少なからず描いている。これらの
肖像画は、特定のモデルがいる人物画
でありながら、同時にヴェネツィアの
当時の雰囲気を反映し、彼が所属する
社会や時代背景をもよく伝えてい
る。その点で肖像画のもつ本質的な
意義と特質を備えているといえよ
う。本作は、黒い帽子と濃紺のダマス
ク織りの上衣を身につけ、官職にある
ことを示す赤い綬を佩びて正装する
行政長官の肖像画で、斜め右側から捉
えた「四分の三正面」の胸像として描
かれている。ベッリーニは、おそらく
1480年代にはハンス・メムリンクな
どの作品を知り、空あるいは無地を背
景に胸の高さで切り取った胸像形式
を自らのものとし、古典的な静謐さを
もつ美しい小品を生み出した。1501
年頃に描かれた《統領レオナルド・ロ
レダーノ》（ロンドン、ナショナルギ
ャラリー）をはじめとする男性の肖像
画などはその典型である。この絵は
それからなお数年を経た時期の作品
で、ベッリーニの祭壇画芸術の到達点
ともいうべき《サン・ザッカリーア祭
壇画》を完成させた直後にあたる。こ
の頃デューラーがある手紙の中で「き
わめて高齢だが、・・・ヴェネツィアで
唯一最高の画家はベッリーニだ」と綴
っているように、75歳を超えてなお
若々しい巨匠の健筆ぶりを伝える佳
品といえよう。

行政長官の肖像
ティントレット（ヤコポ・ロブステ
ィ）,Tintoretto (Jacopo Robusti)

東京富士美術館
繊細な光を反射する緞帳を背景に、椅
子に座った男性が、威厳と気品に満ち
た眼差しでこちらを見つめている。
この男性の洗練された趣味を示すよ
うに、窓際に金の機械時計、男性の隣
にゴリアテの首に片足をかけるダヴ
ィデの彫刻が置かれている。開け放
たれた窓の向こうには、古代ローマ帝
国時代に皇帝の霊廟として建設され、
当時は教皇のための要塞として使用
されていたサン・タンジェロ城が描か
れている。このことは、この人物とヴ
ァチカンとのつながりを象徴してお
り、おそらく同地に滞在していたヴェ
ネツィアの外交官だと推測される。

蒐集家の肖像
ピーテル・ブリューゲル（子）,Pieter

Brueghel the Younger

東京富士美術館
本作はいうまでもなく、作者の父親に
よる同題の有名な作品（ウィーン美術
史美術館蔵）の模作である。ピーテル
（子）が描いたこの作品の模写は5点存
在するという。そのうち3点は原作に
忠実な室内の情景で、本図を含む2点
が戸外の情景に変更されている。画
面の面積も半分以下に縮小されてい
る。彼が複数の模作を自由に描くこ
とができたのは、父の作品の数が少な
い上に、後世になっても人気の高かっ
た父の作品の需要に応える意味もあ
ったと考えられている。さて本図で
は、原作と同じように、画面右手の前
景に、戸板で作ったと思われる配膳盤
に、オランダ語でヴライと呼ばれるフ
ランドル地方特有のプディングの皿
を載せて運ぶ二人の男が描かれてい
る。緑色の幕の下で、髪を長くのば
し、冠を被り、黒の礼服に身を包んで
坐る若い女性が花嫁である。その他
の女性たちは白い頭巾のようなもの
で髪を覆い隠している。花嫁の両側
の婦人は母親と姑で、花嫁の左隣りに
坐る3人の男は、花嫁側から順番に、
父親かあるいは公証人、フランシスコ
派の修道士、村の領主か村長または判
事、と推定される。反対側には二人の
バグパイプ奏者が立っていて、赤い服
の男のほうはご馳走に見とれて吹く
ことを忘れている。さて、花婿はどこ
にいるのだろうか。当時の慣習では、
花婿は客人をもてなす役割があった
といわれ、そうだとすると、画面右手
でヴライを手に取りテーブルに配っ
ている茶色の服の男性か、画面左手隅
でジョッキにビールを注いでいる黒
い服の男性ということになる。更に
ここには描かれてはおらず、もうすぐ
姿を現すところだという説もある。
ジョッキにビールを注ぐ若者の姿は、
キリスト教美術の主題である「カナの
婚宴」を想起させる。婚宴の途中の酒
注ぎという要素からはたしかに「カナ
の婚宴」の葡萄酒の寓意が隠されてい
るが、この絵の中に描かれる飲み物は
やはりビールなのであろう。また一
説では、ビールを注ぐ男とその傍らで
ヴライの皿を舐める子どもは親子で、
「この親にしてこの子あり」またはオ
ランダの諺「瓶は最初に入れた物のに
おいがつく」（子どものとき身につい
たものは変わらない）という意味の寓
意との解釈もある。背景の色づいた
木の葉は季節が秋になったことを示
している。フランドルの農民にとっ
て、収穫の後の季節は婚礼の季節であ
った。

農民の結婚式

アントニー・ヴァン・ダイク,Anthony

van Dyck

東京富士美術館
フランドルの出身で、イギリス国王チ
ャールズ1世の首席宮廷画家として知
られるヴァン・ダイクは、ルーベンス
の工房で修業を積み、10代後半の若
さで工房の筆頭助手を務めたといわ
れる。20歳になってまもない1620年
に初めてイギリスに渡り、その後6年
間イタリアに滞在したのち、1627年
にアントウェルペンに帰ってくるが、
1632年に再びイギリスを訪れると、
そこで約10年間制作を続け、そのま
ま故郷に戻ることなく42歳で早世し
た。肖像画家としてのヴァン・ダイク
の才能は初期のアントウェルペン時
代から開花していたが、晩年のイギリ
ス時代になると、その様式はいっそう
洗練の度を加え、多彩な人物の容貌と
個性が、高雅で繊細な美しさをたたえ
た流麗な筆で見事に描きわけられて
いる。彼の高度に完成された王侯貴
族の肖像は、以後のヨーロッパ絵画に
おける肖像画様式の手本の役割をも
果たしたのである。モデルのアン・カ
ー（1615ー1684）は、サマセット伯ロ
バート・カーとその妻フランセスの娘
として生まれ、1637年にベッドフォ
ード伯と結婚、7人の息子と3人の娘
を産んだ。母のフランセスは殺人罪
で死刑を宣告されていたが、後に恩赦
の身となった人物で、アンはその服役
中にロンドン塔で生まれたのであっ
た。アンが自分の母親に関するスキ
ャンダルを知ったのは結婚のあとで、
真実を聞かされたとき、ひどく動揺し
気を失って卒倒したと伝えられてい
る。しかしながら二人の結婚生活は
順調で、夫の父の死後、彼の遺志を継
ぎ夫妻で沼沢地の干拓事業に情熱を
傾けた。さて本作と同じモデルの肖
像画が他に3点知られている。1点は
ベッドフォード伯の邸宅であったウ
ォーバーン・アビー公爵家に今も伝わ
る全身像、あとの2点は本作とよく似
た構図の七分身像（ペットワース・ハ
ウス蔵およびアメリカ個人蔵）で、後
者はいずれも本作に基づく第2バージ
ョンと見なされているものである。
20代なかば、結婚して2～3年経った
頃であろうか、上品にカールした金髪
のヘアスタイルに張りのある白い肌
が印象的な、若々しい美貌の英国貴婦
人が黒褐色の背景から浮かび上が
る。着衣と宝飾品、肌や髪など質感の
表現には熟練の技術があり、目もとや
口もと、組んだ手の指先ひとつにもヴ
ァン・ダイク調の高貴な表情が宿って
いる。肖像画の世界に他の追随を許
さぬ表現を確立したヴァン・ダイク様
式の一つの典型をここに見ることが
できる。

ベッドフォード伯爵夫人　ア
ン・カーの肖像 ホーファールト・フリンク,Govaert

Flinck

東京富士美術館
金と宝石で装飾された豪華な白いド
レスと淡い緑色のケープに身を包み、
白い羽飾りと宝石のついた縁なし帽
にベールをつけた少女が、腕に眠る小
犬を抱いてこちらを向いている。左
上方から当てられた光によってモデ
ルの顔が効果的に肉付けされており、
さらに仄暗い空間のなかに繊細な衣
装や宝石の材質感をも浮かび上がら
せている。背景の左側には柱とアー
チの一部が見え、室内の広がりを示唆
している。この愛らしい少女の半身
像は当時人気を博したようで、本作の
他に数点のヴァージョンが知られて
いる（モルトケのカタログには5点の
同構図の作品がフリンクあるいはそ
の工房の作として掲載されている）。
これら複数の作品のうちで最初に制
作されたと考えられているハンブル
ク美術館の所蔵作品と比較すると、全
体的に本作の方が質が高いと思われ
る。それは頭部の羽飾り、頭髪、布、宝
石などの細部の質感表現が勝ってい
るうえ、背後の空間の広がりにもより
説得力があるからである。したがっ
て本作は、1630年代の後半に描かれ
たとされるハンブルク美術館の作品
より少し以前に、フリンク自身の筆に
より制作されたものと考えられ、本作
を含めて6点現存する同構図の作品群
の中では、原作に相当する作品といえ
よう。フリンクは1633年、18歳の頃
にレンブラントの工房に入り、弟子と
してではなく助手として約1年働い
た。署名や年記のある最初期の作品
は1636年からのものが知られてい
る。その絵画は本作に見るようにレ
ンブラントの強い影響を示すが、次第
に色彩は明るさを増し、描写も大まか
で形式的な性格のものに変わってい
く。この作品を見るかぎり、構図の取
り方や褐色の色調、明暗の調子づけな
どレンブラントの影響が著しいが、少
女の顔の描き方や表情にはレンブラ
ントにはない対象の美化と穏やかさ
が感じられ、色彩もより柔らかく優美
な印象を与えるものとなっている。

犬を抱く少女

ジャン＝アントワーヌ・ヴァト
ー,Jean-Antoine Watteau

東京富士美術館
アントワーヌ・ド・ラ・ロックは、ヴァ
トーの友人で、戦争で片足を失ったの
を機に、その文才を生かして雑誌『メ
ルキュール・ド・フランス』誌の編集
長やオペラの台本作家として活躍し
た人物。彼の傍らにある楽器や書物
は、彼のこの第二の人生を連想させ
る。また、画面右側に描かれたミュー
ズやファウヌスによって、寓意的・神
話的な雰囲気が生まれている。友人
の肖像であると同時に神話画的な雰
囲気も併せ持つユニークな作品。田
園牧歌趣味をロココ的に発展させ、雅
宴画のジャンルを開いたヴァトーの
確かな腕が光る名作。

アントワーヌ・ド・ラ・ロックの
肖像 ジャン＝マルク・ナティエ,Jean-Marc

Nattier

東京富士美術館
モデルのジョフラン夫人が39歳の時
に描かれた肖像画。ジョフラン夫人
は、18世紀パリ社交界の著名な人物
で、文学や芸術に造詣が深く、彼女が
主宰するサロンには常に著名な哲学
者や文学者、画家、彫刻家らが招かれ
ていた。マックス・フォン・ベーンの
『ロココ』にある記述によれば、バイ
エルン王太子妃の侍従の娘として生
まれた彼女はジョフランに嫁ぎ、15
万リーヴルの年収を惜しみなくサロ
ンにつぎ込み、週2回客を集めた。水
曜日には、モンテスキュー、マリヴォ
ー、マルモンテル、ダランベール、ヴ
ォルテール等が、月曜日には、ブーシ
ェ、ラ・トゥール、ヴェルネ、ドルー
エ、ブーシャルドン等が集った。若き
モーツァルト少年もここで演奏をし
たという。彼女のサロンは、実に30年
近くもの間、文学、芸術の世界をリー
ドする存在であった。この肖像画で、
ナティエはジョフラン夫人を非常に
繊細なタッチで描いている。彼女の
理知的な顔立ち、白絹のローブとバラ
色の外套、左手下の書物などにより、
画面全体に際だった気品と知性が漂
っている。

ジョフラン夫人
フランソワ・ブーシェ,François

Boucher

東京富士美術館
このロココらしさにあふれた華麗な
大作は、ブーシェの重要な作品のひと
つに数えられる。本作において彼は、
神話画に属する主題のなかで自らの
最も得意とするヴィーナスの図像を
扱い、美の女神が水中で誕生して陸に
到着する姿を伸びやかに、屈託なく描
いている。ほぼ2メートル四方の大画
面なので、元来しかるべき重要な注文
に由来する作品であることは間違い
なく、これと対をなす図柄の作品も存
在したかもしれないが、注文主や対作
品については詳らかではない。この
作品は、もと英国の大収集家であるリ
チャード・ウォーレス卿の所有で、パ
リ郊外ブーローニュに彼が持ってい
たバガテル宮を飾っていたことがあ
った。のち今世紀初頭には、その洗練
された高雅な趣味で知られるウィー
ンの収集家ロスチャイルド男爵のも
とにあり、さらにニューヨークのメト
ロポリタン美術館の収蔵となったが、
その後、同美術館が本作を手離すこと
となり、現在東京富士美術館の作品と
なっている。さてこの絵の画面中央
では、水から上がったヴィーナスが青
や黄の布を敷いた岩の上に腰をおろ
し、その周りをキューピッドたちが飛
び交い、三美神が傍らに侍する。上空
から風の神ゼフュロスが女神の頭上
に勝利の冠を乗せようとしている。
その横で降下しつつあるキューピッ
ドの一人が手にしているのは、永遠の
美を象徴するリンゴである。左方で
は、海神ネプチューンの息子であるト
リトンやニンフが水中で歓び戯れて
いる。女神のすぐ前で横たわりなが
らこちらを向いているニンフは、美し
く官能的な裸身によって、いかにもブ
ーシェらしい特徴を示し、この画面の
中で最も強く鑑賞者の眼をひく部分
となっている。主題の上では、1740年
のサロンに出品した《ヴィーナスの
誕生》（ストックホルム国立美術館
蔵）に近く、構図の上では、最晩年の4
点のシリーズ（アメリカ、キンベル美
術館蔵）に類似している。数多いサロ
ン出品作ほどの完成度がここに見ら
れないのは、おそらく大きな室内の壁
の上方や天井など、ある程度の距離を
おいて見られる場所に置かれるべき
ものであったのかも知れない。遠い
眼で見た時にほど良い印象にするた
めに、画家が巧みに仕上げを計算した
のであろう。いずれにせよ本作に見
るような裸婦群像は、この画家の最も
得意とするテーマで、ロココ趣味あふ
れるブーシェ様式の典型を示すもの
で、彼の天賦の装飾的手腕を証明する
神話画の佳作であることは間違いな
い。

ヴィーナスの勝利
ジャン＝シメオン・シャルダン,Jean-

Siméon Chardin

東京富士美術館
1753年のサロン出品作。緻密なマテ
ィエール、絵具の光沢、落ち着いた中
間色の色調、影の部分にも感じられる
ような繊細な光の表現、思索的で重厚
な人物のたたずまい、室内の静謐で瞑
想的な空気など、シャルダンらしい魅
力にあふれる小品。彼の約40年間に
わたる作画活動は3つの時代に区分さ
れるが、その中間期にあたる時代が
「風俗画の時代」（1730年代から1750
年代初め）である。シャルダンの「静
物画」は、華麗で女性的な優美さを好
んだ宮廷では人気がなく、一部の目利
きや画家、収集家に支持されるのみで
あったが、この「風俗画」の顧客層に
は外国の有力な諸侯も名を連ねるよ
うになった。この時期の最も代表的
な作品としては、《独楽を回す少年》
《食前の祈り》（ともにルーヴル美術
館蔵）などがある。シャルダンは、ス
ウェーデンのルイーズ・ウルリック王
妃のために1749年、《デッサンの勉
強》と《良き教育》の2点を贈った。こ
のうち先に完成したのは《デッサン
の勉強》の方で、1748年のサロンに出
品された。その数年後、彼は再びこの
1対の絵と同じ構図をもつ2対目のヴ
ァリエーションを描いている。こち
らの2点は、著名な収集家アンジュ＝
ローラン・ラ・リヴ・ド・ジュリのため
に制作され、1753年のサロンに出品
されたが、このうちの1枚が本作であ
る。本作は、1770年の競売でリヴ・ド・
ジュリの許を離れ、あるスウェーデン
人の手に渡った。以来その末裔によ
って長らく秘蔵されていたが、1979
年の大規模な〈シャルダン展〉に出品
され、人々の前に再び姿を現わしたの
である。このとき、対をなす《デッサ
ンの勉強》と《良き教育》の額縁には
非常に珍しい特徴があった。作者の
名前である〈シャルダン〉の文字が、
明らかに18世紀のものと分かる黒く
美しい書体で記されていたのであ
る。今日、世界の美術館で行われてい
るような「額縁に作者名のプレートを
付ける」というような習慣は当時なか
ったので、最初の所有者であったリ
ヴ・ド・ジュリが施したこのような処
置は、博物館学的にみても先駆的な作
業であったと評価される。なお、この
秘蔵コレクションの中に含まれてい
た本作と対をなす《良き教育》の方
は、現在テキサスのヒューストン美術
館に収蔵されている。

デッサンの勉強
ジャン＝オノレ・フラゴナール,Jean-

Honoré Fragonard

東京富士美術館
一般的に「幸せな大家族」「子だくさ
んの幸せ」というタイトルで知られて
いるこの楕円形の絵は、同じ絵柄のヴ
ァージョンが本作の他に4点（ワシン
トン・ナショナルギャラリー所蔵ほ
か）知られており、当時人気を集めた
主題である。画面の中央に白いブラ
ウス、赤いスカートの若い母親が幼子
を抱いて坐り、その周りで年長の子ど
もたちが遊ぶ。左手の窓の外では父
親がロバと一緒に家の中をのぞいて
いる。母親の背後には、召使いの女と
その子であろうか、シルエットのよう
に寄り添って描かれている。家畜の
犬とロバもまるで家族のようで、人物
は自由なポーズと視線をとりながら、
親しげな感じで互いに深く結びつい
ている様子が見て取れる。しかし、部
屋の上方をみると、古代イタリアの廃
墟のようであり、この家族の団欒とは
およそ不釣り合いな、古くて大きな石
造りの空間である。右手の台（羊の頭
と花絆を象った飾りが施されている
ので古い祭壇であろうか。とすれば、
この建物は神殿である）の上には玉葱
と肉の塊が置かれ、金属製の深鍋のよ
うな容器も見える。質素な生活だが
子宝に恵まれて幸せな家族───。
幻想的な建築物を背景に描かれた若
い両親と子どもたち───。この絵
には、さらに目には見えないいくつか
の事実が隠されている。ひとつは、こ
の家族像は18世紀フランスで活躍し
た思想家ルソーの「家庭は社会の基本
であり、家族愛は道徳の根本」という
思想を絵に描いた「理想の家族像」で
あるということ。もうひとつは、フラ
ゴナール自身が幸福な家庭生活に恵
まれ、当時流行した官能的なロココ風
の絵のみならず、こうした素朴な絵に
も才能を発揮することができたこ
と。そして更にもうひとつ、この絵
は、「聖母子像」「聖家族」「羊飼いの礼
拝」といった伝統的なキリスト教絵画
のテーマを、当時の人物、当世風の主
題にリメイクした作品である、という
ことである。これはフラゴナールが
単に風俗画家なのではなく、宗教画家
としても優れた知識と技術を持って
いたことの証明でもある。赤と青の
着衣に身を包み、幼子を抱く若い女性
像は、伝統的に聖母マリアと幼児キリ
ストを表わすもので、「絵画の伝統を
継承しつつ、自由で新しい18世紀の
精神をも体現する」フラゴナールらし
い作品といえよう。

豊穣な恵み

ウジェーヌ・ドラクロワ,Eugène

Delacroix

東京富士美術館
ロマン主義の巨匠ドラクロワは、バイ
ロンやユゴーなど同時代の文学や、ダ
ンテ、シェークスピアなどのヨーロッ
パ各国の国民文学をとりわけ好んで
いた。彼の溢れるような情熱は、それ
らに表現された激しい感情や理性、狂
気が交錯する世界に感応したのであ
る。本作の主題は、17世紀スペインの
作家セルバンテスが書いた小説「ド
ン・キホーテ」の一場面。物語の主人
公はラ・マンチャ県のある村の郷士。
騎士物語を読み耽るあまり、ついには
正気をなくして、自らをドン・キホー
テ・デ・ラ・マンチャと名乗り、隣村の
百姓娘を姫君と思い込み、武勲を立て
るために遍歴の騎士となって冒険に
出るという物語である。ここでは、本
を広げた机の前で、椅子に座って夢想
にふける人物がドン・キホーテであ
る。その後ろには、彼の身を案じて書
物を焼いてしまう村の司祭や床屋の
ニコラス親方、家政婦たちが困惑した
姿で描かれている。実際の「ドン・キ
ホーテ」にはこのような場面は出てこ
ないが、騎士物語に影響されたドン・
キホーテが旅に出てやがて自宅に担
ぎ込まれるという、第1章から6章ま
での物語の冒頭部分を要約した形で
描いたものである。床に散乱した書
物や騎士の武具らしき道具。後ろの
人物たちに背を向けた彼の視線は宙
をさまよい、彼らを気にする様子もな
い。そして彼の不自然な左手の動き
は、まるで彼の理性を彼から切り離そ
うとしているようである。ほぼ正方
形の小さな画面に、正気を失ったド
ン・キホーテの内面が見事に描き込ま
れている。

書斎のドン・キホーテ

ジョセフ・マラード・ウィリアム・ター
ナー,Joseph Mallord William Turner

東京富士美術館
19世紀前半のイギリスで色彩感豊か
に水と空気を描き、後のフランス印象
主義の先駆的な役割を果たしたター
ナーは、生涯、海を友とし海景を描き
続けた。本作に描かれた「ユトレヒト
シティ64号」は、1688年のイギリス名
誉革命の際、イギリス議会に招請され
たオランダ提督オレンジ公ウィリア
ムがイギリスへ向けて出航した艦隊
の先導艦。つまり本作でターナーは、
150年前の祖国イギリスを救った歴
史的な出来事───オレンジ公ウィ
リアムが妻メアリ2世とともに共同統
治者として王に即位（ウィリアム3世）
し、権利章典が定められ近代議会政治
の基礎が確立した───をテーマに、
いわば「歴史画」の主題を制作のきっ
かけにして、歴史画の枠組みを超えた
「船と海のジオラマ」を描いている。
ただし、ターナーは想像だけで描いて
いるわけではなく、船の構造にも詳し
く、この絵でもかなり正確に17世紀
の船を再現していると思われる。曇
り空で風が強く、天候が定まらないの
であろう、近景では黒い波が大きくう
ねり、その向こうでは白い波頭が小刻
みに動いている。全体的にグレーと
ブルーの寒色系の色調に重く沈んで
いる海。そこに左上方から海上に向
かって斜めにうす日が差し込んでい
て、風を受けた帆船を淡いオレンジ色
に染めている。左から右へ、上から下
へ、重苦しい海に動きが加わり、寒色
の中にわずかな暖色を見いだすこと
ができる。ここには、海、空、雲、光、
風、大気、帆船といったターナーの絵
画の主要なモチーフを見ることがで
きる。この作品は1832年のロイヤル・
アカデミーの展覧会に出品されたが、
そこでちょっと面白い「事件」が起き
ている。展覧会の直前の最後の手直
しが許される日に、隣に展示された好
敵手コンスタブルの絵に刺激を受け、
よりいっそう効果を上げるため、中央
よりやや右の海上に、最後に赤いブイ
を描き入れたというのである。

ヘレヴーツリュイスから出航す
るユトレヒトシティ6464号 ウィリアム・アドルフ・ブーグロ

ー,William Adolphe Bouguereau

東京富士美術館
19世紀後半のフランスは、美術の世
界でも官展に対抗して印象派が第1回
展を開く（1874年）など、新しい時代
への転換に向かって、地殻変動が起き
た時代であった。しかし正統派を自
認するアカデミズムの勢力は健在で
あった。アレクサンドル・カバネルと
ともに、この時代のアカデミズム絵画
を代表する画家であるウィリアム・ブ
ーグローは、マネや印象派の画家たち
の絵画を拒否した保守派の人物とし
ても有名で、“ブーグロー風”という言
葉が印象主義の反意語として用いら
れもした。彼は新古典主義の画家ピ
コの弟子で、1850年にローマ賞を受
賞、歴史画や神話画の大作をサロンに
出品している。微妙な明暗まで再現
する精緻な描写と磨きあげられたマ
ティエールが際立つその様式は、アカ
デミックな写実技法の極致といえ
る。一方、ブーグローは風俗画も数多
く制作した。1870年代以降は、愛情あ
ふれる母子、牧歌的な風景に愛らしい
少女といった定型化した作品を数多
く制作するようになった。本作はこ
のような時期に描かれた牧歌的少女
像のひとつである。網を左肩に担ぎ、
籠を右手に抱えてポーズする漁村の
若い娘。海辺の場所や着衣などは地
味で、頭に被ったスカーフの色と模様
がこの絵で唯一の華やかな部分であ
る。それゆえに顔や首すじ、腕や手と
いった露出した肌の部分の生々しさ、
また磁器のように滑らかでみずみず
しい描写に、自然と見る者の目は導か
れる。ある意味で写真的ともいえる
人体の描写は、ブーグロー特有の表現
法でもある。

漁師の娘
ジュール・ジェーム・ルージュロ
ン,Jules James Rougeron

東京富士美術館
明るいピンク色のドレスに身を包ん
だ若い貴婦人が、化粧室の鏡の前でポ
ーズをとっている。このドレスは、
1870年代から80年代にかけて流行
し、腰の後ろに膨らみを作るための腰
枠の名前に因み、「バスル・スタイル」
と呼ばれる。女性はこれから始まる
夜会の身支度しているのであろう。
モデルが顎の下に手をやり、今まさに
結ぼうとしているような髪飾りは、既
婚女性が正装用としてよく用いたも
のである。またチェストの上には手
袋や香水瓶が置かれ、女性の幾分高揚
した雰囲気を演出している。「化粧を
する女」という主題は、フォンテーヌ
ブロー派の時代から愛好されてきた
が、本作も甘美な親密さがあふれる愛
らしい作品である。

鏡の前の装い
ミケーレ・ゴルディジャーニ,Michele

Gordigiani

東京富士美術館
ミケーレ・ゴルディジャーニは、裕福
な家に育ったが、小遣いを稼ぐために
タバコ屋の看板描きや、市場での女中
や主婦相手の似顔絵描きをはじめ、後
の肖像画家としての訓練をしていっ
た。1856年には、上流階級の注文を受
けるようになる。さらに1861年、フィ
レンツェで開催されたイタリア博覧
会では、イタリア王ヴィットリア・エ
マヌエルの肖像が好評を得て、肖像画
家として最高の名誉と栄光と富を獲
得した。本作は、ミケーレの名声が頂
点を迎えた時期に描かれたもの。貴
族、政治家、音楽家、俳優など、多くの
国の上流階級の人々から注文が相継
いだ。素早く仕事を片づけるために
写真を用いていたが、実物をそのまま
に写し出す写真とは違い、彼は実物の
欠点を弱め、より気品高く描くことに
努めた。その作品からは、一瞬の心の
動きを捉え、そこに一筋の表情の美し
さを見い出し、表現することができた
彼の才能をうかがい知ることができ
る。

シルクのソファー

ジャン＝フランソワ・ミレー,Jean-

François Millet

東京富士美術館
1849年春にパリからバルビゾン村に
移り住んだミレーは、1867年のサロ
ンに本作と同じ題名の《鵞鳥番の少
女》という作品を出品した。同年に友
人のサンスィエに宛てた手紙で彼は、
この出品作について「私は鵞鳥の鳴声
が画面一杯に響き渡るように描きた
い。ああ、生命よ！みんな一緒の生命
よ！」と記している。本作は友人サン
スィエの旧蔵品で、前出のサロン出品
作と同時期に同じ場所で描かれたも
のらしく、「鵞鳥の番をする少女」を
テーマにしたシリーズの中核をなす
作品。下描きの線が透けるほど油絵
具を薄く塗り、まるで水彩画のような
効果で夏の日ざしに照らされた水辺
の雰囲気をよく表している。この鵞
鳥番の少女というテーマは、大人の労
働を描いたミレーの宗教的ともいえ
る作品群とは趣きを異にし、純粋に牧
歌的な世界を表している。農民生活
と自然環境の調和を見事に描いた本
作は、円熟したミレー晩年の傑作であ
る。

鵞鳥番の少女
ベルト・モリゾ,Berthe Morisot

東京富士美術館
本作が描かれたのは、記念すべき第1
回印象派展が開かれた1874年の夏。
場所はノルマンディ海岸沿いのフェ
カンで、父方の親戚であり、モデルも
務めたリュシアン・ブルジエ夫人の別
荘である。モデルは男性服を彷彿と
させる「テーラード・カラー」（背広型
の襟）があしらわれた外出用と思われ
るツーピース状のドレスに麦わら帽
子という比較的くつろいだ服装をし
ている。テラスから遠景を見下ろす
構図は斬新で、遠景の海にはヨット遊
びに興じる人々の姿も確認できる。
本作は1877年の第3回印象派展にモ
リゾが出品した12点のうちの一つで
もある。本作は印象派を擁護する批
評家の目を奪い、賞賛を受けた。

テラスにて
エドゥアール・マネ,Édouard Manet

東京富士美術館
1880年に健康を崩したマネは療養の
ためパリ郊外のベルヴュに家を借り
る。そうしたマネのもとに友人たち
が見舞いに訪れる中、彼は油絵に取り
組み、人物、風景、静物などを約30点
ほど描いている。本作はこうした夏
のベルヴュ滞在のあいだに制作され
た作品のひとつ。この絵はマネ没後
の翌年に行われた競売で、マネ作品の
収集家であったオペラ座のバリトン
歌手ジャン＝バティスト・フォールが
購入し、以後、欧米の著名な収集家の
手を経て、現在東京富士美術館の所蔵
となっている。この作品のモデルは
見舞客の一人、ガンビー夫人といわれ
ている。アドルフ・タバランの『マネ
とその作品』によれば、ガンビー夫人
は、マネ家と親しい付き合いのあった
ルバン夫人の友人であるらしい。ま
たマネの義妹にあたる画家ベルト・モ
リゾの親戚筋の女性ともいわれる。
紫色の花があしらわれた黒い帽子を
被り、髪は前髪を垂らした流行のスタ
イル。背景の緑の庭は、印象派に近い
筆触を生かした描き方であるが、モデ
ルの女性の服は、他の印象派の画家の
絵には見られない「黒」で大胆に描か
れている。しかもすけて見えるよう
な薄い着色で、筆跡を残しながら巧み
に女性の体を描き出しているあたり
は、マネの並はずれた造形センスとと
もに近代的で都会的な感性を感じさ
せる。緑と黒の対比で構成された画
中で、女性の顔の白と手袋の黄色が目
に鮮やかに映る。そして女性の唇の
赤と、絶妙のバランスで描きこまれた
小さな赤い花の色がマネの天才的な
色彩センスを存分に感じさせるスパ
イスとなっている。この作品でマネ
が描き留めたものは、もはや特定の女
性の肖像というよりは、パリを象徴す
る「女性美」そのものといえるだろ
う。

散歩（ガンビー夫人）
フィンセント・ファン・ゴッ
ホ,Vincent van Gogh

東京富士美術館
オランダに生まれたゴッホは、ブリュ
ッセルで素描の基礎を学び、1881年、
28歳の時、牧師であった父の任地で
あったオランダ南部のエッテンヘ赴
く。この年の終わり、ゴッホは画家に
なることに反対だった父との衝突か
らハーグへ移り、ハーグ派の画家たち
と出会っている。オランダ時代のゴ
ッホの作品は、ハーグ派の画家たちや
17世紀のオランダの巨匠たちの作品
の影響を受け、全体的に落ち着いた暗
い色調で描かれている。1883年、30
歳の時、ハーグを起ったゴッホはやは
り父が赴任していたオランダ南部の
ニューネンへ移る。この頃より、ゴッ
ホは油彩画に本格的に取り組み、農民
や職人、ニューネン近郊の風景を精力
的に描いている。ニューネン時代は、
農民画家としてのゴッホが形成され
ていった重要な時期で、オランダ時代
のゴッホの集大成ともいうべき《馬
鈴薯を食べる人たち》（1885年）が描
かれている。本作は、《馬鈴薯を食べ
る人たち》が描かれた翌月の、1885年
の6月に描かれた作品。ゴッホは弟テ
オへ宛てた手紙の中で、「今は、ここ
（ニューネン）から2時間のところで仕
事をしているので、全ての時間を有す
る。私が求めているのは、あといくつ
かのきれいな荒野の農家。既に4つ、
前回送った大きさが2点と、小さいの
がいくつかある。」と述べており、こ
の作品は、この手紙の中で「いくつ
か」と言及されている作品。農民が暮
らす場所を描くことは、ミレーを崇拝
するゴッホにとって、農民の生活の厳
しさや、自然との深い結びつきを表現
する重要なモチーフであった。ゴッ
ホは愛情を込め、農民の家を、雀より
小さな野鳥のミソサザイの巣に喩え
「農民の巣」と呼んでいる。その力強
いタッチと落ち着いた色調は、大地に
根ざして生きる農民のたくましさと、
自然の持つ包容力を描きだしてい
る。同じ時期に描かれた、同じモチー
フの作品が、いくつも残っており、こ
のモチーフがゴッホにとって、重要な
ものであったことが伺える。

鋤仕事をする農婦のいる家
ピエール＝オーギュスト・ルノワー
ル,Pierre-Auguste Renoir

東京富士美術館
本作には、ルノワールが好んだ〈赤い
色〉〈美しい服〉〈若い女性の肌〉〈穏や
かさ〉といった要素を見つけること
ができる。また黄色い帽子も大切な
脇役で、ルノワールの絵画にしばしば
登場するポイントのひとつとなって
いる。この絵が描かれたと思われる
1890年代前半は、ルノワールがいわ
ゆるアングル風の「古典の時代」から
「真珠色の時代」と呼ばれる新しい画
風を確立しつつあった時期にあた
る。彼はいよいよ晩年の様式の完成
に向かって、新たな一歩を踏み出して
いく。1880年代の「古典の時代」での
厳格な線による写実主義はすでに影
をひそめ、本作にも見る事ができるよ
うに、輪郭線は流れ去り、衣服は震え
るような色調を帯び、人物は背景とと
もに光の中に溶け込むかのようであ
る。そこには、柔らかで、穏やかな眼
差しの、まるで果実のような典型的な
〈ルノワールの女〉がある。人物と背
景は、互いに影響しあい、光の中で融
合するかのようで、遠近法は失われ、
空間は平面に近づいている。色彩は
モノの固有色にしばられずに、色その
ものの美しさが画家のテーマとなっ
ている。モノの形によってではなく、
色彩の輝きによって見る者に働きか
ける。ルノワールの作品に見られる
これらの特徴は、ジャン・クレイが
『印象派』の中で分析したように、印
象派の画家が伝統的な絵画法を解体
して獲得した全く新しい視覚の喜び、
ともいうべきものである。なおこの
作品は、ベルネーム＝ジュンヌ画廊、
デュラン＝リュエル画廊というルノ
ワール作品を取り扱った最大手の画
商から世に出た経歴が残っている。

赤い服の女

エドゥアール・ヴュイヤール,Édouard

Vuillard

東京富士美術館
婦人はヴュイヤールの姉マリーで、2
人の子どもはその娘と息子である。
マリーはヴュイヤールの生涯の親友
であり画家のケル＝グザヴィエ・ルー
セルの妻であったが、ヴュイヤールは
ルーセルの田舎の邸宅をしばしば訪
れ、彼ら家族の絵を描いた。本作でマ
リーは茶色を主とした簡素なシルエ
ットのドレスに身を包み、姪のアネッ
トは白い帽子、赤いストライプの服を
身につけている。ヴュイヤールにと
ってアネットはとりわけお気に入り
のモデルで、他の作品にも同様の出で
立ちで描かれている。家族のスナッ
プ写真のアルバムをめくるような、日
常生活の親密で温和なモチーフを描
いたヴュイヤールらしいショットで
ある。

婦人と子供
ピエール・ボナール,Pierre Bonnard

東京富士美術館

若い女
アメデオ・モディリアーニ,Amedeo

Modigliani

東京富士美術館
イタリアのリヴォルノに生まれたモ
ディリアーニは、1906年1月、絵を描
くためにパリに出た。その翌年の11
月、本作のモデルとなっている人物
───医師で美術愛好家のポール・ア
レクサンドル博士と知り合う。モデ
ィリアーニの作品に関心をもった最
初の人である。彼は1914年に第一次
世界大戦に出征を余儀なくされるま
で、モディリアーニのパトロンであ
り、この若い画家を激励し、その作品
を買い続けた。フランス人で知識豊
かな美術愛好家であったポール・アレ
クサンドルは、無名の芸術家を公衆、
画商、収集家に紹介するチャンスのあ
る公的機関にもよく通じており、さま
ざまな面でモディリアーニを支援し、
その芸術活動を支えた。1908年にな
ると、モディリアーニはポール博士と
その弟ジャンが創設した芸術家コロ
ニーにしばしば通うようになる。
1909年には同博士の3点の肖像画が
描かれたが、その中では本作が最も完
成度が高く、素晴らしい出来映えを示
している。同年に描かれた《乗馬服の
女》（ニューヨーク、個人蔵）と同じよ
うに、左手を腰にあてたポーズの4分
の3分身像となっている。この博士の
肖像画シリーズは、ある意味では「芸
術のパトロンが画家へ出資すること
によって彼の肖像画が描かれる」とい
うルネサンス以来のイタリア絵画の
伝統を思い起こさせる。ちょうどこ
の絵が描かれた頃、モディリアーニは
彫刻家コンスタンティン・ブランクー
シと友情を結び、以後の数年間は彫刻
に没頭することになる。しかし絵画
を放棄したわけではなく、1914年以
降の細長く平面的にデフォルメされ
たいわゆるモディリアーニ様式に繋
がってゆく。本作は若いモディリア
ーニの瑞々しい感覚が漂う初期の秀
作といえよう。

ポール・アレクサンドル博士
モーリス・ユトリロ,Maurice Utrillo

東京富士美術館
ユトリロはエコール・ド・パリの画家
たちの中にあって、マリー・ローラン
サンとともに、ほとんど唯一の純粋な
フランス人であった。他のエコール・
ド・パリの画家はモンパルナスのカフ
ェを中心に活動したが、ユトリロの活
動拠点はモンマルトルの丘であっ
た。彼は精神病院を転々とする重症
のアルコール中毒患者で、1917年に
母の画家シュザンヌ・ヴァラドンに
「あなたの席はルーヴルにあります
が、僕の席は病院にあります。僕は16
歳のとき人生を投げ出したので、今と
なっては社会に馴染むには遅すぎま
す」と苦しい胸のうちを告白してい
る。もっとも入院先の病院の医師の
勧めで絵筆をとったのが、画家ユトリ
ロの誕生であった。彼の作風は一般
的に以下の4つの時期に分類されてい
る。1903—06年の初期の時代、1906—
07年の印象派時代、1907—13年の「白
の時代」、1913年以降の「色彩の時代」
がそれである。特に本作が描かれた
1910年代後半は、それまでの白を中
心としたパレットがさまざまな色彩
の広がりを見せていくが、白はまだ主
要な色として用いられている。ノル
ヴァン通りは、モンマルトルの丘の上
に立つサクレ＝クール寺院へと続く
小路で、ユトリロはしばしばこの付近
を描いた。人影もまばらな狭い道の
両側には白い壁が続き、その先にはサ
クレ＝クール寺院の白亜の円蓋がそ
びえている。哀愁を帯びた裏通りの
淡い詩情をたたえた空間が印象的な
本作は、ユトリロが傑作を最も多く生
み出した1910年代の典型的な佳品の
ひとつといえるであろう。

モンマルトル、ノルヴァン通り
アルベール・マルケ,Albert Marquet

東京富士美術館
マルケは、マティスなどとともにフォ
ーヴィスムの代表的画家の一人に数
えられているが、本質的には色彩の強
烈さよりは、微妙なニュアンスの諧調
にいっそう鋭敏であった。後期にな
ると、その色彩は更に柔らかさを増し
ていった。マティスの親友であった
関係から、フォーヴの運動に参加はし
たが、グループからは距離を保ってい
た彼は、その気質からして、コローや
クールベの伝統に連なる写実主義者
であった。マルケの才能は、情景を澄
明な明晰さをもって表わすことにあ
った。港の風景は、彼が好んで描いた
テーマの一つである。本作において
マルケは、穏やかな色調を用いて、温
暖で陽光あふれる南仏の入り江を描
き出している。トゥーロンは、フラン
ス南部の地中海に臨む軍港都市で、マ
ルセイユの東方約50kmほどのところ
に位置し、西から東に突き出す岬によ
って守られた湾に面している。セザ
ンヌが制作をしたエクス・アン・プロ
ヴァンスにもほど近い。16世紀にア
ンリ4世が港と城を整備し、海軍工廠
を設置してより、軍港・造船工業都市
として発達し、フランス革命では王党
反革命派の拠点であった。マルケは
友人のマンガン、カモワン、マティ
ス、シニャックらとともに、1905年、
南フランスを旅行したことがあり、本
作はその時の取材によるものではな
いかと推測される。パリのポンピド
ゥー・センター（国立近代美術館）に
1905年頃に描かれた《南仏の風景、ア
ゲーの眺望》という作品があるが、木
の間越しに海と半島を描いた視点や
筆のタッチは本作と似ている。初期
の画風の典型を示す作品のひとつで
ある。

トゥーロン湾の眺め

海北友雪,Kaiho Yusetsu

東京富士美術館
源平合戦の中でも有名な一の谷合戦
を右隻に、左隻に屋島合戦を描く。右
隻には平家の陣屋の後方から攻め入
ろうとする、源義経によるいわゆる
「鵯越の逆落とし」の場面や、熊谷直
実と平敦盛による「敦盛最期」のシー
ンが描かれる。左隻には陣屋に攻め
入る義経軍と海上に逃れる平家の軍
勢とが、陸上と海上に対峙する屋島合
戦の模様を描く。所狭しと金雲をあ
しらい、極彩色と繊細なタッチで兵士
一人一人の表情まで丹念に描き、見る
者を魅了する。

源平合戦図屏風
狩野派,Kano School

東京富士美術館
洛中洛外図は桃山時代後期に成立し、
江戸時代まで続いて制作された風俗
画の一種である。京都の市街（洛中）
と郊外（洛外）の名所や旧跡、四季折々
の行事などを一望のもとに描く。通
常、六曲一双の画面に描かれる。左隻
の中央に大きく二条城が描かれ、右隻
には豊臣の余光を反映して方広寺の
大仏殿が配されている。金雲たなび
く眼下に祇園祭などの祭礼・行事や市
井の人々の営みが活写され、当時の賑
わいが伝わってくるような瑞々しい
作品である。

洛中洛外図屏風
狩野尚信,Kano Naonobu

東京富士美術館
右奥から流れ出る水流の縁に手をか
けて佇む虎。その口元を見ると薄く
彩色があり、口を開けているのか、舌
を出しているのかは判別できないが、
水をありつこうとする瞬間を捉えて
いると分かる。周囲を窺うような視
線を送る表情は、まるで猫のようで愛
くるしい。大胆な余白の活用が尚信
画の特長ともいえるが、ここでも横長
の大きな画面に余計なものは描かず、
主題に視線を向かせるようなすっき
りとした画面構成が見られる。

［重要美術品］猛虎図
琳派,Rinpa School

東京富士美術館
比較的小さな寸法に仕立てられた八
曲一隻の屏風。画面右下に「対青印」
らしき朱文円印があるが、にわかには
判読しがたい。本作では俵屋宗達・尾
形光琳の双方が描いた《松島図》にも
見られる波頭の図案が簡潔にリズム
よく描かれ、波の躍動感を伝えてい
る。波形の描写は波の外側にだけ濃
い群青色を引き輪郭を際立たせ、波頭
部に胡粉で白を着彩し、飛沫や波のう
ねりの部分に金泥の線で調子をつけ
て仕上げている。

波濤図屏風
曾我蕭白,Soga Shohaku

東京富士美術館
六曲一隻屏風に墨画淡彩で二羽の鶴
を描く。鶴の周囲を外隈が施され、そ
の白い身体が強調され、さらに頭部に
用いられた朱がアクセントとなり効
果的である。鶴の表現や、速筆で描か
れた画面を突き抜ける大きな松、没骨
で描かれた下草類などに蕭白の水墨
技術が看取される。画面左に後補が
あり、引手跡も確認できることから、
襖が屏風形式に改装されたことがわ
かる。作風、落款、印章などから20代
末から30代前半頃の制作と考えられ
る。

鶴図屏風

東洲斎写楽,Toshusai Sharaku

東京富士美術館
寛政6年（1794）の5月に河原崎座で上
演された「恋女房染分手綱」の一場面
で、前半の山場・道成寺の主役である
能師役の竹村定之進を描いたもの。
演ずる市川鰕蔵は5世市川団十郎のこ
とで、当代随一の名優と謳われた。大
ぶりの体格、彫りの深い顔と顔全体を
使った豊かな表情が、この役者がもつ
堂々たる風格を伝えてくれる。また
定之進の顔、襟や裃の描線、組まれた
両手とがリズミカルかつ安定した構
図を巧みに演出している。

市川鰕蔵の竹村定之進
葛飾北斎,Katsushika Hokusai

東京富士美術館
冨嶽三十六景シリーズを代表する作
品。画題にある「凱風」とは南風のこ
と。「赤富士」とも称されるこの情景
は、夏から秋にかけての早朝にかぎり
見られるという。諸説はあるが、右側
に寄せられた構図は左側(東)からの
光を意識しているとも感じられ、河口
湖付近から富士の北側を捉えたと思
われる。秋を予感させる鰯雲の中に
悠然とそびえるその偉容は、富士を形
象化した作品の中でも唯一無二の逸
品といえよう。

冨嶽三十六景　凱風快晴
葛飾北斎,Katsushika Hokusai

東京富士美術館
眼前で激しく逆巻く大波と波間の遥
か遠くに鎮座する富士山。動と静、遠
と近を対比させる絶妙な構図は、海外
でも「グレート・ウェーヴ」と称され、
画家ゴッホや作曲家ドビュッシーを
はじめ世界的に賞讃を受けた。波に
翻弄される3艘の船は「押送り舟」と
呼ばれる舟で、伊豆や安房の方から江
戸湾に入り、日本橋などの市場に鮮魚
や野菜を運搬していた。千葉県木更
津方面から江戸湾を臨んで描いたと
の説もある。

冨嶽三十六景　神奈川沖浪裏
葛飾北斎,Katsushika Hokusai

東京富士美術館
冨嶽三十六景シリーズの三役にも挙
げられる作品。《凱風快晴》と双璧を
なすように、富士の堂々たる姿を表し
た本図は、《凱風快晴》が「赤富士」と
称されたのに対し「黒富士」と呼ばれ
た。漆黒に包まれた裾野から山頂へ
のシャープなグラディエーションと
頂の尖った形容が、富士の峻厳さとそ
の周辺に立ちこめる静寂な雰囲気を
伝えている。画題の「白雨」は夕立を
意味する。裾野に描かれた稲光りが
画面全体にいっそう鋭さを与えると
ともに奥より迫る黒く染まった雨雲
が、これから来るであろう俄雨を予兆
する。

冨嶽三十六景　山下白雨

歌川広重,Utagawa Hiroshige

東京富士美術館
現在の神奈川県足柄下郡箱根町にあ
たる。主役の富士を凌駕するように
極端に競り立った山が画面中央に描
かれ、対照的に白く雪化粧した富士が
遠景にひっそり佇んでいる。山間を
抜ける細く急勾配な坂道を下る大名
行列の姿は「天下の嶮、千尋の谷」と
謳われた箱根の峠越えの厳しさを物
語っているかのよう。モザイク画を
思わせる多彩な山の岩肌の表現と連
なる大名行列の動きが画面にリズム
をもたらし、観る者の好奇心を満たし
てくれる。

東海道五拾三次之内　箱根  湖水
図

東京富士美術館
長方形、角丸、被蓋造（かぶせふたづく
り）の硯箱で、内外共に総体金梨子地
（きんなしじ）に平蒔絵と高蒔絵で表
す。蓋甲には桐鳳凰、見返しは松瀧山
水、見込みは竹としている。蓋甲は、
水辺の桐に雌雄の鳳凰で、小笹や沢瀉
も描かれる。桐花に金金貝（かなが
い）、凰の尾羽と岩には銀金貝があし
らわれ、桐の幹や凰の体、岩や雲に
金・銀の切金（きりかね）が置かれる。
見返しでは州浜に銀金貝、岩や雲に
金・銀の切金が置かれ、瀧は銀蒔絵と
している。見込みには硯石と金銅製
七々子地に蛇目九曜紋（じゃのめくよ
うもん）を高彫（たかぼり）した水滴が
据えられている。鳳凰は、鳳が雄で凰
が雌の中国で創造された霊鳥。『詩
経』では、鳳凰が鳴き、高岡で睥睨（へ
いげい）すると、梧桐が生えてくると
あり、また梧桐でなければ棲まず、竹
の実でなければ食べないとする。日
本では、『餝抄』の天養21年（1144）の
条に、天皇が「黄櫨染　文竹桐鳳凰」
の御袍を常に着たことが記され、鳳凰
は天子を表すものと考えられてい
る。この硯箱でも蓋表に桐鳳凰、見込
みに竹が描かれているのはこうした
背景がある。

桐鳳凰蒔絵硯箱
五十嵐派,Igarashi School

東京富士美術館
本作の全面には蒔絵をはじめ、金属の
小片を貼り付ける切金や金属を文様
の形に切り抜いて貼り付けた平文な
どの手法が用いられる。蓋表には四
頭の鹿と菊、萩などの秋の草花が配さ
れ、その図様は蓋裏から蓋表、身の方
へと連続している。本作の意匠は『古
今和歌集』に収められた壬生忠岑の
和歌「山里は秋こそことにわびしけ
れ　鹿の鳴く音に目をさましつつ」の
歌意を表現したもの。文学的な詩情
性と蒔絵による装飾性が融合した典
雅な作品といえる。

［重要美術品］鹿秋草蒔絵硯箱

順姫所用,Used by Mune Hime

(Princess Mune)

東京富士美術館
宇和島伊達家の家紋である「竹に雀
紋」と「竪三引両紋」が描かれた乗物。
駕籠の中でも引き戸が付いている高
級なものを乗物と呼ぶ。内装部分に
は、金地に風景と草花が極彩色で丁寧
に描かれている。本作は仙台藩第7代
藩主伊達重村の娘順姫が伊予宇和島
藩第6代藩主伊達村壽に嫁いだ際に用
いられた品と考えられている。大名
家にふさわしい豪華な蒔絵、華やかな
花鳥画が特徴的である。同種の乗物
はわずかしか現存しておらず、文化的
にも高い価値がある。

竹雀紋竪三引両紋牡丹唐草蒔絵
女乗物

天璋院篤姫の婚礼調度,Marriage

Furniture for Tenshoin Atsuhime

東京富士美術館
天璋院篤姫の婚礼調度の一部で、陶磁
器製の茶碗をのせる台、および蓋であ
る。篤姫の婚礼調度品はこれまで国
内外で4件しか確認されていない希少
なもので、東京富士美術館のほかアメ
リカのスミソニアン協会、徳川記念財
団、大阪青山大学短期大学が所蔵す
る。薩摩に生まれた篤姫は、安政3年
（1856）に右大臣近衛忠煕の養女とな
り、その年の11月に第13代将軍徳川
家定の正室となった。近衛家の抱き
牡丹紋、徳川家の三葉葵紋を配し、二
葉葵唐草の意匠が施されている。

葵紋牡丹紋二葉葵唐草蒔絵茶碗
台　同蓋 東京富士美術館

提重は重箱の一種で、花見遊山など屋
外での酒宴等に便利なように、携帯用
重箱として工夫されたもの。提鐶（さ
げわ）のついた全体に竹が貼られた枠
型の中に重箱、竹製の酒瓶、杯、銘々
皿などを一具として組み入れてい
る。竹の生地に、源氏物語の車争いの
場面が蒔絵の高度な技術を施して描
かれている。手提げ部分に用いられ
た七宝金具なども質の高い優品。幕
末から明治期の富裕層の注文によっ
て作られたものと考えられる。

竹貼源氏蒔絵提重

有綱（古伯耆）,Aritsuna (Ko-Hoki)

東京富士美術館
本作は、中鋒がつまり、腰反りがつく
優雅な太刀姿で、鍛えは板目に杢目肌
が交じり地沸つき地景がよく入る。
刃文は小乱れに小互の目風の刃が交
じり足入り、刃縁には荒めの沸、金
筋・沸筋・砂流し、処々二重刃風に湯走
りや飛焼きを交えるなど変化に富
む。茎は生ぶ在銘である。現存する有
綱在銘の最上作の太刀として昭和28
年、国の重要文化財に指定されてい
る。

［重要文化財］太刀　銘　有綱
福岡一文字,Fukuoka-Ichimonji

東京富士美術館
本作は、身幅広く腰反り高く、中鋒詰
まって猪首になるなど鎌倉時代中期
の力強い太刀姿を呈し、平肉も良く付
き、往時の姿を留め、よく練れた地鉄
には乱れ映りが立ち、足・葉が豊富に
入り、華やかな重花丁子に蛙子丁字を
交えた大模様の刃文は力強さと迫力
に満ちており、福岡一文字派の真価が
十二分に発揮された屈指の一口とい
える。細川護貞氏旧蔵。昭和25年、国
の重要文化財に指定されている。

［重要文化財］太刀　銘　一

近景,Chikakage

東京富士美術館
本作は、よく詰んだ板目肌に杢目が交
じり美しく、直刃調の小丁字に直足が
入った刃文が焼かれ、やや磨上げられ
てはいるが、身幅の広い堂々たる太刀
姿を今に伝えている。細川護貞氏旧
蔵。昭和25年、国の重要文化財に指定
されている。

［重要文化財］太刀　銘　備前國
長船住近景／建武二年五月日

銘　常州住早乙女家成,Signed

Joushu-ju Saotome Ienari

東京富士美術館
筋兜は南北朝から室町時代に用いら
れた兜の一形式。縦に細長い薄い鉄
板を順々に重ね並べ、それを小さい鋲
で留め、鋲頭を平らに叩きつぶして鉄
板の重ね目（筋）だけを見せた兜であ
る。鉄板の数により何間の兜と呼び、
本作は六十二の鉄板数から六十二間
となる。吹返には牧野家伝来を示す
三ツ柏紋が施され、前立は煉革に金箔
を押した大三日月が置かれている。

鉄錆地六十二間筋兜　三日月前
立 東京富士美術館

兜鉢は薄鉄の五枚張りで、その上に鯱
の形を和紙で厚く張り抜いてある。
全体を厚く漆で塗り固め、口と鼻孔は
朱漆塗り。目は金胴の薄板を貼り付
け、錏（しころ）は鉄板付盛上札を朱漆
塗りとし、その上から黒漆を塗ってい
る。日根野形五段を紫絲威とし、吹返
しは一段丸形で、黒漆塗りとして銀の
覆輪をめぐらせる。作域は、張り抜き
技術、漆仕事にすぐれ、まとまりのよ
い張懸兜である。

鯱形兜

東京富士美術館
類例の少ない作品である。本体を象
の形に作り、背に6本の筒型のロウソ
ク立てを備えている。台座は長方形
で、台座の周りには蓮弁を巡らせてい
る。象の体には様々な飾りが取り付
けられ、背には丸いカーペットの敷物
が敷かれている。白磁は6世紀後半、
河南省鞏義窯や、河北省邢窯で本格的
に生産が始まったが、その完成は8世
紀後半である。この作品の年代は蓮
弁の様式や造形、白磁の釉溜まりなど
からみて、唐時代前期、7世紀後半の
作と考えられる。象の姿、台座、ロウ
ソク立てに巡らされた蓮弁など、仏教
的要素が強く感じられる作品であ
る。

白磁象形燭台
東京富士美術館
大きな宝相華文の貼花が器に飾られ
た水注。地には藍釉が全体に掛かり、
宝相華文とともに、豪奢な雰囲気を漂
わせている。藍釉はコバルトであり、
緑釉や褐釉に比べ、希少であり、それ
がふんだんに使われていることがこ
の三彩をより豪奢にみせている。水
注の姿はササン朝風であり、藍釉が加
わり、よりエキゾチックな雰囲気を強
めている。

三彩貼花宝相華文水注

磁州窯,Ci-zhou Ware

東京富士美術館
磁州窯における典型的な白地鉄釉の
梅瓶である。口がすぼまり緩やかな
曲線で形作られた梅瓶に、白化粧を施
し、軽快かつ伸びやかな筆致で、牡丹
折枝文を描く。類品は、いくつか知ら
れるが、なかでもこの作品は、より、
牡丹文が端正で、バランスよく配して
いる。白絵鉄絵の技法は、白い器面に
筆で文様を描くために、いきいきとし
た筆使いが大きな見所となってい
る。口は後補。底裏に窯印のような線
刻がある。

［重要美術品］白地鉄絵牡丹文梅
瓶 景徳鎮窯,Jing-de-zhen Ware

東京富士美術館
胴部が大きく張り、頸部が短く直立す
る酒会壺。口縁には銅の覆輪がかけ
られている。本来は蓋を伴う。白磁に
コバルトを呈色剤とする顔料で文様
を施文する青花は、元時代後期の景徳
鎮窯で始まる。本作品はこのタイプ
の壺の典型的な文様配置で、口頸部に
波濤文、肩部に牡丹唐草文、胴部に魚
藻文、四方襷文を挟んで裾部にラマ式
蓮弁文が描かれている。イギリスの
陶磁研究者、ハリー・ガーナー卿の旧
蔵品。

青花魚藻文酒会壺
景徳鎮窯,Jing-de-zhen Ware

東京富士美術館
鍔状の口縁部を持つ五花形の面盆で、
明時代の万暦期に好まれた形。万暦
年間は、明時代の景徳鎮窯における五
彩磁器の全盛期。赤色ばかりでなく、
緑・黄・青・黒など、繁褥（はんじょく）
ななかにも洗練された色使いが特
色。この作品は赤を主調とし、内面は
魚藻文が濃密に描かれ、外面に花卉唐
草文、八宝文が配されている。底裏に
は、二重圏線内に3字2行の青花銘。

［重要美術品］五彩魚藻文面盆

藤原定家 奥書,Postscript by Fujiwara

no Sadaie

東京富士美術館

［重要文化財］相模集
後柏原天皇,Emperor Go-kashiwabara

東京富士美術館
　後柏原天皇の筆による『和漢朗詠
集』の書写。後柏原天皇は後土御門天
皇を父とし、その死去を受けて即位し
た。在位は1500年～1526年。土御門
天皇と同様、応仁の戦乱で衰退した朝
儀（ちょうぎ）の再興に尽力する一方、
詩歌や管弦などにも長け、歌集『柏玉
集（はくぎょくしゅう）』をまとめて
いる。　写されているのは『和漢朗詠
集』巻下、慶賀に収められている橘正
通（たちばなのまさみち）の漢詩と、作
者未詳の和歌である。まず漢詩は「君
と私は、花月などを愛でながら交流を
深めてきた。しかし、今君は高貴な身
分の人となり、微官に留まっている私
とは天地ほども離れてしまい、目に届
かなくなってしまった」と訳せ、旧友
への今昔の感を読み取ることができ
る。　続く和歌は、「昔は嬉しさを袖
に包んだというが、今宵の私の嬉しさ
は袖に包むどころか、身にも余ってし
まうほどである」と訳せる。『和漢朗
詠集』では、この歌に作者名は付され
ていないが、『撰集抄（せんじゅうし
ょう）』では、藤原斉信（ただのぶ）よ
り先に昇進した藤原公任（きんとう）
の喜びを表した歌として出ている。
しかし『公任集』（自撰和歌集）では見
ることができない。［解読文］「花月一
窓　交昔眤　雲泥万里　眼今窮」「う
れしさをむかし　は袖につゝみけ
り　こよひは身にも　余りぬるかな」
［書き下し文・現代表記］「花月一窓（か
げついっそう）交（まじわ）り昔眤（む
つま）じかりき　雲泥万里（うんでい
ばんり）眼（まなこ）今窮（きわ）まり
ぬ」「うれしさを　むかしは袖に　つ
つみけり　こよいは身にも　余りぬ
るかな」

［重要美術品］宸翰  朗詠断簡
毛利輝元,Mori Terumoto

東京富士美術館

書状
千利休,Sen no Rikyu

東京富士美術館

消息
小堀遠州,Kobori Enshu

東京富士美術館
小堀遠州は桃山時代から江戸時代前
期にかけての茶人。遠州流の祖。早く
から古田織部（1543-1615） に茶の湯
を学んだ。徳川三代将軍家光（1604-
51） に献茶し、これが将軍家茶道師範
の称のおこりとなった。「きれいさ
び」の茶を主張し、また、建築、造園を
も手がけた。本作は中央に大きく「風
清」の二字を横書きに大書した作品。
個性的な書風であり、茶人遠州の面目
躍如たるものがある。左隅に「宗甫」
（朱文瓢箪印）の印を押す。

「風清」二字

ロシア,Russia

東京富士美術館
ピンのヘッド部分は、隙間なくセット
されたダイヤモンドのリボンがトッ
プに向かって螺旋状に上り詰めてい
る。銀とダイヤモンドの白色光の中
にトップにセットされたサファイア
のブルーが美しく映える。ロシア帝
国の宝物庫から売却された一対のう
ちのひとつ。

ロシア皇室のハット・ピン
東京富士美術館
V字型を成す基底部の上に、古代ギリ
シャの植物文様（アンテミオン）やア
カンサスの花を思わせる文様が、ダイ
ヤモンドを用いて表現され、最上部の
中央に11個、左右それぞれ2ヶ所に9
個のダイヤモンドを固めて形成した
クラスターがシンメトリーに配置さ
れている。本作に使用されているダ
イヤモンドは全部で1040個、260カラ
ットに及ぶ。本作は過去に皇帝ナポ
レオン1世の皇后ジョゼフィーヌが所
有していたとされている。

皇后ジョゼフィーヌのティアラ

グラフィス＆ウェイゴール,Grajths

and Weigall

東京富士美術館
栄光や勝利を意味する月桂冠を頭上
に戴いたナポレオンの横顔が、カーネ
リアン（紅玉髄）にインタリオで象ら
れている。金で葉模様がデザインさ
れたベースには、ルビー、エメラル
ド、サファイアなど数種類の異なる宝
石がはめ込まれている。皇帝の没後
に、イギリス人のナポレオン崇拝者の
一人が依頼して作らせたものと思わ
れる。

ナポレオンのインタリオ･ブロー
チ

イギリス,United Kingdom

東京富士美術館

ジョージ44世のインタリオ・ペン
ダント

イギリス,United Kingdom

東京富士美術館

ウェリントン公爵のインタリオ･
ペンダント

展示中の収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「展示中の収蔵品」ページを表示します。現在当館展示室で見ることができる収蔵品を表示し
ます。

展示予定の収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「展示予定の収蔵品」ページを表示します。今後当館展示室で展示予定のある収蔵品を表示し
ます。

貸出中の収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「貸出中の収蔵品」ページを表示します。現在他館で開催されている展覧会等に貸出されてい
る収蔵品を表示します。（実際の展示予定は各館にご確認ください）

貸出予定の収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「貸出予定の収蔵品」ページを表示します。今後他館で開催される展覧会に貸出が予定されて
いる収蔵品を表示します。

貸出終了した収蔵品  "
東京富士美術館公式HP内の「貸出終了した収蔵品」ページを表示します。他館で開催された展覧会に貸出された収蔵品の
記録を見ることができます。

検索キーワードを入力

東京富士美術館収蔵品データベース
日本・東洋・西洋の各国、各時代の絵画・版画・写真・彫刻・陶
磁・漆工・武具・刀剣・メダルなど様々なジャンルの作品約
30,000点の内、約1,800点を掲載。

YouTube YouTube 富士美チャンネル  "
YouTubeの東京富士美術館ムービーチャンネルを開きます。

東京富士美術館ホームページ  "
東京富士美術館のホームページを開きます。
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(最初のノート)検索キーワードを入力 *



















• 準備期間： 

• 2021年11月16日～ 

• 11月下旬　サンプル作成 

• 1月下旬　プロトタイプ 

• 3月下旬　デモ機作成



• 設置期間： 
• 本館　企画展示室　4月28日（木）～6月5日（日） 
• 新館　常設展示室　4月28日（木）～現在 
• グーグルフォームによるアンケート実施





１．この展示パネルは、日本国内にあるデジタルアーカイ
ブをまとめて検索できるジャパンサーチからデータを引
用しています。ジャパンサーチについてご存じでしたか？



２．デジタルキャプションを用いた展示パネルには、作
品名や作者名のほかに様々な情報を表示することができ
ます。今後、どのような情報を表示してほしいですか？



３．デジタルキャプションはパネルサイズや表
示内容を変更することができます。作品の情報
量としてはどのくらいが適切でしょうか？



４．デジタルキャプションについて、自由にご意見をお聞かせください。

• 今回私が見たサイズでも、作品の情報を知ることができ、とても面白かったのですが、すべての作品にこれをつけるのは、場所としても費用としてと厳しいのかもと思いました。たとえば、ひとつの
部屋ごとに、作品を検索できて見ることができるパネルがあればともおもうのですが、そうすると、人が多いときには見れないのと、感染対策の面では難しそうですね。普段のタイトル、QRはそのま
まに、プラスアルファで置けたら面白そうですが、それだと持続可能、にあまり関係なくなってしまうかもしれません。 

• 今後、是非利用したい。 

• 面白い試みだと思います、多分これからは若い人中心に使われていくのでは？ 

• デジタルキャプションは良いと思いますが、ジャパンサーチなど既存のデータに直接ではなく、その展示会のキャプションにつなげてほしい。これまでパネルやキャプションを読むことで、美術館や
学芸員の方々とやりとりしているような気持ちに勝手になっていました。誰でもいつでもアクセスできる情報はもちろん大事ですが、展示会のオリジナリティや美術館のこだわりを感じたいです。 

• 小さすぎてボリュームが多いと作品よりも文面を見てしまう傾向になるため、簡潔な文書での表示が良いと思う 

• 図録などにもQRコードを表示して欲しいなと思いました。 

• 可読性が高くないと読むのが大変なので、行間詰め過ぎは読む気がしなくなりました。フォント選びは大事だと思います。 

• 会場では何がデジタルなのか分からず、帰宅後にこのアンケートを見て、キャプションではなく情報元がデジタルなのだと納得しました。 

• 使いやすいものにしてほしい。 

• 紙と比べて余白が少なく情報が詰まって見えて文字が頭に入りづらい。文字レイアウトは考える余地があると思った。最新の情報を載せられることと、ジャパンリサーチの認知の普及には役立つと感
じた。 

• 使い方が分からない。 

• 館内にwifiが欲しいです！ 

• Wi-Fiが利用でき、QRで、利用することを知り、次回もぜひ利用しようと思いました。 

• ペーパーレスを推進していて良い取り組みだと思います。



• デバイスの表示性能・品質の課題や機材調達の費用対効果など検討が必要
な課題  

• デバイスは書き換え可能なので展示数分の枚数を用意すれば良いこと 

• ジャパンサーチ上のデータを実際の展示室に落とし込む試みとして今後の
活用の可能性 



“デジタルアーカイブを日常にする”
試み



１）ジャパンサーチに所蔵作品情報を連携すること 
→全国美術館会議をつなぎ役に連携機関になること ✔︎ 

２）ジャパンサーチの機能を活用すること 
 ・検索し、メタデータ、コンテンツにアクセス・利用する 
 ・ワークスペース、ギャラリー機能を利用する 
→オンライン展覧会のリリース ✔︎ 

３）ジャパンサーチからAPI等でメタデータを取り出し活用すること 
→デジタルキャプションの試み ✔︎ 



１）ジャパンサーチに所蔵作品情報を連携すること 
→全国美術館会議をつなぎ役に連携機関になること ✔︎ 

２）ジャパンサーチの機能を活用すること 
 ・検索し、メタデータ、コンテンツにアクセス・利用する 
 ・ワークスペース、ギャラリー機能を利用する 
→オンライン展覧会のリリース ✔︎ 

３）ジャパンサーチからAPI等でメタデータを取り出し活用すること 
→デジタルキャプションの試み ✔︎ 


